
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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　掟おきて上がみ今日きょう子こは白はく髪はつの探偵である。なんでもその筋では、『最速の探偵』なんて呼ばれているらしい──スピードに関して言うならば、我らが神かん原ばるもなかなかどうして大したものではあるのだけれども、しかし神原の速度にはそれなりに重篤な事情があるように、『最速の探偵』の速度にも、それを避けがたい必然とするだけの理由があった。

　理由というより根拠と言うべきか。

　彼女の記憶は、一日ごとにリセットされるのだそうだ──より正確に言うなら、彼女は眠るたびに、自身の記憶を喪失する。

　忘却探偵とも言われる所以ゆえんである。

　なるほど、間違いなく秘ひ匿とく対象となるであろう情報に日常的に触れ、常に厳密な守秘義務に縛られる定めにある探偵職に就くにあたって、それ以上の資格はあるまい。ただしそれは、どんな事件であろうともその夜眠るまでに、つまりは一日以内に解決しなければならないという、宿命じみたタイムリミットがもれなくセットでひっついてくる資格でもある。

　裏を返せば、彼女が最速の探偵にして忘却探偵であり続けられることは、彼女が有する並々ならぬ推理力の裏打ちである。

　まあ、そう言った職業的観点を差し引いて考えても、過去に縛られない彼女の生きかたは、まだ十代の僕から見ても、ある種羨うらやましくはある──たとえばあの、地獄のような春休みの記憶を綺き麗れいさっぱり喪失することができればどれだけいいだろうと、これまで一度も思ったことがないと言えば、それは酷ひどい噓うそになるだろう。

　あの傷を忘れるわけにはいかないし、それ以上に、忘れるべきでもないのだけれど──なかったことにできるものならなかったことにしたいに決まっている。

　だけどそんな気持ちは不謹慎だし、どころか罪深くさえあるだろう──僕が忘れたところで、吸血鬼にまつわる一連の出来事が、さながら太陽を浴びたかのごとく、消滅してなくなるわけではないのだ。

　忘却探偵の功績がものの見事に忘れられたところで、彼女がかかわった事件自体が、なかったことにはならないように。

　まあ、扇おうぎちゃんが愛する推理小説の世界ならばまだしも、現実においては探偵がかかわるような『謎なぞ』には、定めし眼を背けたくなるようなうんざりする悲劇がつきものなので、解きほぐした謎を忘れるというのは、仕事を続ける上で必要不可欠なことなのかもしれないが。

　とは言え、そもそも、不幸な出来事を忘れるのと同時に、幸福な出来事も忘れていくようでは、何がなんだかわからないと言うべきだろう──幸福と不幸が表裏一体であるとするなら、不幸だけを都合よく忘れることなんてできっこないし、ならば僕は、春休みの地獄を、あの究極のバッドエンドを、いつまでも記憶し続けるしかない。

　でも、もしもそんな悟ったようなことを言うと、忘却探偵はあっけらかんと、

「いえいえ、別に幸福な記憶だって、忘れちゃって全然いいものだと思いますよ？　幸福と不幸が表裏一体であるならば、過去の不幸に縛られるのと、過去の幸福に縛られるのも、論理的には似たりよったりであるというべきなのです」

　と言うだろう。

「昨日の幸福に重きを置いたため、今日の幸福を追求できないのでは、それこそ、何がなんだかわかりませんしね」

　なるほど、見識である。

　忘却探偵ならではの見識ではあるが。

　ただ、一口に『今日の幸福』と言われても、なかなかそんなものは追求できず、ついつい昔の思い出にばかりとらわれてしまうのも人間である。

　そう簡単に幸せになれたら苦労はしないのだから。

「どうでしょう？　幸せになるくらいなら、案外、お手軽ですよ。ほら、お買い物をしたときに、支払いが７７７円だったら、幸せでしょう？」

　そりゃあ、幸せだけれど──しかしまた、えらく生活感のある幸せだ。

　でもそれはつまり、滅多にない現象だから、幸せなのでは？

「そうでもありません。合計が切りよく７２０円になるように買い物をすればいいのです──消費税が８パーセントですから、支払いは７７７円になります」

　幸せになるには計算が必要なのですよ。

　彼女はそう言ったけれど、それは計算ではなく、準備と言うべきなのかもしれなかった──幸せになる心の準備。

　あるいは──覚悟。

　幸せになる覚悟。

　春休みの僕に足りなかったのは、きっとそういったあれこれだったのだろう──そしてそれは今もなお、忘れられたままだ。
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　未だに『ろうはくこうえん』なのか『なみしろこうえん』なのか、正しい読みかたがてんでさっぱりわからない浪白公園は、東ひがし直なお駅、中なか直なお駅、南みなみ直なお駅という、みっつの駅のほぼ中心に位置している。最も寄より駅がみっつあると言えば、まるで非常に利便性の高い立地条件であるようだけれど、しかし正しくは、どの駅からも一番遠い、不便極まる立地条件なのである。

　それゆえに、辺りは閑静な住宅街として成立しているわけだ──まあ、わざわざ駅から遠路はるばるやって来ようというような、名物のある公園ではない。

　ブランコやら滑り台やらくらいしか遊具のない、一般的と言うか、ただのだだっぴろい公園である──遊具で遊ぶという年齢ではない高校三年生としては、ベンチに腰掛けてくつろぐしか、することがない公園だと言える。

　だが、今日はそれすらも難しそうだった。




　ベンチに腰掛けるどころか横たわって、すやすやと気持ちよさそうに眠る大人の姿があったからだ。




　なんて迷惑な大人だろうと思うよりも先に、その特徴的な白髪のほうが気になった──最初はお年を召しているのかと思ったけれど、その寝顔を見る限り、むしろ若いほうだろう。

　二十代半ばと言ったところか？

　首のところがだるんとたるんだセーターに、デニムのロングスカート──ベンチの脇には、彼女が寝る前に脱いだのであろうカーキ色のブーツが、さながら意志を持っているかのごとく、まっすぐに直立していた。

　腕を枕にした白髪の横には、ファッショングラスのようなお洒落しゃれな眼鏡めがねが置かれている──眠る前に外したのだろう。

　いずれにせよ、こんな地方都市では、類を見ないファッションセンスを誇る女性だった。ベンチで眠っているという違和感を大胆に差し引いてみても、まるで別世界から来たような、異質の登場人物であることは間違いない。

「…………」

　僕としては本日、特に用事があって浪白公園まで来たわけではないので、このままスルーして踵きびすを返すというのも十分にありな判断だったけれども……、まあ、そういうわけにもいかない。

　とりたてて治安が悪い土地柄ではないが、それでもうら若き女性が無防備に、こんなところでぐっすり眠っているのを、漫然と見過ごすわけにはいくまい。

　なんだかんだで、変な奴やつも多い町だ。

　少なくとも羽はね川かわなら、このシチュエーションを看過するとは思えない──見て見ぬ振りはしないだろう。

　なので僕は、彼女が横たわるベンチにそっと近づいていって、その白髪に手を差し入れ、かきあげるようにした。

「ひゃあ!?」

　飛び起きた。

　バネ仕掛けのように。

　即座に眼鏡をかけ直して、

「私の白髪にいきなり触ったのは誰ですか!?」

　と、きょろきょろと、腕まくりをしながらその白髪頭を振り回した──そして僕に照準を定める。

　起こすためとは言え、女性の身体からだを触るのはまずいかと思って、髪に触ったのだが、どうやらすっかり驚かせてしまったらしい。

「大丈夫、怪しい者ではありません」

　怪異的には怪しいと言ってもいいのかもしれないけれど、僕は寝起きの女性を安心させようと、両手を広げて武器を持っていないことをアピールしつつ、自己紹介をした。

「直なお江え津つ高校三年生、阿あ良ら々ら木ぎ暦こよみです。ちなみに直江津高校というのはこの辺りで一番の進学校であり、毎年、数々の有名大学合格者を輩出しています」

　普段忌いみ嫌きらっている進学校の看板を、ここぞとばかりに活用する落ちこぼれだった──そんな僕を、白髪の彼女は眼鏡の奥から眼を光らせて、じいっと見る。

　な、なんだ、その鋭い眼は。

　まるで犯罪者を見る探偵の眼ではないか──ただし、僕が犯罪者かどうかはともかくとして、彼女は実際に、そのもの探偵だった。

「失礼。親切にも起こしていただいたのですね」

　その後もしばらく、僕を見透かすような眼で見続けてから、おもむろに彼女はにこっと微笑ほほえんで、ぺこりと白髪頭を下げた。

「初めまして。私は置おき手て紙がみ探偵事務所所長、掟上今日子です。忘却探偵と呼ばれています──ところでここはどこでしょうか？」







003







　掟上今日子さん。

　25歳。探偵。

　置手紙探偵事務所所長。

　記憶が一日ごとにリセットされる、最速にして忘却探偵。

　ここがどこかと訊きかれたら、読みかたはわからないにせよ、とりあえずは浪白公園と応こたえるしかないのだが、ともあれそれが、ベンチで午ご睡すいを嗜たしなんでいた白髪女性の個人情報だった──彼女の左腕に、彼女自身のものだと言う筆跡でそう書いてあったので、まず間違いないだろう。

　どうやら、僕という怪しくない男の観察を終えて頭を下げたときに、起きると同時にまくっていたセーターの左袖の下にあったそのメモを読んだらしい──腕まくりをするには随分な細腕だと思っていたが、道理で朗読するみたいな自己紹介だったわけだ。

　いつ記憶を失ってもいいように、備忘録として自分の身体にプロフィールをメモしてあったようだ。

　小学生か。

　そして反対側の右腕には、同じ筆跡で『現在仕事中。』と書かれていた。

　右手でも左手でも同じ字が書けるタイプらしい。

　憧あこがれちゃうぜ。

「ふむ。どうやら、探偵としての調査で、私はこの町を訪れたようですね──その捜査中に、うっかり眠ってしまったようです」

　うっかり眠ってしまったで済むのか、それ。

　つまりそれは、仕事の内容を忘れてしまっているということでは。

「ええ。綺麗さっぱり。どころか、どうやってこの町に来たのかさえわかりません──阿良々木くん、何か心当たりはありませんか？」

「心当たり……」

「最近、この町で、おかしな出来事や変な事件は、起こっていませんか？」

「…………」

　正直、心当たりはありまくるし、おかしな出来事や変な事件は、この町で起こりまくっているけれど──ここで正直になるわけにはいかなかった。

「いやあ、さっぱり思い当たりませんね。この町に犯罪者とロリコンはいません」

「後者については問うていませんけれど」

　ついでに言うと女性の髪に無許可で触れるのは限りなく犯罪的です、と今日子さん。

　たしなめられてしまった。

　所ところ変われば品しな変わるとはこのことか──変わっているのは品ひんかもしれないが。

「この町で何もなければ、範囲を広げていただいてもいいのですけれど」

「まあ、隣町なら、もう少し都会ですから……。派手な交通事故があったとか、美術館が盗難の被害にあったとか、あとは、火の不始末による火事とか？　そういうのを新聞で読んだような気もしますけれど……」

「ふむ」

　僕からのあやふやな情報提供を受けて、今日子さんはロングスカートの裾すそをまくった──思わず凝視してしまう。

「思わず凝視？　普通、眼を逸そらすのでは？」

「おっと失敬。文化の違いが生じました」

　僕は空を見上げた。

　足のように澄んだいい天気だ。

　どうやら今日子さんは、事件のヒントを求めて、他にメモがないか、自身の素肌を調べているらしい──ロングスカートなのは、身体にメモがあっても、それを隠せるようにするためだろうか？

　だが、さっき僕の視力で垣かい間ま見みた限りでは、今日子さんの足は綺麗なものだった。二重の意味で綺麗なものだった。

　実際、成果はあがらなかったようで、「阿良々木くん。もうこちらを向いていただいて結構ですよ」と言われ、首の角度を戻したときには、今日子さんはスカートを元に戻していた。

「うーん。困りましたねえ。私はいったい、どんな調査をしている最中だったのでしょう──私のことですから、こういうときのための備えを怠っているはずがないのですが」

　随分な自信である。

　僕が生涯持つことがないだろう自信レベルだ。

「携帯電話とかに何か手がかりが残っているんじゃないですか？」

　探偵相手に素人しろうと丸出しの問いかけをしてみたが、これは愚かささえ丸出しの間抜けな質問だったようだ。守秘義務厳守を謳うたう忘却探偵が、そんな記録のためのツールを所有しているわけがなかった。

　身体のメモだって、ぎりぎり許される緊急避難的なものなのだろう──今日子さんは携帯電話どころか、ハンドバッグさえ持っていない。

　ならば進退窮まったと言うべきなのか。

「阿良々木くん。初対面のあなたにこんなことを頼むのはとても心苦しいのですが、ひとつ、お願いをきいてもらえますか？」

「生き血をすすらせて欲しいというお願いでなければ、なんなりと」

　僕の自虐的なジョークに、今日子さんはきょとんとしたが、それこそ文化の違いだと解釈したのか、そこは無視して、

「後ろ、見てもらえます？」

　と言って、ベンチの上でくるりと半回転するようにして、僕に背中を向けた。そして、裾から両手を差し込み、セーターの中でなにやらごそごそとする。

「はい。下着は外はずしましたので、セーターとシャツをまくってください。なんらかのメモがあるとすれば、もう背中しかないのですが、自分の背中は自分では見られませんので」

「え、ええ!?　何を言い出すんですか、やめてください！　見ず知らずの女性の服をまくって背中を確認するなんて、僕にはとてもできませんよ！」

　睡眠中の女性の髪に触り、生足を凝視した高校三年生は、極めて道徳的な台詞せりふを述べた──そして手を伸ばし、言われた通り、セーターをまくりあげる。

　妹がふたりいるので、服をまくるのは手て馴なれたものだった。まあ確かに、身体がある程度柔らかければ、自分の背中に字を書くことはできるだろうけれど、それを見ることはできないからな。

　第三者の手を借りるしかない。

　逆に言えば、もしも記されているとすれば、それくらい秘匿性の高い機密事項が、忘却探偵の背中には記されているということになる──あくまでも、記されているとすればだが。

　まっすぐな背骨だった。

　皮膚を通して見ても、触って確認しなくとも、すべすべであると断言できる素晴らしい背骨だ。

　身内ならともかく、他人の背中なんてなかなか見る機会はないけれど、こんな背骨の持ち主はなかなかいないだろうと確信させる美しさで、危うく探偵のアシストという自分の崇高な任務を忘れるところだった。

　しかしながら、果たして。

　胸きょう椎ついの中央、三番目の骨のあたりに、あった。

　メモがあった。

　さすがに書きにくかったのか、左腕や右腕に書いてあった筆跡に比べれば乱れているけれども、しかし、この美しい背中に一筆入れられる人間なんて、本人以外には考えられまい。

　揺るぎなく、忘却探偵の備忘録だ。

　だが、そこに書かれていた情報は、とても秘匿性の高い機密事項であるとは思えないものだった。

『ミルクチョコレートコーヒー　１４０円

　フルーツコーラ　１３０円

　バターティ　１５０円』
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　小学生の忘れ物対策どころか、こうなるとまるっきりの買い物リストであり、さしたる意味があるとはとても思えなかったけれど、しかし僕からそう伝えられてからの今日子さんの動きは早かった。

　最速の探偵。

　謎めいたヒントにも、意味不明な手掛かりにも、いちいち戸惑って立ち止まったりはしないらしい──いや、厳密には、ベンチから立ち上がったところで、一度、立ち止まった。

　僕に背中を見せる際に自ら外した下着を戻すのを、危うく失念するところだったようだ。しっかりしているのか無防備なのか、よくわからない人だ。

「阿良々木くん。このあたりにコンビニエンスストアはありますか？　私の背中に書いてあったというみっつのジュースを、すべて揃そろえられるような」

「いや、コンビニとかはないですね……」

　郊外なのだ。

　コンビニを求めるのならば、かなりの遠出をすることになる。

「そうですか。では、ミルクホールは」

「そこまで郊外じゃないですよ？」

　商店ならばあるけれど、正直、あまり品揃えがいいとは言い難がたい──それよりも、自動販売機を探したほうがいいだろう。

　幸い、みっつのうち、一風変わった飲み物である『フルーツコーラ』には心当たりがあった──学校帰りに下校道の自販機で、買ったことがある。

　興味半分面白半分だったのだが、報むくいで酷い目にあったものだ……、食べ物で遊んだ報いなのだとしたら、それを受けるべきはメーカーさんであるはずなのだが。

「たぶんあんな飲み物、あの自販機以外で売ってるとは思えません」

　商店はもちろんのこと、コンビニだって怪しいものだろう。

　ミルクホールは言わずもがなだ。

「そうですか。ならば、とりあえずそこに向かいます。阿良々木くん、場所を教えていただけますか？」

「口で言ってもわかりにくいと思うので、案内しますよ。このあたりは迷子になりやすい地形ですしね」

「それはそれは、ご親切に。甘えちゃいます」

　今日子さんは人なつっこい感じにそう言った。

　おしとやかなようで、意外と遠慮しない人だ。

　まあ、あんな素晴らしい背中を見せてもらったお返しとしては、道案内くらいでは足りないくらいだろうが──そして僕と今日子さんは、浪白公園を出た。

　僕は公園に自転車で来ていたけれども、まあ、あとで取りにくればいいだろう──成人女性との二人乗りは、お目こぼしをいただけるとは思えない。

「ジュースを買うというのが、今日子さんのお仕事だったんでしょうか？」

「なんでも屋とも言える探偵であっても、さすがに買い出しを職掌の範囲内にしているとは、思いにくいですねえ」

「じゃあ、ただ飲みたかっただけとか？」

「それなら、背中にメモを取るほどのこととは思えませんし──私ひとりでジュース三本は飲めませんね。分量的にも、カロリー的にも」

　確かに。

『フルーツコーラ』を含めて、三本とも甘そうなドリンクばかりで、後ろから見る限り、余分な贅ぜい肉にくなんて一ミリもついていなかったボディラインの持ち主である今日子さんが好みそうな飲料だとは思えない。

　ふうむ。

　じゃあ、やはり私的なメモではなく、仕事の内容を示唆する一筆だと解釈するべきなのか──いかにも珍しい『フルーツコーラ』を指定しているのは、それを販売している特定の自販機に意味があるから？　そういう目で見れば『ミルクチョコレートコーヒー』も『バターティ』も、決して一般的な飲み物でもなかろう。

　たとえば、その三本が揃っている自販機の裏側に、重要書類が隠されているとか……。

「あるいはその自販機に爆弾が仕掛けられているとか、ですかねえ」

「…………」

　にこにこしながらそんな可能性を提示されても……、さすがの僕も、背中を見せてもらっただけで、爆弾処理班に参加するつもりはないのだが……。

　しかし、

「いやあ、それにしても助かりました、阿良々木くん。あなたのお陰で、私、スピーディに仕事へ復帰できそうです」

　と、朗らかに言われてしまえば、今更、道案内を放棄できない。

　せいぜい照れ隠しに、「人は一人で勝手に助かるだけですよ、今日子さん」と言い返すのがせいぜいである。

「あらあら、高校生にしては厭えん世せい的なことを仰おっしゃいますね」

「最近のブームです」

「私が覚えている限り、そのブームはとっくの昔に終わったはずですが」

「時代は繰り返すんです」

「はあ……」

　と、とぼけるように首を傾かしげる今日子さん。

「私は、みんなで一緒に助かったほうがいいと思いますけれどねえ──おや、あれですか？」

　首尾よく目的の自販機が見えてきたことに、今日子さんが先に気付いた。

　よかった、道には迷わなかったようだ。

　僕も決して土地勘があるわけじゃないからな。

　確認すれば、確かにその自販機のショーケースの中には記憶通り、『フルーツコーラ』があった──そして、『ミルクチョコレートコーヒー』も、『バターティ』もだ。

　他にも変わったドリンクが揃えられている。

　ついつい買っちゃうんだよな、こういうの。

　素直にメジャーどころを追えばいいんだってわかってるのに。

　地方都市ならではのラインナップとも言える──ストレンジャーの今日子さんは、それが珍しくて、記憶をなくす前にメモを取ったのだろうか？

「うーん。それは考えにくいですねえ──阿良々木くん。ひとまず、ジュース買ってみてもらえますか？」

「え？」

「ないとは思いますが、買い物リストだと解釈してみましょう。その三本のドリンクを買ってみれば、事態は打開できるかもしれません」

　いや、それは理屈だけれども。

　わからないのはどうして、僕が買わなくてはならないのかということだ──それは今日子さんが自分で買うべきなのでは？

　て言うか自分で買えよ。

　高校生にたかるなよ。

「いえ、それが私、お財布も持っていないみたいですので。まあ、財布も個人情報の塊ですからねえ」

　そこまで徹底すると忘却探偵どころか、敵国に潜り込んだスパイみたいだけれど──だが、今日子さんに手持ちがなくとも、それは僕がドリンクを買う理由にはならないぞ。

「そうですか」

　しょぼんとする今日子さん。

「では、阿良々木くんのご両親に相談させてもらうしかありませんね。ご子息に下着を外した私の背中を見ていただいた結果、得られた情報の相談を」

「おっとこんなところに僕の財布が。いえ、これは僕の財布ではなく、あなたの財布と言うべきかもしれませんね。中にはなんと、小銭が入っているようです」

　さらっと脅迫された僕は手短に行動し、三本のドリンクを購入した──大人にたかられていると言うより、さりげなく鬱うっ憤ぷんを晴らされている気がする。

　背中の件ではなく、白髪に触れた件で。

　取り出し口が詰まってはいけないので、購入するたびにそれぞれ取り出した三本のアルミ缶を、そのまま今日子さんに渡す。

　ホット二本にアイス一本──『フルーツコーラ』に関して言えば、ラベルを見るだけで嫌な思い出が蘇よみがえるばかりだった。

「そうですか。嫌な思い出ですか。記憶が残るのも、いいことばかりではありませんねえ──ふうむ」

　今日子さんは三本の缶を、それぞれ矯ためつ眇すがめつし、隅から隅まで検分する。それは確かにプロフェッショナルというか、探偵の視線だった──

　職種こそ違えど、僕は知人の専門家を連想する。

　だが、栄養成分表示まで読み尽くすようなその詳細な検分からは、残念ながら得られるものはなかったようで、今日子さんはそれらを僕に返してきた──いや、成果がなかったのはともかく、どうして僕に返す？

「飲んでみてもらえます？」

「…………」

「それで事態が」

「打開できるかもしれないんですねはいはい」

　何なに気げに押しの強い今日子さんへの抵抗を諦あきらめた僕は、ジュースを三本連続で飲むという水責めの刑を、自らに科した。

　合計一リットルくらい水分を摂取した。

　その水量はもちろんのこと、味がきつい──思い出通りの味だった『フルーツコーラ』だけでなく、残る二本の『ミルクチョコレートコーヒー』も『バターティ』も、正直、甘過ぎて飲めたものではなかった。

　飲んだけれども。

　今日子さんが飲もうとしなかったのも頷うなずける。

「いかがですか？　阿良々木くん、何かぴかりと閃ひらめきました？」

「目の前がちかちかしますが……」

　そういう役回りのキャラではないのだ。

　どころか、僕くらい探偵役に向いていない奴もいないんじゃないだろうか──ワトソン役にさえ向いていないかもしれない。

「となると、手詰まりですかねえ──どうしたものでしょう。調べた限り、この自販機に爆弾は仕掛けられていなかったようですし」

　その可能性、マジで考慮していたのか。

　確かに、僕が三本の矢ならぬ三本の缶にチャレンジしている間に、今日子さんは抜かりなく自販機の周辺を調べていたようだけれど──動きの無駄のなさは、さすが最速の探偵であると称たたえるべきではあったが、つまり、自販機の裏に重要書類が隠されているという線も、同時に否定されたようだ。

　でも、このような風変わりなラインナップを揃えている自販機が、他にあるとも考えにくいしな──手がかりがあるとすればこの自販機だと、探偵ではない僕でも思うんだけど。

　参ったなあ。

　こうなったら、羽川に助けを求めようかな？

　あの優等生の中の優等生、委員長の中の委員長ならば数少ない、そしてわけのわからない手がかりからでも、何らかの発想を得るかもしれない──ただ知識があるだけでなく、それこそ、ぴかりと閃くために生まれてきたような奴なのだから。

　幸い、僕は忘却探偵ならぬ一般的高校生なので、携帯電話を持っている。ヘルプを求めるならば、早いうちに──ん？

　と、僕はズボンのポケットに手を入れかけたところで、ふと、あることに気がついた。

「今日子さん。それ、なんですか？」

「はい？」

「いえ、ポケット……、スカートのポケット、何か入っていません？」
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　気付くのが遅くなったのは、これはもう不覚と言うしかない──予定外の展開にどたばたしていたとは言え、己の迂う闊かつさを恥じるばかりだ。

　僕としたことが、の極みである。

　情報保全のために基本的に手ぶらで、財布も携帯電話も、ほとんどものを持たないという忘却探偵のスカートのポケットが、なぜか不自然に膨らんでいることには、もっと早く気付いてもよかったはずなのに。

「いえ、スカートのポケットに入ってたの、薄いカード一枚なんですけれど……、そしてスカート、分厚めのデニム生地なんですけれど。私が気付くのならまだしも、どうしてあなたが気付くんです？」

　今日子さんは呆あきれ顔で言った。

　どうしてと言われても。

　これも異文化コミュニケーションの難しさか。

　女性の腰の造形には造ぞう詣けいが深くて、その湾曲ラインの凹凸については一いっ家か言げんあるからだと説明するのは、この場合、さすがにはばかられた。

　とは言え、僕の指摘を受けて今日子さんがポケットをまさぐり、取り出したものは別段、意外な何かではなかった──それをもって新たな手がかりとするのは無理があるとしか考えられないものだった。

　薄いカード。

　端的に言うと、それは交通系ＩＣカードだった。

　電車に乗るときに『ピッ』と使うあれだ。

「なんだ……、まあ、財布を持っていないといっても、完全に無一文じゃあ、移動もままならないでしょうからね。ＩＣカードくらいは持っていて当然ですか」

　まさか行く先々で高校生に支払いを代わってもらうというわけにはいかないでしょうしね、と、僕は落胆混じりに（そして皮肉混じりに）そう言った。

　けれども今日子さんのほうは、そのＩＣカードをいつまでも、『じいぃっ』と、見続けていた。

　まるで不思議なものでも見るかのように。

「…………？」

　何が不思議なのだろう？　ひょっとして今日子さんは、ＩＣカードを知らないのだろうか──忘れているのだろうか？

「いえ、私の記憶がリセットされる以前から、この手のカードは既に存在していました。ですので、知識として知っています。……が、私がこれを使うとは、考えにくいのです」

「考えにくいって……、どうしてです？」

「確かに無一文で外出するほど、私も向こう見ずではないようです──背中を見ていただいたときに、いざというときのために備えて隠し持っていたのであろう現金を、外した下着の中から発見しています」

　なんと。

　やはりプロは素人を越えてくる。

「ポケットのカードに気付くだけでも十分プロですよ、阿良々木くん。何のプロかはわかりませんが──さておき忘却探偵として、交通系ＩＣカードは、なかでも使用するわけにはいかないアイテムなのです。だって、履歴が露骨に残っちゃいますから」

　ああ、そうか。そうだった。

　この手のカードは、移動経路が記録されてしまうのだ。

　それはひいては探偵活動のデータが、極めて正確に残るということになる。

　守秘義務絶対厳守の探偵ならば、できる限り、使わずに済ませたい一品だろう──交通機関の利用は、現金で払えるものなら現金で払いたい局面である。

　忘却探偵のポケットに交通系ＩＣカードが入っているというのは、阿良々木暦のポケットにハンケチが入っている並の違和感だ。

　ならばそれは。

　やはり事件の手がかりと見るべきなのか。

　今日子さんのポケットに入っていたカードは、しかし今日子さんの持ちものではないのか……、それとも、よんどころのない事情があって、一時的にカードを使わざるを得ない内容の仕事をしていたのか……。

「……阿良々木くん。この周辺に、電車の駅はありますか？」

「駅ですか？　えっと、最寄り駅ならみっつあります。東直駅、中直駅、南直駅……、この座標からなら一番近いのは……、どこになるのかな？」

　たぶん南直駅だと思うけれども、なにせ土地勘がないので確かではない──携帯電話を持っていることと、地図アプリを使いこなせるかどうかは、まったく別の話である。

「そうですか。まあ、どこの駅でもいいので、引き続き案内してください。まずは、このカードの履歴を調べてみましょう──券売機で確認できるはずですよね？」

　決断も動きも速い。

　僕なら新たなる手がかりを前に、もうちょっと慎重を期したくなってしまうところだけれど、やはり今日子さんにはそういう躊ちゅう躇ちょはないらしかった──考える前に動くというのも、少し違うのだろうが。

　考えながら動く。動きながら考える。

　その証拠に、「おっと。その前に、阿良々木くん」と、南直駅に向けて歩きだそうとした僕を、今日子さんは引き留めた。

「さっき調べたときから気にかかってはいたのですが、自販機の『この部分』って……、どういう機能があるのですか？」

　今日子さんの人指し指で示されたそこは──あろうことか、他ならぬ。

　交通系ＩＣカードの接触リーダーだった。
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　そうだった。

　交通系ＩＣカードと言っても、今となっては、その用途は必ずしも交通機関のみには限られない──自販機でも、ショッピングセンターのレジスターなどでも使用できる、とても便利なカードなのである。

　だからこそ、履歴の問題さえなければ、なるべく手荷物を増やしたくない忘却探偵にはもってこいのアイテムなのだが──

「はあ──つまりこのＩＣカードは、自販機でも使えるんですね。未来ですねえ」

　今日子さんはしみじみとそんなことを言った。

　今日子さんの記憶にあるのは交通系ＩＣカードの発祥の辺りまでで、それ以降、カードが買い物にも利用できるようになったという事実は、今日までリセットされ続けていたのだろう。

　そして今知った知識も、明日には忘れる。

　未来ではなく現在なのだが、しかし彼女にしてみれば、現在は未来も同然なのだ──そう思うと、吞のん気きな高校生としても考えさせられるものがあったけれど、しかし当の今日子さんが考えているのは、まったく別のことのようだった。

「つまり、このＩＣカードでジュースを買うこともできるということですよね？」

　念押しするような物言いだったが、首しゅ肯こうするしかない質問である。

「もちろん、残額にもよりますけれどね。えっと、確か、カード残額を調べることもできるはずですよ？」

　券売機のように、これまでの履歴のすべてを確認するというのはさすがに無理だろうけれど、自販機でも、カードリーダーに接触させれば、カードの残額が表示されるはずだ。

「なんだったら残高だけでもここで見ていきますか、今日子さ……」

　そんな風に僕が促す前に、今日子さんは既に手を伸ばしていた──問題のＩＣカードを自販機の該当部に押しつけるようにする。

　さすがに慣れていないからか（あるいは、以前に経験があっても、それを忘れているからか）、そんなにぴったり押しつけなくてもいいというくらいに隙すきのない押しつけかただったが、それで接触不良になるということもなく、自動販売機のデジタル表示部に、ＩＣカードの残額が『２８９０』と表示される。

　二千八百九十円か……、まあ、だからと言って、やはりこれだけでは、何がわかるというものでもないが……、最初にいくらチャージされていたかわからないから、どういう経路を使ったのかを逆算できるわけでもない。

　一万円だったり二万円だったり、残金があまりに多過ぎるようであれば、そこを推理の立脚点にすることもできるだろうが、約三千円というのは、たぶん平均的な残高だろう。

　こうなると軌道を修正して、最初の計画通りに、駅の券売機でＩＣカードの履歴を調べるのが良策か──そう思って僕が今日子さんを見ると、

「いえ、どうやらこれが鍵かぎのようです。お手柄ですよ、阿良々木くん」

　と、僕のほうに、ＩＣカードを差し出してきた。

　なんとなく受け取るも、なんだろう？

「もう一度、さっきと同じジュースを買っていただけますか？　ただし、今度はこのＩＣカードを使って。私では勝手がわかりませんので」

「はあ……」

　そう言われれば、反対する理由はないけれども。

　しかし、同じジュースをもう一回買ったからどうなると言うのだ？　現金で買おうとＩＣカードで買おうと、出てくる缶に違いがあるわけでもないだろうに。

　探偵の考えることはわからない。

　とにかく僕は言われるがままに、『チョコレートミルクコーヒー』と『フルーツコーラ』、『バターティ』を、ＩＣカードを使って購入する。

　同じように、そのたびごと取り出して、今度は一応、僕なりにそれぞれの缶を検分してみるものの、やっぱりめぼしい違いがあるようには思わなかった──そりゃそうなのだが。

　無駄に売り上げに貢献してしまった。

　メーカーさんが人気作なのだと勘違いしたらどうしよう。

「いいえ、無駄ではありませんでしたよ、阿良々木くん──成果はありましたとも」

　しかして、今日子さんは言った。

「路線変更です。南直駅ではなく、西にし直なお駅に案内してください」

「え？」

　なに？　どうしてそんな藪やぶから棒ぼうに、断定的なことを？

　いや、そりゃあ南直駅に向かう根拠も、『ここから一番近いと思われるから』程度しかなかったけれど──西直駅なんて、これまで名前さえ出てきていなかったぞ？

「おや？　東直駅と南直駅があるのですから、西直駅もあるんじゃないかと洞察しましたが、見当外れでしたか？」

「いえ、その、まあ、あるにはあるんですけれど……。西直駅はここからだと、結構遠くなりますよ？」

「はい。構いません」

　きっぱりと、今日子さん。

　未登場の駅の存在を言い当てた洞察力のほうにはただただ素直に感服するとしても、どういうことなのだろう、ＩＣカードの履歴が見たければ、どこの駅だろうと、まったく変わらないはずなのに。

「履歴のことはもういいんですよ。過去の履歴よりも、大事なのは現在でしょう」

　言って。

　今日子さんは再び自販機を指さした──だけど今度指し示されたのは、カードリーダーではなく、デジタル表示部だった。

　そこにはまだ、僕が売り上げに貢献した結果、減額されたカードの残高が表示されていた。

『２４７０』。

　西直２４７０──である。
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「阿良々木くんがご自分で買った飲み物なんですから、きちんとご自分で飲んでください。飲食物を粗末にするなんて、それこそ無駄ですよ。三本ともきっちり飲みきって、それから出発しましょう」

　二回目も僕に買い物をさせたのは、僕へのそんな、再度の水責めを企たくらんでのことだったんじゃないかと疑われる今日子さんの物言いはさておくとして、僕達はその後、西直駅に向かった。

　西直駅となると、もう浪白公園の最寄り駅でもないし、普通なら歩いていくような距離でもないのだが、僕としては甘々のジュース六本分のカロリーを是非とも消費したかったし、考えうる交通手段はタクシーくらいしかなかった。

　だが、忘却探偵はタクシーの使用も極力避けるのがポリシーらしい──まあ、僕は高校生なので、実際に乗ったことがあるわけではないけれど、最近のタクシーは防犯対策で録画録音機能つきらしいから、行動履歴を残したくない忘却探偵とは、どうしても相性が悪いのだろう。

　そんな今日子さんだから、自分がＩＣカードを持っている不自然さをフックに推理を展開しえたことには違いないけれど、しかし、いくら仕事だからと言って、そこまで徹底する必要があるのかというのは、就業前の身からすると、やや疑問ではあった。

　いったい、どういう信念に基づいて、今日子さんは探偵をしているのだろう。

「信念ですか。そんなものがあったとしても、もう忘れてしまったかもしれませんね」

「はあ……、でも、すごいと思います。僕なんて、言ってることもやってることも不安定で不定形で、ころころ変わるばっかりですので」

「へえ。そうなのですか？」

「やろうとしたことを途中でやめる、やらないって言ってたことを急にやるっていうのが、僕の得意技ですよ。お決まりのパターンって奴ですね」

　友達はいらない。人間強度が下がるから。

　そんな信念が、果たして正しかったのか間違っていたのか、今の僕にはもう永遠にわからない命題なのだけれど──けれどそんな信念でも、もしも貫けていれば僕の春休みが、ああも地獄的になることはなかったのではないだろうか。

「やって後悔するのとやらずに後悔するのでは、やって後悔するほうがいいっていいますけれど──でも、やって途中でやめるって言うのが、一番後悔することですよね。次点が、やらないでいたことを途中からやる、ですか。そう思います」

「別に私は、意見が変わることを不安定だとも、信念を変えることを不定形だとも思いませんけれどねえ」

「…………」

「途中でやめたって、途中から始めたっていいんですよ。そして後悔すればいいんです。後悔するのがまるで悪いことのように言うのが、その設問では間違っているんですよ──言うなれば引っかけ問題ですね」

「引っかけ──問題」

「はい。足を引っかけられています。阿良々木くんが、信念を変えない私に憧れてくれるのならば、私はきちんと後悔のできる阿良々木くんを、羨ましく思いますよ──結局誰しも、自分にはないものを求めるということかもしれませんね」

　そんな話をしているうちに、僕と今日子さんは、西直駅に到着した──しかし、到着したところで、ここから先の指針があるわけでもない。

　とりあえずは券売機でＩＣカードの履歴を調べるか？　今日子さんは、それはもうしなくていいみたいに言っていたけれど……。

「ええ。駅に来たのですから、本来の目的通りにカードを使用しましょう──すなわち、券売機ではなく、改札機に向かうのです。阿良々木くん、ご自分のＩＣカードはお持ちですか？」

「あ、はい。一応」

　滅多に使わないけれど、財布の中に入っているはずだ。残高に不安はあるけれど、初乗り料金くらいは残っているだろう。

「では、レッツゴーです」

　言って、今日子さんはそそくさと改札機を通る。

　僕もそれに続いた。

　初乗り料金の１５０円が引かれて、残高は30円になった──本当にぎりぎりじゃねえか。

　出るときにチャージしないと……、いや、僕のカード残高は、この際、どうでもいいのだ。

　問題は、今日子さんの持っていたＩＣカードのほうである。

　買い物リスト通りにジュースを購入したことで表示された残高が、この西直駅を暗示していたのだから、当然の流れで、ここで初乗り代金が引かれて表示される残高にも、なんらかの意味が含まれているはずなのだ。

　僕のＩＣカードの残高が表示された時点で、今日子さんのＩＣカードの残高は改札機の液晶画面からは消えていたけれど、この場合は元の残高がわかっているので、簡単な引き算で導き出せる。

　西直２４７０……、すなわち二千四百七十円から、初乗り料金の百五十円を引いて、二千三百二十円──すなわち『２３２０』である。

『２３２０』！

　……あれ？　ぴんとこないな？

　にさにれ？　にさにお？　つーさんふまる？

　そりゃあ数字の語呂合わせなのだから、解釈自体はいかようにもできて、もちろんいくらでも思いつくのだが、しかしまったくしっくりくる感じがない。

　てっきり、ここで出てくる表示が、つまりは数字が、次の目的地の駅を表すという展開になるのだと思い込んでいたのだけれど──違うのか？

　ただ、それが違うのであれば根っこの部分である、例の『２４７０』が西直駅を示しているという推理の段階から怪しくなってくる──あれはただの偶然の一致で、背中の買い物リストが指していたのは、まったく別の手がかりだったとか？

　だとすると、ここまでかなりの無駄足を踏んだことになるし（具体的には一万二千歩くらい）、僕はかなりの無駄な出費をしたことになる（具体的には五百七十円ちょっきり）──いや、僕の出費くらいならば、まだ取り返しもつく。

　しかし、一日で記憶がリセットされる忘却探偵にとっては、的外れな行動による時間の無駄遣いほど、取り返しがつかないものはないだろう。

　一刻も早く、彼女は事件の捜査に戻らなければならないというのに。

　協力者として、責任の一端を感じてしまう。

「くそう、僕が今日子さんの背中を、恥ずかしがらずにもっとよく見ていたら、他の手がかりもあったかもしれないのに……！」

「あははー。後悔の仕方がおかしいですねー、阿良々木くんは」

　受け流すようにそう言って、今日子さんは、

「大丈夫です。阿良々木くんに見落としはありませんでした。あなたは私の背中を、恥ずかしくなるほど隅々まで見てくださいましたよ」

　と、太鼓判を押してくれた。

　押されたのは烙らく印いんかもしれないが。

「そうですか？　てっきり僕の力が及ばなかったものだとばかり……、でも、的外れじゃないとすれば、どうなるんですか？　『２３２０』という数字は、何を意味しているんです？」

　いい語呂合わせが思いついたのだろうか？

　僕には見当もつかないけれど。

「いえ、もう語呂合わせは必要ありません──そのまんま、数字で解釈すればいいんです。数字と言いますか、番号なのですが」

　あちらをご覧ください。

　と、今日子さんがガイドするように僕に示したのは、ホームに向かう階段とはまったく別方向の、コインロッカーエリアだった。

　コインロッカー。

　それぞれに番号の振られた、手荷物保管用の貸し戸棚である──ロッカー脇の投入口に百円玉を数枚入れて、鍵をかけるシステムだ。

　否いな。

　それはもう、今となっては昔の話で──今日こんにちのコインロッカーに鍵をかける方法は、必ずしも硬貨の投入だけじゃあない。

　今日子さんは指を立てて言う。

「この交通系ＩＣカード、自販機等の購買に利用できるのみならず、コインロッカーの鍵としても使用できるのではないかと、私は予想したのですが──この推理は当たっていますか？」
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　後日談と言うか、今回のオチ。

　そう言えば自販機で使えると知った時点で今日子さんは、交通系ＩＣカードが『鍵になる』と言っていた──ならばあの時点でおそらく、その先どういう展開になるのか、おおむね見えていたのだろう。

　もっと言うなら、僕から背中に書かれた買い物リストの内容を聞いた段階で、今日子さんが想定した可能性の中に、この真相は含まれていたのかもしれない──でないと、あまりに段取りが良過ぎるというものだ。

　実際に、ナンバー２３２０のコインロッカーは『使用中』であり、かけられていたロックは、今日子さんのポケットにあったＩＣカードで解錠された。

　さながら予定調和のように。

　そしてあろうことか、ロッカーの中に入っていたのは、『置手紙探偵事務所所長　掟上今日子』と印字された一枚の名刺と、先日、隣町の美術館から盗難に遭あったというブロンス像だった。いや、盗まれたのがブロンズ像だという詳細までは、僕は把握していなかったけれど。

「ふむ。では、このたび私が受けていた依頼は、このブロンズ像の奪還だったのでしょうね。つまり、私のこのたびの仕事は既に終わっていたようです──ひと安心して、あの公園で眠りについてしまったと言ったところでしょう」

「ひと安心してって……、だから、記憶がリセットされたあとの自分のために、備忘録を残しておいたというわけですか」

　それだけ聞くと、自分で自分にクイズを出したようなものであり、ややもするともやもやする滑こっ稽けいさがある。まあ、備忘録として残したメモを読み返して、まったく意味がわからず、クエスチョンマークを浮かべながら、暗号を解くみたいな姿勢で挑むことになるというのは一般的にもよくある話だし、コインロッカーや自販機にまつわる、『昨日の今日子さん』にとっても新機軸の知識だっただろうあれこれを活用して、最速で暗号を制作した手腕には感心すべきである──そしてその上、真相はそんなに単純でもないのだ。

　美術品の奪還が仕事だったとするなら、それは盗んだものを盗み返したというようなドラマチックな仕事ではなく、突き止めた犯人との現実的な交渉や、厳しい渡り合いがあっただろうことは想像に難くない──引き渡しのための条件のひとつが、『犯人を告発しないこと』だったのだとすれば、今日子さんにはそれを即座に、忘れなければいけない事情があった。

　思い出してみれば、浪白公園のベンチで眠る今日子さんの白髪頭の脇には、眼鏡が置かれていた──つまり眠る前に、自ら眼鏡を外したということである。僕に背中を見せるにあたって、自ら下着を外したのと同じように──ならばそれは、うっかり眠ったのではなく、意図的に眠ったと見るべき証左となる。

　彼女は意図的に、仕事内容を忘れたのだ。

　忘れることで、盗難品を取り戻せた。

　忘却探偵にしかなしえない仕事。

　そういうことだったのだと思う。

　ただし、たとえそういうことだったとしても、今日子さんが犯人のみならず、そんな取引の内容自体を忘れてしまっている以上、すべては想像の範囲を出ない。

　結局、『ひと安心してひと眠りした』以上の解釈をすることは、許されないのだ──高校生には真似まねできない、大人の決着と言ったところか。

「ありがとうございました、阿良々木くん。本当にお世話になりました。では、私はこのまま電車で帰らせてもらいますね」

　ブロンズ像と共にコインロッカーの中にしまわれていた今日子さんの名刺には、置手紙探偵事務所の所在地も書かれていたので、その住所に従って帰宅するつもりらしい。

　名刺を一緒に入れていたのは、ブロンズ像をここに入れたのが自分であるという署名であり、また帰り道のナビゲーションのためでもあるのだろうが、万が一、自分の暗号を自分で解けなかったときにも、いずれは駅員さんがその名刺を発見するはずという算段でもあったのだろう。コインロッカーの存在を見落とし、暗号の解釈を間違って、たとえば二十三時二十分の電車に乗ってしまったというような場合に備えて──今日子さんがそんな深夜までコインロッカーに気付かないということもあるまいが──何から何まで抜け目がない。

　備えは怠らない。

　自信レベルに相応ふさわしい仕事っぷりだった。

「いろいろ付き合わせてしまって、すみませんでした」

「いえ、終わってみれば、謎解きゲームみたいで楽しかったですよ」

「そう言っていただけると何よりです。何のお礼もできませんが、それでは、よろしければ今日の記念に」

「もう一度背中を見せてもらえるんですか？」

「あはは、違いますよー」

　そう笑って今日子さんは、ブロンズ像と一緒に入っていた名刺を、デニムスカートのポケットに入れるのではなく、こちらに差し出したのだった。

「お見受けする限り、阿良々木くんの人生もなかなか波乱に満ちているようですし、ご入り用の際には是非、忘却探偵にお声がけください。どんなことでも、忘れて差し上げますから」

「……ええ。有事には、よろしくお願いします」

　いったん構内に入ってしまったことだし、僕も僕で、電車で帰宅しよう──南直駅に行って、そこから徒歩で浪白公園まで自転車を取りに帰ろうと決め、そして実際、その通りにした。

　今日子さんとは路線が違ったので、階段のところで別れた。

　以来、二度と会っていない。

　いや、一度会ったことさえ、彼女のほうは、もう忘却してしまっているのだけれど。

　あまりにもさっぱりとした、爽さわやかな別れ際だっただけに、いつかまた再会するのが当然みたいに思っていたのだが、そんな僕の浅はかな読みは、見事に外れたというわけだ。

　もちろん、あれから僕の大変な人生に、『有事』が一度もなかったと言うわけではない──色んなことがあったし、色んなものがなくなった。

　それでも僕が今日子さんに助力を求めなかったのは、ひとつには、妹への借金返済にも汲きゅう々きゅうとしている僕にはプロの探偵に依頼料を支払えるような貯金残高がないからだし、そしてもうひとつには、今日子さんからせっかくいただいた記念の名刺を、あろうことかあるまいことか、僕が紛失してしまったからだ。

　名刺をなくしてしまうだなんて、僕の失礼もいよいよ極まったものだが、しかし、今となっては、どこにしまったのかさえ、思い出せない。さながら最初からそんな名刺はもらっていなかったかのように──さながら今日子さんとの思い出そのものが、僕の記憶違いだったかのように。

　さながら僕と今日子さんの出会いが、ひとつの怪異現象だったかのように。

　……まあ、僕も決して記憶力のいいほうではない。

　きっとどこかの引き出しの、奥のほうにでもしまいこんでしまったのだろう──過去を大切にしようとするあまり現在を見失うというのは今日子さんの語った教訓じみていて、僕こそ備忘録でも残しておけばよかったけれど、こうなってしまえばあとの祭りだ。

　だから、それが薄れゆく記憶に対するせめてもの抵抗であるかのように、僕は学校帰り、ふと通りかかった自動販売機で買い物をするとき、今日もついつい、変わり種のドリンクを購入してしまうのだった。

　まるで、思い出したかのように。
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　哀あい川かわ潤じゅんは請負人である。それもただの請負人ではない、人類最強の請負人である──彼女を知る者達の間では、最強と言えば、それすなわち、哀川潤を意味する定めになっているのだった。

　折り合いさえつけば、いかなる仕事でも引き受けるという彼女の最近の主な活動は、空から落ちてきた宇宙人と戦ったり、武装された岩石と戦ったり、燃えさかるガス状生命体と戦ったり、海を支配する人魚と戦ったり、統一された意識を持つ植物と戦ったりすることだという──そうなるともう、彼女は人類最強ではなく、人類代表と言うべきなのかもしれないけれど、ともあれ強くなり過ぎたために、今や人類の守護者としての役割さえも担っている彼女の動向を伝え聞いたとき、僕は頼り甲が斐いよりも、脅威を強く感じることになるのだった。

　さもありなん。

　どちらかと言えば、いや、言うまでもなく明確に、この僕は決して、人類の側ではないからだ──そう、阿良々木暦は、吸血鬼の側である。

　地獄のような春休みを経験し。

　僕は人類の枠からはみ出している。

　宇宙人や岩石やガス状生命体や人魚や植物と、同じとまでは言わないにしても、真っ当な人類ではないという点においては、彼ら彼女らと似たり寄ったりの存在であり、十じっ把ぱ一ひと絡からげにされるべき概念であり、まとめて始末されかねない敵性の勢力である。

　退治すべき対象となるだろう。

　期せずして、図らずも人類最強の請負人の敵に回ってしまうだなんて、一いっ介かいの高校生であるこの僕にはいかにも荷が重過ぎるというものだったけれども、まあ、あまりにも恐れ多くて、一種その事実は誇らしくさえもある──とは言え、彼女のほうには、別に自分が、人類の代表選手だというような自覚はまったく皆無だろう。

　あの人はただただ、自分の人生を楽しんでいるだけだ──己の最強に疑問を抱くことなんてまったくなく、ひたすらに世界を謳おう歌かしているだけだ。

　だからこそ、畏い怖ふや誇らしさではない、単純な興味もある。

　好奇心に基づく興味であり、つまりは無責任も極まる興味なのだが、それは決して、僕が吸血鬼の側に立っているから思う興味ではあるまい。

　あの地獄のような春休みを共有した者であれば……、たとえば何でも知っている、間違いなく人類の側の羽川翼つばさだって、専門家であり人類と人外の仲介者たる忍おし野のメメだって、興きょう味み津しん々しんにならずにはいられないはずだ──キスショット・アセロラオリオン・ハートアンダーブレード。

　鉄血にして熱血にして冷血の吸血鬼。

　最強であることにかけては人後に落ちない人外であるところの怪異殺しと、人間のトップを独走する人類最強の請負人が立ち合ったとき、その先にはどんな決着が待っているのか。

　怪異最強と人類最強。

　そんな決戦の観客になりたくない者など、いるわけがない──ただし、実際にそんなマッチメークが成立したとしたら、この僕が無責任な観客でいられるはずもないのだが。

　僕はそのとき身の程知らずにも、人類最強と戦うことになる。
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　自転車は道交法上軽車両に分類されるので、公道を走るときは歩道ではなく車道を走ることが義務づけられている。まあ、漕こぎかた次第では時速六十キロ以上出せる乗り物なのだし、歩道内はレーンで整理されているわけではないので、歩行者との接触事故の起こりやすさも加味すれば、それで当然だと言うべきなのだが、しかしそのルールを遵守しようといざ車道に漕ぎ出してみれば、やっぱり実際の感覚として、鉄の塊かたまりが十センチ単位の真横を高速で通り過ぎていくというのは、まあまあの恐怖である。

　歴史的な経緯の詳細を知っているわけではないけれど、間違いなくあとから発明されたであろう、文字通り後発の自動車が幅を利きかせている道路で、文字通り肩身の狭い思いをする羽目になるというのは、どことなく納得のいかない思いもするのだが、しかしこんなのは、自転車乗りのポジショニングトークに過ぎないのだろう。

　自動車を運転するドライバー側からすれば、車道をちんたら走る自転車などという時代遅れの乗り物は、邪魔っ気で仕方がないものであるに違いない──いっそはね飛ばしたいと思いかねないくらいに。




　しかしだからと言って、本当にはね飛ばされるとはついぞ思わなかった。




　学校帰り、愛用のママチャリに乗って暢のん気きにペダルを回していると、背後から目にも止まらぬハイスピードで迫ってきた真っ赤なスーパーカーに、まるで狙ねらい澄ましたかのように綺麗にはね飛ばされ、僕は空中を、ペダルのようにくるくると回転することに相なった。

　後部座席にＤＩＯ様でも乗せていない限り、許されざる運転だった。

　道路には絶対、ブレーキ痕こんは残っていない。

　その代わりといってはなんだが、地面に落下した僕が、『ずががががあっ！』というオノマトペを発しながらすり下ろされた痕跡こそが、くっきりと残ったことだろう。

「ぐ、ぐ。ぐああ……」

　なにが起こったかわからない、極度の混乱状態。

　頭では、後続かつ高速の四輪車にひかれたのだということはわかるのだけれど、それを自分の身に降りかかった出来事として処理できない──死にかけの吸血鬼を見たときのような非現実感だ。

　宝くじが当たる確率なんてクルマにひかれる確率よりも低いんだよとか、そう言った、他人の楽しみに水をさすような説諭を、これまではどうかと思っていた僕だけれども、リアルに自分がクルマにはねられてみると、その確率論は受け入れざるを得なかった。

「う。ううう……」

　呻うめく。呻こうと思っていないのに、勝手に声が出る。

　肺がアコーディオンのように機能しているとしか思えない。

　喋しゃべれるかどうかは怪しかったが、もしも今、『大丈夫ですか？』と訊かれたら、反射的に『大丈夫です』と答えてしまいそうである──大丈夫なわけないのに、そう思い込みたくて。

　だけど、みっともなく地面を、這はうようにのたうち回る僕にかけられた声は、僕のコンディションをおもんぱかるような『大丈夫ですか？』ではなかった。

「おいこらてめえ」

　だった。

　その恐ろしい声こわ音ねに、僕が死にものぐるいで顔を上げてみると、そこには真っ赤な女性が立っていた──もうなんていうか、『赤い』と表現するしかないくらいに赤い、全身をワインレッドのスーツに包んだ、ゴージャスな女の人だった。

　色でわかる。

　どうやら、問題のスーパーカーのドライバーらしいと、色でわかる──凶器のような、やっぱり真っ赤なピンヒールが、僕の顔の前にあった。

　なるほど、この靴じゃあ、急ブレーキなんて踏めたものじゃあないだろう。もっとも、たとえ平べったいスニーカーをはいていたとしても、この人がブレーキを踏んでくれたかどうかは疑わしいけれど。

「なに寝てんだ。さっさと立ち上がれよ。踏み潰つぶすぞ」

「…………」

　ピンヒールで？

　ブレーキは踏まないのに、僕の背中は踏むの？

　見れば、その人はサングラスをかけていたのだが（そのレンズもまた、さも当然のように赤い）、しかしそんなものでは覆い隠せないくらいに、その目つきは鋭かった。

　やべえ。

　ＤＩＯ様が乗っていたのは、後部座席ではなく運転席だったようだ。

　脅しやはったりではなく、いち早く立ち上がらないことには、本当に踏み潰されかねないと察した僕は、死力を尽くし、塀に手をつきながら、身を起こした。

　こんな壁ドン見たことねえ。

　足ががたがた震える。

　生まれたての子こ鹿じかの気持ちを味わった。

　ただし、僕の膝ひざが笑っているのは、決して肉体的なダメージだけによるものではないだろう──直立したことで、僕よりもはるかに背の高い、真っ赤な彼女と改めて向き合ったことで感じる迫力に押されてというのは、間違いなくあった。

「よっし。元気そうだなお兄ちゃん。よかったよかった、はっはっは」

　そんな僕を見て、彼女は気安げに笑った──目の前に死にかけの男子高校生がいるというのに、なんで笑えるんだ、この人。

　しかも心底楽しそうに。

　大人なのに何も背負ってないような笑いかたしやがって。

　わずかに抱いたそんな敵意に敏感に反応したのか、彼女は、

「きっくー」

　と、だし抜けに僕の腹筋を垂直に蹴けった。

　寝てようが立ちあがろうが、どっちみちピンヒールを食らうのかよ！

　こうなるともう、彼女が蹴りやすいように、気を遣つかってわざわざ立ち上がったようなものだったが、ここで倒れることこそ、絶対に避けなければならない展開だった──蹴られた上に踏まれるなんて、そんな一連の流れは絶対に阻止しなくてはならない。

「ぐ……、ぐぐ……」

　片膝を突きつつも、なんとか踏ん張りきった僕に、

「おお。すげえすげえ。がんばるじゃないか、お兄ちゃん。がんばる奴は好きだぜー。気に入った！」

　と、無邪気に感心したように拍手しつつ、彼女は更に笑うのだった。

　気に入った？

　いや、この人が何者かはまださっぱり見当もつかないけれど、でもこの人に気に入られるのが、世界でも指折りの悲劇だということは、直感的にわかるぞ？

　僕も伊達だてに修羅場をくぐってきているわけではない。

　地獄の春休みや悪夢のゴールデンウィークを過ごしてきたわけじゃあない──この人が、さながら異世界から来襲してきたがごとくの、ぶっちぎりの危険人物であることくらい、たとえ後ろからハイスピードではねられていなくてもわかる。

「あたしは哀川潤。人類最強の請負人だ」

「は、はあ……、哀川さん、ですか」

　ぶん殴られた。

　拳こぶしが僕の顔面にめり込んだ。

　そして僕の身体が塀にめり込んだ──コンクリートブロックと己の半身が一体化するという、希け有うな体験をすることになった。

「あたしのことを名字で呼ぶなよ、お兄ちゃん。名字で呼ぶ奴は敵だけだ」

「…………」

　いや、あんた。

　遭遇してまだ一分も経過していないのに、ひかれて蹴られて殴られてめり込まされたというこの状況で、まさか友好的雰囲気がただよっているとでも思うのか？

　明らかに敵対しているだろう。

　まあ、塀に半身をめり込ましている奴は、誰の敵でもないという見解も、そりゃああるにはあるだろうが……。

「ぼ、僕は阿良々木暦と言います。日本国憲法に基づき人権を保障された高校三年生です」

「へえ、阿良々木くんって言うんだ。長いな。それに言いにくい。これからは阿あ木きと名乗れよ」

　塀と一体化したままで発せられた青年の主張は豪快に無視された──僕の名前が言いにくいのは認めるけれども、改名まで要求されたのは初めてだよ。

　僕の良さが失われてるじゃないか。

　二重の意味で。

「そういや、夫婦別姓ってさー。家族の一体感が失われるからするべきではないなんて言われてるけれど、じゃあ、鈴木さんの一体感って、いったいどれくらいのものなんだろうな？　日本国中、どこへ行っても家族だらけじゃん」

　それ自体はなかなか見るべきところのある鋭い指摘だったが、残念ながら、身体の半分がコンクリートブロックと化している僕では、片目でしかそれを見ることができなかった。

「えっと……潤さん。とりあえず、引き抜いてもらってもいいですか？」

「背骨をか？」

　背骨をのわけねえだろ！

　と、年齢差を考えずに、年長者に乱暴な口を利こうとした僕だったが、哀川さん、もとい、潤さんの、僕を殴ったのとは反対側の手が、コンクリートブロックをがっしとつかみ、地面から引き抜いたのを受けて、慌てて沈黙を選んだ。

　いや、塀を引き抜けとも言ってねえよ。

　それ以前に平面のコンクリートをどうやってつかんだんだ──塀ってそんな構造になってねえだろ。

　ともあれ、壁のほうがそうして破壊されたので、僕は晴れて自由の身となった──ただ、こうなると、まだしも拘束された状況のほうが、安全係数は高かったかもしれない。

「どうした。ありがとうが聞こえないぜ」

「ありえないございます……」

　じゃなくてありがとうございます。

　と、感謝を強要された僕だった。

　そんな僕に潤さんは、「はっはっは」と、あくまでも楽しそうに笑う。

「なあに、礼には及ばないが、その代わり、ちょっと教えてほしいことがあるんだよ」

「お、教えてほしいこと……？」

　人の道かな？

　それについては、僕もそんなに心得があるわけじゃないけれど、この人になら、教えられることは山ほどありそうだぞ？

　高校生をクルマでひいたり、蹴ったり、殴ったり、塀にめり込ませたりしたら駄目──ついでに言うと、その塀を地面から片手で引き抜くのも絶対に駄目。

「人の道なんてどうでもいいんだよ。あたしはあたしの道を歩くだけなんだから──だから、あたしが訊きたいのは、ただの道だ」

　そう言ってから、「なんでもこの町に、吸血鬼が住んでいるっつービルがあるって言うんだけどさあ」と、潤さんは僕に問いかけた。

「そこまで案内してくれる？　お兄ちゃん。実はあたし、吸血鬼退治を請け負ってるんだよ」
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　人類最強の請負人・哀川潤。

　依頼を受けて僕らの町に、さながら避けようもない災厄のごとく颯さっ爽そうとやってきたものの、なにぶん郊外過ぎて、スーパーカーに搭載されたナビゲーションシステムが、正常に動作しなかったらしい──そもそも目的地が目的地なので、これはもう地元の人間に道を尋ねるしかないかと思った矢先に、ちょうどフロントガラス越しに見えたのが、自転車を漕ぐ高校生の後ろ姿だったのだそうだ。

　だからひいた。

　速度をあげて、狙い澄ましてひいた。

　いや全然理由になってねえよ！

　道を訊きたかったのなら、横付けするとか、せめてクラクションを鳴らすとか、方法はあるだろ！　ブレーキを踏まないどころか、アクセルを踏んでいたなんて、思いもしなかったよ！

　まさか本当に狙い澄ましていたとは！

　あのなあ、僕は昔、仲のいい友達が交通事故で死んでるんだよ！

　やっていいことと悪いことがあるだろ！

「悪いことやるからイイんだろうが。それ以上あたしに意見したらぶっ殺すぞ」

「…………」

　普通にぶっ殺すって言った、この人。

　子供相手に。

　文化どころか、世界観が違い過ぎる。

　こうなると一刻も早く、彼女にはこの町での用事を済ませてもらって、機嫌よくお引き取りいただくのが、住人としては最善の策と言えそうだったが、しかしこの場合、そうもいかない事情があった。

　吸血鬼が住んでいるビル。

　それがこのたびの人類最強の請負人の目的地──普通ならば、そんな迷信みたいな建物は知らないとつれなく答えて終わりの質問だろうけれど（ただし、つれなく答えて終わりなのは回答者の人生かもしれない）、こと僕に限って言うならば、思い当たる節があった。

　思い当たる節があり過ぎて困るくらいだ。

　厳密に言うと、そのビルには、もう吸血鬼は住んでいない──結界の役割を果たしていたあのビルに、鉄血にして熱血にして冷血の吸血鬼が住んでいたのは、今となっては昔の話だ。

　だが、だからと言って、あの学習塾跡の廃ビルにこの請負人を案内してしまえば、芋いも蔓づる式に、その吸血鬼が現在、どこでどうしているのかまで、露呈してしまいかねない。

　ぬかったぜ。

　てっきりＤＩＯ様かと思ったが、まさか吸血鬼を退治する側の人間だったとは。

　春休みにこの町を訪れた、三人の吸血鬼ハンター達に匹敵する探索能力を、この人が持ち合わせていないと考えない理由はどこにもなかった──廃ビルの場所は、絶対に教えてはならない。

　のみならず、全力で噓をつかなければ！

　口八丁で騙だまくらかして見当外れの方向へと誘導しつつ、この町からお帰り願わなくては！

「ははあ。そういうビルならば、噂うわさに聞いたことがありますよ。僕に訊いて幸運でしたね、潤さん。でも、確かそのビルがあるのは、九州地方じゃあありませんでしたかね。この道をずーっとまっすぐ東に向かって行けば大きな駅が見えてきますから、そこから電車に乗って、迷うことなく長崎県を目指してください」

「なるほど。西に向かって三つ目の路地に入れば近道なんだな。そこに自販機があるから水分を補給して、六百メートルほど南にくだっていけば右手に見えてくるのが、あたしの探している廃はい墟きょってわけだ」

　噓がばれるどころか、真相の詳細まで看破されていた。

　マジかこの人。

「はっはっは。あたしを騙そうなんて十年遅いぜ、お兄ちゃん。こう見えて、読心術は得意技なんだよ」

　本当に『こう見えて』だな。

　あれだけの破壊力を持ちながら、なんでそんな細やかな技術を習得しているのだ……、周りの人間が怯おびえるあまり噓ばっかりついているからだろうか。

「そんなところだ。口八丁って言うなら、その道のプロみてーな友達がいるもんでな」

　心の声まで読みとって、潤さんは僕のシャツの襟えりの部分をつかんだ。いや、そこ、取っ手じゃないんですけど？　て言うか、さすがに片手で持ち上げられるほど、僕も小柄じゃないんですけれど？

　ただし、塀を片手で持ち上げられる人にそんな指摘をしても、無駄の極みであることは明白だった。

「さ、場所もわかったことだし、行こうか、お兄ちゃん。特別に助手席に乗せてやるぜ」

「え？　なぜ場所がわかったのに、僕も一緒に……」

「遠慮するなって。なかなかいないんだぞ？　あたしの愛車の助手席に座れる奴は。まあ、正確には、助手席に座ったあと、生きてる奴がなかなかいないんだけど……」

　その正確な情報は断じていらない！

　知らずにいられたら幸せだったのに！

　しかしあれよあれよと僕は、荷物のごとく真っ赤なスーパーカー（車体の色のように派手な人身事故を起こしたというのに、傷ひとつついていない──特別製らしい）に詰め込まれ、ついでに後部座席には僕の自転車も詰め込まれ（フレームが地味に歪ゆがんでいたのを潤さんが直してくれた。素手で。直しかたはあくまで派手だ）、そして人類最強の請負人は、運転席に乗り込むと同時に、アクセルを踏み込むのだった。

　慌てて安全のためにシートベルトを締めたものの、これではまるで、自分で自分を縛り付けたようなものである。

「読心術って言っても、すべてが読めるわけでもねーんでな。お兄ちゃんがまだ、何か隠しているらしいことまでしかわかんねー……、だから同行してもらうぜ」

「同行してもらうためにしては度を越した蛮行だと思いますけれど……」

　己が直面しているハードな現実との直面を避けようと、咄とっ嗟さに『同行』と『度を越す』をかけてみたが、しかしそんな言葉遊びでなごむような雰囲気ではなかった。

　未成年の略取は完全な犯罪だ。

　いや、それを言い出したら、この人、登場してから犯罪じゃないことを、ほぼほぼしていないんだけど……。

「なに言ってんだ。壊した塀だって、ちゃんと直してきたじゃねえか。昔のあたしだったらあんなもん、壊したら壊しっぱなしだったぞ」

　なんだその独自のコンプライアンス。

　直したと言っても、引き抜いた塀を元の位置に差し込んで、僕の形にへこんだ箇所に、飛び散った破片を適当に詰め込んだだけじゃないか──まあ、そんなレゴブロックを組み立てるような修繕でも、力業でぎゅうぎゅうに詰め込んだことにより、割られた箇所は接着剤なしでも融合していたようだが……。

「とにもかくにも、僕は隠しごとなんてしていませんよ、潤さん。なんだったら、僕の周りの人間に訊いて回ってみてください。阿良々木暦がいかに清廉潔白な男だかわかるはずです」

「ふっ。それも噓だな」

「くっ……、どうして僕の周りに人間がいないとわかったんです！」

「それは読心術を使わなくてもわかる」

　きっぱり言われて仕舞うと立つ瀬がない。

　やむなく僕は方針を切り替えることにした。

　吸血鬼退治にやって来たという潤さんではあるが、しかしこうしてコミュニケーションを取ってみると、僕の知る、いわゆる怪異の専門家達とは、趣を異にするようである。

　ドラマツルギーも。

　エピソードも。

　ギロチンカッターも。

　そして忍野メメも──吸血鬼に対して、一定の敬意を払っていた。

　その敬意が、結果として嫌悪や憎悪に繫つながっていたり、敵対姿勢と表裏一体だったりはしたけれど、少なくとも吸血鬼という概念に対して、真剣な気持ちで向き合っていた。

　この人は違う。

　明らかに面白がっている。

　ふざけていると言ってもいい。

　遊園地に遊びにいくくらいのノリで、学習塾跡の廃ビルに向かおうとしている──肝きも試だめしをしに夜の学校に忍び込もうとする小学生みたいな感じだ。

　いかにも完成された大人の女性めいた風ふう貌ぼうに騙されそうになるけれど、この人、中身はまんま、子供である──それだけに不安もあった。

　このままおめおめと、僕が彼女を廃ビルに案内し、それが最終的に吸血鬼と請負人との邂かい逅こうに繫がったとき、その先、何が起こるのかまったく見当も付かないというとめどない不安が。

　だから僕は確認したかった。

　この人は吸血鬼について、現状、どのくらい把握しているのだろう？

「あのう、潤さん。吸血鬼退治と仰いますけれど、実際に……、いえ、実際にじゃなくて、仮かりに、仮にですよ？　仮に吸血鬼などという絵空事の胡う散さん臭くさい存在と遭遇したとして、具体的にはどのような対処を考えているんですか？」

「殴って勝って友達になる」

　危険思想だ。

　つーか危険人物だ。

「言っておきますけれど、吸血鬼はクルマでひいても倒せませんよ。いえ、詳しいことはまったく知りませんけれど」

「わかってるよ。不老不死なんだろ？　いいじゃねえか──『死なない研究』の被験者としちゃあ、ご挨拶をせずにはいられないぜ」

「…………？」

「逆に訊きたいね。お兄ちゃん。お前にゃあ、『死なない』ってのがどういうことなのか、わかるか？」

　思わぬ逆質問に、僕はたじろいだ。

　死なないのがどういうことなのか──そりゃあ、春休み、何度も何度も死んだ身としては、胸を張ってわかると答えたいところだったけれども、しかし考えてみれば、それでわかるのは、『死ぬ』というのがどういうことかであって、『死なない』というのがどういうことかではないような気もする。

　もしも『死なない』を理解しようと思うのであれば、それこそ鉄血にして熱血にして冷血の吸血鬼のように、気が遠くなるほどの年月の間存在し、存在し続けるしかない──いや、あいつだって、突き詰めれば現代までを、ずっと死に続けてきたようなものだった。

　出会い頭に瀕ひん死しだった。

　してみると、『死なない』というのがどういうことなのか、理解するためには、どうすればいいのだろう？　生き返ることでも、死に続けることでも、まだ足りないというのなら──

「あたしが思うに──『死なない』ってのは、決意だよ」

　僕の答を待たず、潤さんは言った。

　読心術の使い手なのに、この人、人の話全然聞かないな。

「『死ねない』のでも、『死がない』のとも違う──何があろうと自分は死なないっていう意志表明だ。つまり、『死なない』は、『生きたい』なのさ。力強くそう叫ぶ強さこそを、あたしは最強と呼びたいね」
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　意志の強さ。

　人類最強の請負人が語ったそれは、僕にとってのみならず、かつてこの町を訪れた不死身の吸血鬼、キスショット・アセロラオリオン・ハートアンダーブレードにも、欠けていたものだろう。

　肉体的な強さならばともかく、精神的な強さが、春休みの僕達には決定的に欠落していた──決定的に、そして致命的に。

　命取りなほどに。

　過剰なほどに、余剰なほどに生命力にあふれた吸血鬼の、当時の神経衰弱っぷりは、なんというか、思い出すだけで恥ずかしくなるような、目も当てられないものだったと思う。

　今から考えれば、あれはあふれていたのではなく、あぶれていたのだろう──僕達は死に損なっただけである。

　決意もなかった。決断もなかった。

　鉄血にして熱血にして冷血の吸血鬼と、彼女が生んだ四百年ぶりに二回目の眷けん属ぞくは、決して、強い意志を持って──断固たる信念を持って、死ななかったわけではない。

　強さだけで言うなら、委員長の中の委員長、羽川翼のほうが、僕達よりもよっぽど強い意志を持って、春休みの物語に嚙かんできたと言っていいだろう。

　吸血鬼よりも、よっぽど嚙んできた。

　もちろん、それゆえに彼女もまた──

「おい。ぶっ殺すぞ。何物思いにふけってんだ。ぶっ殺すぞ。目的地に到着したんだから、さっさとビルの中までレディをエスコートしろよ。ぶっ殺すぞ」

「…………」

　果たしてレディが一いっ塊かいの台詞の中で、三回も『ぶっ殺すぞ』と言うかどうかは議論が紛糾するところだろうけれど、ともあれレディが運転するスーパーカーは、その後、誰一人はねることなく、学習塾跡の廃ビルに到着したのだった。

　僕も、ここに来るのは久しぶりだ。

　春休みはここで寝泊まりしたものだったが──と言うか、ここを根城に、切ったはったのちゃんちゃんばらばらを繰り広げたものだったが、まあこんな廃墟、およそ用事がなかったら来る場所じゃあないからな……、気になってはいたんだけど。

　既に結界としての役割は終えているので、潤さんもこうして難なく辿たどり着けたというわけだ──くそう、こんなことなら、忍野に結界を、張りっぱなしにしておいてもらえばよかった。

　まあ、このレディを封じられる結界なんて、この世のどこにもないか……。

「わくわくするなー。吸血鬼ってどんな奴なんだろう。鬼っていうくらいだからなー。やっぱ角が生えてて金棒を持ってるのかなー」

「……えっと、入り口はこちらになります」

　的外れな期待に胸を高鳴らせているらしい潤さんに、助手席から片手どころか指一本で引っ張り出された僕は、しぶしぶ彼女を先導する。

　ただし、僕もいつまでも、暴力に屈しているばかりの男ではない。なるほど、確かに春休みの僕は、確かに意志薄弱な少年だったかもしれないが、あれから時を経て、いくばくかの経験も積んできた。

　もっと言えば、あれからそこそこの暴力被害に身を晒さらしてきて、ある程度は耐性もついている──なんでも慣れだ。

　なんでも慣れと言うよりどうにでもなれと言う諦めに近い感覚なのかもしれないけれど、一生付き合っていかなきゃいけないんじゃないかと思っていた、アスファルトで削られた全身の痛みも、だいぶん引いてきたことだし──ここからは僕の反撃のターンだ！

「ん。どこかから敵意を感じるな。どうやらあたしに撲殺処刑されたい奴がいるらしい」

「…………」

　勘が鋭過ぎるだろ。

　読心術っていっても、僕今、背中を向けてるんだぜ？

　さすがに背中で語れるほどの人生経験は積んでいないよ。

　そして撲殺処刑って……。

　僕、こんな番外編みたいなお話の中で、そこまで陰惨な死にかたしたくないよ。

　ちなみに、中身のそういった暴力性はともかく、佇たたずまいはエレガントかつドレッシーなコーディネートの潤さんなので、目的地である廃墟の廃墟っぷりに、中に這入るのを嫌がるかとも期待していたのだが、まったくものともしなかった。

　繊細さとはとことん無縁らしい。

　足場の悪い中をランウェイのように、ピンヒールで颯爽と歩む──床をえぐるような歩きかたで、むしろ廃墟を、より廃墟へと仕立て上げているようだった。

「鋭い指摘だな。あたしがお兄ちゃんくらいの歳としの頃には、踏み込む建物すべてを崩壊させるなんて言われたもんだぜ」

　なんだその都市伝説。どんな十代だったんだよ。

　まあ、こうなると、予定通り、車中で考えた作戦を実行するしかない──舞台度胸が必要だし、読心術の使い手に噓をつき通さねばならないけれども、潤さんの読心術が必ずしも万全ではないことは、この僕が悲劇的にもここにいる時点で判明している。

　堂々としていればある程度は大丈夫なはずだ。

「じゃあ、いよいよその吸……、なんでしたっけ？　ああそうそう、吸血鬼とやらを探しましょうか、潤さん。及ばずながら、僕も協力させていただきますので」

「あん？　なんだよなんだよ、お兄ちゃん。エスコートしてくれるだけでなく、あたしの仕事を手伝ってまでくれようってのか？」

「もちろんですとも。手伝わないわけがありません。悩める女子のために骨身を削って東奔西走するというのが、阿良々木暦の暮らす世界観ですから」

　潤さんは女子という年齢ではないのだろうけれども、しかし考えてみれば、アスリートの世界ではいくつになっても男子女子で区分けされているのだから、極めて強きょう靱じんなフィジカルの彼女をそう呼んでも支障はあるまい。

「へー。平和な世界観だね。くだらねーな。ま、郷に入っては郷に従っておくぜ──その心意気に免じて、口封じのために消すかどうかは、一考してやろう」

「…………」

　口封じのために消される可能性があるの？

　どんな殺さつ伐ばつとした世界観で暮らしてんだよ。

　今からでも、地元民の土地勘を活用して、地の果てまで逃げたほうがいいんじゃないかと思わなくもなかったが、しかしそんなことをしたら相手を喜ばせるだけだろう。地の果てどころか、宇宙の果てまで追われる未来が目に見えている。

　それよりは、こここそ阿良々木暦のガッツを見せる場面だった──遭遇した数々の出来事を、常にあやふやに誤ご魔ま化かしてきたこの僕の、腕の見せどころだぜ！

　……駄目だ、どう言っても格好つかないな。

　こんなスタイリッシュな人のそばで格好をつけようとすることが、土台無理な望みということなのかもしれないが──なので僕は粛々と地道に、アイディアを実行するためのプランを、順番に執行することにした。

　不実な僕が、いったい何をするつもりなのかを先に開示しておくと、僕はこれから、潤さんと共に見回る教室のいずれかに、彼女の目を盗んでこっそりと、偽の手がかりをセットしようと企図しているのだ。

　偽の手がかりというのはつまり、かつてここに住んでいた吸血鬼が既にこの町を去り、どこかよそへ向かったことを示す手がかりである──人類最強の請負人を、その手がかりによって、町の外まで誘導しようという算段なのだ。

　まあ、吸血鬼がここに住んでいないという点に限って言えば事実なので、まるっきりの噓というわけでもない……、ゆえに読心術をかわし得る。

　仕事の手伝いどころか、邪魔をする結果になるのははなはだ遺憾なのだけれど、こっちにはこっちの都合があるのだ。

　もちろん、仕掛けといっても、大したことができるわけでもない──僕には本格的な偽装ができるほどの腕も道具立てもない。

　ただ、腕や道具はなくとも、血液がある。

　春休みに吸血鬼化した血液が、指一本で持ち上げられる小柄な体内を流れているのだ──これでビル内のどこかに、ダイイングメッセージさながらの血文字を残すのだ。

　ここまでの会話の流れからして、どうやら潤さんには決して、怪異に対する深い専門知識があるわけではなさそうだけれど、それでも本能的な野性の勘には卓抜したものがある──その血がただの血ではない、ただならぬ血であることには、気付いてくれるはずだ。

　さすれば即興の血文字にも、それなりの説得力が生じよう。

　問題は、その血文字で潤さんを、町の外のどこへ誘導するかだが……、さっき長崎県に向かったという噓を看破されたばかりなので、そうだな、今度は徳島県あたりを示唆してみよう。四国のかたには申し訳ない限りだが、いつか四国のかたがこの町を訪れたときにはできる限り親切にすると約束するから、何なに卒とぞご寛かん恕じょ願いたい。

「で、お兄ちゃん。どこの教室から探す？」

「上層階から順番に探していくのがいいと思います。吸血鬼は高いところが好きと言いますからね」

　言っていることは適当なのだが、鉄血にして熱血にして冷血の吸血鬼が、主として最上階の教室を寝床にしていたことは本当である──偽の手がかりにできる限りのリアリティを出すため（読心術をかわす見込みを少しでも上げるため）、血文字を残すのは、その教室にすべきだと僕は考えた。

　さて、このプランの一番の難点は、血文字を残すためには、僕はどうにかして出血する必要があるということなのだが、幸い、この問題は既にクリアされていた──僕には、交通事故に遭った際に全身に負った無数の擦さっ過か傷しょうがある。

　かさぶたを剝はがせば出血なんてし放題だ。

　くっくっく、墓穴を掘ったな哀川潤！

　……掘られているのは僕の墓穴のような気がして仕方なかったが、ともかく、階段を登って到着した廃墟の四階、みっつある教室のひとつに、僕達は這入った。

「潤さんは黒板のほうから調べてください、僕は掲示板のほうから調べます。きっと手がかりがあるはずですよ、たとえば血文字とかの」

「妙に具体的な想定をするんだな」

「黒板って黒色じゃなくて緑色だよねってよく言われますけれど、昔は本当に黒かったらしいですよ？」

　羽川から伝え聞いた雑学を披露することで失言をフォローし（できたか？）、僕は宣言通りに掲示板のほうに向かう。

　その辺りに乱雑に積まれている机に、『そうだ　徳島、行こう。』というメッセージを書いて、大おお袈げ裟さに発見した振りをするのだ。さながら万有引力を発見したときのニュートンのように。ニュートンがオールドトンになるくらいの演技を見せてやるぜ！

　そんな青写真を描きながら、僕は都合良く右手の人指し指にあったかさぶたを剝がし（まあ、全身にかさぶたがあるのは、都合のいいことではない）、見み繕つくろった机に一筆入れようとする。

『そうだ　徳島、行こう。』。

　待てよ、英語のほうがいいのかな？　『そうだ　徳島、行こう。』って、英訳したらどうなるんだ？

　英語は苦手科目だぜ。

　ここまではすべてうまくいっていたのに（そうか？）、そんな極めて高校生らしい悩みに（中学レベルの英語では？）、とらわれたのがよくなかった。

　さりげなくも自然極まる一連の動作を、ほんの一瞬止めたそのとき、

「危ねえ！」

　と。

　そんな大声と共に、僕の身体は横合いから豪快にぶっ飛ばされた。

　正確には、真横から首筋にラリアットを食らった──反対側の手で後頭部をがっちりロックされたので勢いを背後に逃せず、吹っ飛びつつも、同時に首が絞まる。

　そしてそのまま容赦なく床に叩たたきつけられた。

　ちなみに注意を促すような大声を出した人物と脅威をふるうようなラリアットを食らわした人物は、同一人物だった──言うまでもなく哀川潤である。

　なんだ!?　僕の巧みな悪巧みがばれたのか!?

　こそこそと姑こ息そくにも偽の手がかりを設置しようとしている僕を目敏く見み咎とがめて、制裁のラリアットを？

　……しかし、意外なことに、そうではなかった。

　見れば、さっきまで僕が立っていた場所の、僕が血文字を書こうとしていた机の脚が、ぐしゃりとひしゃげていたのである──まるで真上から、『見えない力』が働いたがごとく。

　潤さんが僕を横合いからかっさらうようにぶっ飛ばしてくれていなければ、その『見えない力』をもろに食らっていたのは、机ではなく僕だった……。

「…………」

　いや。

　どう考えても、その『見えない力』をもろに食らっていたほうが、潤さんのラリアットを食らって床に叩きつけられるよりも、よっぽどダメージは少なかった気がするんだけど……。

　なんならスーパーカーにはねられたときのほうが元気だったくらいに、頭がくらくらする……、首が胴体にひっついてるのが不思議なほどだよ。

　ただし、不思議な出来事は、一応、ひしゃげた机のほうでも起こっていた。

　清掃なんて長らくされているはずもない教室の床は埃ほこりにまみれていて、その上で僕達がどたばた暴れたものだから、雪のように積もっていた埃は、霧のように舞い上がっていた──そして。

　その埃が、一体の人物像を形成していた。

　否。

　人物像ではなく──怪異像と言うべきか。

　だが、ありえなかった。

　それが、そこにいるはずがない。

　キスショット・アセロラオリオン・ハートアンダーブレードが、ここに存在するわけがない──あの類たぐい稀まれなる妖よう怪かい変へん化げは春休み、永遠にその存在を喪失したのだから。

　いるはずがなく、見えるはずがない。

　そして確かに、厳密には今だって、その姿が見えているわけじゃあなかった──『舞い上がった埃によって形成されている』というのも表記上の誤りであり、正しくは、舞い上がった埃が、かろうじて『彼女』を可視化しているだけである。

　空気が水の中では、泡となって可視化されるようなものだ。

　ゆえに埃が再び床に落ちていくに従って、その姿は見えなくなっていく。

『見えない力』。

　それでもそれが、『力』であることには変わりなかった。

『見えない彼女』。

　それでもそれが、『彼女』であることには変わりなかった。

「こっちだ！」

　潤さんが高らかに叫ぶ。

『見えない力』に襲われるなんて、さすがの請負人もさぞかし焦あせっていることだろうと思ったが、その表情はむしろきらきらと輝いていて、一層楽しげに笑っていた──『こっちだ！』と、僕の首をがっちり固定したまま床を蹴ってジャンプしたのも、『見えない力』からの攻撃を避けようとしてのことではなく、逆に『彼女』に、カウンター攻撃を仕掛けようとしたらしかった。

　とんでもねえ。

　しかし、そのカウンターは、不首尾に終わったようだ──『見えない力』には、触れることもままならなかったらしく、潤さんのピンヒールによるハイキックは、『彼女』の長身をすり抜けるのだった。

「む……、幽霊みてーなもんだから、触れないのかな？」

　片足で着地しつつ、分析するようなことを言う潤さん。

　とりあえず、大立ち回りでまたしても舞い上がった埃で、『彼女』の姿を再び、かろうじてとらえることはできるようにはなったけれども、それでもこちらからの攻撃が当たらないのであれば、どうにもならない。

　とは言え、潤さんの向こう見ずなハイキック（見えないのだから向こう見ずで当然だが、それにしたってあまりにも向こう見ずだ）のお陰で、少しだけ、『見えない力』で形成された『彼女』の正体に、僕の見当がついてきた。

　いや、見当と言うと言い過ぎである──正体不明であることに変わりはないし、専門知識のなさで言えば、僕も潤さんと大差ない。

　とは言え、経験があった。

　似たような『蛇』を──似て非なる『蛇』を。

　僕はかつて、見たことがある。

　見て見なかったことがある。

　だから今、そこにいる存在である『彼女』──そこにいながらにしていない非存在である『彼女』が、キスショット・アセロラオリオン・ハートアンダーブレードでありながら、キスショット・アセロラオリオン・ハートアンダーブレードでないことだけは、直感できた。

　その非存在は──『意志』だ。

『死なない』という意志について、潤さんが道中語っていたが、あえてそれに倣ならって言うならば、今、この教室にいるのは、『それ以外のすべて』が取り除かれた、『よくないもの』だった。

　残留思念、とでも表現すべきか。

　吸血鬼の思い残しであり──凄せい惨さんなる遺産。

　意志ではなく、ならば遺志と言うべきだ。

　そうだ。

　どうしてそんな簡単なことに思い至らなかったのだろう──吸血鬼はもうこの廃ビルには住んでいないというのに、どうして請負人の元に、吸血鬼退治の依頼があったのか、僕はもっと深刻に考えておくべきだった。

　単に情報が古いのだと判断したけれど、そうではなく、僕の知らない新たなる怪異現象が、ここで起こっていたとするのなら。

　古かったのではなく、新しかったのだとするなら。

　噂が先行する形での怪異現象──大いにありうる。

　なにせここは、短期間とは言え伝説の吸血鬼、鉄血にして熱血にして冷血の吸血鬼が居城にしていた建物なのである──何らかの影響を受けないと思うほうがどうかしている。

　机だって埃だって、影響下。

　支配下にあった。

　自ら怪異とかかわることで阿良々木暦が怪異となったように、極論、建物自体が怪異化することだって、ありえよう。

　今までそんな可能性に思い至らなかったのは、この廃ビルがアロハ服の専門家のはからいにより、結界として機能していたからだろう──なんだかんだで安心感があった、しかし、その機能が失われている今。

　吸血鬼の残留思念を押さえつけるものは何もない。

　どころか、僕がやってきた。この僕が。

　いや、自分の意志で訪れたわけではなく、力ずくで拉ら致ちされてきたのだが、それでもやってきたのはやってきた──キスショット・アセロラオリオン・ハートアンダーブレードの眷属であり、今もその影響から逃れ切れていないこの僕が、あろうことか、全身かさぶただらけで。

　血の匂いを漂わせながらやってきた。

　その上、愚かしくも血文字を残そうとさえしたのである。

　そんな行為が、このビルの中に蔓まん延えんする悪あく辣らつな残留思念を、この教室の中にこびりつく禍まが々まがしい遺志を、活発化させないわけがない。

　新たなる怪異を。

　誕生させかねないわけがない。

「……潤さん、下がっていてください」

　僕は言った。

　未だ首を絞められながら。

「あん？　なんつった？　てめえ」

　案の定と言うか、人類最強に対する僕の、不ぶ躾しつけを通り過ぎて不敬な物言いに、潤さんはすごむようなことを言ってきた。

　だが、それにひるむわけにもいかない。

　既に僕は決断を下している。

　強い思いを持っている。

「ここから先は、僕が引き受けます──僕が責任をとります。これだけは、誰に請け負わすわけにもいかない、僕の役割なんです」

　残留思念が──遺志が。

　あいつの思い残しがここにあるというのなら、それは、僕がこの手で解決しなければならない問題だ──いや、これは単に、意地や義務感だけで言っているのではない。

　決して、気持ちだけの問題ではない。

　かつて、『見えない蛇』を相手にしたときと同様に、今の僕ならば、不可視の『彼女』と渡り合うことができるのだ──吸血鬼化の後遺症。

　僕にはできて、僕にしかできないことだ。

　哀川潤にはできない。

　なるほど、僕を最初の一撃から守った（そして僕により大きなダメージを与えた）ときのように、本能なのか野性の勘なのか、あちらからの攻撃を、潤さんはかわすことができるのかもしれない。

　だが、先程のハイキックの空振りから明らかなように、潤さんからの攻撃は、あちらには当たらないのだ──むなしく空を切るばかりで、これでは勝負が成立しない。

　だから。

「引っ込んでいてくださいと言っているんですよ、潤さん──哀川さん」

「…………」

「あいつの狙いは僕の血です。だから、僕から離れてください──このビルから離れてください。この町から離れて──そうだ、徳島に行ってください」

　既に廃案となった計画にやや引っ張られながらも、僕は、三み度たび姿が見えなくなった『彼女』に、対たい峙じする。

　大丈夫だ、安心しろ。

　何度でも殺してやるから。

　何度でも殺されてやるから。

　そんな決意と殺意を新たにして──正面から対峙する。

「……あたしに首を絞められたままで、あたしを敵に回そうとしたそのど根性だけは誉めてやるぜ、阿良々木くん。だからご褒ほう美びをあげよう」

　と。

　首を絞められたままで、かろうじて正面を向いていた僕の首が、無理矢理、真横にねじられた──ねじ切られるかと思った。

　ご褒美としてはあまりに過激だったが、しかし赤き麗人の言うご褒美の過激さが、首をねじ切る程度で済むはずもなかった。

　抗議しようとした口を、塞ふさがれた。

　唇を重ねられた。

「!?　!?　!?」

　混乱する余裕もなく、意識が遠くなっていく。

　抗議のみならず、呼吸さえも封じられているような深いキスだった──深いどころか、僕の肺の中にある酸素で深呼吸をしているかのごとき、過激極まるディープキスだった。

「む……、むぐ、ぐ、ぐ、ぐ」

「ぷはっ。うっし。ごっそさん。エネルギー充じゅう塡てん完了だぜ」

　ようやくのこと、僕の首に回していた両腕を離してくれた請負人だったが、こちらは酸欠で腰が砕け、もう立ってもいられなかった──さながら吸血鬼に生き血を吸われたかのように酸素を吸い尽くされてしまった僕は、へなへなとその場にくずおれる。

　不可視の『彼女』のみならず、何もかもが真っ白になって見えなくなってしまうような視界の端で、かろうじて、真っ赤な哀川潤が再び、床を蹴るのを捉えた。

　今度は殴りかかる。

　吸血鬼だろうと残留思念だろうと、あるいは怪異以前の『よくないもの』だろうと、ともかく人外であり論外の非存在に対して、どうしてそこまで楽しそうに飛びかかれるのかははなはだ謎だが、しかし、キックだろうとパンチだろうと、通じないものは通じない。

　ああも勢いをつけて、大きく振りかぶろうとも、その打撃が不可視の『彼女』にヒットすることは──

「ばっきゅーんっ！」

　……ヒットした。

　オノマトペは潤さん自身が口にしたものだったが、しかし大口径の拳銃から放たれた弾丸のような彼女の拳が、形成された残留思念を四散させたことは、見えなくてもわかった。

　跡形もなく、影も形もなく。

　消滅させたことは、見えなくてもわかった。

　見えない『彼女』が──感じられなくなったのだから。

「ハッピーバースデイ・トゥユー。生き返ったらまた遊ぼうぜ。思い残すことのないように」

　人類最強の請負人は、実に生き生きとした表情で、かつて存在した吸血鬼の遺志に、そんな弔辞を送ったのだった。
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　後日談と言うか、今回のオチ。

　どうして潤さんの拳が、さしずめ吸血鬼の幽霊とでも形容すべき怪異的概念を打破したのかについては、その後も長らくミステリーのままで、あれはもう理屈じゃあない少年漫画のセオリーか何かだったのかなと考えていた僕なのだけれど、しかし、しばらくのちに縁あって知り合った、不死身の怪異の専門家・影かげ縫ぬい余よ弦づるさんが、一応の説明をつけてくれた。

「おどれの血液で活性化したと見える残留思念を相手取るために、接せっ吻ぷんによっておどれの唾だ液えきを摂取したっちゅうとこやろ──吸血鬼もどきのＤＮＡを体内に取り込むことで、一時的に怪異をどつく『資格』を得たゆう感じやな」

　なんと。

　あのご褒美キスは、僕を酸欠にすることを目的としたものではなかったのか──いや、酸素が血液中のヘモグロビンで運搬される対象であることも含めて考えれば、あの深呼吸も『資格』の裏書きとなろう。だとすると、野放図でやりたい放題に見えて、あの人も意外と戦略家と言うか、計算高い人である。

「いやあ、計算ちゅうわけやあ、ないんやろな。おどれの正体までを看破しとったわけやなさそうやし──さりとて、ものは試しっちゅうわけでもない。ちゅーしたかったからしただけっちゅうその場のノリが、結果、たまたま奏功しただけやろ。あまりにもぶっつけ本番で、専門家のやりかたやない」

　暴力陰おん陽みょう師じとまで呼ばれる、極めて例外的な専門家である影縫さんにそんな風に言われるのだから、やはりあの人類最強、尋じん常じょうではなかった。

「まったくや。尋常ならざる強さやわ。ともすると、キスショット・アセロラオリオン・ハートアンダーブレードの残留思念は、おどれの血液で顕現したんやのうて、その請負人の来訪にこそ反応して、具体的な像をなしたんかもしれんな。少なくとも要因のひとつではあるやろう。そうなると、おどれの唾液かて、本来は余計やったんかもしれん」

　怪異が人の思いによって形成される存在であるならば、それを打ち砕くのが生きている人間の強い意志であるっちゅうのも、また真理や──と、影縫さんは、らしくもなく混ぜっ返すようなことを言っていた。

　らしくもないが、しかしそれは、己の意志や感情を殺し続けることで存在し、生存し続けている不死身の人形をそばに置いている、影縫さんならではの視点とも言えた。

　だったら僕はご褒美キスのされ損である。

　男の子だって傷つくんだぜ。

　その鬱憤を晴らしたかったからというわけでもないのだけれど、最後に僕は、もしも鉄血にして熱血にして冷血の吸血鬼、キスショット・アセロラオリオン・ハートアンダーブレードの本体と、人類最強の請負人、哀川潤とが立ち合ったら、そのときはどちらが勝つと思うかと、影縫さんに直ちょく截せつ的に質問してみた。

「専門家のひとりとしては、そりゃあハートアンダーブレードの圧勝やと、答えざるを得えへんな。あの貴重種は、人間の死体で城を造るような化物で、怪異の半分を絶滅させるような怪物やねんから。怨念の前に、信念なんぞ無意味や」

　そんな現実的な所見を述べた後、しかし影縫さんは、

「せやけど、人類のひとりとしては、請負人が勝つと、期待したくもなるの」

　と、希望的観測を述べたのだった。

　ともあれ、果たして思い残すことがあったのかなかったのかは定かではないけれど、それ以降、例の学習塾跡の廃ビルに、吸血鬼の幽霊が現れることはなかった──ただしほどなくして、その廃ビルそのものが取り壊されてしまったことも、公平に付記しておくべきだろう。

　人類最強の請負人が踏み込んだ建物は例外なく崩壊するという怪談めいた都市伝説は、未だ信しん憑ぴょうするに足る伝説なのかもしれなかった。
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　地ち濃のう鑿のみは巨悪と戦う魔法少女である。この文脈における魔法少女というのは、テレビジョンで子供向けに放送されている、アニメの中に登場するあれを想像してもらえれば、概おおむねのところ、外していない。実際、僕が会った彼女は、ボリュームのあるふわふわの、カラフル極まる衣装に身を包み、ごてごてにデコレーションされた魔法のステッキをふるっていた。

　ただし彼女は、テレビジョンには出られないタイプの魔法少女だったし、子供向けのアニメの中には登場しないタイプの魔法少女だった──存在するだけでレギュレーションに抵触するような、極めてデンジャラスな女の子だったと言うのが、正直な感想だ。

　年齢は中学生くらいで、そういう意味では、ふたりいる僕の妹達と同世代のようなものなのだろうけれど、しかしてその生育歴はかなり異なるようだったし、今にして思えば、地獄のような春休みを過ごして以降、それなりに修羅場をくぐってきたつもりでいる僕から見ても、彼女が異様なほどハードな世界観で活動していることは明らかだった。

　そうでなければあんなへんちくりんな性格にはなるまいという、シビアな読みもあるにはあるのだが──まあ、人類を救うために戦っている組織の一員だという彼女からすれば、その日その日を凌しのぐことが精一杯である僕のような人間の生活は、さぞかしぬるく見えることだろう。

　地濃鑿──あるいは魔法少女『ジャイアントインパクト』が、四国から遥はる々ばる、僕達の住む町にやってきた理由も、決して観光などではなく（そもそも僕達の町には、わざわざ遠方から足を延ばしていただくほどの名所はない）、巨悪と戦うための、修行の一環だったのだと言う。

　魔法少女としての修行の旅。

　アニメと言えば、それもアニメか。

　もちろん、そんな風に、彼女のことを理解しやすい形で理解できるようになるのはずっとあとになってからのことで、当時の僕は、翻ほん弄ろうされるばかりだったのだけれど。

　いや、もしかすると、あれを修行ではなく儀式としてとらえるのならば、僕が怪異と対峙するにあたって、学習塾跡の廃ビルや、山の上の神社でおこなったあれやこれやと大差ないと、言って言えなくはないのかもしれない──しかし、そんなイニシエーションに臨むような厳粛さとは、魔法少女『ジャイアントインパクト』は、まったくのところ無縁だった。

　もしも、僕と彼女が体験した『密室からの脱出劇』を、儀式だというように表現したなら、あの子はあっけらかんと、それを否定して見せるだろう──僕の人権ごと否定してのけるだろう。

　修行と言ってさえ。

　そうではありませんと首を振るだろう。

「これはゲームなのですよ、暦さん」

　彼女の言葉が甦よみがえる。

　吸血鬼のように、甦る。

「あなたには一生かかってもわからないに決まっていますけれど、四国じゃあ、こんなのは当たり前のことなんです──当たり前のゲームなんです。大量におこなわれているゲームの、たったひとつにしか過ぎません」

　一生かかってもわからないは言い過ぎだと思ったけれど、しかしあれが当たり前だったとするならば、僕と彼女は、完全に、生きている世界が違う。

　あるいは。

　死にゆく世界が違うと言うべきなのか。

　実際、彼女は、死ぬことが前提みたいな文化の中で育まれていた──中学生くらいの年齢だと表現したけれど、おそらくあの子は中学校になど通っていない上に、たぶん高校生くらいの年齢までさえ、生きながらえることさえもできないのである。

　僕が現在、首までつかっているのがぬるま湯だとしたら、彼女がつかっているのは硫酸のプールで、水でさえない。僕が棺かん桶おけに片足を突っ込んでいるのだとしたら、彼女は、既に火葬場の中にいる。

　太陽の業火に焼かれるのが吸血鬼ならば。

　暗黒の業火に焼かれるのが魔法少女なのだろう。

　ならば、僕が一生かかってもわからないのは、ゲームの仕組みや成り立ちなどではなく、地濃鑿という、ひとりの人間そのものなのかもしれなかった。

　彼女のことは、一生かかっても。

　それこそ死んでも、わかるまい。
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「マルチステッキ『リビングデッド』！」

　そんな雄お叫たけびと共に、謎めいた棒で心臓を思いっ切り殴打されることで、僕は蘇そ生せいした──あの地獄のような春休みにおいて、散々死んだり再三生き返ったり、僕もかなり慌ただしかったものだけれども、しかし吸血鬼の血、換言するところの不死身性に基づかずに蘇生したというのは、これが初めてのことだった。

　むろん、通常の心肺蘇生でもない。

　こんな無理矢理で、強引な心臓マッサージがあってたまるものか──ある意味で、それは吸血鬼の不死身性よりも眉まゆ唾つばで疑わしい、根も葉もない根拠に基づく蘇生だった。

「う……うう……」

　ふたりの妹達の襲撃でこそないけれど、寝ていたところを叩き起こされたみたいな、ぐらついた気分での甦りというのも、なかなか新鮮過ぎて受け止め切れなかった──しかしそんな混乱状態にある僕に、

「お！　私のお陰で無事に生き返りましたね、暦さん！　よかったよかった、あなたが私の恵けい沢たくに与あずかることができて！　さあ、初対面のあなたを、何の得にもならないのに生き返らせてあげたこの私に、惜しみない感謝と万雷の拍手を送ることを許しましょう！」

　と、横合いから、さながら目覚まし時計のようにけたたましくかかってくる声があった──それは僕を生き返らせてくれた人物の声で、それを思えばなるほど、僕はその命の恩人に、開口一番お礼を言ってしかるべきなのかもしれなかったけれど、ひょっとするとあったかもしれない『ありがとう』の言葉は、まるで魔法のように、またたくまに溶けていった。

　いや。

　魔法のようなのは、この何の理屈にも基づかない蘇生のほうなのだが──僕はゆらりと立ち上がって、シチュエーションを確認した。

「…………」

　ここは──教室だった。

　私立直江津高校の教室だ。

　一年三組。

　かつて僕が所属していたクラス。

　ただし、正しい意味での一年三組とは言えない──この教室は、図面上、本来は存在しないはずの教室なのである。

　教室の幽霊とか、学級会の幽霊とか。

　そんな風に表現されたこともあるけれど、それもまた、ちっとも正確ではないのだろう。正確なところなど、誰にもわからない──正しくなくて、確かでもなかったのが、この一年三組のありようだったのだから。

　僕はこれまでに二度、この存在しない場所を訪れたことがあった──だから、こんな風に閉じ込められるのも、実のところ、決して初めてのことではない。

　そう。そうだ。

　じわじわと思い出してきた。

　僕は今、またもやこの教室に、囚とらわれているのだった──扉も窓もびくともしない。ただしあのとき、僕と一緒にここに閉じ込められたのは、縁もゆかりもある後輩、忍野メメの姪めいっ子であるところの忍野扇だったけれども、今回は違った。

　縁もゆかりもない余所よそ者もの。

　直江津高校の生徒でさえなく、どころか高校生でさえない──年齢的には中学生なのだろうが、着ているのは制服ではなくふわふわでひらひらしたコスチュームである、いわゆるひとつの魔法少女だった。

　魔法少女。

　すなわちマジカルである。

「どうしました、暦さん。いつまでたっても心のこもったグラッチェが聞こえませんよ。命の恩人に対してその態度は非常にいただけません。あなたなんか生き返らせるんじゃありませんでした」

「…………」

　言い過ぎじゃないのか？

　黒髪シニョン、首が長くて華きゃ奢しゃな風貌は、なんだかバレエでもやっていそうな感じで、一見おしとやかにも見えるその佇まいをそれこそバレリーナのように軽やかに裏切って、結構ずけずけものを言ってくる女の子だった。

　なんか、性格の悪い八はち九く寺じみたいだ。

　まあ八九寺なら、今彼女が着ているような、目が痛くなるほどカラフルで、ぱっと見その構造がわからないような複雑怪奇なワンピースを着たりしないだろうけれど──ワンピースというよりも中世のドレスなんかに近いデザインで、現代人にはおよそ似合いそうにない、いわばミルフィーユみたいなコスチュームなのだが、それを意外と着こなしているあたり、ただ者ではない。

　いや、魔法を使っている時点で、十分ただ者ではないのだ──魔法少女『ジャイアントインパクト』。

　それが地濃鑿と名乗った彼女の、魔法少女としてのもうひとつの名前らしい。

　コードネームと言うべきか。

「確認するけれど……、地濃ちゃん。きみが、その……、なんだっけ、マルチステッキ『リビングデッド』を振るうことで行使できる魔法は、『不死』って言って、死んだ人間を問答無用で生き返らせることができるものなんだね？」

「さあ、どうでしょうね。ご想像にお任せします」

「…………」

　いらっ。

「ちゃんとお礼を言うまで質問には答えません。私は周囲からの感謝を糧に生きています。私のチームメイトは私のことを魔法少女『ありがとうインパクト』と呼びます」

「すげえ嫌われかたしてるな」

　たぶんチームメイトと思ってもらえてないよ。

　魔法少女のチームなのだろうか？

　まあ、事実として、こうして僕が生き返っている以上、彼女の持つ魔法の力は信じるしかあるまい──土台、吸血鬼を始めとする怪異全般の存在を受け入れた僕が、魔法少女は受け入れられないと頑かたくななことを言うのも、いい加減ダブルスタンダードだ。人形式神の斧おの乃の木き余よ接つぎちゃんなんて、あれはもう、半分魔法少女みたいなものだしな。

　で。

　魔法の力で生き返ったことは、感謝するかどうかはともかくよしとして、そもそもどうして僕は、死んでしまったのか。

　その答は黒板に書いてあった。

　否。

　書いてあったのは答ではなく──問題である。

『０』『１』『２』『３』『４』

『５』『６』『７』『８』『９』

　十個の数字と、そして。

『□□□□』

　という、四つの空きブロック。

　そして四つの空きブロックはぐるりと、大きな鍵のイラストに囲まれていた──ちょっと勘が利く者であれば、そこに四桁の数字を書き込むことが、教室から脱出する方法であることは、察しがつく。

　四桁の数字。

　いわば暗証番号と言うわけだ。

「なるほど、じゃあとりあえず適当に書き込んでみるか……」

　僕がチョークを手に取ると、

「ていっ」

　と、ぶん殴られた。

　マルチステッキ『リビングデッド』とやらで。

　おい、それさっき僕を生き返らせてくれたアイテムだけど、そんなもんで生きている人間の頭を殴って大丈夫なのか？

「馬ば鹿かじゃないですか、あなた」

「え……どういうこと？」

「馬鹿じゃないですか、あなた。馬鹿じゃないですか、あなた。馬鹿じゃないですか、あなた。馬鹿じゃないですか、あなた」

「どういうことかはわからないけれど、きみがろくな人間じゃないってことはひしひし伝わってくるよ？」

「私は一ひと廉かどの人間です。今はもう消えてしまいましたけれど、さっき、そこに適当に数字を書き込んで、どういうことになったか、まさかお忘れですか？」

「え……、書き込んで、どういうことになったんだっけ？」

「死んだんですよ」

　魔法少女『ありがとうインパクト』──もとい、魔法少女『ジャイアントインパクト』は、あっさりと言った。

「暗証番号を間違えたら死ぬ。これは、そういうルールのゲームなんですよ」
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　そもそもどうして僕が魔法少女とふたり、存在しない教室に閉じ込められることになったのかについては、それほどの説明は必要ない。

　ある日、僕が町を散歩していると、見慣れぬファッションの女の子が移動しているのを目撃したので、あとを追ったら、この教室に一緒に閉じ込められてしまったのだ。

　目を引く女の子を見かけたから尾行したなんて言うと、若干変態じみているように聞こえてしまいかねないけれど、もちろん僕には、女子中学生を追い回すような趣味はない。そして僕でなくとも誰だって、もしも彼女を目撃していたら、あとを追っていたに違いないのだ。

　だって地濃鑿は、空を移動していたのだから。

　魔法少女は飛行していた。

　しかも結構な高速で、一直線に。

　目を疑うとはまさにそのことだったが、しかし、僕は過去に何度か、空を飛ぶ人間自体は見たことがあった──ただ、『それら』は総じて、正確には人間ではなく、怪異だった。

　蝙蝠こうもりの羽で飛んだり、猫足のジャンプ力で飛んだり、肉体を肥大化する反動で飛んだり、その方法は様々だったけれど……、じゃあ、あの子も何らかの怪異なのか？

　だが、そのふわふわファッションの女の子が、どんな作用に基づいて飛んでいるのか、遠目にはまったくわからなかった──怪異なのだとしたら放ってはおけないし、怪異でなかったとしても、やはり放ってはおけない。

　追わないわけにはいかなかった。

　しかもどういうことなのか、その飛行する少女が直江津高校に向かっているらしいとなれば、尚なお更さらである──本日は休日だが、まさかあの子、直江津高校に何かをするつもりじゃないだろうな？

　ちぇ。

　春休み、吸血鬼と化した後遺症のひとつである視力が、こんな形で機能しようとは──まあ、見てしまったものは仕方がない。ついでに言えば、そんなに丈の長くない、チュチュみたいなスカート姿で空を飛ぶ女の子の、見えちゃ駄目なところもまた見えてしまっていたが、当の本人はそれを気にしている様子はなかった。

　空を飛ぶなら、スパッツはけよ。

　で、屋上から校舎に不法侵入したらしい彼女を追っているうちに、こうして存在しないはずの教室に閉じ込められてしまったというわけだ──彼女の正体が魔法少女『ジャイアントインパクト』であることを考慮すると、不法侵入ではなく、魔法侵入と言ったほうが、あるいは正確かもしれないが。

　やれやれ。

　僕がなにかしらの巻き添えを食うのは、いつものことと言えばいつものことなのだけれど、しかしまあ、今回はその極めつけとも言えた──僕は空を見上げることもできないのかよ。

「いやあ、選ばれし私の優美なる任務に巻き込んでしまって申し訳ありませんね、一般人のかた。一般人のかたを巻き込むつもりはなかったんですが、あなたの軽率さに配慮してあげられなかった私には可か愛わいげがあります」

　謝る気は毛頭ないらしい女の子は、地濃鑿と名乗った──確かに、僕が勝手についてきて、僕が勝手に閉じ込められたのだから、別に謝って欲しいわけではないのだけれど、さりとて、不快にさせて欲しいわけでもなかった。

　正直なところ、説明を聞いてもいまいち要領を得なかったけれど、ともかく地濃ちゃんは、彼女が魔法少女として所属する組織──『絶対平和リーグ』というらしい──が、敵対する巨悪と戦うにあたっておこなっている、研究開発事業の一環で、この町にやってきたのだと言う。

　怪異現象を分析して魔法に活いかそうという発想なのか、それともまったく別の意図があるのか、そこまでの詳細は知らされていないようだけれど、ともかく、この教室に閉じ込められて、脱出することが、魔法少女『ジャイアントインパクト』に課せられた、今回の任務なのだとか──それがどう優美なのかはよくわからないが、たぶんよくわからなくていいことなのだろうし、きっと、よくわかるべきでさえないのだろう。

　重要なのは、僕達が教室という密室に閉じ込められているということだ──死のルールに支配された教室に、閉じ込められているということだ。

　四桁の暗証番号。

　入力ミスが死を招く、四桁の暗証番号。

「いやいや、暦さん。四国じゃこんなのまだまだ控えめなほうですよ。入力を間違えても、せいぜい心臓が止まるだけでしょう？　私達は携帯電話を使うと爆死するってルールで遊んだこともありますから」

「…………」

　四国ってそんなことになってるの？

　爆死したらさすがに、さっきのマルチステッキ『リビングデッド』でも、蘇生させられないだろうに──裏を返せば、入力ミスがあっても再チャレンジが可能になるよう、『不死』の魔法を所有する魔法少女『ジャイアントインパクト』が、こうして派遣されてきたというわけか？

　この町にとってははなはだ迷惑な話だが。

　一刻も早く用件を済ませて四国に帰っていただきたいと心から願い、なりゆきで一緒に閉じ込められてしまったとは言え、そのための協力は惜しまないつもりの僕だったけれど、しかしどうやら、ことはそう単純には運ばないようだった。

「お利口な私にはまったく必要ありませんけれど、暦さんのために改めて、わざわざ骨を折って、汗をかきながらこのゲームのルールを説明しますよ。黒板に描かれたこの空白のブロックに、四桁の正しい数字を書き込めば、教室の扉は開かれ、私達は解放されます。ただし、間違った数字を書き込めば、絶命します」

　絶命。

　押しつけがましい前置きが長過ぎてなかなか頭に入って来ないが、たぶんそれは、人間だろうと吸血鬼だろうと、問答無用の『絶命』なのだろう──ともすれば伝説の吸血鬼、鉄血にして熱血にして冷血の吸血鬼、キスショット・アセロラオリオン・ハートアンダーブレードさえ、殺しうる『魔法』なのかもしれない。

　まあ、あの怪異殺しが、仮にこの教室に閉じ込められたとしても、四角四面にルールに従って、頭をひねって四桁の数字を考えるなんてことをするとは思いにくいけれど……。

「つまり、さっき僕がやったみたいに、適当にあてずっぽうで数字を入力するのは、あんまり冴さえたやりかたじゃないってことか……」

　四桁なら、確率一万分の一だもんな。

　ゼロじゃあないんだけれど、まず当たらない数字だ──そんなの、クルマにひかれる確率のほうが高いだろう。

「はい。それは冴えない暦さんのやりかたです」

「…………」

　この子は人を苛いら立だたせずに喋ることができないのか？

　冴えない暦さんのやりかただったとは言え。

「ちなみに僕は、さっきは何って入力したんだっけ？」

　死ぬ直前の記憶がよく残らないのは、魔法で死んでも同じらしくて、憶おぼえていないのだけれど。

「『０』『０』『０』『０』と書き込んでいました」

「全通り試そうとしたんだ……」

　冴えないと言うか、救えないな。

　救ってもらったけれども。

「きっとこの教室の中に、四桁の数字を論理的に導き出せるヒントがあるんですよ。制限時間内にそのヒントを探すことができたら、私の任務は成功となります」

「なるほど、ヒントね……」

　確かに、ゲームっぽくなってきたな。

　あれだ、脱出ゲームって奴だ。

　扇ちゃんの好きなミステリー小説のノリと言うよりは、どちらかと言えば、アドベンチャー小説の雰囲気だぜ──ん？　待てよ。今なんて言った？

「制限時間って何？　そんなのあるの？」

　見れば、黒板の上にかかっている時計の針は例によって、下校時刻の直前みたいなところで止まっている──もはやそれは残像と言うか、今となっては単なるイメージでしかなく、そうでなくとも、昔僕がここに閉じ込められたときには、タイムリミットなんてものはなかった。

　いつまでも永遠に閉じ込められる空間だった。

　答が決まるまで──帰れない。

　ここはそういう教室だった。

「制限時間というのは、そういう意味ではないのです。そちらの世界観の都合ではなく、こちらの世界観の事情と言いますか」

　地濃ちゃんは「えへへ」と照れ笑いのようなものを浮かべながら言った──へらへらしながらと言ってもよかったが。

「任務達成が不可能だと判断された時点で、この学校は私ごと焼き払われる予定になっています」
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　焼き払われるという穏やかではない表現だけで十分にただならないのだが、それをより厳密に言うならば、別の魔法少女がやってきて、辺り一帯に空爆を仕掛けるというような意味合いらしい──そんな暴力的な魔法少女集団がいていいものかと言いたくなる。

「いやですねえ、暦さん。人類を守るために戦っている我々が、悪いもののはずがないじゃないですか」

　まったく嚙み合わなかった。

「ちなみにやってくる魔法少女はおそらく、私よりもはるかに上位の、学校どころか町ひとつ焼き払うことも可能な、ぶっちぎりの魔法少女ですので、あしからず」

　あしからないわけがないだろ。

　僕らの町を、どんな予定に組み込んでくれてるんだよ。

　お前なあ、僕はもう誰からどう巻き込まれても構わないけれど、学校やら町やらごと巻き込むなって。

「まあまあ。もしも最悪の事態になったら、死ぬ前にほっぺにちゅーくらいさせてあげますから、勘弁してくださいよ。うっふん！」

「そんなんで許されるレベルの巻き込み事故じゃないだろ、これ」

「あらま、それ以上をお望みで？　下着を見せろとか言い出すんですか？　ただ、そうすると、暦さんがわざとタイムアップを狙い始めかねませんからねえ。きゃっ、えっち！」

「下着ならきみが飛んでいるときに既に見た。そして、もしもタイムアップになったら、学校が焼き払われる前にこの町を代表して、僕はきみのほっぺを殴る」

　か弱き女子供に対するおよそ許されざる暴力宣言はともかく、こうなると、以前、この教室に閉じ込められたときよりも、あるいは状況はシリアスと言えるのかもしれなかった──僕の命だけではなく多くの人命がかかっているとなると、腰を据えてかからねばならない。

　適当に四桁の数字を書き込むなど、決してやってはならないことだ。

「地濃ちゃん。さっき確認しようとしてはぐらかされたことを、もう一度確認させてくれ。その『焼き払う』みたいな魔法は、きみは使えないの？　それを使って、窓ガラスを溶かすとか……」

「ズルしようって言うんですか？　恥ずかしい。人間性が知れますね」

　ルールは守ってください、と、窘たしなめられた。

　こんな奴に。

「まあ、暦さんがそこまで言うなら教えてしんぜよう」

「なんだその語尾？」

「私はだいたいのことはできますが、使える固有魔法は『不死』だけです。あとは空を飛べるだけです。ほら、質問に答えてあげたんですから、ありがとうは？」

「この程度のやりとりでもいちいち謝礼を求めるの？」

　ことあるごとに過ぎるよ。

　ありがとうを糧に生きていると言っていたが、どんな飢餓状態なのだ。

　こうなると、地濃ちゃんに質問すること自体に嫌気が差してくるけれども、おそるおそる、もうちょっと深入りしてみれば、どうやら魔法力を有しているのは、彼女自身と言うより、着用している特徴的なコスチュームのほうらしい。コスチュームと、そしてそれと連動したステッキごとに使える魔法が決まっているようだ──本当は別の固有魔法も使えるけれど、それを部外者の僕には隠している、ということもなさそうである。

「固有魔法『不死』か……、入力ミスしてしまったときのコンティニューが可能って意味じゃ重宝するけれど、でも、脱出ゲームをプレイするにあたっては、使い道はなさそうだね」

「その通りです。えっへん」

　なぜか偉そうに、地濃ちゃんは言う。

「私の大親友である魔法少女『パンプキン』が言っていました。『私達は魔法少女であり魔法使いではないのだから、魔法を乱用すべきではないし、また、魔法に使われてはならない』と」

「…………」

　いいこと言ってんな。

　どうせ閉じ込められるなら、できれば、その子と一緒に閉じ込められたかった……、この子の大親友だというのは不安要素だが、たぶん噓だから問題ないだろう。

「この魔法は使い勝手がいいとか、この魔法は使い勝手が悪いとか、そんなのは贅ぜい沢たくな悩みというものなのですよ。トランプの大富豪で、手札が良過ぎて最下位とトレードする二枚を選べないっていうくらい、贅沢な悩みです」

「たとえ話がわかりやす過ぎて、いまいち本題のほうを見失いそうなんだけど……」

　でもまあ、その通りでもあるか。

　実際、マルチステッキ『リビングデッド』で甦らせてもらった身としては、不満を言っている場合でもない。

「ですから暦さん。横着しようとせずに、この教室内を精査するところから始めたほうがいいですよ。ほら、ちゃっちゃと働く！　本当、すぐ楽をしようとするんですから」

「もっと上じょう手ずに労働意欲を喚起してよ」

　これ以上この子と向き合っていると、許されざる暴力を行使するために、それこそタイムアップを狙いたくなってくるので、ともかく僕は動き始める。

　脱出ゲーム。

　知識としては知っていても、実際にやったことはないし、頭を使う作業は苦手なんだが……、ただ、場所が教室の中なら、ヒントを隠す場所も、そう多いわけじゃないよな。

　どうしたって限られてくる。

「では、暦さんは生徒の机を、端っこから順番に調べてみてください。私はまず、この教卓の周辺を調べますので」

「わかった」

　そうして捜索は開始された。

　タイムアップがいつなのかははっきりしなかったし、正直なところ、タイムアップを迎えなくとも、この厄介な性格の女の子を任務に乗じて始末しようと、業火を操るという魔法少女がわざと早めに空爆を開始する可能性を考えないわけにはいかなかったので、可能な限り迅速に行動するべきだろう。

　あるいはこの任務自体が、魔法少女『ジャイアントインパクト』を亡き者にするためにでっち上げられたミッションであるという線もある──気持ちは大いにわかるが、そんな企みは地元でしろと言いたい。

　ただ、幸いなことに、手がかりになりそうなものは、すぐに見つかった。最初に調べ始めた机の中に、である。

　机に入っていた教科書を取り出して、なんとなくかがんで中身を覗のぞき込んでみると、甲こう板いたの裏側に筆太の筆致で、二重鉤かぎ括弧でくくられた平仮名が書かれていたのである。

『お』。

「……『お』？」

「はい？　あなたごとき一般人がどうかしましたか？　暦さん」

「普通にどうかしましたかだけでいいだろ」

　一般人に対する優越意識が半端じゃない。

　こんな奴に守護されてるのか、人類。

「机の中に、書き文字があって……、毛筆で書かれているのかな？　断言はできないけれど、黒板にあるのと、同じ筆跡かもしれない」

　筆跡鑑定の技術を習得しているわけではないけれど、飛行する魔法少女を目撃した吸血鬼の視力で、鉤括弧の形の相似を確認できる。

「なるほど、机の中にメモですか。興味深いですね。では暦さん、他の机にも同じようなメモがないか、調べてみてください。私はこのまま引き続き、教卓の周辺を調べますので」

「わかった。ん……、いや、こっちの机の中には、何も書いてないぞ。メモがある机はあれだけだったのかな？」

　でも、『お』だけでは、正直、何のヒントにもなっていない。漢字だったら一文字でもぴんと来る含意があるかもしれないけれど、平仮名では、まったくぴんとこないではないか。

「うーん。そうですねえ。インスピレーションに従うなら、『お』と言えば『おっぱい』ですけれどね」

「きみはインスピレーションに従うな。全力で反旗を翻せ」

「でも暦さん、机をふたつ調べただけで結論を出すのは早計ですよ。他の机も調べてみればいかがでしょう？　私はこのまま引き続き、教卓の周辺を調べますので」

「わかった。うーん、やっぱりこっちの机の中にも、何も書いていない……、あれ？　四つ目の机の中には、何か書いてあるぞ。これは『め』……いや、『ぬ』か？」

「あるじゃないですか。どうやら、メモがある机とない机があるみたいですね。となると、どうやら、すべての机の甲板の裏をチェックしたほうがよさそうです」

「ああ。手間取りそうだが、そのようだな」

「暦さん、でしたら、全部の机をチェックしてください。私はこのまま引き続き、教卓の周辺を調べますので」

「きみはいつまで教卓の周辺を調べてるんだ？」

　なんで僕が机を四つ調べ終わってる間に、教卓ひとつを調べ終わらないんだよ。

　教卓って、そんな奥深い構造になってないだろ。

「ばれてしまっては仕方ありません。さっきあなたが死んでいる間に、生徒の机の中にメモがあったりなかったりすることには気付いていたんですけれど、机を全部調べるなんて大変そうだなーって思って。それであなたを生き返らせたんです」

「見殺しにする線もあったの!?」

　まさか労働力として甦らされたとは……、『何の得にもならないのに生き返らせた』とか言ってたけど、地濃ちゃん、きみは得する気満々じゃないか。

　春休み、吸血鬼から同じことを言われたぞ。

　だとすると、本当に人間かこの子？

　さりげなく僕に生徒の机を調べるように促して、自分はずっと教卓を調べる振りをしていたとか……、僕の周りにいる、生きるのが何かと下手な面々に見習わせたいくらいの如才なさだった──それはともかく。

「手伝え」

「…………。あ、もしかして私に言ってます？」

「命令されることに慣れてない振りをするな。この教室には二人しかいないだろ」

「嫌ですね、二人きりであることを強調しないでくださいよ。相手はローティーンの女の子ですよ？　このロリコン♪」

「四国じゃどうだか知らないけれど、この町じゃあローティーンの女の子に恋することを、まだロリコンとは言わないんだよ」

「怖い町ですね……」

　地濃ちゃんに引かれた。

　異文化コミュニケーションの難しさを知る。

　ともあれ、そこからは地濃ちゃんの協力も得て、僕達はすべての机をチェックした──その結果、得られた平仮名の数は、十五文字。

　具体的には以下のようになる。

『お』『ぬ』『ら』『よ』『わ』

『み』『う』『く』『さ』『ば』

『ぬ』『な』『お』『だ』『ひ』
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　その後も一通り、僕達は教室内を捜索してみたけれど、他にめぼしい、ヒントらしいヒントは見当たらなかった──ちなみに地濃ちゃんは「ここが怪しい気がしますね」と、何一つ異常のない電灯のスイッチをしつこく調べていた。

　サボタージュが巧み過ぎる。

「というわけで、どうやらこの十五文字から、四桁の数字を導かなくちゃいけないみたいなんだけれど……」

　僕は黒板にチョークで書き出した平仮名を、まじまじと眺める──とりあえずは発見した順番に書き出したのだが、うん、まったく文意が見えてこない。

　まったくとりとめがない。

　一文字でもわからなかったが、十五文字になって、不可思議感はより増したという印象だ。

「でもまあ、普通に考えて、アナグラムって奴かな……、この十五文字を並び替えて、文章を作るっていう言葉遊び……」

「はあ。でも、並び替えるって言っても、簡単じゃありませんよ。ちょっと休憩してから考えましょうか」

「きみは基本的にずっと休憩している。机の中にしたって、きみは六台しか調べていない」

「じっくり調べたんです」

「ゆっくり調べたんだろ」

「でもでも、私が発見した平仮名は五つですよ」

「それがまた腹が立つんだよ。きみのその引きの強さってなんなの？」

「選ばれし者の引きと答えなければ、噓になるでしょうね」

「じゃあその選ばれし者の引きで、この十五文字、ぱっと並べ替えてよ」

「無茶言わないでくださいよ。十五文字を並べ替えるパターンって、一兆三千七十六億七千四百三十六万八千通りもあるんですよ？」

「それをぱっと暗算できるんだったら、並べ替えもぱっとできるだろう」

　なにげに有能さを発揮してんじゃねえよ。

　しかし、一兆か……。

　暗証番号の一万通りを遥かに上回る数字で、ならばゲームを進行したことで脱出の難易度が上がっているような錯覚さえしてしまう。

「いや。待てよ、地濃ちゃん」

「待ちません」

「いいから待てよ。意味もなく逆らうな。ほら、十五文字の平仮名って言っても、かぶってるのがいくつかあるから、パターンはもうちょっと減るんじゃないのか？」

「そうですね。『お』と『ぬ』がかぶっているようです。やりましたね、暦さん！　これならあなたでもできるでしょう。さあ、並び替えてください。私はその間に小休止を取ります」

「小休止は取るな。一生」

「一生ですか。厳しいですね」

　だがしかし、僕も厳しいことを言いながら、そんな風にさぼろうという地濃ちゃんの気持ちも、決してわからないわけじゃあなかった──パターンが一兆から一桁二桁減ろうと、焼け石に水だ。

　やはり何かの基準がないと、この文字数のアナグラムなんて成立しない──意味がわからない文章が無数に成立するだけでなく、思いつきででたらめに並び替えても、複数の意味ありげな文章が成立してしまいそうだし。

「……そう言えば、地濃ちゃん。さっきチームメイトがいるみたいなことを言っていたけれど、焼き払うためにやってくる子はともかくとして、他の魔法少女が、きみを助けにくるみたいな可能性はないの？」

「ありませんね」

　断言なんだ。

　己が人徳不足を、しっかり把握している者の口調だった。

「ちなみにチームは五人で形成されています。魔法少女と言いますか、そこは戦隊もののノリですね」

「ふうん」

　四人も仲間がいて、誰も助けに来ないんだ……、だとすればそれはもう仲間じゃないどころか、ほぼ敵なんじゃないのか？

「そうそう、暦さん。戦隊ものに対する突っ込みとして、一匹の怪人相手に五人がかりで戦うなんて、まるでリンチじゃないかというものがありますが、この五対一という、怪人が引き連れている大量の戦闘員を完全に無視した計算は、いかがなものかと思う私なのでした」

「鋭い指摘じゃねえかよ」

　その見識を、使うなら暗号解読に使ってほしいものだ……。

「雑魚ざこキャラを数として計上しない、人権意識の低さならぬ怪人権意識の低さは、厳しく糾弾されてしかるべきでしょうね」

「戦闘員を雑魚キャラって呼んじゃっている時点で、きみの怪人権意識も相当低いと思うんだけど……」

「それそれ。それなんです。私は、今暦さんがやったような感じで、突っ込みに対して突っ込みを入れるのがたまらなく好きなんです。自分は安全圏から一方的に突っ込む側だと信じてやまない油断している方々の隙を、ずばっと突きたくてたまらないのです」

「きみはいつか、ずばっと突っ込まれるんじゃなくて、ずぶりと刺されるな」

　きみの立ち位置は相当の危険圏だよ。

　なんにせよ、突っ込み担当などと揶や揄ゆされることの多い僕も、この子のそばではうかうかしていられないわけだ。本当、地濃ちゃんのチームメイトの苦労が偲しのばれる……ん。

　チームメイト？

　僕は黒板に背を向けて、もう一度、机のほうに目をやった──机と言うか、座席にだ。

　座席──そう。

　ここに画一的に並んでいる机は、ただの無個性な机ではない。それぞれの机ごとに、座る人間は決まっているのだ。

　クラスメイトが──決まっている。

　僕が高校一年生のときの、クラスメイト。

　チームメイトならぬクラスメイト。

「……地濃ちゃん。もう一度だ。もう一度机を調べよう」

「嫌です」

「ごめんごめん、あたかも地濃ちゃんに選択肢があるかのような誘いかたをしてしまって。調べろ。四の五の言わずに」

　ただし今度は、甲板の裏に平仮名の書かれた机の、持ち主も一緒に調べてくれ。

　僕はそう言った。
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　結果は左記のようになった。

『お』──小こ馬うま沖おき忠ただ

『ぬ』──甲こう堂どう草そう書しょ

『ら』──雉きじ切きり帆ほ河か

『よ』──蟻あり暮くれ琵び琶わ

『わ』──品しな庭にわ綾あや伝づて

『み』──苦く部べ合あい図ず

『う』──阿良々木暦

『く』──老おい倉くら育そだち

『さ』──浮うき飛とび急きゅう須す

『ば』──足あし根ね敬けい離り

『ぬ』──趣しゅ沢ざわ住じゅう度ど

『な』──周しゅう井い通つう真ま

『お』──医い上がみ道みち定さだ

『だ』──激げき坂ざかなげき

『ひ』──効きき越ごえ煙えん次じ

「……これで何かわかるんですか？　私をああも苛烈にこき使っておいて、無駄働きだったとか、ただじゃ済みませんよ」

「きみが調べた机は、十五台のうち三台だけだ」

　机の中の教科書とかの名前を調べるだけに、そんなにかかるわけがないだろうに。

「ちょっとは自分で考えてよ、地濃ちゃん」

「そんなことを言われましてもねえ、なんでもは聞いてあげられませんよ。ははあ、でも、わかりましたよ。つまり、このかたがたの名前も含めて、アナグラムにすればいいんですね」

「何百億万兆通りのパターンを検証するつもりだよ……、ただ、それぞれの名前に注目するという着眼点は正しい」

「名前ですか。ん。この変な名前の奴、とりわけ目を引きますね。阿良々木なんとかって奴」

「それは僕だよ。暦さんだよ。隣にいる知ってる奴だからとりわけ目を引いてるんだよ」

「ああ、今度こそわかりました。全員、名前が『前のほう』なんですね」

　地濃ちゃんは言った。

　やはりこの子、鈍いほうではないらしい。

　できる奴であることを隠すタイプか。

　……ひょっとすると、四国ではそのほうが生き残りやすいのかもしれないと思うと、それを即座には非難もできないが、ともかく、黒板に書き足された十五個の名前の、頭文字が『あ行』と『か行』と『さ行』に限られているのは、明確な事実だった。『た行』以降の──もっと言えば、頭文字が『す』以降の生徒の名前が、ひとつもない。

　前のほう。

　それはつまり、出席番号が『前のほう』という意味である。

　直江津高校の出席番号は男女混合で、僕がかつて所属していた一年三組も、もちろんその例に漏れていない──検証してみれば明らかなように、黒板に書かれた十五名は、そのまま、出席番号一番から十五番までの十五名なのだった。

　もちろん、僕も一年生の頃のクラスの出席番号を完全に記憶しているわけではないので、この十五人だけじゃなく、すべてのクラスメイトの名前をピックアップして、リストにしてちゃんと確認した──その作業も、地濃ちゃんはわずか七人分しかしなかったけれど、それはもういい。

「つまり、どうすればいいのかわかるだろう？」

「ええ。十五文字の平仮名に、出席番号十五番までの皆さんの名前を加えて、並び替えるんですね」

「自説に固執するな」

　出席番号順に並び替えるに決まってるだろ。

　黒板、書き直すから手伝え。

「わかりました。私は黒板消しクリーナーの動作を確認しておきますので、暦さんは残りをお願いします」

「残りが本筋じゃないか。僕のほうが作業が少ないみたいな言いかたをして、いざと言うときに備えてんじゃねえよ」

　黒板消しクリーナーが動作しなかったとしても、別にいざと言うほどじゃないしな。

　地濃ちゃんに見切りをつけつつ、僕は黒板へ、出席番号順にソートした結果を書き付ける。

『ば』──足根敬離

『う』──阿良々木暦

『よ』──蟻暮琵琶

『お』──医上道定

『さ』──浮飛急須

『く』──老倉育

『ひ』──効越煙次

『ら』──雉切帆河

『み』──苦部合図

『だ』──激坂なげき

『ぬ』──甲堂草書

『お』──小馬沖忠

『わ』──品庭綾伝

『な』──周井通真

『ぬ』──趣沢住度

「『ば』『う』『よ』『お』『さ』『く』『ひ』『ら』『み』『だ』『ぬ』『お』『わ』『な』『ぬ』……」

　ばうよおさくひらみだぬおわなぬ。

　ばうよおさくひらみだぬおわなぬ？

　あれ？　何の文章にもならない。

　おかしいな、このアナグラムが正解に違いないと思っていたのだけれど──見当違いだったか？　出席番号の件は、ただの偶然？　まずい、だとすれば、突っ込みに突っ込みを入れるのを趣味とする魔法少女から、どれくらい居丈高な誹ひ謗ぼう中傷を受けることになるのか、見当もつかない。

　僕は咄嗟に攻撃に備えたが、しかし、当の魔法少女は、

「なるほど！　そういうことだったんですか！　委細承知です！　答は最初から目の前にあったんだ！」

　と、膝を打っていた。

「これで暗証番号がはっきりしましたね、暦さん！　我々の勝利です！」

「……？」

　わかってないのにわかっている振りをしているのかと思ったが、そういうわけでもなさそうだった──じゃあ、どういうわけなんだ？

　並べ替える前と同じくらいに意味不明な文章を、どういう風に読み解けばいい？

「いえ、読み解くも何も。これ、そのまんま、ゲームのパスワードなんですよ」

「？　いやいや、地濃ちゃん、暗証番号は四桁の数字だろう？　十五文字の平仮名じゃなくって」

「じゃなくって」

　地濃ちゃんは魔法少女っぽいポーズを取った。

「これ、大昔のテレビゲームのパスワードなんです」
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　大昔、と言うのはいささか大袈裟であるにしても、この僕でさえ、もう知識としてしか知らないくらいの、テレビゲーム黎れい明めい期のシステムなのだが──レトロゲーム好きの千せん石ごくに教えてもらったところによると、ゲームのカセット（この言いかたももはやかなり古めかしい）に、セーブデータを保存する容量がなかった頃には、プレイを再開するときに平仮名のパスワードを入力することで、ゲームをコンティニューすることができたのだという。

　そのパスワードはたいてい、ランダムに生成された意味のない言葉の羅列となる──数十文字の、言葉の羅列。昔の子供達は、その羅列を覚えるのに、躍起になっていたのだとか。一文字でも覚え間違えたらゲームの続きができなくなると言うのだから、さぞかしはらはらして、真剣に記憶したものだろう。

　オートセーブ機能や自動パスワード保存、はたまた指紋認証などが当たり前になった現代からはおよそ考えられない種類の苦労だけれど、それはそれで、かなり楽しい苦労だったんじゃないかと想像される。

　一方で、パスワードの入力によりゲームを再開できるというそのシステムは、まだゲームを一面もプレイしていなくとも、パスワードを知ってさえいれば、経過を飛ばして途中からスタートすることができるという必然的な構造でもある──こうなるとパスワードというよりも隠しコマンドであり、『クリア直前の暗号文』みたいなものが、噂されたりもするようになる。

　噂される。

　さながら怪かい異い譚たんのように。

「『ばうよおさくひらみだぬおわなぬ』はかつてはやった、魔法少女を主役としたＲＰＧゲームのパスワードですよ。レベル９９９で、ボーナスステージ直前のデータがロードできるはずです。マニアの間では、魔界から伝わった伝説のパスワードとして、知られている文章です」

　地濃ちゃんはそう得意気に説明したが、『ＲＰＧゲーム』と言ってしまっている辺り、たぶん彼女自身は、そんなにテレビゲームに造詣が深いわけでもないのだろう──マニア感がない。

　それでも知っているのは、それが魔法少女を主軸に据えたゲームだからか──四国では大量のゲームがおこなわれていると言っていたが、あるいはそれもまた、そのひとつなのかもしれなかった。聞いている限りの印象で言えば、ここでそんな『伝説のパスワード』が、アナグラムの結果として登場するのなら、所属する組織が何らかの形で開発に嚙んでいたということも、大いにありうるだろう。

「なるほど……、ゲームのパスワードね。隠しコマンドか……」

　ただ、そう言われても、僕は地濃ちゃんのように、小気味よく膝を打つことはできなかった。

　アナグラムで導き出す解答を、あえて意味のない言葉の羅列に設定するというのは、なんとも意地の悪い設問だが、まあ、してやられたと思っておいてもいい──暗号の答が暗号だという二枚腰は、難易度を上げるにあたっての常じょう套とう手段でもあるわけだし、大本のゲームを知らない僕にはどうしたって解きようのない暗号だったとは言え、そこは勝手に飛び入り参加した身なのだから、それを正解として認めるのはやぶさかでもない。

　だが、それがどうしたということでもある。

　結局それでは、肝かん心じん要かなめの、教室から脱出するための暗証番号である、四桁の数字はわからないままなのでは？

　９９９だという、そのデータのレベルを打ち込むのか？　いや、それだと三桁の数字でしかない──じゃあ、魔法少女らしく、マジックポイントとか？

「いえいえ、マジックポイントも、９９９でカンストですよ。にぶちんですねえ、暦さん。思考も、勘も」

「…………（怒りをこらえている）」

「あれ？　何で口に出して（怒りをこらえている）って言ったんです？」

「聞こえるようにだよ。マジックポイントでもない。じゃあ、何ポイントなんだよ」

「ポイントは、主役である魔法少女の名前ですよ。そのゲームは、主人公の名前をプレイヤーが任意で決められるシステムなんです」

「うん。まあ、それは今でも、たいていのゲームはそうだろうけれど──ん？」

　いや。

　パスワードの入力による途中再開ならば、その限りではなくなる──レベルやマジックポイント同様に、パスワードごとに、主役の名前は決定しているのだから。

「『伝説のパスワード』における魔法少女の名前は、『ぱい』です」

「『ぱい』」

　僕の復唱に我が意を得たりと、地濃ちゃんはにやりと笑った。

「だから最初に言ったでしょう──私のインスピレーションに従えば、答は『おっぱい』だと」
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　おかしなところで章が区切られて、まるでそれが正解みたいな扱いになってしまっているが、もちろん『ぱい』と言って『おっぱい』を想像するのはローティーンの思考ルーチンであり、普通、『ぱい』と言えば『π』、すなわち円周率を想定するのが当たり前だ。

　円周率。

　３・１４。

「え？　でも、それでも四桁の数字にはなっていませんよ？　ならば暗証番号たりえないでしょう。それよりは、私のバストのサイズを記入したほうがいいのでは……」

「きみのバストのサイズは四桁もあるのか」

「懐ふところの深い女と言われていますからね」

「深いのは罪だよ、きみの場合。罪なら四桁あるかもね」

「酷いですねえ、地元ではムードメーカーとして愛されているこの私に対して。私は懐が深いから許してあげますが、他のみんながなんて言うか……」

「喝かっ采さいをあげてると思う」

　間違いなく。

　四国で今頃ウェーブしてる。

「私一人のサイズでは足りないと言うのであれば、暦さんのも足せばいいのです。胸を貸してください」

「僕だって、そんな立派な胸板をしてないよ。胸を貸してくださいって、横綱じゃないんだから……、そして横綱の胸板も、四桁はないよ。いや、円周率って、別に３・１４で終わりじゃないんだから……。３・１４１５９２って風に、まだまだ永遠に続いていく、無理数って奴だ」

「細かいですねえ。誤差じゃないですか、そんなの」

「その誤差を求めるために躍起になるのが、数学者なのさ。だから、四桁の暗証番号を求めるなら、３・１４１までを入力すればいい」

　主導権を取り返せたことにほっとしつつ、僕はチョークを手に取った。

　昔のゲームのパスワードだかなんだか知らないが、地濃ちゃんの知識に基づいて教室からの脱出が成し遂げられるというのは、実のところ、なんとも受け入れがたいものがあったのだ。

　数学は社会に出ても役に立たないなんて言われるけれど、いやはや、まさかこんな形で役に立とうとは。

　そう言えば、円周率を『π』と呼び始めたのは、数学者のオイラーなのだっけと、かつてこの一年三組に在籍していた、とある女の子のことを思い出しながら、僕は、鍵のイラストの中にあらかじめ描かれていた空白ブロックの中に、四つの数字を順番に書き込んでいく。

「『３』『１』『４』『１』……」

　よかったよかった。

　紆う余よ曲きょく折せつあったけれど、終わってみれば、拍子抜けするようなたやすいゲームだった──これで学校も町も救われるし、地濃ちゃんともおさらばでき……
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「マルチステッキ『リビングデッド』！」

　そんな雄叫びと共に、謎めいた棒で心臓を思いっ切り殴打されることで、僕は蘇生した──あの地獄のような春休みにおいて、散々死んだり再三生き返ったり、僕もかなり慌ただしかったものだけれども、しかし吸血鬼の血、換言するところの不死身性に基づかずに蘇生したというのは、これが初めてのことだった。

　いや違う。二度目だこれ。

「お！　私のお陰で無事に生き返りましたね、暦さん！　よかったよかった、あなたが私の恵沢に与かることができて！　さあ、初対面のあなたを、何の得にもならないのに生き返らせてあげたこの私に、惜しみない感謝と万雷の拍手を送ることを許しましょう！」

　……打ち止めであって欲しかったこの台詞も、同じく二度目だ。

　え？　じゃあ、また死んだの？

　暗証番号はちゃんと入力したのに？

　反射的に黒板を見るも、僕が円周率を書き込んだはずの四つの空白ブロックは、またも空白に戻っていた──つまり、『３』『１』『４』『１』は、正しい答ではなかったのだ。

「またも先走って間違いましたね、暦さん」

　嫌味たっぷりに非難された。

　生き返ったばっかりの人間に、よくもまあそんな心ない言葉を投げかけられるな、この子。

「私に感謝しないからそういうことになるんですね。申し訳ないけれど、笑っちゃいます。けらけら」

「……別にタイムリミットをオーバーしなくても、僕がきみのほっぺを殴るっていう展開はあるんだよ？　この町の住人どころか、人類を代表して」

「いいですねえ、私よりも巧みじゃないですか。さすがさすが。女子をぐーで殴るなんてとんでもないという紳士的な突っ込みに対し、なんだよ男だったら殴ってもいいのかよと、進歩的に突っ込んでらっしゃるんですね？」

「違う。ただ殴る」

　残念ながら、それこそタイムリミットが迫っているであろう今、溜飲を下げるために割く余裕はないのだが……、僕は、またも袋小路に迷い込んでしまった。

　もう一度、『ばうよおさくひらみだぬおわなぬ』という言葉を見直して見るも、今となっては、もうゲームのパスワードにさえ見えなかった。

　正解だと確信した答が間違っていると、思いの外ほか精神的ダメージが大きい──しかもそれが二連続だ。

　根本的に間違っていたようにさえ思えてくる。

　これならまだしも、適当に『０』『０』『０』『０』と書き込んで間違えたときのほうが、立ち直りは早かったくらいである。

　そのときもそのときで、きっちり死んでいるのだが……、魔法だかルールだか知らないけれど、問答無用で死ぬって、やっぱとんでもない仕組みだよな。

　こうなると、一緒にいるのが問答無用で生き返らせる地濃ちゃんでよかったと、考えるしかないのだろうか──マルチステッキ『リビングデッド』に頼って、時間の許す限り、一万通りの暗証番号を入力し続けるのが、結局は一番効率的という気さえしてくる。

　一万回か。

　さすがに地獄のような春休みにも、そんな数は死んでないかな──と思いながら、

「ねえ、地濃ちゃん……」

　と、振り向けば。

　彼女は服を脱いでいるところだった──マルチステッキ『リビングデッド』を教卓に置いて、ふわふわで目を引く魔法少女『ジャイアントインパクト』のコスチュームをてきぱきと、ブーツまで脱ごうとしていた。

　何!?　何でいきなり脱いでるの!?

　そのコスチュームは、魔法少女が魔法少女たる所以である衣装で、おいそれと脱いでいいものじゃないんじゃあ──いや、それを差し引いても、その脱衣には何の脈絡も感じられないぞ!?

　無言で服を脱いでる女の子、超怖い！

　まさかこのローティーン、『π』が『おっぱい』を意味しているという解釈にまだ拘泥していて、乳房を露呈しようとしているのか!?　はたまた、タイムアップを迎えることになったら僕に下着を見せるという、あの約束を守ろうとしているのか!?

　前者だとしたら本物の馬鹿だし、後者だとしたら諦めが早過ぎる！

　しかしながら。

　本物の馬鹿かどうかはともかくとして、地濃ちゃんはコスチュームに比してあまりにも地味なデザインのインナーまでは脱ごうとしなかったし、そして地濃ちゃんに約束を守る意図など、生涯にわたってあるわけもなかった──つまり、彼女が下着姿になった意図は、別にあった。

　それは常人の発想ではなく。

　まさしく魔法少女の発想だった。

　結局のところ、コスチュームを脱ごうとどうしようと、魔法少女『ジャイアントインパクト』は、魔法少女『ジャイアントインパクト』だったということだ──彼女は。

　戸惑う僕を後しり目めに、彼女は無言のままに手早くチョークを手に取って、かっ、かっ、かっ、かっ、と、四つの空白ブロックを埋めた。




『３』『１』『０』『１』──と。




　どこからそんな数字が飛び出してきたのかはさておき、こんなクライマックスで、しかも左右一行アキで表記された以上、今度こそそれが正解なのかと思わされたけれど──

「あとはよろしくお願いします、暦さん。手際よくですよ」

　と。

　先程までとまるで変わらぬ、人を苛立たせる小こ癪しゃくな口調でそう言って、下着姿の地濃ちゃんは、チョークを手にしたままであっさりと、教室の床に倒れた。

　ふっと命が消えたように。

　ルールに従って、『ただ死んだ』ように。

「おいおいおいおいおい！　なんだったんだよ！　知り合ってから今の今まで、地濃ちゃんの振る舞いの中に理解できる箇所が、とうとう通算一個もなかったよ！　きみはいったいどういうルールに基づいて行動しているんだい！」

　まさか、閉鎖された極度の緊張状態に耐えきれず、自らの死を選んだというのだろうか。地濃ちゃんに限ってそれはないと強く思いつつも、僕は慌てて、横たわる彼女に駆け寄ろうとした──そのとき。

　そのとき、前触れなく──がらりと。

　自動ドアのように、教室の扉が開いたのだった。
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　後日談と言うか、今回のオチ。

　閉じ込められているうちにいつの間にか日を跨またいでしまっていたようだけれど──それもまた、答え合わせをしてみれば、何ということもない、拍子抜けするようなアンサーだった。幽霊の正体見たり枯尾花ではないけれども、しかし、答がわかってしまえば興ざめしてしまうと言うのは、怪談や都市伝説にも、通じるところがある。

　まあ、正答を導き出せなかった僕が何を言っても負け惜しみにしかならないだろうから、ここは余計な前置きは述べずに、淡々と解説させてもらうとしよう──とは言え、僕の書き込んだ『３』『１』『４』『１』という数字は、十分にいい線いっていたのだ。

　教室内から十五文字の平仮名を集めて、机の持ち主の出席番号順に並び替え、昔のゲームのパスワードを導き出す──そして、主人公の魔法少女の名前『ぱい』から『π』を連想し、円周率に繫げるという発想までは、間違っていなかった。

　ただし、だからと言って、『３』『１』『４』『１』では、残念ながら八十点ももらえない──赤点とまでは言わないにしても、せいぜい、五十点がいいところだ。

　なぜなら。

　円周率はあくまでも『３・１４１５９２……』であって、『３１４１５９２……』ではないからである。

　僕の考えかたは──小数点の存在を無視している。

　つまり、僕が書き込んだ暗証番号では、入力値は『３・１４１』ではなく、『３１４１』──三千百四十一になってしまうのだ。

　およそ千倍。

　これを誤差とは、とても呼べまい。

　無理数以上に無理がある。

　何が『数学者なのさ』だ──自分の発言が恥ずかしくなる。

　それ以上に恥ずかしいのは、そんな僕の入力ミスの──ミスのフォローを、地濃ちゃんにさせてしまったことだ。

　フォローとは、その後、魔法で蘇生させてもらったのを指しているのではない。もちろん、それもあるのだが、それに続く展開のことを、むしろ指している。

　出し抜けのコスチューム脱衣と。

　そしてその後の、『３』『１』『０』『１』。

　円周率でも何でもない、平仮名の羅列ならぬ数字の羅列──少なくとも、数学になら多少は自信のある僕でも、『３１０１』というのは、特に思い当たるところのない数字だったが、気付いてしまえば、その意図は瞭然だった。

　地濃ちゃんは、小数点を打ったのだ。

『３・１４』の『・』……『点』……『テン』。

『１０（ＴＥＮ）』──である。

　つまり円周率の基本形である『３・１４』の、『３』と『１４』の間に、『１０（ＴＥＮ）』を挿入した──これで十五文字の平仮名が意味していた『π』の暗示は、正しく成立する。

『３』『１』『０』『１』『４』。

　要するに、『３１０１４』こそがこのたび、一年三組の教室から脱出するための暗証番号だったのだ──しかして、暗証番号を書き込むための空白ブロックは、あくまでも四つしかなかった。

　ならば『３』『１』『０』『１』までを入力すればいいのか？　しかし、『３１４１』が円周率でないというのなら、『３・１』だって、同様に円周率とは言いにくい──数字上では合っていても、『３・１』という数字を聞かされて、それを円周率だと思える者はまずいまい。そう思うと、記入に躊躇してしまう推論ではある。

　だが、地濃ちゃんは入力した。躊躇なく。

　そして死んだ。

　それが、僕がやったのと同じ、手柄を求めた勇み足のミスだったのかと言えば、さにあらず──計算通りだった。

　死ぬところまで含めて、計算通りだった。

　小数点を『１０（ＴＥＮ）』と解釈するような言葉遊びが許されるならば、数学の世界には、もっとシンプルな語ご呂ろ合わせが、古来より存在している。

　すなわち『死（４）』──である。

　なんなら一番有名な語呂合わせだろう。

『３』『１』『０』『１』──そして『４』。

　入力に失敗し、入力者が死ぬことによって、初めて完成する暗証番号──意地が悪いを通り越して、悪辣とさえ言える仕組みである。

　四桁の暗証番号。

　４のルール。

　死のルール──か。

　これが四国の当たり前だと言うのなら、地濃ちゃんと僕とは、一生相あい容いれることはなさそうだ。

　まともな人間から死んでいく。

　それが彼女の暮らす四国だと言うのなら──否。

　ならば、こうして死んだ彼女が、まともなのかと言えば、まったくそうではない──彼女がまともだなんて、四国のみならず、この町でだって言えない。

　まともではないし。

　ただの性格の悪い女の子とも、もう言えない。

　僕が二度目の入力ミスをして落命したのを間近で見ていれば、岡目八目で、正答に辿り着くこと自体は、あるいは可能かもしれない。突っ込みに対して突っ込みを入れることを得意とする彼女なら、その見込みは特に高いだろう。

　だが。

　あれだけサボタージュがうまく、とにかく要領がよく、協力体制においてもできる限り仕事をしようとしなかった癖に、こと、暗証番号の入力にあたっては──『間違えたら死ぬ』ではなく、『確実に死ぬ』ことが条件に含まれる暗証番号の入力にあたっては、お喋りな彼女が何も言わずに無言のままで、自ら動いたのだ。

　僕にやらせておけば、たとえ死のうと、己の魔法で蘇生させうると言うのに──二度死ぬのも三度死ぬのも同じだと言うのに。

　……同じじゃない、と。

　そう思ったのかもしれない。

　考えてみれば一回目の死も二回目の死も、僕が先走っただけだ──一般人ごときの勇み足だ。あれだけ僕を働かせた彼女は、死のリスクが伴う暗証番号の入力にあたってだけは、一度も僕に書かせようとはしなかった。

　自分が気付いた以上、それは自分でやるのが当然だと思ったのか──一般人ごときにそんな見せ場を譲るわけにはいかないと思ったのか、その心中など、量るべくもないが。

　彼女のルールなど、量るべくもないが。

　こうなってくると、彼女が魔法少女として所属する組織が、彼女を始末するためにこの任務を与えたという推察も、あながち穿うがち過ぎでもないのかもしれない。

　死ななければ脱出できない仕組みの密室からの脱出なんて、はなっから一人では成し得ない任務じゃないか──死ねと言っているようなものだ。そもそも、いくらマルチステッキ『リビングデッド』があるとしても、当の本人が絶命してしまえば、その固有魔法も駆使のしようがないのだから──だが、そこが彼女、魔法少女『ジャイアントインパクト』の、引きの強さとでも言うのだろうか。

　元吸血鬼で、特殊な視力を持つ僕が、空を飛ぶ彼女を目撃した。

　しかも、その目撃者は、任務地である直江津高校の、一年三組の元メンバーだという驚きの巡り合わせだ。

　それこそ一兆分の一くらいの確率を引き当てていて──しかもその確率を、かなぐり捨てている。

　本来ならば、ここで僕が『３』『１』『０』『１』を入力し、その上で『４死』んでいれば、そして魔法少女『ジャイアントインパクト』が僕を生き返らせていれば、それで万事丸く収まっていた──円周率だけに。

　にもかかわらず彼女は、入力役を買って出た。

　損得勘定を無視した、まったく理に適わない行為である。

　何の得にもならないどころか、理に適わない。

　理解できない理外の行為。

　ならば是非もなく、魔法少女の行為だった。

　……ただし最後に、当然ながら地濃ちゃんのその突発的な振る舞いが、崇高なる自己犠牲の精神に基づく献身的なそれではなかったことにも、触れておかなければならない。

　あくまでも地濃ちゃんは任務上、入力役と言うか、死に役を買って出ただけであり、死んだあと、生き返るつもりがなかったわけじゃあない──例によって、感謝どころか激しい怒りさえ覚える、したたかな算段がなかったわけじゃない。

　だから地濃ちゃんは暗証番号を入力する前に、しゅるしゅるとコスチュームを脱いだのだ──固有魔法を使うためのマルチステッキ『リビングデッド』を、いかにもこれ見よがしに、教卓の上に置いたのだ。

　コスチューム、そしてそれに連動したステッキ。

　これを着れば、誰だって魔法少女になれる。

　これを振るえば、誰だって魔法を使える。

　確か彼女は、そう言っていた。

　あとはよろしくお願いします──とも。

「……………………………………………………」

　何をすればいいのか、読み解くまでもない。

　これもまた問答無用で、是非もない。

　どうやら、僕がぶん殴るのは地濃ちゃんのほっぺではなく心臓だったという下げになりそうだけれど、しかしながら、それで溜飲が下がることは、万が一にもないらしかった。
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　瞳どう島じま眉まゆ美みは美少年探偵団のメンバーである。美少年探偵団などと言う、聞くだにしていかがわしい謎めいた名前の活動団体が、この世に実在すること自体が僕のような男子高校生にとっては新鮮な驚きであると言わざるを得ないのだけれど、まあ、土地土地にそれぞれ、不思議な風土があるということなのだろう。僕達の町には吸血鬼が来たことさえあるのだから、ならば美少年が来訪することも、同様にあるのかもしれなかった。

　とは言え、美少年探偵団は、とある中学校内のグループだというので、その点を踏まえた上で、あえて僕の周辺から似たような概念を探すのであれば、そう、恥ずかしながら僕のふたりの妹であるところの、阿良々木火か憐れんと阿良々木月つき火ひが結成した正義のユニット、ファイヤーシスターズあたりをイメージすれば、その得体の知れない実態を想像しやすそうでもある。ただし、ファイヤーシスターズもファイヤーシスターズで、なかなか得体の知れない連中ではあるのだが（妹の得体が知れないというのは、もう少し深刻に捉えておいたほうがいい事実なのだろうけれど、現在のところ、その問題は棚上げにしている）、ファイヤーシスターズと美少年探偵団には、決して相容れることのない、はっきりした大きな差異も、あるようだった。

　ファイヤーシスターズのふたりが求めるのが正しさであるならば。

　美少年探偵団の面々が求めるのは美しさなのだった。

　正しさは時に美しくなく、美しさは必ずしも正しくはない──その見極めがどこにあるのか、僕のような闇やみの眷属には、まるっきり想像もつかないのだけれど。

　しかし見極めと言うなら、瞳島眉美は、美少年探偵団の中でも、それをもっとも得意とするメンバーなのだろうと思う。

　なぜならあの子は、たぐいまれなる視力の持ち主だったからである。

　美観のマユミ。

　メンバーの中ではそんな異名で呼ばれているそうだ。

　僕もほんの一時期とは言えあの春休みに、吸血鬼だった経験を持つ者として、たとえば迷子を見つけるくらいの視力や、空を飛ぶ魔法少女を目撃するくらいの視力は、今でもまだ有していると自負しているのだけれど、美観のマユミの視力は、そんな範囲にはとても収まらない。

　存在しない星さえ見つけたことがあると言うのだから、恐れ入る──天文学を愛する戦せん場じょうヶ原はら辺りに聞かせれば、さぞかし羨ましがるだろう珠玉のエピソードである。

　詳しく掘り下げては聞いていないけれど、そんな暗黒星の発見にからんで、瞳島眉美は美少年探偵団に入団したとのことだった──もっとも、そんなロマンチックな挿話とは裏腹に、あるいは『美少年』という言葉の持つ華やかなイメージとは裏腹に、瞳島眉美の性格は、なかなか屈折していた。

　根暗と言うより陰湿でさえあった。

　僕も相当キャラクター性の暗いほうではあるので滅多なことは言えないけれども、あの子の暗さは、それこそ暗黒星レベルだった──たとえば、戦場ヶ原が僕に教えてくれた夏の大三角形についても、こんなことを言っていた。

「織姫と彦星と白鳥座で、夏の大三角形っていいますけれども、でも、七夕の日に、天の川に橋としてかかってくれるのは、白鳥じゃなくて鷺さぎなんですよね……、だから白鳥なんて信用ならない。鷺のほうが信用できるなんて、なんでもかんでもとにかくとことん皮肉ですよ……」

　あんな壮大な三角形を見て、よくもまあそんなネガティブなことを思いつくなと、天文学ならぬ数学好きとしても仰天せずにはいられないけれど、ただ、そんな、極めて後ろ向きな美少年が、しかし僕達の町で遭遇したトラブルから脱するにあたって、決して諦めなかったことだけは、あらかじめ明記しておくべきだろう。

「そんなことありませんよ。俺は元々、結構すぐに諦めちゃうほうですから──でも、もしもリーダーなら、こういうときには、こう言うに決まってますから」

　リーダー。

　それは美少年探偵団の団長のことだろう。

「『夢を諦めるのは、時に美しい──だが、現実を諦めるのは、いつだって美しくない』」

　ファイヤーシスターズはおろか、その実兄である僕でさえも、間違いなく一生言うことがないに決まっている、極めて美しい名言である。後ろ向きな彼女を、上向きにするに足る美文である──美文ならぬ微分の虜とりこになっている僕あたりの心にも、十分響くと言っていい。

　ともあれこのたび、そんなリーダーに師事する瞳島眉美が僕達の町で、不幸にも遭遇したのは、白鳥でもなければ鷺でもなかった──天の川と言うのであれば、そちらのほうがむしろ、正当なのかもしれないけれど。

　美観のマユミが目撃したのは──魚。

　それも、凶悪の代名詞とも言うべき魚。

　ピラニアだった。
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　七夕を前に、僕は北きた白しら蛇へび神社を目指して、てくてく山を登っていた──と言っても、目的はお参りではない。あの神社は既に滅びていて、神様なんていないのだ。土地としても神社としても空っぽだし、せいぜい鳥居が残っている程度で、社やしろは半ば崩壊している。

　あまりにも空っぽ過ぎて、トラブルの元になりかねなかったので、以前この町を訪れたアロハ服のおっさんこと忍野メメが『封印』したくらいのいわくつきの場所であり、僕もその封印作業にあたっては一役買ったりもしたのだけれど、今回は特に、怪異がらみの理由で登山をしているわけでもない。

　一言で言うと、下見だった。

　死にかけの吸血鬼と地獄のような春休みを経験し、その後、同じクラスになった羽川翼と悪夢のようなゴールデンウィークをご一緒したのち、奇縁あった少女、戦場ヶ原ひたぎの誕生日が七月七日、つまり七夕なのだ──それを祝ってやるための下準備として、僕は本日、山登りを敢行しているのである。

　何かと星が好きな奴なので、だったらせっかく七夕なのだから、みんなで一緒に天体観測でもしようかと思いついたのだ。

　七月七日生まれの女の子の誕生日を祝うのに天体観測をしようだなんて、なんてオリジナリティに富んだ前代未聞にして独特のアイディアなのだろうと、僕は己のユニーク極まる発想力におののいていた。

　もっとも、クラスメイトの誕生日を祝おうだなんて、『友達はいらない。人間強度が下がるから』と言っていた春休み前の僕にはとても聞かせられない振る舞いだけれど……、まあ、これが今の僕ってことだ。

　とは言え、天体観測をおこなうにしても、今年の七月七日は平日だし、天文台まで足を延ばすほどの時間的余裕もあるわけではない──近場で観測しなければならない。

　最初は学校の屋上とかがいいかなとも思ったけれど、しかし直江津高校の屋上は開放されていないのだった。

　忍び込むというのも忍びない。

　そこで、僕達の町で一番高い場所であり、一番視界が開けている、しかし人は滅多に近寄らないという、いわば穴場の観測地点として、僕は北白蛇神社を見み出いだしたのだ。

　忍野は北白蛇神社のことをエアスポットと呼んでいたし、それを天空のスポットと解釈することには、何程の違和感もあるまい。

　しかし、えっちらおっちら登山道を歩みつつも、このロケハンはどうも芳しい成果をあげられそうもないと、僕は感じていた──そもそも廃すたれた神社の中で誕生日を祝って欲しい女の子なんてこの世にいないよという冷静な思考が働いてきたというのもあるけれど、それ以前に、果たして過去の自分からの呪のろいなのだろうか、肝心の天候が、いまいちはかばかしくなかったからだ。

　雲行きが怪しくなってきたのである。

　家を出るときはそうでもなかったのだけれど、山の麓ふもとに自転車を停とめ、傾斜を登っているうちに、みるみる空が曇ってきたのだ。

　夏の大三角形どころか、月も見えねえ。

　闇夜だ。

　ただ曇っているだけじゃなく、この分じゃあ遠からず一雨来そうだった──傘かさも持ってないのに山の中で雨に降られるなんて、目も当てられない事態である。

　これが過去の自分からの呪いなのだとしたら、過去の自分の闇が、あまりに深過ぎると言えた。

　まあ、実際に吸血鬼と化して、闇の眷属そのものとなっていた二週間のことを思うと、そういうこともあるのかもしれなかったけれど、これでは七夕当日も思いやられるというものだ──ただし、幸いなことに、杞き憂ゆうだった。

　いや、突とつ如じょとして晴れ間が覗いてきた（夜だけど）という意味での杞憂ではなく、この悪天候が仮に呪いによるものだったとしても、それは過去の僕からの呪いではないという意味での杞憂だったのだ──登頂し、到着した神社の、半ば崩壊した神社の社の階段で。




　頭を抱え、暗黒のように落ち込んでいる美少年が座っていた。




「…………」

　中学二年生くらいの男の子である。

　が、その年齢に似つかわしい活発さとか、快活さとか、そういったものがまったくと言っていいほど感じられない──どころか、その子の周りだけ、空気がずっしり淀よどんでいるようだった。

　まさかまたぞろ春休みのごとく、瀕死の怪異に出会ってしまったのかと思うくらいの、恐るべき暗さである。光を吸収するブラックホールもさながらで、ルクスがマイナスであることはまず間違いがなかった。

　暗雲がたちこめてきた原因は、どうやらこの子にあるらしいと、そう断定的に判断せずにはいられない──いったい誰なんだ、あの憂いを含んだ美少年は？

　その輝きを内に秘めた美しさも、やっぱりどこか妖怪じみていると言わざるを得ないけれど、しかし元吸血鬼であり、その後も数々の怪異譚を見聞きしてきた、専門家ではない素人ではあるにしても、それなりの経験者として見る限り、彼が人間であることは間違いがなさそうだった。

　ブレザーの制服を着てるしな。

　まあ、白ランを来ていたヴァンパイア・ハーフなどもいたので、それも一概に言えたものではないのだけれど──どこの制服だろう？

　この辺りじゃあ見ない形状のブレザーだが……。

「あー……うー……」

　鳥居の辺りで足を止めた僕に、まだ気付いていないらしい美少年は、抱えた頭をぶんぶんと振るようにした。

「困った困った困った困った……、どうしようどうしようどうしよう……、途方に暮れた途方に暮れた途方に暮れた……、なんでこんな目になんでこんな目になんでこんな目に……」

「…………」

　それこそ瀕死の吸血鬼を代表例として、僕もこれまで数々の悩める者と対峙してきたけれど、あそこまであからさまに悩める者を見るのは初めてかもしれない……、彼の周囲の暗黒度は増していく一方で、とどまるところを知らない。

　空もいよいよ、隙間なくびっちりと雲に覆い尽くされ、星ひとつ見えなくなった。

　下見どころか、このままだと一寸先も見えなくなりそうである。

「団長、絶対大丈夫だって言ったじゃん……、本当調子いいんだよな、あいつ……、なんで信じちゃったかな……」

　そんなことを呟つぶやいている。

　だんちょう？

　断腸の思いと言ったのだろうか。

　確かに、このまま放っておくと、切腹してしまいそうな危うさもあった──どの道、なんだか、クラスメイトの誕生日を祝うための予行演習という雰囲気でもなくなってきた。

　あんな露骨に困っている奴を放っておけないだろう。

　それに、どうも近頃、世間の噂では（主に友人の八九寺が流している噂だが）、僕は『困っている少女を助ける語り部』ではなく、『困っている少女しか助けない語り部』だなんて言われているらしいのだ。

　なんという風説の流る布ふ。

　株でもやっているのかと問い詰めたくなる。

　困っている人に男子も女子もないと言うのが僕の姿勢であり、僕の第二の母親である羽川から学んだことでもある──これまではたまたま、僕の前に、悩める男の子が登場しなかっただけだ。シリーズ二十巻以上にわたってのたまたまではあるが、決して男の子が視界に入っていなかったわけじゃない。

　その証拠に、今まさに、僕の目前には困っている男子中学生がいるじゃあないか──これをうってつけと表現するのはいささか不謹慎ではあるけれども、僕という語り部が決して女性だけを助け回っているわけではないと証明するためにも、ここで頭を抱える彼を置いて、そそくさ帰宅するというのはなさそうだった。

　まあ、そうでなくとも、この暗黒を振りまく男の子をこのままここに放置していたら、いつまでたってもこの神社では天体観測なんてできそうにないという個人的な事情もあるが……。

「さてと……」

　でも、いったいどう声をかけたものか。

　僕も決して明るいほうではないけれど、だからと言って、あの暗さに僕の暗さまで掛け合わせてしまえば、いったいどんな次第になるか、見当もつかない。

　となると、無理にでも明るいキャラを作っていくしかなさそうだ。悩める男子中学生を不必要に警戒させてしまってもなんだしな。ここは気さくで話せるお兄さんを演じていこう。まあ、これでも中学生の妹が、ふたりいる身である──あいつらに較くらべたら、男子中学生のほうがまだしも可愛いってもんだぜ。

「よう！　何落ち込んでんだ、坊主！」

「きゃあ！」

　一生言うことがなさそうだった勢いのある台詞を言いながら、おもむろに背後から抱きついてみたら、『坊主』は少女のような悲鳴を上げた──まだ変声期を迎えていないのか、本当に少女みたいな声音である。

「だ、誰!?　何!?」

　いきなりハグされたことによるパニックで、さしあたり、彼の周りの暗黒はかき消されたようだ──抜き足差し足で近づいてびっくりさせようという作戦は成功だった。

　第一印象が肝心だと言うからな。

　これで僕が非常に気安くて、初対面の相手にも親しげに接する、ブラザー的なキャラだという印象操作ができたはずだ。

　同時に、『八九寺よ、僕はお前が少女だからハグしているわけではなく、男子中学生が相手だって見境なく抱きつく、ただのハグが好きな奴なんだよ』ということを満座に証明できたという喜びもあった。

　その喜びも相まって、まだ混乱状態にあるらしい男子を、もう一度、今度は正面からぎゅっと抱きしめて、

「やあ。僕は阿良々木暦という、高校三年生だ」

　と、耳元で囁ささやくように自己紹介をした。

「は、犯罪者が自ら名乗った……、生かして帰すつもりはないってこと……？」

「犯罪者？　何を言っている。救済者だ」

　世代の違いだろうか、それとも地域差だろうか、わけのわからないことを言う男子にきょとんとする僕。

　そんな僕を見て彼は、はっと気付いたように、

「あ、そっか、今のわたしの、じゃなくて、俺の格好……」

　などと言う。

　ますますわけがわからない。

　それだけ悩みが深いということなのかもしれないと判断して、僕は続けた。

「困っていることがあるなら、力になるぜ」

　そう言って僕は力づけるように、彼の肩を抱いた──中学生ならこんなものなのだろうか、やけに細い、女の子みたいな肩だった。
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　男子中学生は瞳島眉美くんと言うらしい。

　僕の暦という下の名前も、よく女子のそれだと誤解されたりするので、きっと彼もそんな風に思われることが多いのだろうと、強いシンパシーを覚えずにはいられなかった。

　指ゆび輪わ学園中等部の二年生とのことである。

　指輪学園。

　あいにく、聞いたことのない学校だった。

　予想通り、他の町から遠路はるばる、この町に来たようだ。

　とすると、神社好きか廃墟好きか、どちらかだろうかと推測したのだが、しかし眉美くんは、そのどちらでもなかった──彼が北白蛇神社を訪れた理由は、僕と同じく、星を見るためだったのだと言う。

「リーダー直じき々じきの命令でして……、天体観測なら瞳島眉美くんが得意だろうから見てきたまえって勧められたんです。あの人、言い出したら聞かないから……、あの、距離近くないです？」

「え？　そう？」

　確かに社の階段のところで、僕と眉美くんは約五センチの近さで隣り合っていたが、男の子同士なのだから、距離なんて別に気にしなくていいのでは？

　難しいお年頃なのかな。

　まあ、繊細そうな美少年だし。

　しかし、僕の経験から言うと、中学生の頃から人見知りをしているようでは、将来が大変である──僕のような悲しい高校生活を、シンパシーを覚えるこの子に送らせるべきではなかろうと、むしろ僕は更に距離を詰め、眉美くんと密着した上で、「おいおい、何を照れてるんだよ」と、もう一度肩を組んだ。

「ひ、ひい」

「安心しろ、眉美くん。少女趣味があるとよく言われる僕ではあるが、男子中学生には興味がない」

「しょ、少女趣味があるとよく言われてるんですか……!?」

　咲さき口ぐち先輩だけじゃないんだ、と、眉美くんは絶句する。

「じゃあ絶対に正体を明かすわけには……」

「正体？　正体ってなんだい、眉美くん」

「い、いえ。なんでも。どうぞ、そのまま肩を組んでいてください。いくらでも肩を組んでいてください」

「ああ。僕も弟ができたみたいで嬉うれしいよ。これが妹だったら、意味もなくぶん殴ってるからな」

「…………」

　なぜか眉美くんはがくがく震えていたが、ともあれ、遠くからわざわざ、こんな何もない町まで星を見に来たのだということであれば、この悪天候に落ち込むのも納得だった。

　と思ったのだが、決してそういうわけではないらしい──そもそも『リーダー』とやらの命令でここに来ただけで、眉美くん自身はさほど、天体観測が好きというわけではないようだった。

　とすると、『リーダー』というのは、天文部の部長か何かだろうかと思ったけれど、これもどうやら、的外れな予想だった。

「俺、美少年探偵団のメンバーなんです。それで、探偵活動の一環としてこの山に来たんです──任務の天体観測は果たせたんですけど、でも、帰れなくなっちゃって」

「？」

　帰れなくなった？　どういう意味だ？

　いや、それ以前に──任務は果たせた？

　この悪天候で、どうやって？　曇ってくる前に観測を終えたということだろうか──いや、曇る前の時間帯ではまだ月くらいしか見るものはなかったはずで、それなら山に登るまでもなく、地表からでも観測できる。

　て言うか、一番の疑問点は、さらっと言ってた『美少年探偵団』って何？　ってところなんだけれど……、中学生の間では、そういうのがはやっているのだろうか。

　僕はもう、そういう童心を失っちゃってるのかなあ。

　高校三年生、十八歳。

　ぜんぜん子供のつもりでいても、それでも中学生の頃からは、ずいぶん大人になってしまったような気もする──見てみれば、眉美くんの肌なんて、つやつやしてるもんな。

「すべすべ」

「きゃ、きゃあ！　何をするんですか!?」

「え？　眉美くんのほっぺたが柔らかそうだから撫なでてみたんだけれど……、何か問題でもあったかい？」

「いえいえ、ありませんとも！　なにせ男の子同士ですからね！」

「うん、もちろんそうだな。ほらほら、頰ほおずりしちゃうぞー」

「は、はは、はは」

　あのスケールの暗黒を放っていた美少年の心を解きほぐそうと、柄にもなく神原ばりの人なつっこさを発揮してみる僕だったが、その甲斐あって、眉美くんは笑顔を見せてくれた。

　なんだよ、意外と人付き合いいけるじゃん、僕。なるほど、このスタイルだったのか。

　勝ったな。

　人生。

　まあ、きっとサークル活動みたいなものなのだろうと判断して、美少年探偵団のことはさておき、僕はどうやって眉美くんが、この曇天の中で天体観測をしたのかを質問してみた。

　雲を通して星を観測できる望遠鏡とか、そういった特殊な道具でもあるのだろうか？　それはたぶん、普通ならばおいそれと教えてもらえることじゃあなかったのだろうが、僕のトーク力のたまものか、眉美くんは、

「道具は必要ありません」

　と、教えてくれた。

「むしろ観測しないために、特殊な道具が必要……、あ、いけない。言っちゃった」

「なんだよ、水臭いな。僕達の間に隠しごとはなしだぜ。兄弟の契ちぎりを交わしていないだけの、僕達の仲だろう。言わないとくすぐるぞ。こちょこちょこちょ」

「言います言います言います！　あははは、やめてやめてやめて！　言うってば！」

　いやあ、男同士でじゃれ合うのって楽しいなあ、こういうのは異性とはなかなか構築できない関係性だなあと、しみじみ感じ入る僕だったけれど、

「美観のマユミ」

　という、彼が発した謎の言葉には、ひきつけられた。

「そう呼ばれてるんです、俺──要は、目がすっごくいいってことなんですけど」

「すっごく」

「はい。どんなに分厚くても所しょ詮せんは水の塊である雲くらいなら、透視できちゃうくらい──だから、目的の星は観測できたんです」

「へえ……」

　にわかには信じがたい話ではあったが、しかしありえないことでもないのだろう──『探偵団』のメンバーとしての取とり柄えと言ったところか。

「そうなんだ。じゃあその眼球、ちょっと舐なめていい？」

「駄目ですよ!?　男同士でもそれはおかしいでしょう!?」

　駄目らしい。

　だけど、そんな飛び抜けた視力を持っていたら、日常生活に結構な支障が出そうだけれど、大丈夫なのだろうか？

「はい。だから普段は、眼鏡をかけて視力を抑えているんです」

　特殊な道具──と言うわけか。

　まあ、眼鏡は視力の矯正器具なのだから、視力を抑える用途で使っても、それはそれで正しい用途と言うべきなのかもしれない。

「でも、その眼鏡を、この境けい内だいでなくしちゃったみたいで……、それで、頭を抱えていたんです」

　なくしちゃった。

　つまり、天体観測のために外したときに、紛失したということか？

「うーん、僕は眼鏡じゃないから確かなことは言えないけれど、そういうのって大抵、無意識にポケットなんかに入れちゃってたりするんじゃないのか？」

「はい……、俺もそう思って探しましたけれど、上着のポケットにもスラックスのポケットにもなくて……」

「自分で探してもわかんないもんなのかもしれないぜ。どれ、じっとしてろ。僕が探してやるよ」

「ひゃああ！　ポケットをまさぐらないで！　絶対に入ってませんでしたから！　絶対！　確実！　命をかけて！」

　俺の視力で見たから間違いないです！

　と、頑なに抵抗する眉美くん。

　貞操の危機を感じているかのようにばたばた暴れる。

　男の子にしてはかなりの照れ屋さんらしい。

　でも、思い出してみれば、思春期ってみんなこんな感じだったかな──だとすると、眉美くんの将来を、ここであんまり心配しなくてもいいのかもしれない。

　ならば将来よりも、憂慮すべきは現在である。

「なくしちゃったものは仕方ないから、諦めて帰るしかないんじゃないか？　そろそろ山を降りないと、電車なくなっちゃうだろうし……、雨も降ってきそうだしな。なんだったら、僕が残って探しておくよ。住所を教えてくれたら、あとで郵送しよう」

「じゅ、住所ですか……」

　既に打ち解けたはずの僕に、なぜか警戒心を露あらわにしつつ、眉美くんは、「ええ。極論、眼鏡はスペアもあるからいいんですけれど」と言う。

「でも──降りられないんです。阿良々木さんに会って、より一層降りたくなりましたけれど、それでも降りられないんです」

　僕との出会いが励ましになったというようなことを言っているらしいが、しかし、それでも降りられないとはどういう意味だろう？　僕の寄り添いかたが足りないのではないかと危き惧ぐした僕は、弟分にパワフルなところを見せようと、肩を抱いていた眉美くんの太ももの下に手を差し入れる形でひょいっと抱え上げ、そのまま自分の膝の上に座らせてみた。

　かっる！

　中二ってこんなに軽かったっけ？

「大丈夫です！　阿良々木さんは俺に十分に寄り添ってくれています！」

「そうか？　ならいいんだが……、じゃあ、なんで降りられないんだ？」

「と、とりあえず膝の上からは降ろしてもらっていいでしょうか……」

「まあまあ、そう遠慮するなよ、坊主。せっかく座ったんだし。遠慮なく、そのままもたれていいぞ。そらっ。シートベルトだぜっ」

「ひ、ひいい」

「うおっ。腰すげえ細いな。筋肉質なわけでもないのに、おなかの肉、ぜんぜんつかめないじゃん。あばら骨がつかめそうだぜ。もっとちゃんと食べたほうがいいんじゃないのか？」

「ひいい、ひいい」

　言いよどんでいた眉美くんは、しかし僕の包容力及び抱擁力に、一刻も早く相談したほうがいいと変心したようで、

「見えるからです」

　と、口早に言った。

　見える？　何が？

「町の上を泳ぐ──巨大なピラニアが」
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　ピラニア。

　コイ目カラシン亜目セルラサルムス科の淡水魚。

　説明するまでもないくらい有名な肉食魚である──そんな生物が見えているというのであれば、なるほど、山を降りられないのもむべなるかなというものだった。

　いや、生物ではない。

　ピラニアは空を飛ばないし、大きいものでも、せいぜい五十センチ未満というところだ──巨大という表現はとても当たらない。

　ならばそれは生物ではなく怪物。

　否──怪異と呼ぶべきなのか。

「鯨くらいの大きさのピラニアが、浮遊しているのが、俺には見えるんです……、阿良々木さんには、見えませんか？」

　見えるかと聞かれたら、見えないと答えるしかない──そもそも僕は、その町からこうして、山を登ってきたのである。ピラニアなんぞが頭上を遊泳していたら、今頃町は、上を下への大騒動だ。僕だけじゃなく、誰にも見えてないと考えて、まず間違いないだろう。

　眉美くん以外には。

　美少年探偵団のメンバー、美観のマユミ以外には。

「そうか……、それは、怖かったな」

「え……。信じてくれるんですか？」

「当たり前だろ」

　当たり前過ぎて、そんなのは目の錯覚に決まっている、気のせいだと切って捨てることは、僕にはできなかった──見えないはずのものが見えたり、いないはずのものと出会ったり。

　そんなのは僕にとっては日常的なことであり、そしてそれを、信じてもらえない悲しさも、それなりに知っているつもりだ。だから僕にできることは、膝の上で震える眉美くんを、より強く抱きしめてあげることだけだった──震えが格段に増したような気もするけれど、それこそ、気のせいに決まっていた。

　しかし、ピラニアか……、現実のピラニアでも十分怖いのに、それが怪異となると、正直、今の僕の手には大いに余ると言わざるを得ないな。

　ピラニアの化物って。

　下手すりゃ吸血鬼よりも怖いだろ。

　あるいは気にすべきは、かつて吸血鬼だった僕の視力をもってしても、そのピラニアが見えないということなのかもしれなかった──眉美くんにしか見えないピラニア。

　ならば、彼の心中に、獰どう猛もうな肉食魚が巣す喰くっていると見るべきなのだろうか？

「眉美くん。ちょっと口の中を見せてもらえるかな？　きみの歯がピラニアのようにぎざぎざに尖とがっていないかどうか、確認したい」

「そ、そんな確認する必要あります？」

「いいからいいから」

「強引にことを運ばないでください。よくないから抵抗しているんです。歯の形くらい、俺の舌で確認できますって」

「その舌も、念のために確認しておいたほうがいいと言っているんだ。僕に任せておけ」

　これで相手が女の子だったら、いかに人道支援のためとは言え、口の中を覗くなど、僕も恥ずかしくて躊躇してしまいかねない局面だけれども、眉美くんが男子である以上、口こう腔こうチェックなど、何の問題もない。

　なんだ、八九寺は心無くもあんなことを言っていたけれど、僕は案外、男の子を助けるほうが向いているんじゃないか、ひょっとしたら全力を尽くしてきたようでいて、これまで向き合ってきた少女達には不本意ながら行き届かないところがあったかもしれないとさえ思いつつ、僕は膝の上で振り向かせた眉美くんを顎あごクイして、彼の口腔内を精査した。

「ふうむ。どれどれ……」

　任せておけと言ったものの、正直、他人の歯並びをチェックする機会などそうはないのでなかなか断言はできないのだけれども、まあ、歯の形は整って、綺麗なものだった。それこそ、美少年探偵団らしい歯並びとでも言うのだろうか。

　しかし男子中学生って、こんな唇くちびる、ぷりっぷりなもんなんだろうか……、ともすればそちらにばかり目がいってしまうぜ。

「あ、いえ、唇がぷりっぷりなのは、加工されているからです……、メンバーにメイク班がいて……、だ、だから、食べてもおいしくないですよ？」

「おいおい、唇なんて食べるわけないだろう。ピラニアじゃないんだから。ははは、女子の唇ならともかく」

　異性相手には言えないような、男同士ならではの際きわどいジョークを言って場を和なごませようとしたが、「は、ははは」と、返ってきたのは砂漠のように乾いた笑いだった。

　可か哀わい想そうに。

　空を飛ぶピラニアに、すっかり怯えきっているらしい。

　ただ、僕だったら、もしもそんなとんでもないものが見えたら、さすがにあそこまで暗黒を振りまきながら落ち込みはしないにせよ、すっかり尻込んでしまって、この廃神社に住みついてしまいかねないところだったが──眉美くんは違った。

「もう大丈夫です」

　と。

　彼は一瞬の隙をつくように、僕の膝から飛び降りた──さすが視力がいいだけあって、口腔チェックにあたって僕の抱擁がわずかにゆるんだ瞬間を、見逃さなかったらしい。

「もう十分に落ち込みました。これから、俺は下山することにします」

「え？　本当に大丈夫なのかい？」

「ええ、このままここにいるほうが危険そうだから……、じゃありませんけれど、阿良々木さんに話を聞いてもらったおかげで楽になりました」

　実は方法は最初からあったんです。

　そう眉美くんは言った。

「はい。簡単なことなんです。要するに、ピラニアが見えなければ怖くないんですから──つまり、目を閉じて山を降りればいいんです！」

「め、目を閉じればって……」

　いやいや。

　名案みたいに言ってるけれど、それは簡単どころか、ほとんどやけっぱちみたいなアイディアで、それができるんであれば、それこそ落ち込んでないで、最初からそうするべきなんじゃ──と、止める暇ひまもなかった。

　眉美くんは一歩目ですっ転んだ。

　さもありなん過ぎる。

　こんなさもありなん初めて見た。

　草原を歩くというのならまだしも、こんな荒れ果てた、石ころだらけの山道を目を閉じて歩くなんて、無理難題である──しかも、転んだ先は石ころだらけの地面だというおまけつきだ。

「眉美くん、しっかりしろ！」

　僕は駆け寄って、前のめりに倒れた眉美くんを抱き上げた。そして骨折や捻ねん挫ざをしていないか、彼の全身を触診する。

「ひ、ひい、あの、ちょっと、あっちこっちべたべた触り過ぎ……」

　べたべた触られ、ばたばた暴れる眉美くん。

　よかった、大怪け我がはしていないようだ。

　僕は胸を撫で下ろす。

　まあ、危険なことは本人もわかっていただろうから、おっかなびっくり一歩を踏み出したようだし、ちゃんと受け身もとれたらしく、すべすべのほっぺたやぷりっぷりの唇は無事だった──が、さすがに無傷とはいかなかったようで、膝を軽くすりむいていた。

　スラックスに血が滲にじんでいる。

　ふーむ、このくらいの擦過傷なら放っておいてもよさそうだけれど、まあ、この場所も決して、安全圏じゃないからな。怪異のエアスポット──よそから来た中学生に、怪異的な意味での破は傷しょう風ふうになられても困る、と、僕は眉美くんのスラックスを一気にまくりあげた。

「熟練の医者のように手慣れてますね……」

「場慣れしているんでね」

「治療行為にですか？」

「いや、スカートをまくることに慣れているんだ。しかしスラックスをまくると言うのは初めてかもしれないな……」

「は、はは、そうですか。あの、足、なで回し過ぎ……。……この人には生足くんを絶対に紹介できないな」

　生足くんという友達がいるらしい。

　紹介できないような困った友達なんだろうか。

　そんなことを思いながら、僕は患部、すなわち眉美くんの膝小僧を直接、目視する──直接見ると、思ったよりも出血してるぜ。

　眉美くんも「うわあ……」なんて言っている。

　中学生くらいの男の子なら、この手の怪我はつきものだけれど、しかしやはり、自分の肉体が傷つくというのは男女問わず嫌に決まっている。僕は励ますように、わざと軽い調子で、

「平気平気。こんなの、唾つばつけとけば治るって」

　と、むき出しの膝を舐めた。

　直接舐めた。べろで。

　女子が相手だったら、デリカシーとして、自分の指を舐めてから唾を塗と布ふするというような間接的な手数を踏まなくてはならないだろうけれど、男子が相手なら、こういうときはざっくばらんで楽である。

　膝を怪我したことがよほどショックらしく、青ざめているどころか土気色みたいな顔になっている眉美くんだったので、苦言を呈するのを心苦しく思いつつも、僕はスラックスを元に戻しつつ、

「目を閉じて降りるってのは、やっぱり難しいんじゃないのか」

　と、窘めるように言った。

　文字通りの向こう見ずだ。武術の達人とかじゃないんだから、そんなことができるわけがない。

「いえ……、次はきっといけると思います。気をつければ……、道はほとんど一本道みたいなものなんですし、そうだ、次は杖つえを使えば……」

「…………」

　諦めるつもりはないらしい。

　見た目の線の細さから、それにあんなに落ち込んでいる場面を見てしまったから、ついつい誤解していたけれど、どうやら眉美くんは、思いの外ガッツがある中学生のようだった。

　僕なんかと一緒にしてしまって申し訳ない。

　彼の指針は動かないらしい。

　ならば──僕の指針も、同時に定まったようなものだった。

「その意気やよし。もう止めないよ。ただし条件がある」

「え？　阿良々木さん、あなたがいったいどういう立場から初対面で無関係の俺に条件があると……」

「無関係なんて寂しいことを言うなよ、眉美くん」

　こればっかりは演技ではなく朗らかに、心からの親切心で、僕は言った。

「僕も一緒に山を降りよう。随行させてもらう──杖を使えばいいと言うのなら、僕を杖として使ってくれ」
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　誕生日パーティの下見のつもりが、あれよあれよと思わぬ展開になってしまったけれど、まあ、まだ戦場ヶ原の誕生日までは間がある──天候は悪くなる一方だし、僕はいつだってこの神社には来られるのだから、それよりは眉美くんを駅まで送るほうが優先事項だった。

　良過ぎる視力を封じるために目を閉じ、ピラニアの存在を消すというアイディア自体は悪くないわけだし、僕が眉美くんの杖に、そして目になれば、下山自体はつつがなくおこなえるだろう。

　何度か見えない怪異と渡り合ったことがある僕に言わせれば、正直、このプランにも懸念事項がないわけではないのだけれど……、しかし、今はこれ以上天気が悪化する前に山を降りることが最優先だった。

「ほら、もっとぴったりくっついてないと却かえって危険だぞ、眉美くん。二人三脚の要領だ。遠慮したくなる気持ちもわからなくはないけれど、そう気き後おくれするなって」

「気後れはしていますけれど、決して遠慮しているわけじゃ……」

「なんだったら、おんぶしてあげてもいいんだぞ？」

「いえ、おんぶされたらさすがにバレる……じゃなくて、そこまで甘えるわけには。杖になってもらっているだけで十分嫌です。じゃなくて、十分です」

「そうか。だったらいいんだが……」

　甘えてくれても構わないんだけどな。

　ひょっとして、忍野と同じで、『人はひとりで勝手に助かるだけ』という信念をもっているのだろうか──あるいは、単純に内気なのか。

　ならばこんな風に、肩と腕を同時に組むような形の下山に、おどおどしてしまうのも仕方ないというものだ。さながら弩ど級きゅうの危険人物に怯えているかのような態度も、一度派手に転んだ足あし下もとのロケーションを考えれば、そう大袈裟なものではないのだろう。

　ちなみに、目を閉じているだけだと、ちょっとつまずいたときとかでも、反射的に瞼まぶたを開けてしまう可能性もあったので、今の眉美くんは目隠しをしている。

　首に巻いていたネクタイをほどいて、アイマスクとして使用したのだが、なんだか美少年っぷりが相まって、変に艶つやっぽくなってしまった……、とは言え今は、見た目を気にしている場合でもあるまい。

　ピラニアの話は、とりあえず下山するまで避けたほうがいいだろうが、なんにしても視界が閉ざされた状態で会話がまったくないのも気が塞いでしまうだろうと、道中、僕は意識的に眉美くんに話を振ってみたものの、その検証結果によると、どうやら彼を暗黒のように暗いと思った僕の第一印象自体は、間違っていなかったようだ。

「誤解されるのは嫌ですけれど、理解されるのもそれはそれで嫌です」

　とか、

「フィギュアスケートの選手を尊敬します。あの人達、途中でこけても絶対に最後まで滑り切るじゃないですか。俺だったら百パー嫌になって転んだ時点でやめちゃいます。連敗したら休場する横綱のように」

　とか、

「忠犬ハチ公なんて言いますけれど、ハチ公なんて愛情のない名前つけられちゃってる犬が、人間に忠誠心を持っていたとは思えません」

　とか、

「頭のよさって、最終的には、長時間ぶっ続けで勉強できる体力のことですよね。結局、体育会系には勝てない」

　とか、とにかく言うことがネガティブで、周りごと巻き込んで暗くしてしまうただならなさがあった。

　しかしまあ、それも中学生が言っていると思うと可愛いもので、いちいち『誤解されていると誤解しているのかもしれないぜ』とか、『フィギュアの選手には次の大会もあるんだよ。途中で投げ出したら次のチャンスがもらえなくなるだろ。そして横綱は、別に嫌になって休場しちゃってるわけじゃない』とか、『公はともかく、ハチって名前は、意外と愛情のこもった名付けだったりするんだよ』とか、いちいちこまめに、律りち儀ぎなまでに突っ込んであげた。

　ただし、頭のよさが徹夜で勉強できる体力という点に関しては、元吸血鬼の体力を受験勉強に転用している身としては、反論の難しいところだった──チームお利口の戦場ヶ原も羽川も、体力はあるもんな。

　でも、そんなネガティブな眉美くんが、落ち込んだり怯えたりしつつ、それでも諦めることなく山を降りようとしている姿勢は、単にガッツがあるというだけでは、説明がつかないようにも思えるのだった。

　何が彼をそこまでさせるのだろう。

「ガッツだってありませんよ。ひとりだったら、とっくに諦めちゃってます」

「そうか。僕がいるから、頑張れるのか。そう言われたくて親切にしているわけではないんだけれど、しかし、そう言われると、決して悪い気はしないな」

「あ、いえ、阿良々木さんじゃなくって……」

　眉美くんは言った。

　例の『人はひとりで勝手に助かるだけ』という信念とは、まるっきり真逆のことを──本来は長所であるはずの己の視力を語るときさえ後ろ向きだった眉美くんが、このときばかりは、少し誇らしげに。

「どこにいたって、俺はメンバーだから。こういう状況でも絶対に諦めない連中を、よく知っているから」
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　北白蛇神社の鳥居をくぐって山を降り、さすがに目隠しをさせたまま二人乗りというのはまずかろうということで、麓に停めた自転車はそのままに、徒歩で最寄り駅のほうに向かうまでは大過なかったのだが、町の入り口にさしかかったところで、僕が密ひそかに抱いていた危惧は現実のものとなった。

　むろん、そこまでだって、ノントラブルだったというわけでもない──いくら僕が杖の役割を果たしたと言っても、やっぱり足場の悪い中を視界なしで歩くというのは難易度が高かったようで、下山したときには眉美くんも、彼にすがりつかれていた僕も、結構あちこち、木の葉や木の枝だらけになっていた。

　こけたりなんだりの怪我はしなくとも、服はあちこち傷んでしまった感じだ。

　僕は私服だからよかったけれど、眉美くんは制服だから、ダメージはなにげに大きいかもしれない。

「大丈夫です。いざというときは別の制服もありますし……ごにょごにょ」

　などと言っていたので、問題はなさそうだったが。

　眼鏡と違って、スペアではなく別の制服という言いかたが謎だった。

　制服が二種類あるのだろうか？

「まあ、思ったよりも時間はかからなかったし、せっかくだから僕の家に寄って、風呂にでも入っていけよ、眉美くん。なんだったら一緒に入ろうぜ！」

「は、はあ。行けたら行きます」

　あからさまに断固拒否された。

　本当につつましい子だなあ。

　そんな風に微笑ましく思っていた、言うならば少し僕が油断していたタイミングだった──突如、眉美くんが、

「ひゃあっ！」

　と、大きな悲鳴をあげながら、尻しり餅もちをついたのである──何かにつまずいたというわけではない。

　つまずいたのなら、境内でそうだったように、前向きに倒れるだろう。

　そうではなく、今度は後ろ向きに倒れたのだ。

「さ──魚が。ピラニアが」

　アスファルトに座り込んだまま、眉美くんは指さすようにする。

　震える指が、町の上空を示している。

　そこには、何も見えない。

　僕には。

　見えない。

　しかし眉美くんには──見えているのだろう。

　こうして山を降り、町に近づいたことで、より巨大に見える──肉食魚が。

「…………」

　そう。

　こうなるかもしれないと──思っていた。

　だけど、僕は、どうせならもっと強くその可能性を考慮しておくべきだった。

　暗雲を通して星が観測できるという眉美くんの視力が、己の瞼や、あるいは目隠しとしてのネクタイさえも透視できる可能性を、想定しておかなければならなかった。

　だから眼鏡が必須アイテムなのだ。

　もちろん、常時透視できたら、夜眠ることさえままならないだろうし、ある程度は恣し意い的に制御できると推察すべきなのだろうが、それでも、町に近付き、すなわちピラニアに近付いて、意識すれば。

　見えてしまう。

　不可視であろうと、透視してしまう。

　あるいはそれは、恣意的だからこそ──見たくなければ見たくないほどについつい見てしまうというのは、何も、視力が特殊な人間に限った本能ではあるまい。

　忸じく怩じたる無力感にかられる。

　山を降りることにはどうにかこうにか成功したけれど、町に這入れないのであれば、結局、意味がない。

「なんて不覚だ……、『寛容飽和ゼロトレランスの柔軟刃物バターナイフ』と呼ばれるこの僕には、あってはならない失態だぜ」

「あなた、そんなライトノベルの新作ラインナップみたいな異名を持ってたんですか？」

　くそう。

　そもそもなんでピラニアなんだ？

　怪異にはそれにふさわしい理由がある──と、かつて専門家、忍野メメは言っていたけれど、この場合の、眉美くんが抱える理由とはなんなのだ？

「何にしても、もう目隠しは取ったほうがよさそうだな、眉美くん。逆効果で、却って危ない。立てるかい？」

「は、はい。手を貸してもらえますか」

「もちろんだ。結構強く倒れてたけど、尻は大丈夫か？　砂を払ってあげよう」

「お手をわずらわすわけには！」

　立ち上がった眉美くんの頭部からネクタイを外して、首に戻してあげる──ネクタイなんてしたことがない僕だから、加減が難しい。美少年の首をしめているみたいな背徳感だ。

「だいたいネクタイって、苦しそうだよな。胸元、くつろがしたほうがいいんじゃないか？」

「ぜんぜん！」

「それにしてもどうしたものか……、いっそのこと、強行突破しちゃうって手もあるけど」

「で、でも、阿良々木さん。無理にテリトリーに入って、襲ってこられたら」

「うーん」

　納得してもらえるように説明するのは難しいが、僕としてはその心配は、あまりしていない。もしもそういう、有害性を持つ怪異がこの町の上空にいるのであれば、忍野がこの町に来たとき、何らかの手を打っているはずだからだ──あの蒐しゅう集しゅう家かが、そんな絶好の怪談を放っておくはずがない。

　そうでなくとも、どれほど巨大なピラニアであろうと、僕がなったくらいの吸血鬼ならばともかく、鉄血にして熱血にして冷血の吸血鬼とまで呼ばれたあの怪異殺しと、食い合いになって勝てるとはとても思えない。

　だが、断言はできない。

　眉美くんにのみ害のある怪異だという可能性までは、どうしたって消しきれないのだ──町に一歩でも踏み込めば、あちらの世界に引きずり込まれるかもしれない。

　その場合、僕では守りきれない。

　あくまでも元吸血鬼でしかない僕では、ピラニアに勝てるかどうか以前に、それを目視することさえできていないのだから。

「確認するけれど、眉美くん。この町に到着した時点では、まだそのピラニアは見えてなかったんだろう？　山を降りようとしたら、いきなり見えた──で、いいんだよね？」

「はい。より正確に言うと、山を降りる前に、社の上から、町を一望したときです。急にぶわっと──イルカのジャンプみたいに」

　イルカと言うか、それこそ鯨だな。

　とんだホエールウォッチングもあったものだ。

　ただ、天体観測のためにあんな崩れかけの社に上るとか、眉美くんは結構野放図なことをしている。誰も見ていなかったから、らしくもなくはっちゃけたのかもしれないけれど、その罰ばちが当たったんだろうか？

　でも、あの神社に祀まつられているのはピラニアではなく蛇のはずだし、その神様だって、今はもういないはずなのだ。

「町から外れていく方角に向かうって言うのは、駄目なんでしょうか」

「駄目じゃないけど、山を越えるみたいな形になるから、終電に間に合わないどころか、夜が明けてしまいかねないな……、それよりは、そこまで遠回りしなくとも、ピラニアをぎりぎり回避するような形で、いわば大回りして駅に向かうのがいいんじゃないか。中直駅じゃなくって南直駅を目指せば……」

　そうなると、二度手間にはなっても、いったん自転車を取りに戻ったほうがいいのかもしれない──と、考えながら、僕は歩道の脇に設置されていた、住宅地図に目をやる。

　地元民だからと言って、決してこの辺りに土地勘があるわけではないのだ──北白蛇神社に来る以外の用事で、こっち方面に来ることはまずないからな。

　まったく知らないとは言わないけれど、しかし正確な情報に基づいてルートを選定しなければピラニアに襲われる恐れがあるなら、どれだけ慎重になっても、なりすぎるということはないだろう。

　なんだか、アスファルトを海と想定して、白線の上だけを選んで歩く小学生の遊びみたいだ……、肉食魚が空にいるというのは、その遊びとは正反対だけれど。

　幸い、住宅地図は詳細なものだった。

　ただし現在地の表示がない。

　便利なのか不便なのか、よくわからない地図だな……、えっと、僕の家がここだから……。

「ひゃあっ！」

　そこでまたしても、眉美くんが悲鳴をあげた。

　僕に砂を払われるのがそんなに心苦しいのか、今度はぎりぎりのところで倒れなかったみたいだけれど、しかし先ほど同様に、愕がく然ぜんとした顔をしている。

　いよいよ、襲いかかってくるピラニアが見えたのかと僕は身構えたが、そうではなかった──先ほどは上空を指さした眉美くんだったが、今度指さしているのは、他でもない、僕が見ていた住宅地図だった。

　否。

　正確には──その手前か。

「そ、その地図の前にも──ピラニアが。小さな、ピラニアが」

「…………？」

　言われて、僕は地図に向き直る。

　もちろん、見えない。

　地図はただの地図だ──だが、眉美くんは、上空のみならず、ここにさえ、ピラニアが浮かび上がって見えると言う。小さなピラニアというのは、つまり、普通の大きさのピラニアということだろうが──それでも十分に脅威である。

　僕は思わず、地図の前から飛び退のいた。

　だが、飛び退く前と飛び退いたあとで、何が変わったということもない──眉美くんの怯えかたからして、僕をびっくりさせるための悪ふざけを仕掛けてきたというわけでもないのだろう。

　彼には、確かに見えているのだ──彼にだけは。

　……こうなると、八方ふさがりの感があった。

　はるか上空にピラニアが見えるというのであればまだしも、こんな間近に、言うなら目の高さくらいのところに浮遊するピラニアが見えるというのであれば、道を歩くことさえままならない。

　水槽の中を泳ぐようなものじゃないか。

　溺でき死ししてしまう。

「なんてことだ……、僕が眉美くんに人工呼吸をする未来が今やすぐそこに迫ってきているぜ」

「その未来を、なんとしても避けたいんですけれど……」

　ウィットに富んだ掛け合いも、こうなってくると、あまり効果的とも言えなかった。眉美くんも八方ふさがりだと感じているのだろう、ぷりっぷりの唇を綺麗な歯並びで嚙みしめている。

　彼の場合はなんだか、前門の虎とら後門の狼おおかみというような、八方ふさがりというより挟み撃ちにあっているような絶妙の表情でもあるのだが──八方ふさがりにしても、前門の虎後門の狼にしても、進退窮まったことには変わりはなく。

　しかもそこに、とどめとばかりに──真上から。

　泣きっ面に蜂はち、それともピラニアと言うべきなのか、僕達の顔を目掛けて、真上から水滴が落ちてきたのだった。

　水滴。

　悪天候が行き着いて──ついに雨が降ってきたのである。

　しかもしとしとと言うようなレベルではない、極めて大粒の雨だ。

　経験則で言って、このまま間もなく激しい豪雨になることは、明らかだった。

　闇夜の中でも明らかだ。

　山の上で雨になんて降られたらことだと思っていたけれど、こうなると、半壊した社でも気休め程度の雨宿りはできたという意味で、下山したことが裏目に出ているとも言えた。

　こんな開けた舗道で、しかも町に這入ることもできず、ただただ雨に降られっぱなしと言うのは、悲惨の一語に尽きる。

　濡ぬれ鼠ねずみだ。

　なんとピラニアに食べられやすそうな生き物だろう──こうなると、もはや四の五の言っていられない。

　非常手段を取るしかないかと、僕は自分の影を見た。

　空模様からして非常に影のできにくい環境ではあるけれど、それでも町中からのかすかな明かりで、うっすらと生じている、僕の影。

　目には目、歯には歯。

　怪異には怪異──否。

　怪異には怪異殺し。

　飼い殺しにされた怪異殺し──

「あ」

　と。

　早くも、どころか、瞬またたく間に本格化してきた雨足の中、しかしながら、眉美くんがぽつりと言った。

「見えなくなりました──ピラニア」

「え……？」

「上空にも──地上にも」

　見えなくなりました。

　あっけなく、そう言った。

　あまりに唐突過ぎて、にわかには、彼が何を言っているのかわからなかった僕だが、当の眉美くん自身も、混乱の渦中にいるようで、啞あ然ぜんとしている。

　そりゃそうだ。

　空中を浮遊していた大小のピラニアが、雨が降ってきて、そこが空中じゃなくて、いわば水中になった途端に姿を消すなんて、まるであべこべじゃないか。

　雨水は海水じゃないからか？

　いやいや、ピラニアは淡水魚だろう。

　そもそも怪異に、水が合う合わないなんてあるはずが……、雲やネクタイをも透過できる眉美くんの視力の質を考えれば、まさか雨のカーテンに遮られた程度で、ピラニアが見えなくなってしまうということはないだろうし。

　いや、待てよ？

　水？

　視力って言うのは、そもそも、脳に情報が伝達された時点で、アジャストされるから……、視力は結局、脳の機能でもあるわけで……。

　その一方で、光はその性質上、屈折する。

　屈折。

　眉美くんの性格じゃあないけれど、必ずしもイメージほどに直進するわけじゃあなく、水の中を通過すれば、ぐにゃりと曲がる──眉美くんの言うところの『水の塊』である雲にしたってそれは同じようなもので、それでも天体観測は成し遂げられていて。

　通過と透過。

　通り過ぎて──透とおり過ぎる。

　そして。

　浮き上がるピラニア。

　一望した景色と──住宅地図。

「……眉美くんっ！」

　雷に打たれたかのような閃きを確認しようと、僕は豪雨の中、眉美くんのほうを振り向いた──だが、得られた閃きを総じて吹っ飛ばす、突風のような衝撃を、彼の姿から与えられることになる。

　いや。

　彼の姿から──ではなかった。

　降りしきる雨であっと言う間にびしょ濡れになった眉美くんの制服は、全身ぴったり肌に張り付いて、上着の下のカッターシャツは、透視能力なんてなくてもくっきりと透けて見えるくらいに、身体のラインを浮き上がらせていた。

　胸の膨らみや腰のくびれを、あますところなく、露わにさせていた──そして、自身が『加工』と呼んでいたメイクも、雨によって洗い流されていて……。

「ま、眉美くん……、きみはまさか、女の子だったのかい!?」

「いや、あなた絶対途中で気付いてたと思うんですよ」
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　後日談と言うか、今回のオチ。

　美少年探偵団という看板に完全に騙された形の、驚天動地と言う他ない男女逆転系叙述トリックが明らかになったところで、もうひとつの謎──すなわち、眉美くん、もとい眉美ちゃんが目視したという大小のピラニアについての謎のほうも、解決しておくことにしよう。と言っても、僕に『それ』に関する専門知識があったわけでもないので、ここでの詳述はあくまでも後日、僕達の知恵袋こと羽川翼に教えてもらった知識を織り交ぜてのものだということは、あらかじめお断りしておく。

　立体視。

　細かく言えば、ランダムドット・ステレオグラムと言う──一見するとノイズのようにしか見えないドットの集合を、焦点をずらしたり距離感を狂わせたりすると、何らかの図柄が浮き上がって見えるという仕組みの絵のことだ。

　映画の世界じゃあ、３Ｄどころか４Ｄまで登場している今、なんともアナログな技術じゃああるけれども、しかし、眼鏡を必要とせずに立体が浮き上がって見えるという点において、このステレオグラムは現在でも画期的である。

　もちろん、構造上、そこまで複雑な図柄を立体化することは難しい──シンプルな構造の文字や立方体、コップやサイコロ、ボールや鉛筆……、簡素化された動物や植物。

　そして魚。

　それはなんと言うか、空に浮かぶ星を繫ぎ合わせて星座を想像するのにも似た『浮上』なのだと思う──眉美ちゃんは、社の上に立って町を一望したとき、その『浮上』を目視したと言った。

　そして住宅地図を見たときにも、同じ魚を。

　突き詰めれば、それは単なる偶然なのだろうし、誰にでも見えるというものでもないのだろうが、仮に、眉美ちゃんのような特殊な視力を持っていなかったとしても、あるいは見えるピラニアだったのかもしれない──それは人間の目の、機能のひとつである。

　遠近感をとらえる機能。

　町の鳥ちょう瞰かん図ずが、一種のランダムドット・ステレオグラムを構成していたのだとすれば。

　道路は基本的に直線で構成されていて、建物というものは、たいてい真上から見れば、四角い形状をしている──それらを離れて見れば、ノイズのようなドット絵にはなりえるだろう。

　もっとも、人間が町を真上から見下ろすことは普通ないし、仮に住宅地図を見たとしても、そこに掲示されている情報を一枚の絵として受容することも、まずない。どうしたって、斜めの角度から、部分部分で解釈する。

　ただし、眉美ちゃんの場合は、単に目がいいというだけじゃなく、その情報を処理できるだけの脳を持っているのだ──雲を通して見た星の屈折率を無意識下で計算し、自動でアジャストできるような、脳内処理がおこなわれる。ゆえに、斜めの角度から一望した町の風景であろうと、視神経から伝達された情報を組み直して、多角的に解釈できる。

　空間把握能力と言うのか、空間把握視力と言うのか──結果、鳥瞰したのと同じようなイメージで町をとらえ。

　町の上空に魚を立体視した。

　具体視した。

　イメージとして一旦それが見えてしまえば、振り切ることは難しかったのだろう──強烈な残像が網膜に焼き付いて、消えないみたいなものだ。

　住宅地図だって、詳細なものとは言え、決して厳密なものではないだろうから、それだけでランダムドット・ステレオグラムを構成しているとは言い難いが、脳の中にある鳥瞰図を連想させるだけで、眉美ちゃんにとっては十分だったのだ。

　まあ、僕が言うのも何だけれど、結構思い込みの激しそうな子だし、一度見えてしまったものは、いつまでも見てしまう傾向があるのだろう──見えた魚を、鯨でもイルカでもマンボウでもなく、具体的にピラニアと称したのは、歯がギザギザだという先入観からか。

　町の構造が偶然ステレオグラムっぽくなっていたと言うだけで、まさか専門技術を持つ人が、都市計画時に遊び心で作り込んだわけじゃあないはずだから、浮かび上がる図柄も、かなりいびつなものになっただろう──そのいびつさは、人によってはピラニアではなく、深海魚などをイメージするものだったかもしれない。ロールシャッハテストさながらに、まったく違うものを見る人もいるだろう。

　僕だったら。

　鬼を見るに違いないが。

　雨が降った途端、ピラニアが見えなくなった理由も、そこまでわかれば既に明白だった──明白と言うか、空白と言うか。

　何もない空白の空間だからこそ、ピラニアには浮かび上がる余地がある。

　落下する水滴で、連続的に空間が埋め尽くされてしまえば、そっちにピントが合ってしまって、文字通りの余地がなくなる──イメージの視界が、現実の視界に塗りつぶされるのだ。

　物理を超える物量。

　視力に制限はなくとも、脳が処理できる情報量には限界があるということなのかもしれない──その辺りは、眉美ちゃんの視力をどういう風に理解するかにもよってくるだろうが、いずれにしても結論として、美観のマユミが町の上や地図の前に見たピラニアは怪異ではなかったということになる。

　この土地がその昔、川だったとか湖だったとか沼だったとかでもない限り、魚なんてまるっきり無関係で、ましてそれが北白蛇神社と因いん縁ねんを持つなんて、出来過ぎの展開などあるわけがないのだから。

　怪異ではなく、さりとて、目の錯覚でも気のせいでもない。

　目の錯覚ではなく錯視であり。

　気のせいではなく機能性だった。

　ただし、そうは言っても、そうとわかってしまえば、もうピラニアなど恐るるに足りない──目を閉じる必要もない、むしろ愉快なアトラクションとして楽しんだっていいくらいだ。

　僕と眉美ちゃんは、一寸先も見えないような雨の中、まるで水中散歩でもするかのごとく町に這入り、僕は彼ならぬ彼女を、最寄り駅まで送り届けることに成功したのだった。

「なあに、礼には及ばないよ、当然のことをしたまでさ」

「あの、まだお礼言ってないんですけど……、言おうかどうしようか迷ってたんですけれど。でも、はい、感謝します。俺……、わたしだけじゃあ、たとえあのあと雨が降って、ピラニアが見えなくなっても、やっぱり怖くて山を降りられなかったと思いますから」

「そうは思わないけどね。きみはひとりじゃあないんだから。しかし、眼鏡は結局、どこに行ったんだろうな。一応、また探しておくけれど……、あの神社には、本当にブラックホールでもあるのかな。ここから先は大丈夫？」

「はい。もうへっちゃらです。お騒がせしました。……当然のことをしてもらって、嬉しかったです。寄り添ってくれたことも、わたしが見たものを、当たり前に信じてくれたことも。うちのリーダーなら、きっとこんな風に言うでしょう。『当然のことをしたまでだなんてとんでもない。あなたは美しいことをしたのだ』と」

「どこまでも格好いいリーダーなんだね……、いや、それこそ、美しいのかな。団長か。いつか会ってみたいもんだよ」

「あはは……。もちろん、いつかそういう機会もあると思いますよ。リーダーも、あなたに負けず劣らずの変わり者ですから」

　意味深な笑みと共に発せられたその物言いは、てっきり別れ際の社交辞令だと思ったのだけれど、しかしどうやら、美観のマユミとしての予言だったようだ。

　僕はこの約半年後、『美学のマナブ』の異名を持つ美少年探偵団の団長、双そう頭とう院いん学まなぶというとびっきりの美少女と、冒険を共にすることになるのである。
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　病びょう院いん坂ざか黒くろ猫ねこは天才児である。同じ十八歳ではあるものの、僕なんかでは及びもつかない知能指数の持ち主だ。その上勘も優れていて、しかもフットワークは極めて軽い。まさしく、謎を解くために生まれてきたとしか思えないような女子高生である。

　ただし、彼女はあくまでも天才児であって、天才ではないというのが、僕の解釈だ。その特徴的な名前から、あるいは特徴的な体格から、ついつい、あの友人を連想してしまう僕だけれど、しかしながら、病院坂黒猫と羽川翼は、まったく違う。羽川翼を天才と呼ぶことに、今の僕は何の躊躇も覚えないが、病院坂黒猫に対しては、そんな風にはとても思えないのだ──あくまでも彼女は、天才児だ。

　子供なのだ。

　言うならば──幼い。

　大人びているものの、大人げない。

　その類まれなる才覚ゆえに、彼女には、大人になる必要がなかったと、そう理解するのがもっとも適切だろう。

　天才も二十歳はたち過ぎればただの人──なんて、負け惜しみみたいな常套句があるけれど、病院坂黒猫に関しては、真逆のことが言える。十八歳の今はもちろんのこと、二十歳になっても、二十六歳になっても、彼女の内面は、小児のままであり続けるに違いない。

　いつまでたっても天才児。

　つまり、天才児であると同時に異端児でもあり、そして時代の反逆児でもある──直江津高校には、一人としていないタイプだ。

　そう思うと、頭がいいのもいいことばかりじゃないのだろうし、考え過ぎるのも考えものなのだろう──もちろん、僕のような考えなしの愚か者に、とやかく言われる覚えもないだろう。そして言われたところで、彼女はまったく、気にも留めないことだろう。

「暦くんこそ、どうしてそんなに、謎解きに無む頓とん着ちゃくでいられるんだい？　考えずにいられるなんて、考えられないよ。僕だったら、わからないことがあるのなら死んだほうがマシだ」

　てらいもなくそう言い切る彼女は、やはり常じょう軌きを逸いっしているとしか思えないのだが、ただし、年齢と共に肉体が成長しようとも、変わらず無邪気な天才児であり続けられる彼女と会ったとき、連想したのが羽川翼だけだったと言えば、それは豪快な噓になる。

　肉体と年齢の不一致。

　不死身の吸血鬼──鉄血にして熱血にして冷血の吸血鬼、キスショット・アセロラオリオン・ハートアンダーブレードを、連想しなかったと言えば、それは不快な噓になる。

　もっとも、肉体が幼児と化した吸血鬼と、精神が幼児のままの女子高生では、壊れているところがまるで違うと言うしかなかろうが。
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　体育の授業を受けている最中にすっ転んでしまって、僕は保健室に向かうことになった──と言っても、怪我をしたわけではない。むしろ、かなり派手に転倒したのに、怪我をしなかったことを隠すために、単身、保健室に向かうのだ。

　より厳密に言うと、怪我はした。

　だが、その怪我は、した瞬間に治ったのだ。

　今更明かすような秘密ではないが、僕はクラスで浮いている──そんな僕の、ぱっくり裂さけたはずの膝頭が、一瞬でみるみる修復されていく様子などを目撃されては、その後の学生生活に今以上の支障をきたす──だから、保健室に避難しなければならなかったのだ。

　ううん……、春休みに、ドラマツルギーやエピソードやギロチンカッターといった風変わりな面々と、あれほどの切った張ったを演じた僕が、体育の時間に転んだりするのも、なんだか変な気分だ。まあ、あのときに負ったダメージは、膝を擦すりむく程度のものではなかったけれど。

　ともかく、包帯やらガーゼやらを拝借して、怪我をしている振りをしなくては……、幸い、保健室の扉には、『留守中』のプレートがかけられていた。

　プレートには『体育館』という行き先が、添えて書かれているので、たぶん、養護の先生は、女子の体育に付き添っているのだろう。

　なので、僕は完全に油断して、保健室に入室した──そして。




　そして、当然のようにベッドに寝そべる、体操着姿の見知らぬ女子と、目が合った。




　見知らぬ女子は、見るからに異質な女子だった──艶やかなストレートの黒髪や、ぱちくりと大きな瞳、小柄な体たい軀くに不似合いなほど豊かな、ゼッケンを押し上げる乳房もさることながら、着用している体操着の異質さが極まっていた。

　ブルマーだった。

　遥か古代に滅んだという、いにしえの運動着である──たまたま僕は、文化人である神かん原ばる駿河するがから教えてもらったことがあるので知っていたが、それを運動着ではなく普段着のように着こなしているこの女子が、只ただ者ものであるはずもなかった。

　間違いなく、直江津高校の生徒ではない。

　何かと学校をサボりがちな僕なので、まさか一年生まで含めた全校生徒を、全員把握しているわけがないけれど、着ている体操着が学校指定のものではないことを差し引いても、こんな目立つ女子がいて、噂にならないわけがない。

　なんなら今から僕が触れ回りたいくらいだった──お触れを出したいところだった。

　都市伝説。道聴塗説。街談巷説。

　いや、ブルマーを語り継いでどうするんだって話だけれど──ええと、ゼッケンに名前が書いてあるな？

『病院坂』……？

　と、目を凝らそうとした僕の、機先を制するようにブルマーの彼女は、ベッドの上でくるりと、さながら猫みたいに身を翻ひるがえし、背を伸ばすように四つん這いのポーズを取って、「やあやあ！」と朗らかに声を張り上げ、喜色満面の笑みをこちらに向け、

「きみが阿良々木暦くんだね！　きみが阿良々木暦くんに決まっている、僕は一目見てわかったよ！　なぜって、ふふ、そりゃあもちろん、体操着に名前が書いてあるからに決まっているじゃあないか──きみだって、今、僕の体操着に縫いつけられているゼッケンを見ただろう？　そう、僕は病院坂黒猫だ。おっと、ゼッケンに書いてあるのは名字だけだったね。そんな風に凝視されても、黒猫という下の名前は書いていない──でもまあ、もしも暦くんがそれを望むのであれば、僕のことは『くろね子さん』と呼んでくれて構わないよ。親しい友人はそう呼ぶんだ。だからいつまでも僕のゼッケンをまじまじ見ているものじゃないよ──そんなつもりじゃないのは重じゅう々じゅう承知しているけれども、胸を凝視されているようで、変な気分になっちゃうよ。と言ったところで、暦くん、きみが次に抱く疑問は、『こっちの体操着にだって名字しか書いていないのに、どうしてこの巨乳は、僕の下の名前を知っているんだろう？』というものだよね？　当然の疑問だ。この当然の疑問を抱けない人が多いことを思うと、きみは僕が見込んだ通りの男の子だと言えるよ。ああ、勝手に『暦くん』呼ばわりして悪かったね？　僕はどうも、人との距離感というものが苦手でね──だから猫みたいに人なつっこい奴だと誤解されやすいんだけれど、本質は猫みたいに人見知りなんだよ。単に、『阿良々木くん』という名字が言いにくいから、慣れ慣れしくも『暦くん』と呼ばせてもらっただけでね。『阿良々木くん』って、ほら、嚙んじゃいそうな名前だろう？　友達からそんなことを言われないかい？　僕はお喋りが苦手な女の子だからね、なるべく流りゅう暢ちょうに喋れるように、きみが許してくれるのであれば、ここは『暦くん』で通させてもらいたいところだ。そうそう、どうして僕が、暦くんの下の名前を知っているのか、だったね？　だけど賢明なる暦くんには、もう想像がついているんじゃないのかな──その通り、僕がこの私立直江津高校にやってきたのは、きみと会うためだからだよ。ちなみに僕は私立桜おう桃とう院いん学園の生徒なんだ。この小さな身長からは信じてもらえないかもしれないけれど、きみと同い年の、三年生さ。この大きな双乳を証拠として納めてもらえればと思うよ。ははは、それよりも生徒手帳を見せたほうが手っ取り早いかな？　そう、僕は転校生ってわけじゃない──今でも籍は、きちんと桜桃院学園に置かれている。単に、この世界にある保健室の、すべてのベッドは、僕の居場所というだけのことさ──居場所じゃなくて寝場所かな？　もちろん冗談だ、本気にしないでくれ。見知らぬ高校に潜入した結果、人に酔ってグロッキーになってしまって、ばたんきゅーしていたというのが真相さ。やれやれ、暦くんを前に噓はつけないなあ。いや、ばらしてしまうとね、僕は人見知りどころか、人間アレルギーみたいな節があってね──だから、桜桃院学園への通いかたも、実質、保健室登校なんだよ。三十人も四十人もで、狭い教室の中に閉じこめられるなんて、考えただけでも鳥肌が立つぜ──『くろね子さん』的に言うなら、全身の毛が逆立つって感じなのかな？　いやいや、でも誤解しないでほしいのは、僕は必ずしも人間嫌いってわけじゃないんだよ？　たとえば暦くん、きみのことを愛しているようにね。ジョークジョーク！　こういうジョークを言っちゃう奴なんだ、僕は。これが僕のよくないところだなあ。でも、同時にチャーミングなところでもあるよね。僕のこういう愛らしい点に触れたくて、保健室を訪ねてくる友人も、決して少なくはないんだぜ──もっとも、それはあくまで、桜桃院学園の保健室であって、直江津高校の保健室は、その限りではないがね。だから暦くんがこうして来てくれたことが、僕は嬉しくて仕方ないよ。もちろん、僕と会うために来たわけではないことはわかっているけれど、でも、これをいい機会とするために、保健室の先生が戻ってくる前に、僕としては、暦くんに相談を持ちかけたいと思うんだよ。前置きもなく言ってしまったけれど、そう、僕は暦くんに相談を持ちかけに来たのさ。哀れな僕の相談にどうか乗ってくださいと、普通ならば伏ふしてお願いする場面だが、男気のあるきみに対しては、そんな風に懇願することこそ、マナー違反の極みであることを、僕は理解しているよ。伝え聞いているよ？　きみがこれまで、どれほどの人助けをおこなってきたのか。中学時代から通算すれば、きみに助けられた人数は、ゆうに一万人は超えるだろう。大袈裟なんかじゃあないとも、誰か一人を助けるということは、その家族も、その友人も、同時に救うということなのだから。もっとも僕が暦くんを知ったのは、ファイヤーシスターズという、暦くんの妹ユニットの活動からなんだがね──これでも、情報網には自信があるんだ。僕のことを名探偵扱いしてくれる友人もいるんだが、本質的には、僕は情報屋なんだよ。情報を集め、分析するのが本分だ。だから暦くん、僕がきみの武勇伝を、聞いていないはずがないじゃないか──胸躍る冒ぼう険けん譚たんに、左右の胸を踊らせたものだよ。だからこのたび、僕が不本意にも抱えてしまった難題について、僕がきみに相談を持ちかけるというのは、ごく自然な成り行きなんだよ。こうして保健室で会えたのは、僕にとっては嬉しい偶然と言うしかないが、もしもそうでなければ、教室に乗り込むつもりだったとも。『そこまでするか？』と思うかもしれないけれど、そこまでするのがこの僕なんだ、わかってくれたまえ。僕はなんだってする、どこのベッドにだって現れる。暦くん、きみの自宅のベッドに現れなかっただけ、謙虚な振る舞いを見せたと評価してくれると嬉しいね。それとも、そっちのほうがよかったかな？　正直に言うと、それもやぶさかではないと思わなくもなかったのだけれど、でも、それだと、放課後まで待つことになるわけで、僕には耐えられなかった。きみが人助けをしたくてしたくて仕方のない高校生であるように、僕は謎解きがしたくてしたくて仕方のない高校生なんだよ──情報屋としては、やや領分を逸脱しているがね。そんなわけで早さっ速そく、本題に入ろう。昔々あるところに──じゃなくて、これは今々の話なんだけれど、僕には様さま刻ときくんという親愛なる友人がいてね。何を隠そう、僕を名探偵扱いしてくれる友人というのが、彼のことなのさ。愉快だよね。いやはや、そんな過大評価に対する感謝も含めて、僕の彼に対する並々ならぬ愛情を表現するだけでも、一冊の詩集になってしまうくらいなのだが、ただ、そんな彼にも、困った欠点がひとつだけあるんだ。本当はもっとあるけれど、今日のところはひとつに絞ろう。様刻くんにはひとり、プリティな妹ちゃんがいてね。彼女に対して過保護過ぎるというのが、彼の唯一の問題点なんだよ。だから本当は唯一じゃないけれど、しかし、最大のそれであることは、僕の唇を賭かけてもいいくらい確実だ──今回もまた、そんな過保護がトラブルの種となった。おっと、トラブルの種と聞いたら黙っていられないのが阿良々木暦であることは理解しているが、落ち着いて聞いてほしい。気持ちは嬉しいけれど、そうがっつくものじゃないよ。僕だって、ただただ助けを求めるだけの無能じゃあない。人助けって柄がらじゃあないけれど、友達を助けたいと思う程度には、できた性格のつもりだよ。暦くんを前にすれば、こんなのは自慢話にならないことが喜ばしくてたまらないけれど、僕はそのトラブルの種を、種のままで終わらせるために手を打った。長話をしている余裕はないので要点だけを手短に説明するとだね、様刻くんの妹ちゃんに、懸け想そうする一人の男子生徒がいたんだよ。実際にはいろいろ複雑な背景もあるのだが、その辺はばっさり省略だ──単にプリティな妹ちゃんが、モテモテなんだと解釈してくれたまえ。彼女が熱烈なラブレターを受け取ったのだと、ね。それ自体はよくあることなんだよ、実際──そのたびごとに、僕がこまごま手を回すことになるんだけれどね。なので、妹ちゃんについては、暦くんの周囲の人間で言うなら、千石撫なで子こちゃんみたいな子なんだとイメージしてもらえるとわかりやすいかな？　『どうして千石のことを知っているのか』なんて問答を、僕が情報屋であることを既に認めてくれている暦くん相手にはしなくて済むのは、話が早くて助かるよ。ただ、過保護な兄は、本当に過保護でね。暦くんがファイヤーシスターズという二人の妹を、どのように可愛がっているのかまでは僕の調査の手が及んでいないが、様刻くんの過保護は、『妹に言い寄る奴をただじゃおかない』という形で発はつ露ろする。誉められたことじゃないけれど、彼にとっては、それが愛情のつもりなんだ。僕もたしなめちゃいるんだがね、いかんせん、効果は薄い。なので様刻くんの啓けい蒙もうという、長期的なスパンで臨まざるを得ない戦略とは別に、短期的な戦略も練らねばならない──いわゆる姑息療法だね。つまり、様刻くんに軽けい挙きょ妄もう動どうを慎つつしむようにアプローチする一方で、妹ちゃんに思いを寄せる男子生徒に、『命が惜しければやめておいたほうがいい』と、ご忠告申し上げることにした。そう言うと簡単なことみたいだけれど、こちらも結構な難題でね。なぜなら、妹ちゃんに懸想する男子生徒が送ったのは、匿とく名めいのラブレターだったからだ。アドバイスをしようにも、差し出し主が誰なのか、不明だったんだよ。なので、このたび僕に課されたミッションは、様刻くんが突き止めるよりも先に、ラブレターの差し出し主を突き止め、彼に妹ちゃんから手を引かせるというものだった。偽善的なことを言うつもりはない、それは、差し出し主のためではなく、様刻くんのためのミッションだった。そんなモチベーションの高さが結果に現れたのか、容疑者はすぐに特定されたよ──うん、だからその点に関して、暦くんの助力を求めるクライアントでは、僕はないのだよ。きみの手を煩わずらわしたいのは、この先の展開でね。と言うのも、容疑者を特定してからが、僕にとっては難題だったのさ。恋文を出しただけで容疑者呼ばわりもどうかと思うが、でもまあ、匿名のラブレターって、ほとんど怪文書みたいなものだから、容疑者というのもあながち外してはいまいよ。妹ちゃんもすっかり怖がっちゃって……、それで様刻くんの対応も、見逃せない域に達しているわけだが。何が難しいのかと言うと、そんな様刻くんから容疑者を守ろうというのが、妹ちゃんを守ろうという様刻くんを守ろうという僕の試みなわけだが、しかしそんな僕の試みは、様刻くんにはお見通しだということなんだよ──通じ合っちゃっているからねえ、僕と様刻くんは。ゆえに、僕が容疑者を特定するのを、様刻くんは待っている気配がある。匿名の容疑者を僕に突き止めさせておいて、その情報を元に動こうというおつもりだ──僕の厚意をそんな風に利用しようとは、我が友人ながら、悪あく逆ぎゃくだね。そういうところが好きなんだけど。ただし、惚ほれた弱みで、思惑に乗ってあげるつもりもない。僕は様刻くんにばれないように調査をおこなったし、判明した容疑者の名を、これからも彼に告げるつもりはない。というわけで、僕は容疑者に、様刻くんに気付かれないよう接触する必要があった──様刻くんにというより、誰にも気付かれないように、こっそりと秘ひ密みつ裏りに、容疑者と話し合わねばならなかった。秘密裏に、そして平和裏に、ことを収めるためにね。だから、まずは僕は、容疑者の彼を、彼にのみ伝わる方法で、『きみが犯人かね？』と、問いたださねばならなかった。『きみが想いを寄せるその女の子には、クレージーな兄がいるぞ』と、教えてあげる前にね──僕は自分の情報網に絶対の自信を持っているけれど、しかし、誰にだって間違いってことはあるし、根拠もなく追及されたと思わせてしまっては、無駄な対立を生みかねない。僕は平和と融和を、何より愛する女子高生なんだ。もちろん、多少の証拠はあるんだが、それを突きつけて追いつめるなんて、デリカシーのない真似は避けたいから、本人の自白を促さねばならない。そこで僕が取った手段が、暗号通信だった。複数の暗号を、不特定多数に発信し、その中に本命を混ぜた。様刻くんからすれば、僕が大量に発信した暗号のうち、どれが容疑者に向けられた問いかけなのか、簡単には絞り込めないということだ。まさか僕があの手この手でメッセージを送った全員を、とっちめるわけにはいかないだろうしね──いよいよとなれば、妹を溺でき愛あいする兄はそれをやりかねないから、やっぱりのんびりしてはいられないんだけれど。ともあれ、ここまでは、僕の作戦行動は上じょう首しゅ尾びに終わった。発信した暗号のうち、いくつかは周しゅう到とうに構えていた様刻くんにキャッチされたが、彼は暗号の解読を得意としていないので大丈夫。よくも悪くも実直な男でね。実直さが彼の美点でもあり、弱点だ。むろん、僕としては美点に数えているがね。それに、拾われた暗号は全部ダミーのものだったし──プランに暗雲が立ちこめてきたのは、ここからだった。僕が投げかけたのが『きみが犯人かね？』という問いかけだった以上、僕は容疑者からの誠意ある返信をただ待つことになるわけだ。いや、返事が来なかったんじゃない。暗号で罪状認否をしてしまった結果、容疑者に、質問の意味が通じなかったということはない。きちんと返事は来た──だけど、彼が僕に寄越してきたその返事もまた、暗号化されていたのさ！　考えてみりゃ当然だよね、目には目、歯には歯、暗号には暗号だ。こちらから暗号のメッセージを送っておいて、向こうから暗号を返信してきたことを、怒るわけにもいくまい。むしろこれを、僕は容疑者から僕への挑戦だと受け取った。あるいは挑発かな？　『この暗号を解けるようなら、ラブレターの差し出し主は自分だと認めてやろう』と、暗に言われているかのようだった──それこそ暗号のようにね。まったく、確かに僕は様刻くんの将来のために動いているんだけれど、ラブレターの差し出し主の身をまったく案じていないわけでもないってのにねえ。だけど、僕は売られた喧けん嘩かは買うタイプさ。むしろその意気やよし。その生意気やよし。負けん気も向こう気もどんと来いだ。いともたやすく僕の暗号に対応するあたりも、スタイリッシュじゃないか。もしも様刻くんのことがなければ応援してあげたくなるような、ときめくばかりの返へん歌かだよ。さあ暦くん、阿良々木暦くん。きみへのお願いというのは、まさにそれなんだ。僕と一緒にときめかないかね？　不躾にも結論から述べさせてもらうと、容疑者から返ってきた件くだんの暗号の解読に、どうか僕と一致団結して、取り組んで欲しいんだよ！」

　と、言った。

「……ええっと、そろそろ、僕からもいいかな？」

　約六千字にも及ぶ病院坂黒猫さん、通称くろね子さんの、立て板に水の流暢な演説を聞き終えて、僕は負けじと、長台詞で応えた。

「は？」
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　39／99／53／95／16／２／53／

　16／15／68／26／６／73／７／

　32／３／74／53／16／１／９／８／

　45／68／19／53／16／16／33／

　16／８／８／７／33／53／19／10／

　74／１／68／85／６／57／16／

　16／５／92／90／68／35／８／

　90／68／53／16／16／92／15／

　68／16／68／53／８／92／16／

　16／８／53／31／23／63／15
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　くろね子さんが手短に語ってくれた事情を、毫ごうも飲み込むことができなかったのは、何も僕が、彼女の素晴らしいブルマーに見とれていたからというだけではないだろう──僕も直江津高校において、数々の奇人変人と交流してきたつもりだったけれど、やはり世間は広い。世界には、想像も及ばないような人間がいるものである。

　僕達もたまに長台詞は言うけれど、そのときは配慮して、ちゃんと改行するよ。その横暴がまかり通るって、いったいどんな壊れた世界から来たんだ、この女子高生。

　どういう口くち火びの切りかたをしてるんだよ、混物語・レジェンド編……、あと三人、いったいどんな連中が出てくるんだ？

　まあ、くろね子さんが、我が校の保健室でくつろいでいた理由はさっぱりわからないし、彼女が通っているという桜桃院学園でいったいどのような出来事が起こって、そしてどんな状況を打破するために、何を求めて直江津高校に来たのかはさっぱり意味不明だったけれども、ともかく、何らかの暗号を解いたら、己の文化圏に帰ってくれるらしいということだけはわかった。

　ならば万難を排して協力しよう。

　この人が帰ってくれるならなんだってするよ。

「そうかい、それはありがたいね！　感謝感激雨あられだよ！　きみならきっとそう言ってくれると信じていたとも、暦くん！　噂の阿良々木暦くんが、困っている僕を見捨てたりするはずがないという下馬評を聞いていたんだよ、まあ正確には、困っている巨乳を見捨てたりするはずがないという下馬評で──」

「じゃ、その暗号とやらについての考察を始めようか、くろね子さん」

　会話を重んじる僕達の世界観においては、本来ならばあるまじき行為だったが、迅速な進行のために、僕は食くい気ぎ味みに喋ることにした。

　食い気味どころか、保健室に来てしまったことに対して、悔くい気味である。

「この数列が暗号だってのか？　うーん、数列って言うか、羅ら列れつって感じで、一見、意味があるようには見えないけれど……」

　くろね子さんが懐から取り出した、ルーズリーフに書き記されたランダム（としか思えない）な数字を、僕は矯めつ眇めつ、確認する。

「ルーズリーフそのものに仕掛けはないよ。それは僕のノートに、僕が書いた写しだからね。と言うか、それらの数字は、返信されてきたメッセージをステップを踏んで読み解いたことで、ようやく導き出したものなんだ」

「ふうん。つまり、解読の途中ってわけだ……」

　それにしても、意味不明である。

　いや、腰を据えて考えてみよう。

　これでも高校三年生であり、そして春休みには考えてもいなかったことだが、大学進学を目指す、受験生なのだ。

　唯一の得意教科『数学』を、ここで生かさずにどこで生かすというのだろう──まあ、受験で生かすべきなのだが。

　ともかく、この暗号を解きさえすれば、くろね子さんが帰ってくれるというのであれば、僕は全力を尽くさざるを得ない。

　奇数と偶数……、公約数……、公倍数……、素数……、ひとつ前の数字が……、四則混合……、分数……、逆数……、角度だとして……、複素数……、十の位と一の位を足して……。

「お、早速着想を得たようじゃないか、暦くん！　頼れるねえ、憧れるねえ！　僕も遠路はるばる、この町までやってきた甲斐があるというものだよ！　そうやって思案する横顔には、どこか名うての哲学者の雰囲気があるね！　暦くんはさぞかし女子にモテるんだろうなあ、浮き名を流しているんだろうなあ！　そう言えば阿良々木ハーレムなる謎の組織があるそうじゃないか！　仮入部みたいなのがあるんだったら、僕も一日くらいは参加させて欲しいものだよ！　そうそう、ハーレムと言えばね──」

「……あの、ちょっと黙ってくれない？　くろね子さん」

　黙ったら死ぬ生き物なのだろうか、ぜんぜん集中させてくれない。そして阿良々木ハーレム、他校にまで知られてるの？

「おっと失礼、邪魔するつもりはなかったんだ。まあまあ、落ち着いて。いったん座ったらどうだい？」

　そう言ってくろね子さんは、ベッドの端を、ぽんぽんと叩いた──確かに、立ちっぱで思し案あん投なげ首くびというのも、うまくない。

　僕は示された場所に腰を下ろした。

　その真隣にくろね子さんが、しゃなりしゃなりと寄ってきた。

　距離近っ！

「おいおい暦くん、真剣に取り組んでくれるのは嬉しいけれど、そんな顔を真っ赤にするほど集中しては、逆にいいアイディアは出ないんじゃないのかい？」

「…………」

　わざとやってんじゃないのか、こいつ？

　無防備な割にぐいぐい来るその感じは、僕にとって新鮮ではあったが（『同い年なのに、年上のおねーさん感』が新しい）、ただ、思考力をアップさせる手伝いにはなってくれなかった。

　とは言え、たとえくろね子さんが横合いからあの手この手で邪魔しなかったとしても、閃きがあるとは思えない。

　顔を真っ赤にしているのは別の事情だが、しかし、それなりに集中して考えているつもりなのに、僕は何のとっかかりも得られなかった。

　立てた先から、仮説が次々、崩れていく。

　はっきり言って、取り留めがなさ過ぎる。

　こんなもん、老倉だってお手上げだって言うぞ──いや、あいつならヒステリーを起こすレベルのノーヒントだ。

「強いて言えば、『16』の出現頻度が高い……、のかな？　ああ、それとも、ひょっとしてこれ、出席番号とかじゃないのか？」

「桜桃院学園の出席番号に、五十番台や九十番台はないよ。直江津高校でもそうだと思うがね」

　だよなあ。

　駄目元で言ってみただけだ。

　じゃあ、テストの点数とか、順位とか？

　出席番号よりはありそうだけれど、しかし、もしそうだったらどうなるのかと言えば、そこはなんとも言えない。

　簡単に行き詰まる。

　うーん、とっかかりはないのに、情報量が無闇に多いから、建設的に考えようという気持ちが萎なえていくんだよな……、暗号に取り組もうというモチベーションが、『くろね子さんを帰したい』というだけでは維持できない。

　嫌気が差してしまう。

　なんで保健室に来ただけなのに、こんなことを考えなきゃいけないんだよ。

「またまた、暦くんってば、照れ隠しなのか、そんなことを言っちゃって！　きみのモチベーションは人助けだろう？　僕と僕の友人と、僕の友人の妹ちゃんと、僕の友人の妹ちゃんに想いを寄せる、この暗号の考案主の容疑者を助けようと思うと、ふつふつとわき上がるものがあるんだろう？」

「…………」

　この子、僕のどんな噂を聞いて、直江津高校までやってきたんだ？

　だから把握してないんだって、長台詞の中、一息で語られた、そちらさんの高校内で起きてる事件のことなんて。

　今目の前にいるくろね子さんはともかく、友人とか妹ちゃんとか、そんな奴らのことは知らないし、なんだったら、こんな暗号を考案しやがった匿名のラブレターの差し出し主みたいな奴に対してふつふつわき上がるのは、怒り以外にはないくらいだった。

「よっ！　人助けの鬼、阿良々木暦！」

　そんな僕の心中を知ってか知らずか、無神経に間近からはやし立ててくるくろね子さん──はやし立てるのも無神経なら、間近なのも無神経だ。

　本人も長台詞の中で、そんなことを言っていたような気もするが、このぎりぎり密着しない距離感は、人なつっこさのようでいて、まったく違うもののように思われた。

　むしろ人付き合いは下手そうだ。

　だからこそ友達を大切にするのかもしれない。

　……まあ、僕も友達が多いほうじゃないから、そういう気持ちは、できれば汲くんであげたいところだ。

　うん、その辺にモチベーションを見出すしかないか……。

　あと、忘れてはならないのは、ここは僕が籍を置く高校で、無人の保健室で、そして今は授業中で、つまりこのシチュエーションを客観的に見ると、浮き気味の生徒阿良々木くんが他校の女子高生を校内に連れ込んで、ベッドの上でいちゃついている図に見えかねないということだ。くろね子さんだけに、にゃんにゃんしている図に見えかねないということだ──しかも、この子、ブルマーとか穿はいているし。

　改めて見るとぎょっとするな。

　それこそ、数少ない友人から目撃されたら、おしまいみたいなシーンだった──個人的には、くろね子さんとブラック羽川の対面なんて、興味がなくもないけれど、自分の人生を終わらせてまで実現させたい邂逅ではない。

　そのためにも、終業前に、あるいは養護の先生が戻ってくる前に、この暗号を解く──そうだな、アプローチを変えてみるか。

　若じゃっ干かん邪道ではあるけれど、答から逆に推理してみよう。

「くろね子さんが送ったメッセージは、『きみが犯人かね？』って内容を、暗号化したものだったんだよな？　つまり返ってくるのは、その罪状認否に対する回答だと予想できるわけで……、これらの数字は『はい』か『いいえ』を表していると考えていいんじゃないのかな？」

　個人的には、『は？』じゃないのかとも思うのだが、これだけの数の数字を並べておいて、それはないだろう。

　まあ、『はい』や『いいえ』にしたって、それだけでは、暗号を読み解いた答としては、短過ぎると見るべきか……、でも、この暗号が、質問に対する答であるという前提は、固めてしまっていいように思う。

「『１』が『あ』、『２』が『い』、『３』が『う』みたいな、対応表があるって想定するのが、妥だ当とうって気もするんだけれど……、でも『92』とかあるしなあ」

　出席番号説と同じ問題をはらむ。

　せめて数字が『50』で止まっていれば……。

「ちなみに、暗号を考えた容疑者ってのは、どんな奴なんだ？」

「将来を嘱しょく望ぼうされる、理系コースの一年生だよ。妹ちゃんと同じクラスなんだがね。恋愛がらみの理不尽なもめ事で潰されてしまうには、あまりにも惜しい才能と言うべきだ」

「ふうん……、理系コースねえ。じゃあやっぱり、言葉遊び的な解釈じゃなく、数学で読み解くべきなのかな……」

　でも、高等数学を用いるようなガチの暗号なんだったら、僕が保健室で、筆記具もなしで挑むよりも、解読ソフトとかに任せたほうがいいと思う。そっちのほうがよっぽど──ん？

　あれ？

「なあ、くろね子さん」

「なんだね、暦くん。急に真剣な顔になって。ひょっとして、僕に愛の告白をしようって魂こん胆たんかな？　だったらやめておきたまえ。僕は面倒な女だよ」

　それは知っている。

　出会って半時間も経たっていないけれど、思い知っている。

「そもそもくろね子さんは、この暗号を解くにあたって、どうして僕に、助力を求めようとしているんだ？」

　出し抜けに見知らぬ女子高生がブルマー姿で登場したため、僕も浮き足だってしまったけれど、しかし、向こうからしても、僕は見知らぬ男子高校生なのだ──どういう噂を聞いているにしたって、まさか僕を、暗号解読の大たい家かだと思っているわけでもあるまい。

　アポなしで現れて、怒ど濤とうの勢いでのべつまくなし、とめどなくまくし立てられてしまったので、こちらも勢いに吞のまれたところがあるが、よく考えたら、この状況はおかしい。

　よく考えなくてもおかしいくらいである。

　なぜくろね子さんは、僕ごときを頼って来たのか……、換かん言げんすれば、なぜくろね子さんは、この暗号を、僕ならば解けると思ったのか。

　それが鍵なんじゃないのか？

　どうなんだろう、こんなことを思ったことが何らかの形で伝わったら、それこそ老倉がヒステリーを起こしかねないけれど、やっぱり僕の、数学の素養を嗅かぎつけたのだろうか……、でも、それだって別に、あくまで得意教科ってくらいで、数学オリンピックでメダルを取ったとか、そんなレベルの話じゃ、ぜんぜんないんだけど……。

　ただ数学が得意というだけならば、直江津高校の中に限ったって、僕よりも上の生徒はいる──それこそ羽川を訪ねたほうが、よっぽど合理的と言えよう。

　それとも、僕がまったく把握していない、特殊な事情があるのだろうか？　たとえばその、理数系コースの容疑者氏が、僕の昔の知り合いだとか……。

「はっはっは！　やだなあ暦くん、そんなところで勘かん繰ぐらなくてもいいんだってば！　その点については、僕はもう説明したつもりだよ？　この問題について頼れるのはきみしかいないと、僕は大いにアテにして来たんだよ。言っただろう、人助けに関するきみの武勇伝は聞いていると！」

「ああ……、それは確かに言ってたけど、でも、それだって、僕よりも親切で、人助けに積極的な奴なんて、いくらでもいるぜ？」

　またしても、羽川がそうなのだ。

　春休み、もしも彼女に助けられていなければ、僕は今、こうして保健室のベッドの上で、ブルマー姿の女子高生と歓談してはいない。

　まあでも、実際にくろね子さんと羽川が会ったら（ブラックじゃない、通常モードの羽川だったとしても）、あんまりうまくいかないんじゃないかとも思うな……、なんとなく、相性が悪そうだ。

　ともかく、くろね子さんはたじたじになる僕のことを、

「いやいや、きみはオンリーワンだとも。謙けん遜そんなんてするものじゃない。きみは間違いなく唯ゆい一いつ無む二にであり、空前絶後の存在さ」

　と、更に持ち上げるようなことを言った。

「だって、きみは人助けの鬼なんだから」

　それも、さっき言ってたな。

　ただ、悪気はないんだろうが、そこまで大おお仰ぎょうに誉められると、馬鹿にされている気分になってくるな。褒め殺しもいいところじゃないか、人助けの鬼って。

　……え？

　人助けの──鬼？

「きみのような豪傑は他にいないよ、暦くん──さすがはキスショット・アセロラオリオン・ハートアンダーブレードが眷属に選んだ男だ。人助けを嗜む吸血鬼なんて、少なくとも僕は、きみ以外には知らないんだがね？」

　褒め殺しなんてとんでもない。

　不死身の怪異が、褒めたくらいで死ぬはずがないだろう──と、くろね子さんは妖よう艶えんに、にやにや笑いを浮かべながら、そう言った。
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　暗号解読に対して、今ひとつモチベーションが上がらなかった言い訳として、途中参加だったからというのは、間違いなくあった──『ここから先だけでいいんで、手伝ってください』という要求は、中途半端な感を否めず、どうせ取り組むなら、一から取り組みたいというのが人情だった。

　もちろん、遊びでやってるんじゃないんだし、くろね子さんとしては、僕に協力を求めるにあたって、手間を省いてくれたのだろう──あれだけの長ちょう尺じゃくでまくし立てておきながら、それでも彼女はお喋りを控えていたのだと思うと、背筋が凍るような思いだが、その省略した部分にこそ、くろね子さんが直江津高校の保健室に参上した、その理由があった。

　そもそも、くろね子さんが容疑者と目した男子生徒からの返信は、絵画という形に暗号化されていたそうだ。

「いや、絵画と言うと、やや大袈裟だな。藁わら半ばん紙しにフリーハンドで描かれた、落書きみたいなものだったよ──それこそが暗号であり、そして導き出されたのが、先程の数列というわけだ」

　何にせよ、一枚の絵から、ああいった数列に至る解読の手順も気になるところではあるが、僕にとって重要なのは、描かれていた絵、そのもののほうだった。

　鬼の絵が描かれていたそうだ。

　角があり、牙きばがある、筋きん骨こつ隆りゅう々りゅうの、異い形ぎょうの者。

「容疑者の男子生徒は、頭のいい一年生なのだが、絵心はないようでね。残念ながら上手なイラストとは言えなかったけれど、ただ、暗号解読に関して言えば、上手い下手は関係なかった──描かれているのが何かと言うことさえもね」

　だからくろね子さんは、問題なく解き進められた──テンポよく、途中までは。

　数列を導き出すところまでは。

　ただ、そこで行き詰まってしまった──ランダムとしか思えない、意味不明な数字の羅列から、容疑者からの罪状認否の回答を得ることはできなかった。

「ただ、暗号というのは、解かれるために作られるものだ。行き詰まったということは、僕が何かを見落としているということに他ならない。そこでいったん、振り出しに戻ることにした。僕のところに届いた藁半紙に描かれていたのが、鬼であったことにはさしたる意味はなかったと、僕は拙せっ速そくにも断じてしまったけれど、実はこれこそが、最後のヒントになっているんじゃないのか？　そう類推した──だからこうして、保健室を抜け出してまで保健室に忍び込んで、きみに会おうとしたんだよ、暦くん」

「………………」

　納得は──した。ある意味で。

『鬼』が鍵だと判断したから、『鬼』に会いに行くというのは極めて短絡的だが、しかし短絡的というのは同時に直截的でもあって、もっともダイレクトな手段を取ることに躊躇せず、遠出も辞さないというのは、くろね子さんらしいと言えばくろね子さんらしい。

　ただ、不可解さは増した。

　限界まで増大した──暗号よりも、よっぽど。

「……どうして」

　どうして僕があの春休みに、キスショット・アセロラオリオン・ハートアンダーブレードに血を吸われ、吸血鬼になったことを、くろね子さんは知っているんだ──!?

「逆に訊きたい。どうして、知らずにいられるんだ？　どうして、きみ達は、知らないことに耐えられるんだ？　そんな無知で、どうして死なずにいられるんだ？」

　何も知らずに生きるなんて。

　そんなのは死んでいるのと一緒じゃないか──と、くろね子さんは、笑顔で断じた。

　……勘違いしていた。

　自ら情報屋を名乗る彼女のことを、軽く見ていたつもりもないけれど、それをどうにか、自分の常識の枠わくに、収めようとしていた。慕われている神原のコミュニティや、周辺の中学校界かい隈わいにおける顔役であるファイヤーシスターズが持つネットワークと、同質のものだと理解しようとしていた。

　だけど──ぜんぜん違った。

　遅きに失した感を否めない。この時代に異様にもブルマーを穿いていることや、あの奇妙な長台詞、平然と他校に忍び込む計り知れない行動力からでも、気付いてよかったはずなのに。

　こいつは──手段を選ばない。

　僕が経験した、死と血と、鬼と鬼がせめぎ合った、地獄のような春休みすら、ただの一片の情報としてしか、採用していない。

　生きるか死ぬかを生きてきた僕だけれど。

　生きるか知るかで生きている連中がいるなんて、まったく想像の外だった──

「…………」

　まあ……。

　厳密に言うと、くろね子さんの言う『鬼』というのは、吸血鬼とはまた、違うもののようだけれど……。

　ただ、意外なことに、インテリほど、オカルトだったり幽霊だったりを認める傾向があるというのは、どこかで聞いたような気がする──信心深さの表れというよりは、たぶん、すべてを否定せずに、可能性を残すことの大切さを知っているんだろう。

　ただし、僕は認めるわけにはいかない。

　オカルトそのものである僕は、僕が吸血鬼であるなんて『言いがかり』を否定するしかない──この罪状認否において、完全に否認するしかないのだ。

「は……はは。何を言っているんだ、くろね子さん。吸血鬼？　そんなものがいるわけないじゃないか。僕がマントをつけているように見えるのかな？　ああ、そうだ、そう言えばそんなニックネームをつけられたことがあった、それと勘違いしているんじゃないのかな？　あれは僕が、ケチャップを主食としていた頃……」

「いや、ことの真偽はどうでもいいんだ。きみが吸血鬼であることを、肯定しようが否定しようが、ケチャップを主食としていようが生き血を主食としていようが、どうでもいい──そこはもう、虚も実も、僕は知り尽くした」

　僕の釈明を聞こうともしないくろね子さん。

　その目は爛らん々らんと輝いている。

「もしも専門家である忍野メメがまだこの町にいるようなら、僕もそちらに向かったのだがね。今のところ、『鬼』と言えば、まずきみだ。だから聞かせて欲しいんだよ、暦くんの見解を。人助けの鬼は、この暗号を、どう読み解くのかな？」

「……え、えっと──」

　僕の抱える事情と裏事情を、かくも読み解いておきながら、それにまるっきり頓着する様子がない──すべてを知りたがりながら、知っていることには興味がないと言わんばかりのその態度は、やはり飛び抜けて、奇異なものだった。

　仮に、くろね子さんに『お前はなんでも知ってるな』なんて言えば、きっとこんな答が返ってくるのだろう。

　なんでもは知らない。だから知りたいんだよ。

　……なるほど、友人とやらの評価は正しい。

　病院坂黒猫は、情報屋じゃない。

　名探偵──それも、ベッドの上ですべてを理解する、ベッド・ディテクティヴだ。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ──今、考えるから」

　改めて、僕はルーズリーフに書かれた、数字の暗号に向き合う──時間を置いたからといってその様相が変わるわけもなく、さっき見た通りの数字の羅列だが、しかし、状況は完全に一変してしまった。

　このやばい女子は、この町で起きた春休みの出来事を知っている──知った上で、僕のそんな事情を、謎解きに利用しようとしている。

　ならば、もしもその目もく論ろ見みが外れたならば、僕のことを『見込み違い』だと判断したならば、くろね子さんは別のベッドへと向かうだろう。

　忍野に会いに行くというのは、事実上不可能であるにしても──この町に住む、怪異にかかわった僕以外の人間の、あるいは僕以外の『鬼』のベッドに、潜り込みかねない。

　こうなると、僕が『鬼』ではないと主張し続けるのは逆効果だ──僕こそ、誰を守るためにどうして動いているのか、すっかりわけがわからなくなっているけれど、ともかく、僕が自力でこの暗号を解いてしまえば、一分の隙もないハッピーエンドが待っているのだ。

　……待ってるかな？

　いずれにせよ、これまでは『暗号を解いたらくろね子さんが帰ってくれる』という考えかたをしていたが、これからは『暗号を解かないとくろね子さんが帰ってくれない』というスタンスで臨まねばならない。暗号解読は、僕にとってとんでもない急務と化した。

「どうだい？　暦くん。そろそろ何か閃くんじゃないのかな？　それとも吸血鬼としては、夜を待ったほうがいいのかな？」

「……その、最初に描かれていた『鬼』の絵を見せてもらうことはできないか？　それがヒントになっているっていうんなら、数字と照らし合わせてみたいんだけど」

「ふむ。あいにく、解読の過程でやむを得ず破損させてしまったので現物はないのだが、思い出して模写してみようか。そのルーズリーフの裏側に描こうかな？　筆記具を貸してくれたまえ」

　言われて、僕はいったんベッドから降りて、保健室の机の筆立てから、ボールペンを一本抜き取り、くろね子さんに渡す。

「ふふーん。すらすらー。はい、どうぞ。完コピとは言わないけれど、おおむねこんな感じだったよ」

　あっと言う間に描き上げたそれを手渡され、しかし、残念ながら着想を得ることはできなかった──まあ、ダメ元と言うか、ほとんど考える時間稼ぎのための要請だったしな。

　模写と言っていたけれど、これだけ見ても、くろね子さんに絵心がないのか、容疑者の男子生徒に絵心がないのか、判然としない。

　確かに、角らしきものや、牙らしきものが描写されてはいるけれども、そもそも、この完成度の低いイラストが、絶対に鬼なのかと言われれば、断言する自信がないくらいのクオリティだ。

　あらかじめ鬼と言われたから鬼に見えなくもないけれど、トロールと言われていたらトロールだと思っていたような気がする──ただ、少なくとも、吸血鬼には見えない。

　まあ、モンスターのイラストであることだけは間違いないだろうけれど……、ルーズリーフの裏面に再現されたこの絵を、いったいどのように読み解いたら、表面に並べられている数字の羅列に至るのだろう──いや、それはこの際、どうでもいい。

「うーん、語呂合わせとか、アナグラムとかってことはないのかな……、数字を無理矢理日本語として読むとか……」

　思いついたことをそのまま呟いてみたら、くろね子さんの大きな目が、きゅううっと細まった──あまりにもありきたりなことを言ったから、睨にらまれたのだろうか。

　やばいな。アテが外れたと思われたかもしれない。

　僕はにわかに不安になったが、くろね子さんは、

「そうだ、言いそびれていたけれど」

　と、指を立てた。

　まだ言いそびれていることがあったの？

「今、『日本語として読む』と暦くんは言ったけれど、僕が容疑者の男子生徒に送った暗号は、読み解くと英語になる。僕は英語で、『きみが犯人かね？』と問いかけたんだ。だから、ひょっとすると、彼からの答も、それに合わせてくれているかもしれないよ」

「はあ……」

　それは、モンスターのイラストよりは重要な情報ではあったけれど、しかし、聞いたことで、解読はより難易度を増したと言ってよかった──英語って。

　自ら抜けてきたのだとは言え、どうして体育の授業の最中に、国語や数学や英語について、こうも考えなくちゃいけないのだろう。

　ああ、そして美術か。

　くそう、ラブレターだったら好きに出してくれて構わないけれど、そいつが返歌に謎のモンスターの絵を描きやがったばっかりに、まったく無関係な僕が、何の意味もなくこんな目に……。

「……ただ、僕にとっては無意味でも、やっぱり、暗号の作成者にしてみれば、まるっきり無意味ってことはないんだろうな。暗号を解くのに役に立つかどうかはわからないけれど、ここであえて、化物の絵を描いたことは、ただの趣味じゃ──」

「『化物』!?」

　と。

　そこでくろね子さんが、四つん這いの姿勢から、勢いよく立ち上がった──スプリングの利いたベッドでそんな挙動を取ったものだから、勢いあまって、後ろ向きに倒れてしまった。

　それも相まって、彼女の豊かな胸がものすごい揺れかたをする。同時に、引っ繰り返った勢いで体操着が五センチほどまくれあがったことで、バストがふくよかなだけではなく、くろね子さんは腰が異様に細いボディバランスなのだということも判明した。数字だけ取り上げれば、羽川の胸部に軍配があがるのだろうけれど、ウエストの極端な括くびれゆえに、相対的に匹敵して見えるわけだ。

「だ、大丈夫か!?」

「大丈夫。ハイパー痛くない」

　大の字になったままで、くろね子さんはそう答えた。

　そして、

「はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは！」

　と、高らかに笑った──こわっ！

　くろね子さんこそ、吸血鬼みたいな笑いかたしてんじゃねーか。

「僕は間違っていた！」

　やっと気付いてくれたの？

　どれについて言っているのかわからないけど。

　とは言え、もしも謝罪があるならそれを鷹おう揚ように受け入れようと、心の準備を整えていると、

「暦くんに会いに来る必要なんてまったくなかった！」

　と、くろね子さんは続けた──僕も全面的にそう思うけれど、ここまで付き合わされた上で言われたい言葉じゃなかった。

　あなたは決して歓迎されてるエトランゼじゃありませんよって、どう言えば伝わるんだろう──英語で言えばいいのか？

「ど……、どうしたんだ、くろね子さん。ひょっとして、突然、暗号の答が思いついたのか？」

「突然なんてとんでもない、むしろ遅過ぎたくらいさ！　もっと早く勘付いていてもよかったくらいだよ！　だとすれば、やっぱりここに来たのは間違いじゃなかったな。暦くんからの素晴らしいアドバイスがなければ、僕は一生、この暗号を解読できなかったかもしれない！　そのときは自ら命を絶つしかなかったよ！」

　暗号が解けなかったくらいで自ら命を絶つとは大袈裟な……、とは、思わなかった。この女子高生は、本当にそれをしかねない危うさがある──ただ、解けた場合も、こうも狂騒的に高笑いするというのでは、解けても解けなくても大して変わらないという気もする。

　しかし──アドバイス？

　アドバイスなんてしたか、僕が？

「絶え間なく謙遜を繰り返すねえ、暦くんは。無む知ち蒙もう昧まいの輩やからであるこの僕に、しかと教えてくれたじゃないか、描かれている絵は、『鬼』じゃなくて『化物』だったんだって」

「…………？」

「はははははは！」

「ご、ごめん、隙を見ては突然笑うのだけはやめて？　びっくりするから。不死身でもショック死するかもしれないから」

　いや、別に、描かれているのが『鬼』であることを、否定したわけじゃなかったけれど──でも、この絵を『化物』だと、広義的に解釈したら、どうなるというんだ？　それは単に、正体不明の存在を、『怪異』とか『モンスター』とか言うのと、同じ意味合いでしかないはずなんだが──

「国語。数学。英語。そして美術。先程、暦くんは、僕が持ち込んだこの暗号を、味なことにカリキュラム風に表現したけれど、その時間割には更にもう一教科、補講を付け加えなければならなかったというわけさ」

「……もう一教科？　もう一教科って──」

「化学ケミストリー」

　と、くろね子さん。

「科学サイエンスと区別するために、化バケ学ガク──とも言うよね」
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　後日談と言うか、今回のオチ。

　理系コースと聞いて、すぐさま数学を連想してしまったのは、早とちりだった。いわゆる理科の分野──化学や物理だって、理系コースの主たる科目である。

　化学と物理。

　合わせて化物──か。

　まあ、数学と違って、そちらのほうは決して得意教科とは言えないけれど、しかし、そこに着想が及べば、もう暗号は解けたも同然だった。

　中学時代の知識で解読できる。

「負け惜しみのようなことを言わせてもらえれば、暦くんが『語呂合わせ』と言ったときに、ぴんと来るものはあったんだよ──語呂合わせによる暗記術は、どの教科にもある。そして化学においては、まずあれだよね」

　そう。まずあれだ。

　水兵リーベ僕の船──である。

　こうして改めて向き合ってみると、『リーベって何？』と思わなくもなかったが、そんな疑問を呈して、くろね子さんに新たなる謎を提供するつもりは、僕にはない。

　要するに元素周期表だ。

　そして元素周期表と言えば、原子番号である。

　出席番号や五十音と違って、その数は１１８までもある──だから、数列を元素に置き換えることには、何の難もない。

『39／99／53／95／16／２／53／

　16／15／68／26／６／73／７／

　32／３／74／53／16／１／９／８／

　45／68／19／53／16／16／33／

　16／８／８／７／33／53／19／10／

　74／１／68／85／６／57／16／

　16／５／92／90／68／35／８／

　90／68／53／16／16／92／15／

　68／16／68／53／８／92／16／

　16／８／53／31／23／63／15』

　は、

『イットリウム／アインスタイニウム／沃よう素そ／

　アメリシウム／硫い黄おう／ヘリウム／沃素／

　硫黄／リン／エルビウム／鉄／炭素／

　タンタル／窒ちっ素そ／ゲルマニウム／リチウム／

　タングステン／沃素／硫黄／水素／フッ素／

　酸素／ロジウム／エルビウム／カリウム／

　沃素／硫黄／硫黄／砒ひ素そ／硫黄／酸素／

　酸素／窒素／砒素／沃素／カリウム／ネオン／

　タングステン／水素／エルビウム／

　アスタチン／炭素／ランタン／硫黄／硫黄／

　硼ほう素そ／ウラン／トリウム／エルビウム／臭素／

　酸素／トリウム／エルビウム／沃素／硫黄／

　硫黄／ウラン／リン／エルビウム／硫黄／

　エルビウム／沃素／酸素／ウラン／硫黄／

　硫黄／酸素／沃素／ガリウム／バナジウム／

　ユウロピウム／リン』

　と、スムースに変換できる。

　……見栄を張りました。

『スムーズ』を『スムース』と言ったのも見栄だが、元素周期表なんて、丸暗記しているはずもない──せいぜい、語呂合わせで覚えていた先頭の十個くらいしか、言い当てられない。

　ただ、そこはくろね子さんが、完璧に暗あん誦しょうしてみせた──普通に頭いいんじゃん、こいつ。

「まあ、空そらで言えたからって、自慢になるようなことじゃないよ。個人的には周期表は、ランタノイドとアクチノイドの部分の処理がずるいと思っている派だし。そこがひとくくりになってる時点で、表が成立してないじゃんって思う」

　そんなのに派とかあるの？

　ただし、幸いなことに、派閥に属さずとも、そして『アインスタイニウム』やら『ユウロピウム』やらがどういう性質の元素なのかわからずとも、この先の工程に支障は来きたさない。

　ここで思い出したいのは、くろね子さんが容疑者の男子生徒に送った『きみが犯人かね？』というメッセージ、言うならば警告文は、読み解けば英語になる形の暗号だったということだ。だから返信も英語で送られてきた可能性があると聞いたときには絶望したものだが……、しかし、こと元素に関しては、漢字や片仮名で記すよりも、アルファベットで表したほうが、端的でわかりやすかったりもする。

　いわゆる元素記号である。

　つまり、

『イットリウム／アインスタイニウム／沃素／

　アメリシウム／硫黄／ヘリウム／沃素／

　硫黄／リン／エルビウム／鉄／炭素／

　タンタル／窒素／ゲルマニウム／リチウム／

　タングステン／沃素／硫黄／水素／フッ素／

　酸素／ロジウム／エルビウム／カリウム／

　沃素／硫黄／硫黄／砒素／硫黄／酸素／

　酸素／窒素／砒素／沃素／カリウム／ネオン／

　タングステン／水素／エルビウム／

　アスタチン／炭素／ランタン／硫黄／硫黄／

　硼素／ウラン／トリウム／エルビウム／臭素／

　酸素／トリウム／エルビウム／沃素／硫黄／

　硫黄／ウラン／リン／エルビウム／硫黄／

　エルビウム／沃素／酸素／ウラン／硫黄／

　硫黄／酸素／沃素／ガリウム／バナジウム／

　ユウロピウム／リン』

　は、

『Y/Es/I/Am/S/He/I/S/P/Er/Fe/C/Ta/N/Ge/

　Li/W/I/S/H/F/O/Rh/Er/K/I/S/S/As/S/O/O/

　N/As/I/K/Ne/W/H/Er/At/C/La/S/S/B/U/Th/

　Er/Br/O/Th/Er/I/S/S/U/P/Er/S/Er/I/O/U/

　S/S/O/I/Ga/V/Eu/P』

　と書き換えられる。

　だいぶこんがらがってきたが、あと一息だ。

　この数列ならぬ文字列のリーダビリティを上げるため、カンマやピリオドを配置しつつ、大文字小文字を調整すれば、

『Yes, I am. She is Perfect angel. I wish for

　her kiss as soon as I knew her at class.

　But her brother is super serious.

　So, I gave up.』

　となる。

　総仕上げとして、作成者の意を汲む形で日本語に訳させてもらえば、

『はい、そうです。彼女は完全なる天使です。クラスで彼女を知ったときから、僕は彼女のキスが欲しかったのです。だけど、彼女の兄は、とても危険です。だから、僕は諦めました』

　といったところだろうか。

　ぎこちない訳になってしまうのは、僕の英語力の問題もあるだろうが、元素記号で構成された英文ゆえの必然性だと思っていただきたい。

　道理で『16』が多いわけだ──最頻出のアルファベットのひとつである『Ｓ』単体で表される元素、つまり硫黄の出現率が高くなるのは、このルールの中では、当然である。

　しかし、それにしても、『きみが犯人かね？』というくろね子さんの問いかけ（つまり、『Are you a suspect?』みたいな英文だろうか）に対する回答ならば、『Yes, I am.』という自白だけで十分だろうに、随分な長文を返したものだ。

　ぎこちなさを押して、そんな返歌を作文したのは、第三者から恋心を看破された気恥ずかしさに起因する意地のようなものなのかもしれないし、あるいは、余計なお節介だと、それこそ言外に主張したかったのかもしれない──実際、その通りでもあるのだろう。

　くろね子さんから警告を受けるまでもなくラブレターの差し出し主は、クラスメイトの『妹ちゃん』には、危険な『兄』がいることに気付き、手を引くことに決めていたようだから。

　だから、『会いに来る必要なんてまったくなかった』というくろね子さんのあんまりな台詞は、そういう意味でも、その通りだったのだ──だが、彼女はこの無駄足を、まったく後悔していないようだった。

　むしろ達成感たっぷりに、

「あー、すっきりした！　生きててよかった、万々歳！」

　と、仰向けのまま、伸びをするのだった。

　僕がヒアリングした限りでは、くろね子さんは友人を守るために、暗号の解読に取り組んでいたはずだが、どうもその初志を忘れているようである──いや、本質的には、『知りたがり』の彼女の初志は、最初からそちらだったのだろう。

　ならば貫かん徹てつされている。

　ベッドの上で仰向けに転倒こそしたものの、本末転倒はしていない──まあ、厄介者であると同時に、お節介な女子高生であることも、まるっきりの建前じゃないのだろうが。

　それも名探偵の資質である。

　ともあれ、僕はベッド・ディテクティヴの機嫌がいいうちに、僕が過ごした春休みについて知っていることは、誰にも話さないで欲しいと、口止めしておくことにした。

　解読に関して、貢献できたとは言い難いけれど、少なくとも言われるがままに協力したのだから、それくらいの見返りは求めてもいいはずだ。

　忍野ならば対価と言うところである。

「はっはっは、心配ご無用だよ！　僕の言うことを信用する間抜けなんていないから！」

「別の意味で心配になること言ってんじゃねえよ」

　その意味でも情報屋向きじゃないのか、と、僕が変な納得をしていると、くろね子さんは、「だから別の形でお礼をさせてもらいたいね。何か僕にできることはないかい？」と訊いてきた。

「暦くんがいなければ解けなかった暗号なのだから、できる限りのことはさせてもらうよ」

「ん？　うーん、そんなことを言われても、特には……、あ、そうだ。そのブルマーをもらえないか？　後輩の女の子に、そういうのを集めてる奴がいるんだよ」

「そろそろ行くとするか！　この学校から一刻も早く出発しよう！　桜桃院学園の保健室と、次なる知識と様刻くんが、僕の帰りを待っている！」

　そう言って、あれだけ帰ってくれなかったくろね子さんは、自分の学校へと、自分の学校のベッドへと戻ったのだった──結局、対価はいただけなかった形だが、しかしながら、だからといってくろね子さんの『暦くんがいなければ解けなかった』という言葉が、あながち社交辞令だったわけでもなかろう。

　僕自身は、先述の通り、特段役に立てたとは思っていないが、くろね子さん一人では、対処できなかったのは間違いなかろう──それはもちろん、彼女の知識不足ゆえではない。

　むしろ逆で、知識過剰ゆえだ。

　もしもくろね子さんが、春休みに吸血鬼に生き血を啜すすられた高校生の物語を知らなければ、解読の過程で横道に逸れてしまうことはなかったはずだ──仮に、『鬼』の絵が『化物』を表しているのだと気付かなかったとしても（実際、それが本当にヒントだったのかどうかは、考案者のみぞ知るだ）、数字の羅列から、遠からず原子番号を連想できていたかもしれない。周期表を暗記している彼女なら、不可能ではなかったはずだ──しかし、知っていたがゆえに。

　都市伝説を、道聴塗説を、街談巷説を、知っていたがゆえに──くろね子さんは見当外れにも、見込み違いの僕を訪問するという、賢者にはあるまじき愚を犯した。

　それでも最終的に、きっちり正答に辿り着いている辺りはさすがと言う他ないし、それが賢者の賢者たるゆえんでもあるのだろうが、だが、彼女が命をかけてまで追求する知識が推理の妨げになったという点については、皮肉と言う他ない。

　そして、それは僕とて同じこと。

　もっとも、僕の場合は、皮肉ではなく血肉と言う他ないわけか──あの日、吸血鬼を知らなければ、あの夜、僕は吸血鬼になりはしなかったはずだ。

　あのとき、知るべきだったのか。

　それとも、死ぬべきだったのか。

　その問いかけへの謎解きは、解読も解毒も、ままならない。





[image: ]
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　水みず倉くらりすかは魔法少女である。似たような文章をつい最近、具体的にはつい三話くらい前にも書いた覚えがあるけれど、この場合の魔法少女はその際の、お手軽でインスタントで腹立たしいばかりのそれとはわけが違う。彼女は正真正銘、生まれついてのサラブレッドとも言うべき、生来の魔法少女だ。なにせその称号は『赤き時の魔女』ときている。徹てっ頭とう徹てつ尾び、徹底的である──その上、魔法少女の九原則を、すべてクリアしているのだから、文句のつけようもあるまい。

　ちなみに魔法少女の九原則とは、以下のようなものだ。

　１、魔法少女は少女でなければならない。ただし、女装の似合う少年の場合は、この限りではない。

　２、魔法少女は魔法を使えなくてはならない。ただし、その魔法は決して万能であってはならない。

　３、魔法少女は魔法以外の力を発揮してはならない。たとえば武力や知力は、仲間のサポートに任せるべきである。

　４、魔法少女は魔法のアイテムを行使すべきである。ただし、魔法少女自身がアイテムである場合は、この限りではない。

　５、魔法少女は悪と戦わねばならない。ただし、その悪は、具体的な個人ではなく、漠然とした概念であるべきである。

　６、魔法少女は変身しなければならない。その変身は、一種類に限らない。

　７、魔法少女はカラフルでなければならない。コスチュームはもちろん、そのキャラクター性も、カラーイメージに沿ったものであるべきである。

　８、魔法少女は第一則に反しない限り、戦いを通じて成長し続けなければならない。

　９、魔法少女は魔法少女でなければならない。ただし、力を失っても勇気を抱き続けた場合は、この限りではない。

　……以上九原則は、僕が勝手にでっち上げただけなのであまり本気にされても困るが、とは言え、だからこそ、水倉りすかは、僕が邂逅できるわけもない対象だった──地獄のような春休み、吸血鬼と出会った僕でも、本来は『魔法の王国』の住人であるはずの魔法少女と会うなんて、夢のまた夢なのだ。

　夢のまた夢の、更に夢なのだ。

　だからこれは、夢の話だと思って欲しい。

　僕の夢が叶かなった話でもあるだろうし、本来は、戦いの場としている九州地方から脱することができないはずの魔法少女にとっても、夢が叶った話でもあるだろう。

　その夢はあるいは悪夢なのかもしれないが──なんて言い草は、ゴールデンウィークに使うならばともかく、ここで使うのはあまりにそのまんま過ぎるから（だいたい、僕にしてみれば、九州の魔法少女よりも四国の魔法少女のほうがよっぽど悪い夢だったという事情もある）、こんな風に言おう。

　その夢はあるいは悪い魔法なのかもしれないが──彼女の父親である神類最強の大魔道師、今もって消息不明である『ニャルラトテップ』、水倉神しん檎ごが僕達の物語に施した、悪い魔法なのかもしれないが、と。
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　僕は体育倉庫に閉じ込められていた。

　いや、閉じ込められたと言うのは、実は正確ではない──厳密には、体育倉庫に追い込まれてしまったのだ。

　そこが直江津高校のグラウンドの体育倉庫であることを思うと、いつぞや、吸血鬼殺しの吸血鬼、ヴァンパイア・ハンターのドラマツルギーと対戦したときのことを思い出さずにはいられない──あのときも僕は、あいつの両剣、フランベルジェによって切り刻まれ、這ほう々ほうの体ていで、この体育倉庫に追い込まれたのだった。

　あの春休みの一いちか八ばちかや伸のるか反そるかを思い出すだけで、背筋が凍るような気分だけれど、しかし今に限って言うならば、不思議と、そんなネガティブな感情はわいてこなかった。

　だって、あのときと違って。

　今こ宵よいはひとりじゃないのだから。

「不思議なもんだな、りすかちゃん。りすかちゃんとは今日、初めて会ったところなのに、ずっと前から、こうして一緒に戦っていたような気がするぜ」

「たぶん気のせいなのがその気なの」

　不思議な言葉回し（方言？）で、振り向いた僕に応えたのは、体育倉庫の左隅に積み上げられた陸上用マットの上にちょこんと座った、女の子だった──十歳くらいの女の子が、ちょこんと座って、僕にカッターナイフの刃を向けている。

　カッターナイフか。

「ふっ、初期の戦場ヶ原を思い出すぜ」

「む、向けられているのが刃物なのに、そんな余裕なのがなんでなの？」

　赤い髪に、赤い瞳。

　赤いニーソックスに、赤いワンピース。

　赤い三角帽子に、赤い手袋。

　どこもかしこも徹底的に赤い。

　カッターナイフも、カッターナイフを携帯するためのホルスターも赤い──唯一赤くないのは、そういうファッションなのだろうか、右手首をブレスレットのように飾っている、銀色の手錠だけだ。

　僕の暮らすこの町では、たとえ怪異だろうとまず見ない、とんがり尽くした出で立ちだが、それがまったく違和感なく似合っていた。

　最初からそういうデザインの鳥でも見ているようだった──改めて向き合うと、ファッションには一家言ある高校生として、そのコーディネートを、しげしげと眺めてしまう。

「ぜ、絶対領域が、あなたが眺めてるところじゃないの？　しげしげとじゃなくて、じろじろと」

「やれやれ。初めて意見が合ったようだな、りすかちゃん」

「しないで欲しいのが、こんな質問に、格好いい肯定なの」

「だがひとつだけ言っておく。きみの素肌に絶対でない領域などない」

「把握しているのが、わたしの素肌の何をなの？」

　りすかちゃんは嫌そうに言って、カッターナイフの照準を、更に精密に、僕に合わせる──それ以上近付いてきたら容赦なく切りつけると言わんばかりだ。

『きちきちきちきち……』

『きちきちきちきち……』

『きちきちきちきち……』

　と、威い嚇かくするように、刃を出し入れする。

「コヨミ。知ってるのが、あなたみたいな人なの。その昔あるのが、わたしは会ったことなの」

　ん……、ここまで来ると、ちょっと解読が必要だな。ええっと、『あなたみたいな人を知っている』？　『その昔、わたしは会ったことがある』でいいのかな？

「へえ。にわかには信じがたいぜ。僕みたいな奴が、他にいるなんてな」

「いちいち格好つけるのがなんでなの？」

「ひょっとして、それがさっきから言ってる、キズタカって奴かい？」

「ううん。影かげ谷たに蛇へび之ゆきって魔法使いなの」

　なるほど。

　どんな奴かは知らないが、その名を聞いただけで、通じるところを感じなくもないぜ──きっと僕のような、子供に優しいジェントルマンなのだろう。

　世界のどこかに、あるいは異世界のどこかに、同士がいることを思うと、自分は決して孤独ではないのだと、勇気づけられるようだった──だが、そんな高こう揚ようも束つかの間ま。

　がんっ──と、体育倉庫の扉を蹴る音が響いた。

「！」

「来たのっ！」

　りすかちゃんがマットの上で立ち上がる──柔らかいマットの上でいきなり動いたことによる、ふらついた挙動が可愛かったが、しかし、だからと言って、連続して体育倉庫内に響く、鉄てっ扉ぴを足あし蹴げにする存在を無視するわけにはいかない。

　扉は見る間に、ぼこぼこに変形していく。

　僕とりすかちゃんが潜むこの蜜みつ月げつを、いや失礼、この密室を蹴破ろうとする圧力を前に、為なすすべもなく──ん？

　なぜ扉の向こうからのアタックを、『蹴る音』『足蹴にする存在』『蹴破ろうとする圧力』だと、断定できるかって？

　それができるのだ。

　否いや応おうなく、できてしまうのだ──

「どうする？　りすかちゃん」

　決戦に構えつつ、僕は訊く。

「『あいつ』がここに突入してくるのも、こうなると時間の問題だぜ」

「時間？」

　するとりすかちゃんは、途端に十歳とは思えない場慣れした物腰で、マットからひょいと身軽に飛び降り、僕のそばに着地した──近付いて来てくれた。

　そして不敵に笑って、次のように言う。

「時間なんて概念が酷く些さ細さいな問題なのが、このわたしなの」

　ががががががががががぎいいいいいいいいい！

　と、果たして鉄扉は引き裂かれた。

　引き裂かれた向こうに見えたのは──やはり、足だった。

　右足だった。

　右足による、ネリチャギのようなヒールキックで、鉄扉は切れ込みの入ったビニール袋のように引き裂かれたのだ──だが、そこに立っているのは、決して、テコンドーの選手でも、サッカーのプレイヤーでもない。

　繰り返しになるが、右足だった──そう。

　右足だけだった。

　自立する右足──自律する右足。

　靴も、靴下も履いていない、さながら新本格ミステリにありがちなバラバラ死体の一部分のようなその足は。

　水倉鍵かぎが率いる『六人の魔法使い』のひとり。

　かつて水倉りすかが『魔法狩り』の対象とした魔法使い、『回転木馬』と呼ばれた増殖の魔法使い──地ち球きゅう木ぎ霙みぞれの右足なのだった。
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　地球木霙という、それを聞いたあとだと阿良々木暦も戦場ヶ原ひたぎも、普通の名前に思えてしまえるような、違う文化圏のぶっ飛んだ氏名が出てきたところで、どうして僕が、こんな目に遭っているのかを説明しよう。

　それは学校帰りのことだった。

　僕は下校道で、先を歩く女の子を、目ざとく見つけた──いや、目ざとくと言うと語ご弊へいがあるかもしれないけれど、とにかく、十歳くらいの女の子だった。

　きょろきょろしながら歩ほを進めている。

「おお、八九寺じゃないか」

　映画版の特典としてこの文章をお読みになっている、原作小説をご存知でないかたのために注釈しておくと、八九寺というのは僕の親友で、僕に後ろからハグされることを、至上の喜びとする小学五年生である。僕から不意打ちで抱きつかれないと存在している甲斐がないと言ってはばからない困った奴なのだが、まあ年上の高校三年生として、鷹揚にそういう遊びに付き合ってあげている慈悲深い僕だった──やれやれ、そんじゃあ今日もかるーく、ロケットスタート。

「はちくじいいいいいいいいー！」

「なのー!?」

「はちくじはちくじはちくじはちくじー！」

「なのー!?　なのー!?　なのー[image: ]」

「八九寺だ、絶対に八九寺だ、八九寺以外の誰でもない八九寺だ！　相手が八九寺じゃなかったら僕はこんな風に抱きついたりしないもんな、すべすべの肌に頰ずりしたりしないもんな！　仲良しの八九寺だから、どんなに撫で回してもスキンシップの一環だもん！　うっかり他の小説のキャラとかにこんなことやあんなことをしちゃったら大変なことになるところだぜ、人違いでもない限り！　いやほんと、おなじみの赤い服も相変わらず脱がせやすくて似合ってるなー！　トレードマークのニーソックスの触り心地もまさしく八九寺！　いつも通り、ぶかぶかの三角帽子でいい感じに蒸れた赤い髪に顔をうずめると至福だよ！　全身隈くま無なく、あったかくてなめらかで、唇も眼球もやわらかだぜ！」

「なのー!?」

　ぐさっ！

　ぐさっ！　ぐさっ！　ぐさっ！

「うおっ!?　カッターナイフで右太ももを刺してきた!?　八九寺が!?」

　八九寺なのに!?

　馬鹿な、八九寺は武器など使わず、直じかに歯で、吸血鬼のごとく嚙みついてくるはず……！

「貴様、さては八九寺じゃないな！」

「み、みみみ、水倉りすかがわたしなの！」

　女の子は僕の大だい腿たい部ぶから、乱暴にカッターナイフを引き抜いて、転がるようにして僕から距離を取った──正面から向き合うことで、八九寺との違いもようやく鮮明になる。

「ちっ……、すっかり騙されたぜ。一杯喰わされた、僕ともあろうものが」

「なんで被害者面づらなのがそっちなの？」

　あと、なんで平気なのが太ももを刺されてなの？　と、少女──りすかちゃんは、質問を重ねてきた。

「おいおい。そんないっぺんに色々訊かれても答えられないぜ。質問はひとつずつだ。ＯＫ？」

「するのがイラッとなの」

　台詞回しがお気に召さないようだった。

　彼女も彼女で独特な喋りかただったが、幸い、僕は老人言葉で喋る金髪金眼の幼女を知っているので、謎の倒置法で喋る赤髪赤眼の少女にも、対応できなくはない。

　僕は専門家だ。

　怪異のではなく、ちっちゃな女の子の。

「…………」

　ふるふるふると、りすかちゃんは首を振った。

　無言でも雄弁に伝わる──何かに怯えているようだ。

　これは放っておけない。

「どうした、りすかちゃん。ひとつずつなら質問していいんだぜ？　ただし、答えられることと、答えられないことがあるがな」

「そんな風に喋るのが誰もがなのが、この町の人なの？」

「ああ。僕は自分のことを、特別だなんて思ってないよ。ちょっとがんばる、普通の奴さ」

「……なんで被害者面なのがそっちなの？」

「あいにく、この顔は生まれつきでね。だけどそうやってりすかちゃんに興味を持ってもらえるなら、親には感謝しなきゃな」

「なんで平気なのが太ももを刺されてなの？」

「鍛えかたが違うんでね。このくらいのかすり傷は、慣れたもんだよ。幸い太腿動脈は無事だったようだし、唾をつけときゃ治るさ」

　だから僕を傷つけたことを気に病まなくていいんだよと、八九寺にするように、優しく言ってあげたけれど、りすかちゃんは僕から距離を取る一方だった。

「は、腹を狙うべきだったの……」

「おいおい。痛くもない腹を探られるのはごめんだぜ」

「竦すくめないで欲しいのが肩なの。こっちなのが、竦んでいるのはなの」

　ううむ、見栄を張った効果がない。

　実は太もも、結構痛いんだけど。

　切り裂かれたジーンズの値段のことも含め。

「まあいいや。今度はこっちが質問する番だ」

「な、なんで番があるのがそっちにもなの？」

「小学校の帰りって風には見えないけれど、ひとりかい？　親はそばにいるのかな？」

「ま、まず確認しているのが、親の有無なの……、犯罪者の常套手口なのが、これなの……」

　誤解があるようだな。

　だけど理解し合えると思うんだ。

「通っていないのが小学校なの……、不登校なのがこのわたしなの。ひとりなの。いつも一緒なのがキズタカなんだけど、はぐれちゃって……、親は……」

　言いよどむ。

　警戒しつつも、なんだかんだと個人情報を漏らしてくれたりすかちゃんだったが（キズタカ？）、親に関することは、言葉回しとは無関係に、喋りにくいらしい。

　なんだろう、不仲なのだろうか。

「そっか。んじゃ、僕んとこ来るか？」

「ないのが行くわけなの」

　わたしは今、『魔法狩り』の最中なの──と、僕からの誘いを遠慮した上で、りすかちゃんはそう続けた。

『魔法狩り』？

「ああ、あれね」

「ないと思うのが、知ってるわけなの」

「それとは違うんだろうが、似た例を知っているぜ。そう、中世のヨーロッパ文学について調べていたとき」

「ぶらないで欲しいのが博識なの」

「なんでもは知らないぜ。知ってることだけ」

「切らないで欲しいのが白しらなの」

「なんでもは切らないぜ。白ってることだけ」

　こんな使い回しかたをしていると羽川に怒られるかもしれないので、軌道修正しよう。

「だいたいわかったぜ。りすかちゃんは世界に害をなす悪い魔法使いをやっつけるために『魔法の王国』からやってきた、正義の魔法少女だってことだろう？」

「な、なんで本当にわかってるのが、だいたいなの？　ほぼ正解なのが恐ろしいことなの」

「なめてもらっちゃあ困るな。僕はちっちゃな女の子の専門家だ。少女のオーソリティ──即ち、魔法少女のオーソリティでもある」

「きっとあなたの家族なのが、困っているのはなの」

「おっと、名乗るのが遅れたな。僕は阿良々木暦。地獄に落ちても、懲こりない男さ」

「初めてなのが、そんな無駄な情報を仕入れた経験なの。えっと……、あ、アラ？　ラギ？」

「発音が難しいか？　まあ、好きなように呼んでくれ」

「どうすればいいのが全部嫌いな場合なの？」

「ゆっくり好きになっていってくれたら、それでいい」

「何を考えてるのがコヨミなの？」

「ふふっ。僕はいつでも、りすかちゃんのことを考えている男だよ」

　と。

　こんなウィットに富んだ軽快なトークを交わしつつも（豪快に外しているという気もするが）、まさか僕もこのときには、りすかちゃんのことを本気で魔法少女だと思っていたわけではない──『ごっこ』に、見識ある大人として、合わせてあげているつもりだった。

　なんだったら、僕がモンスターの振りでもして、キズタカという友人と合流できるまで遊んであげようかと、そう思ったとき──モンスターが現れた。

　本物のモンスターが。

「！　コヨミ！　危ないの！」

　危ない？　僕が？　おいおい、僕ほど安全な奴はいないんだぞと言う暇もなく（余地もなくかもしれない）、僕は背後から蹴飛ばされた──蹴飛ばされた、右足に。

　普段、僕に後ろから抱きつかれている八九寺はこんな感じだったのかと、友人の痛みを体感しつつ、僕はそのまま電柱に激突する。

「やった！　死んだ！　違う！　大丈夫なの、コヨミ!?」

　一瞬、りすかちゃんの本音が漏れ聞こえた気もしたが、エンジェルが具現化した姿である十歳の少女がそんなことを言うはずがないので、おそらくは幻聴だろう──僕は、

「問題ない」

　と、短く答えて、姿勢を反転させる──僕の背中に、飛び蹴りをかましてきた暴漢の正体を、誰すい何かしようと思ったのだ。

　だが、誰何も何もなかった。

　誰も彼もなかった──そこに立っていたのは、ただの足だった。

　むき出しの右足。

　強いて怪異でたとえるならば、唐から傘かさお化けの、『傘』部分がはぎ取られたみたいな姿である──ただ、それなら下げ駄たを履いているはずで。

「な、なんだありゃあ……」

「『回転木馬』地球木霙の『右足』なの」

　僕が思わず発した疑問に、りすかちゃんから、まさかの答が返ってきた。

「わたしとキズタカ、それにツナギでおこなった一連の『魔法狩り』において、狩り損ねた足なの──残党を狩りに来たのがわたしなの」

　そう言って魔法少女は──赤いカッターナイフを、『きちきちきちきち……』と、敵意のように、むき出しにしたのだった。
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　考えたら、ドラマツルギーとちゃんばらした際にも、右足が関わっていた──鉄血にして熱血にして冷血の吸血鬼、キスショット・アセロラオリオン・ハートアンダーブレードの右足を取り合って、僕はあの怪異（魁かい偉い？）と、戦う羽目になったのだった。

　ならば体育倉庫に追い込まれる以前に、あのヴァンパイア・ハンターを連想していてもよかっただろう──ただし、今回は、ハントするのはこちら側だった。

　しかも、吸血鬼狩りではなく、魔法狩り。

　怪異現象と魔法現象に、どれほどの差異があるのかは意見がわかれるところだろうけれど、しかし、このなんとも符合めいた巡り合わせには、運命的なものよりは、皮肉なものを感じずにはいられない。

　いずれにせよ、ここまで関わってしまった以上、ここで帰るわけにはいかないようだ。

「いえ、もう帰ってもらっていいのはコヨミなの」

「おいおい、寂しいこと言うなよ。りすかちゃんをひとり残して帰れる僕だとでも思うのかな？」

「残念でならないのがそう思えないことなの」

「大丈夫。背丈が百五十センチを超えないうちは大丈夫」

「何が？」

　ただし、りすかちゃんいわく、この狩りは、ほとんど完了しているはずのものだったのだそうだ──地球木霙。

『回転木馬』の称号を持つ彼が使用する魔法は、属性パターンは『肉』、種類カテゴリが『増殖』で、彼は己の肉体を自由自在に改造できたのだ。

　肉体改造系の魔法。

　そう説明を受けても漠然として、世界観の違う僕にはわかりにくかったけれど、

「蜘く蛛もみたいに多脚になれたっていうのが、要するになの」

　というりすかちゃんの説明で、およそイメージができた──もっとも、彼は足のみならず、手の数も、指の数も、爪の数も、髪の数も、眼の数も、鼻の数も、頭の数も、全身の部位という部位を増やせたというのだから、いやはや、とんでもない。

　肉体を肥大化させるという意味では、死体の怪異である斧乃木余接に通じるところもあるのかもしれないけれど、彼女は身体のパーツを増やすことまではできなかったはずだ。

　正直、どう対処すればいいのか、見当もつかないような相手である。

　そんな魔法使いを、りすかちゃん（と、キズタカ？　と、ツナギ？）が、いったいどのようにして狩ってのけたのかは興味深いところだったけれど、

「ううん。狩り切れていなかったのが、だからなの──残っていたのが、足が一本なの。まだまだ未熟なのがわたしなの」

　と、りすかちゃん。

　なるほど、どうして彼女がこの町に来たのか、そして何かを探している風にきょろきょろしながら歩いていたのか、これで謎が解けた。

　いわば責任を取りに来たのか。

　立派なものだ。ねぎらってあげたくなる。

「気にするな。未熟だからいいんじゃないか」

「……強く持っているのがわたしなのが、『大人になんかなりたくない』って気持ちだけど、それじゃいけないって思ったのが、今初めてなの」

　他の世界観に通底するテーマとも言える信念を、僕の軽率な台詞が曲げてしまった気配を感じたが、しかし、今はそれどころではなかった（『それどころじゃないのが、わたしの信念なの？』）。

　回想を終えて、僕の意識は既に、鉄扉の破れた体育倉庫内へと回帰している──りすかちゃんとふたりで、地球木霙の右足と対峙している。

　シュールな画えだ。

　だが、笑ってはいられない──聞く限り、ドラマツルギーと向き合ったときに匹敵するくらい、これは、命がけの状況なのだ。

「りすかちゃん、僕の背中に隠れていろ」

「何が安全なのが、さっき蹴られたあなたの背中なの？」

　ぬう。痛いところを突いてくる。

　痛いのはむしろ、背中よりも、彼女にリアルに突かれた太ももだけど。

　本当に無事なんだろうな、大腿動脈？

「そもそも、こんな苦境に陥ってないのが、あなたが足を引っ張ってなければなの」

「足を引っ張った？　それはひょっとして、あの道端で、カッターナイフを振るって戦おうとしたりすかちゃんの両足を抱えて、一目散に逃げ出したことを言っているのかな？」

「ないのが他になの」

　仕方ないじゃん。

　魔法や魔法少女を、まだ鵜う吞のみにできないあの時点では、そうするのがベストな判断だと思ったのだ──それもまたリアルに足を引っ張ったとも言えるが、りすかちゃんを置いてひとりで逃げなかっただけでも、僕という人格は評価されてしかるべきだ。

「ともかくはそれとして、撫で回し過ぎだったのがわたしの足なのが、逃げるときなの」

「まあまあ。こうやって色々、『足』って単語を絡めておいて、最後は『悪あしからず』ってオチで締める予定なんだから」

「そんなオチで締められる程度の悪行じゃないのが、あなたの振る舞いなの」

　いずれにせよ、現象としてはりすかちゃんの言う通り、僕がりすかちゃんを抱えて、追いかけてくる、のみならず攻撃してくる右足をかわす形で、すたこらさっさと逃げ回った結果、この体育倉庫に追い込まれたというわけである。

　地球木霙の右足を狩るつもりで来訪したりすかちゃんにしてみれば、こんな反撃を受けるのは、酷く不本意なシチュエーションなのだろう。

「覚悟しているのは、反撃を受けることなの。常に狩られる側でもあるのが、狩る側なの。唯一不本意なのが、コヨミを巻き込んでしまったことなの」

「そう言うなよ、りすかちゃん。僕は結構楽しんでるぜ？　この状況」

「こんなむかむかする羽目になったのが、コヨミを巻き込んでしまったためなの」

　どうやら僕が思った意味とは違うらしいが、しかし、どちらにしたって乗りかかった船だ──事情も概ね把握したし、そうでなくとも、ここはもう逃げようにも逃げられない体育倉庫である。

　これを瀬戸際と見るか、背水の陣と見るか。

「果たしてこの足で、りすかちゃんを守りながら戦えるだろうか……」

「そこをどいて欲しいのが、正直なところなの。コヨミが邪魔で、見えないのが敵の姿なの」

「ははっ。言うようになったなあ。生意気なだけだった、あの小娘が」

「言わないで欲しいのが、昔からの知り合いみたいになの。間違いなく敵ごと八つ裂きにされるのが、もしもキズタカがここにいたらなの」

　こわっ。

　なんだそいつ。

　ただ、こんな風にりすかちゃんと和わ気き藹あい々あいと会話をすることで隙を見せ、向こうからの不用意な攻撃を誘っているつもりの僕だったけれど、しかし体育倉庫の鉄扉を破ったきり、地球木霙の右足は、こちらに這入ってこようとしない。

　まるで、よーいどんの号砲を待つランナーの右足のごとく。

　そこに屹きつ立りつしたまま、微動だにしない。

　……こちらの狙いが見抜かれているのだろうか？　足なのに？　見る眼もなければ、考える脳もないのに？

　魔法使いは足だけになっても、知略謀略を巡らすことができるのか？

「違うの、コヨミ──あくまでも、もう残骸でしかないのが、あの右足なの。既に切り離されているのが、地球木霙という魔法使いからなの。本体から離れた魔力そのものなのが言うならばで、自動的──ううん、衝動的なの」

　ふむ。

　言葉回しも相まって、いまいち要領を得ないりすかちゃんの解説だったが、僕なりに解釈すると、あの右足は、さながら鏡のように、こちらの動きに反応して動く、右足の形をした魔法だということだ。

　りすかちゃんが狩ろうとしたから、狩ろうと襲いかかってきたし（僕が背中を蹴られる形になったのは、たまたまキックのコース上に僕が立っていたからだろう）、僕がりすかちゃんを抱えて逃げたから、追ってきた──体育倉庫に隠れたから、発見された。

　暴虐な動作に見えて、実はそうでもない。

　後出しであり、後攻であり、後付けであり。

　反応であり、反射であり、対応なのだ。

　だからこそ、僕が待ちの姿勢に入り、りすかちゃんが、僕が壁になって狩りの姿勢に移れない位置にポジショニングしてしまった今、地球木霙の右足もまた、そこで動きを止めたのだ。

「なるほど。ここまでの僕の悪わる足あ搔がきも、決して無駄じゃなかったってことか」

「え？　そんな結論になるのがどうしてなの？　あと、悪足搔きとか、無理に絡めないでいいのが、足に纏まつわる言葉なの」

　なんとかこの均衡状態を自分の手柄にしようとしたけれど、残念ながら足柄にさえならなかった（もうひとつ残念ながら、僕は足柄の意味を知らない）。

　しかし、さて、どうしたものか。

　均衡状態自体は決して悪いものではないけれど、ここが直江津高校体育倉庫の跡地内であることを思うと、いつまでもこうしてはいられない。

　むき出しの右足と戦っている姿を、第三者に目撃されたらやばいぜ！

「よりやばいのは、十歳の女の子を体育倉庫に連れ込んだ姿を第三者に目撃されたらなの」

「なあに。それについては、いつものことさ」

「歴戦なの？　それとも常習犯なの？」

「ん。そうだ」

　常習犯という心ない言葉で思いついた。

　あの足が、僕やりすかちゃんの動き（身体の動きや感情の動き）に反応するだけの魔法体だというのならば、待機の姿勢から更にもう一歩、戦闘に対して消極的になれば、あの右足もまた、戦意を喪失していくのではないか？

「つまり、僕がりすかちゃんの右足を愛めでれば、奴は成仏するのではないだろうか。りすかちゃん！」

「応じないのが、力強く呼びかけられてもなの。どういう状況なのが、足を愛でるなの？　だいたい、その場合、反応するのがあの右足なのが、コヨミをずたずたに切り裂いたわたしの殺意なの」

　僕を切り裂くことが確定していた。

　払う犠牲が大き過ぎる。払うのは足だけにしときたいもんだぜ。

「そして、コヨミにとって足を愛でるという戦略が、常習犯という言葉で思い出すものなの？　どんな歴戦なの？　何の常習犯なの？」

「おっと。僕に興味津々だな、りすかちゃん」

「高いだけなのが防犯意識なの」

「だったら最初から、僕みたいな奴にかかわっちゃ駄目だぜ。僕のことは忘れて、もっといい男を探しな」

「うん。今回痛感したのが、実はいい男だったのが、キズタカだったってことなの」

　期せずしてキズタカ氏の評価を上げた僕だったが、もうひとつ期せずして、こんなユニークなやり取りの中、戦略を連想することができた。

　先程の『払うのは足だけにしときたいもんだぜ』というのは、例によってオチに向けて、足に絡めた言葉を無理矢理言ってみただけだったが、しかし、『払う』のではなく、『固める』のならどうだ？

　足を──固めるのなら。

「……りすかちゃん。僕にもしものことがあったら、八九寺って女の子に伝えてくれ」

「何も伝えることがないのが、コヨミからその子になの」

「『僕はお前を胸に死んだ』と」

「きもいの」

　きもいって言われた。女子に。

　微調整したほうがいいのかな。

「『お前の胸に育てられた僕は、お前の胸を育てることもできず、お前を胸に死んだ』」

「既にもしものことが起きているのが、コヨミの脳なんじゃないの？」

「生きて帰ってきたときは、いつものご褒美kissを頼むぜ」

「コヨミは送っているのが、どんないつもなの？　表記しないで欲しいのが、キスをアルファベットでなの」

「そんな悪態を、また聞きたいもんだな。だけど、お仕置きkissだけは勘弁だぜ」

「聞いた悪態を次に活かして欲しいのがせめてなの」

「おっと。昔の純文学っぽくなっちゃったかな」

「なってるのが現代の怪文書みたいになの。本当にこれ、配られるのが映画の特典としてなの？　行かないで欲しいのが、きもさの上なの」

「行くぜ！」

　りすかちゃんの激励に背を押され、僕は駆け出した──きもさの上に行くのではなく、破られた鉄扉の向こうに構える、魔法使いの右足を目掛けて、低い姿勢で突貫する。

　片足タックル。

　これ以上はない片足タックル。

　格闘家の妹、阿良々木火憐直じき伝でんの技だったが（より正確に言うと、格闘家の妹からよく食らっている技だったが）、もちろんそれで終わりというわけではない──体育倉庫の外の地面に倒した足を、そのまま僕は離すことなく、その場で輾てん転てん反はん側そくする。

　ここから先も妹からの直伝（つまり、よく食らっている）──全身土まみれになりながら、地球木霙の右足を上下逆向きに、少女を抱き締めるように抱え、そして足首を両腕でロックする。

　つまり──いわゆるアキレス腱けん固がためである。

　ドラマツルギーに対しては、付け焼き刃の合気道技で戦った僕だったが、このたびはプロレス技を使わせてもらったというわけだ。

　むろんこれは、相手は足そのものなのだから、きっとアキレス腱が弱点だろうというような、安易な発想ではない。

　こちらの敵意や害意に反応するという、後ごの先せんを取る反撃タイプ（怪異的に言うなら、因いん果が応おう報ほうタイプか）の魔法体に対しては、関節技が有効に違いないと、僕は判断したのだ。

　狩ろうとすれば狩られるだろうし。

　退治しようとすれば退治される。

　殺そうとすれば殺される……、しかし、このような固め技ならば、たとえ跳ね返ってきても、命までは取られない──い!?

　アキレス腱固めから逃れようと、マグロのように暴れまくる右足を押さえつけることに躍起になっている僕の横よこ面つらが、そのとき、強く蹴られた。

　まさかりすかちゃん!?　ここぞとばかりに復讐を!?　いや違う、これは少女の足じゃない──見れば、そこにあった蹴り足は、僕が抱えているはずの右足だった。

　むき出しの右足──地球木霙の右足。

　足が二本!?　そりゃ一いっ対ついとしては正しいのか──じゃない、両方右足なんだから！

　じゃあ、残党の右足は二本あった!?

「違うの──増えたのが、右足なの！」

　体育倉庫の奥から、りすかちゃんの声が響いた──そうか、『増殖』か！　地球木霙の魔法──属性パターンは『肉』、種類カテゴリは『増殖』！

　だけど、そんな本体からは切り離された、意志を持たないはずの魔法体が、どうして『増殖』を──りすかちゃんが探していた段階では、残党はあくまで、一本の足だったはずなのでは!?

　……ああ、そうか。

　僕か。

　僕という助っ人の登場が、地球木霙の右足を増やしたのだ──つまり増援が、増殖を生んだ。

「くっ……、りすかちゃんを助けるつもりだったのに、最後の最後に僕のせいで、まさかこんなことになるなんて……」

「助けられてなんていないのが最初からなの」

　顔面を蹴られたのは、片足タックルの分だろう。どうやらあれが打撃だと判断されたらしい。だが、あれで意識まで持って行かれなかったあたり、僕の作戦もあながち的外れでは──と、思ったのも束の間だった。

　右足Ｂによる死角からのトウキックの衝撃もさることながら、元々、太ももの痛みも相まってロックが甘かったのか、アキレス腱固めから逃れた右足Ａが、そのまま僕の首に、のしかかるように絡んでくる。

　右足Ｂの動きもそれに連動した。

　やばい。

　この形はやばい。

　これは固め技に対する固め技じゃなくて──絞め技！

　三角絞め！

　しまった、固め技を、寝技と広く解釈されてしまった！　グラウンドだけに！

　まずいまずいまずいまずい、固め技は死なないけれど、絞め技は死ぬ！

「くっ──逃げろ、りすかちゃん！　そして八九寺にさっきの通り伝えてくれ！」

「伝えていいのが本当になの？」

「あと、羽川と戦場ヶ原と神原と老倉と火憐と月火と千石と斧乃木ちゃんにも伝えて欲しいことがある！」

「多過ぎるのが、メッセージも気もなの！」

　そんな面倒は背負い込めないというぎりぎりの判断をしたのか、りすかちゃんは逃げるどころか、逆に、窒息寸前の僕を助けに来た。

　いや、カッターナイフを振りかざして、体育倉庫から飛び出してくるその姿は、助けというには若干の恐怖映像だったが──僕の首を絞め付ける右足、もうどちらがＡでどちらがＢだったかわからなくなってしまったけれど、ともかく右足をひとつ、まっぷたつにした。

　ただのカッターナイフでそんなことができるはずがないので、魔法のアイテムとしてのカッターナイフだったのだろう──さしずめ、魔法のステッキといったところか？

　だが、まっぷたつにされた右足も、ただまっぷたつにされたわけでもなかった──切られる際に、自ら縦回転して、まるでリフティングするように、カッターナイフを蹴り上げたのだ。

　もちろんその飛距離は、リフティングでは済まない──目を疑うことに、グラウンドを飛び越して、校舎の向こう側まで吹っ飛んでいった。

　なんてすさまじい力……、いや、切りつけたりすかちゃんの攻撃力こそが、それほどすさまじいものだったと見るべきなのだろう。

　その反動としての飛距離である。

「あっ──！　あ、あああ……」

　それでも、二脚に増えた右足の片方を『狩った』結果に変わりはないというのに、りすかちゃんは、カッターナイフを失ったことに、あからさまに動揺した。小さくふるえて、その場にしゃがみ込んでしまいかねない勢いだ──勢いのなさだ。

　あれだけ赤かった唇の色も、心なし薄くなっている──赤い瞳は潤うるみ、今にも涙がこぼれ落ちそうだった。

「…………っ！」

　足が一本になることで、とにかく三角絞めから解放された僕は、立ち上がりざまにそんなりすかちゃんを再び抱えて、走り出す──逃げれば、反応した右足が追いかけてくることはわかっていたが、りすかちゃんがこんな有様では、距離を取らないわけにはいかなかった。

「どうした、りすかちゃん！　大丈夫か！　くっ……、駄目だ、足を撫で回しても反応がない！」

「…………」

　駄目だ、本当に反応がない！

　これでは僕が本当に駄目みたいだ！

　そうこうしているうちに、右足はけんけんで、僕の背中に迫ってくる──どんなに速くともあくまでけんけんなので、ぎりぎり距離を保っていられるが、しかしどの道、あの右足は僕が逃げた分だけ追ってくるので、これじゃあ追いつかれるのは時間の問題だった。

　時間の問題──なんだっけ？

　──時間なんて概念が酷く些細な問題なのが、このわたしなの──

「りすかちゃん、あの自信はどうしたんだよ！　僕が余計な邪魔さえしなきゃ、難易度の低い狩りだったみたいに言ってたじゃないか！」

「あ、あれは」

　気弱な声で、ようやく返答があった。

「奥の手があったのが、あの時点なの……、だ、だけど、もう使えないのがその奥の手なの……、カ、カッターナイフがなかったら……」

　意味不明だ。意味などないのかもしれない。

　奥の手？

　いや、しかし、僕はそんなりすかちゃんの姿に、既視感を覚える──何か、知っている姿に似ている気がする。

　知っている姿。

　それは、誰のどんな姿だ？

　人間性を失ったときの僕の愚かな姿か──それとも、四肢を失ったときの吸血鬼の哀れな姿か。

　つまり、あのカッターナイフは、ただ魔法のアイテム、魔法のステッキというだけではなく、りすかちゃんにとって肉体や魂の一部のようなもので、それを手放したことは、肉体や魂の一部を喪失したようなもので──その事実が自信喪失に繫がっている？

　違うかもしれない。こじつけかもしれない。

　残りチップが少なくなったギャンブラーのように、わざわざ確率の低いほうに賭けようとしているだけかもしれない──それでも。

　もしもそうなら──まだ手はある。

　奥の手はなくとも、奥の足はある。

　より正しくは、足の奥にあると言うべきなのだが。




　僕は太ももの傷口に、指を突っ込んだ。




「ぐっ……」

　傷口を自ら引き裂くようなもので、さすがに呻いてしまったが、そこで躊躇はしない──傷口の中、奥の奥の骨の部分に突き刺さっている目的のものを、親指と人さし指で丁寧につまんで、そのまま一気に摘出する。

　血ち塗まみれになりながら、僕が傷口から掘り起こしたのは──刃だった。

　カッターナイフの刃。

　切れ味のその先端の、切れっ端だった。

「りすかちゃん！　これを使え！　何に使うのかは知らないけど！」

「…………！」

　どうしてそんなものが、というやり取りは不要だ──自明である。

　りすかちゃんが僕の太ももを乱暴に刺し、そして乱暴に引き抜いた際、骨に引っかかって、傷口の中でぽきりと折れてしまった、カッターナイフの残りである。

　道理で痛み続けるわけだ。

　言うならば残党ならぬ残刀か。

　文房具の専門家である戦場ヶ原なら、カッターナイフの刃は、板チョコをモデルにして、折れやすい（つまり、刃が傷んだら交換しやすい）構造に作られているのだという雑学を披露してくれるだろう──そんな先人の叡えい智ちが、僕達を救ってくれるというわけだ。

　果たして。

　りすかちゃんは笑みを浮かべて、僕から一枚の刃を受け取った──その笑顔は、彼女が元気を、あるいは肉体を、あるいは魂を、取り戻した証拠のように見えた。

　ゆえに、油断した。

　りすかちゃんはぐっと目を閉じて「ううううううっ……！」と唸うなり、僕から受け取ったカッターナイフの一片を、己の右太ももに押し当てて──そのまま思い切って、太腿動脈までかき切ったのだった。
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　後日談と言うか、今回のオチ。

　自分の肩の上で、キュートな女の子が凄惨な自殺を遂げるという、来世まで引きずるようなトラウマ体験をして、それでおしまいではたまらないけれど、その後の展開を思えば、むしろそれでおしまいだったほうが、トラウマは来世までで済んだかもしれない。

　りすかちゃんの大腿部に、ぱっくりと開いた一直線の傷口からは、もちろんのこと、真っ赤な血がどばっと噴き出した。

　頸けい動どう脈みゃくの次に太い太腿動脈を切断したのだから当たり前だ。

　なにせ人間の体内には、およそ五リットルの血液が詰まっているというのだから──りすかちゃんがいくらまだ小柄な十歳でも、二リットルくらいは……、あれ？

　二リットルどころじゃ、ない？

　少女の右足から延々と、永遠のように噴き出し続ける血液は、今は僕の全身をずぶ濡れにし続け、のみならず、直江津高校のグラウンドをも浸していく。

　浸していく──侵していく。

　血が。血が。血が。血が。血が。血が。血が。

　りすかちゃんの血が、ぐっしょりと。

　魔法少女の血が、べたべたと。

『魔法狩り』の血が、じゃあじゃあと。

『赤き時の魔女』の血が、ばしゃばしゃと。

　血が血が血が血が血が血が血が血が血が血が。

　血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血が満たしていく。

　満ち足りていく。

『な　つ　か　し　や！』

　と。

　今や血のプールと化したグラウンドに渦巻く、大量の血液の底から、そんな禍々しい声が響いた──そんな禍々しい呪じゅ文もんが響いた。

『のんきり・のんきり・まぐなあど　ろいきすろいきすろい・きしがぁるきしがぁず　のんきり・のんきり・まぐなあど　ろいきすろいきすろい・きしがぁるきしがぁず　まるさこる・まるさこり・かいぎりな　る・りおち・りおち・りそな・ろいと・ろいと・まいと・かなぐいる　かがかき・きかがか　にゃもま・にゃもなぎ　どいかいく・どいかいく・まいるず・まいるず　にゃもむ・にゃもめ──』

　血のプールは、あっという間に血の池になり、血の池は、またたく間に血の海となり、血の海は、息をつく間もなく、血の洪水となる。

　そして。

『──にゃるら！』

　そして、溢あふれかえった血液は一気に集約し。

　人の形に集約し。

　顕現したのは──しかし、人ならぬ魔女だった。

　人を超越した魔女だった。

　ぶかぶかだったあの三角帽子がぴったりはまる、二十七歳の水倉りすかが、そこにいた。

　幼さなど欠片かけらも残さない、成熟した立ち姿。

　背丈は百五十センチを遥かに超え、手足はすらりとぐんと長くなり、そのはちきれんばかりの妖艶なるボディを、真っ赤な革素材の衣装が際どくくるんでいる。

「はっ──はーっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっは！　ははは、ははは、はははは！　は──はは──ははは──はははは──はははははは！」

　と。

　魔女は──吸血鬼よろしく、哄こう笑しょうした。

　大口を開けて、古い世界を嘲あざけるように、高笑いした。

　……種を明かせば、まごうことなき魔法であり、ならば種などないも同然だったが、しかし説明のつかないことに説明をつけるのが、怪異の専門家である忍野メメのスタイルだった以上、僕もそれを引き継ごう。

　踏襲しよう。

　水倉りすか──『赤き時の魔女』。

　地球木霙の魔法が属性パターンを『肉』、種類カテゴリを『増殖』とする肉体改造系の魔法ならば、水倉りすかの魔法は、属性パターンを『水』、種類カテゴリを『時間』とする、運命干かん渉しょう系の魔法なのだった──平たく言うと、『時間を操る』魔法だ。

　それだけ聞くと、タイムスリップをするとか、あるいは時間を止めるとか、そんな魔法なのかと思ってしまうけれど、りすかちゃんが操れる時間は、基本的には『自分の時間』に限られる。

　固有の時間。

　その現象を、りすかちゃん本人は『省略』と呼んだ──時間のショートカットだと。

　たとえば怪我をしたとして、その怪我が全治一週間だったとするなら、その一週間を『省略』して、瞬時に全快させることができる──あるいは、彼女の地元から僕の住むこの町まで、本来は交通機関をどう乗り継いでも三時間かかるとして、その三時間を『省略』し、テレポーテーションのように、一秒もかけずに、到着できるというような魔法でもある。

　もちろん、便利なばかりではない様々な制約があるのだろうが（時間を『前』向きにしか進められないというのも、そのひとつだそうだ）、しかし、話半分に聞いただけでも、ただごとではない驚天動地の魔法である──しかし、『赤き時の魔女』の真しん骨こっ頂ちょうは、更にその先にある。

　死に直面した際。

　つまり、彼女固有の時間を、完全に喪失する危機に陥った際に発動する、緊急避難的な魔法──出血量が一定以上に達したとき、赤血球のひとつひとつに刻まれた魔法陣が励れい起きして。

　なんと十七年分の時間が『省略』され。

　十歳から二十七歳まで──『成長』する。

　問答無用の理屈抜きで成長し。

　魔法少女から魔女になる。

　いわば、直面した死の危機を回避できるコンディションにまで、己を高める魔法である──素人考えではあるけれど、地球木霙の右足が魔法体そのものであるように、りすかちゃんの血液もまた、現象に対して反応する魔法体そのものであると解釈すれば、およそ間違ってはいないだろう。

　そしてその効用は、あえて語るまでもない。単純な身体能力の向上はむろんのこと、知能や知略の幅もスケールアップ、魔力量や魔法の規模も、十歳の頃とは比べものにならない。

　まさしく、大人と子供の差があるだろう。

　幼女姿のキスショット・アセロラオリオン・ハートアンダーブレードと、完全体のキスショット・アセロラオリオン・ハートアンダーブレードが別物だったように──十歳の水倉りすかと、二十七歳の水倉りすかは、別物だった。

　ただ、僕に言わせると、何より別物なのは。

「はーっはっはっはっは！　あー、懐かし過ぎてキャラ忘れたぜえ、パーフェクトりすかちゃん！　うっふ────ん！　テンション上がり過ぎて声涸かれるわ！　さあてめえ、さあてめえ、さあてめえ！　人の狩りをさんざ妨害してくれやがって、つーか十歳のわたしをさんざ可愛がってくれやがって、後でわたしの御お々み足あしで踏み潰してやるから覚悟してろよ駄人間！　蹂じゅう躙りんしやすいように気ィ遣って今から土下座しとけや、えーっと、コヨミだっけ？　ははっ！　すべての時間の支配者であるこのわたしを前に歴史を名乗ろうとはいい度胸だ！　ご褒美に念入りにぐりぐりしてやるぜ──その前に！　魔法狩りを完遂しねーとな──ツナギの馬鹿の食い残し、甲斐甲斐しくもこのわたしが処分してやるぜえ、雑魚の足切るの大っ好き、あはははははは！」

「…………」

　何より別物なのは、その性格だった。

　あんなおとなしくてチャーミングだった、初うい々ういしくてナイーブで、なんなら気弱でさえあったりすかちゃんに、この先の『十七年』の間に、いったい何があった……。

　駄人間とか言ってるよ。

　好戦的で、高圧的で、侮ぶ蔑べつ的で、差別的で。

　言うなら教科書通りの魔女である。

　大人になんかなりたくないという信念も頷ける、たおやかな少女のなれの果てとも言えた──もっとも、未来は可変なので、変身するたびに『十七年後の水倉りすか像』には多少の誤差があるらしい。

　たとえば今回は、変身前に僕という人間と行動を共にしたことが、少なからず影響を与え、また特別な『二十七歳』となったわけだ。

　だがしかし、あくまでも誤差の範囲内。

　りすかちゃんの将来が最悪なのは、ほぼ確定した未来なのだ。

　僕も僕なりに、精一杯がんばったつもりだったけれど、将来のりすかちゃんを更生させるには至らなかったわけか。

　力及ばず、残念な限りだ。

　これが羽川だったら、あるいは事情も違ったのかもしれないけれど、ともあれ、性格はどうあれ実力は確かで、二十七歳のりすかちゃんは、覚かく醒せい後、即座に地球木霙の右足を『処分』してのけた。

　カッターナイフの刃のひと欠片をふるって、千せん切ぎりにした──当然、右足のほうからも、その千切りに対する反射攻撃があったのだが、そんなのはものともしなかった。

　反撃を、おそらくはわざと、すべて食らって、ダメージを受けては瞬時に回復し（『省略』し）、彼ひ我がの圧倒的な実力差を嫌というほど見せつけながら『魔法狩り』を終えた。

　ついでとばかりに、土下座する僕を（ピンヒールで！）踏みにじるという約束も律儀にきっちり果たして、

「あばよ。まあまあ楽しかったわ、駄人間。これに懲りたら、二度と魔法少女に手を出すな。いや、邪魔をするなって意味じゃ、『足を出すな』かしらん？」

　と、去っていった。

　どろりと空間に溶けるように、溶よう血けつのように、ふっと消えた。

　おそらくは時間を『省略』し、己のフィールドへと帰ったのだろう──あくまでもこのたびの旅行は、彼女にとっては、本来ありえない出張だったのだから。

　やれやれ。

　僕は嘆たん息そくしつつ、穴だらけになった身体から土埃を払いつつ、立ち上がる──身体はボロボロだが、血の洪水が起こって荒れ果てたはずのグラウンドや、鉄扉が破壊されたはずの体育倉庫は、あら不思議、元通りになっていた。

『赤き時の魔女』のサービスかな。

　体内の相対的な時間しか操れないという縛りも、時間を『前』にしか進めることができないという縛りも、二十七歳のときにはなくなるのだろうか──あるいは、もっと別の魔法を使ったのかもしれない。だったら、僕の太ももの傷（と、ピンヒールであいた穴）も治してくれたら御おんの字だったのだが、あのサディスティックな性格に、そこまで望むのは無理があるだろう。

　ま、いいさ。

　僕も普通ってわけじゃないし、この程度の傷なら、本当にかすり傷だ──唾をつけておけば治るは大袈裟にしても、血を流せば治る。

　血。

　そう、付け加えておくと、りすかちゃんにとっても、それがネックだったようだ──あんな恐るべき奥の手を隠していたのであれば、右足に追い詰められても余裕を残していたのは当然だが、カッターナイフを失ったときの焦りようも、その奥の手に直結していた。

　瞬間成長の発動条件は、一定以上の流血である──つまり、りすかちゃんは、奥の手を使用するにあたって、血を流す必要があった。

　そういう意味では、『蹴る』あるいは『絞める』といった攻撃手段しか持たない、地球木霙の右足は、りすかちゃんにとっては天敵に近かったかもしれない。

　出血を伴わない打撃による臨死では、切り札の魔法は発動しないのだから──だから、たとえひと欠片であっても、刃物が必要だった。

　肌を切り、肉を裂き、動脈を破る刃物が。

　……それは必ずしも、魔法のステッキとしてのカッターナイフである必要はなかったわけで、そういう意味では僕の読みは当たっていたとは言いがたいが、ま、その辺は結果オーライってことで。

　なんにせよ、後始末をせずに済むのは助かった──体育倉庫を飛び出してからも、目撃されることなくことを収められたようだし、家に帰って、火憐から正しい片足タックルの方法でも教えてもらうか……ん？

　と、そこで思い出した。

　確かに見た目、風景の原状回復はなされたようで、隠いん蔽ぺい工作は必要なさそうだったが、しかし、それはあくまでも、グラウンドに限ってのことだ。

　校舎の向こう側まで蹴り飛ばされた、カッターナイフの本体のほうは、どうなった？

　気付いてしまった以上、確認しないわけにもいかず、僕は校舎を回り込んで、中庭のほうに移動する──果たして。

　水倉りすかの赤いカッターナイフは、花壇の中央辺りに突き刺さっていた。

「……魔法少女の忘れ物、か」

　呟いて、僕はそれを引き抜く──そしてその刃を、彼女がそうしていたように、『きちきちきちきち……』『きちきちきちきち……』『きちきちきちきち……』と、出し入れした。

　最後に刃を出し切ったところで、思案の結論を出す──いや、僕のことだから、どうせ最初から、結論は出ているようなものだった。

「阿良々木暦は、ほとほと、懲りない男だねえ」

　でも、そうだな。

　やられっぱなしで、踏まれっぱなしで、確かに不本意ながら、まだまだぜんぜん『悪しからず』って感じじゃないし──忘れ物を届けるために、今度は僕のほうから九州地方まで、足を伸ばしてみるとしよう。

　りすかちゃんには悪いのが、またもや人違いをされることだけどね！
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　否ひ定てい姫ひめは何を隠そうお姫さまだ。そりゃあそうだ、冒頭からどういうつもりでそんな当たり前のことを、もっと変わったことを言いなさいと、厳しいお𠮟しかりを受けるかもしれないけれど、しかし、そんな当たり前のことさえままならないのが、恐れ多くもかしこくもあそばされる、尾張幕府家や鳴なり将軍家直轄内部監察所総監督の否定姫なのだ。何をきっかけに、どんな定義を否定してくるかわからない、僕のような素直な人間からしてみれば、その時点で怪異みたいなものである。

「否定するわ」

　の一言で、あらゆるすべてをひっくり返してしまうのだから、まったく油断ならない。彼女に比べたら、鉄血にして熱血にして冷血の吸血鬼、キスショット・アセロラオリオン・ハートアンダーブレードの、なんと誠実だったことだろう。

　考えてみれば、あの伝説の吸血鬼も、出自を辿ればお姫さまだったり貴族だったりしたわけで、共通点が少なくはないのだが──二人とも、目もくらむような金髪だというのが、もっともわかりやすい共通点だろう──、しかし、吸血鬼という正体がはっきりしている吸血鬼とは真逆に、お姫さまであるという点を除けば正体不明に過ぎるお姫さまと来ている。尾張幕府家鳴将軍家直轄内部監察所総監督という肩書も胡散臭いし、レトリックでなく、本当にお姫さまかどうかも怪しいと、用心深く付け加えないわけにはいかない。

　そんな正体不明な彼女だけれど、しかし目的不明ではなかったりするところが、また憎い演出である──彼女の目的は、刀集めだ。

　日本刀の収集である。

　四し季き崎ざき記き紀きという刀かたな鍛か冶じが拵こしらえた、変体刀と呼ばれる千本の刀を求め、中でも十二本の完成型変体刀を求め、お姫さまという立場にありながら、知謀策謀を巡らせていたのだとか。

　絶ぜっ刀とう『鉋かんな』。斬ざん刀とう『鈍なまくら』。千せん刀とう『[image: ]つるぎ』。薄はく刀とう『針はり』。

　賊ぞく刀とう『鎧よろい』。双そう刀とう『鎚かなづち』。悪あく刀とう『鐚びた』。微び刀とう『釵かんざし』。

　王おう刀とう『鋸のこぎり』。誠せい刀とう『銓はかり』。毒どく刀とう『鍍めっき』。炎えん刀とう『銃じゅう』。

　異種異様なそれらの刀を集めようとしたその理由は、歴史の違う僕にはおよそ計り知れないものなので、深入りは避さけよう──ただ、それだけを目的としていた彼女なのだから、時代を越えて、僕達の町を訪れたことには、何の不思議もなかった。

　時代を越えて。

　ああ、そうだ。それもまた、否定姫と、キスショット・アセロラオリオン・ハートアンダーブレードの、触れずにはいられない共通点の代表例だった。

　伝説の吸血鬼が、数百年も前から飛来した吸血鬼であるように──否定姫もまた、数百年も前から飛来したお姫さまなのだった。

　これもまた、迂闊なことを言うと、あっさり否定されてしまう虚言なのかもしれないけれど。
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　あまり自慢できることではないのだけれど、僕には阿良々木月火という、中学二年生の妹がいる。月に一回ヘアスタイルを変えるお洒落さんで、そんなお洒落の一環として、彼女は茶道部に所属している。茶道の上品さをファッションとしているという意味ではなく、もっと直截的に、『私は着物が好きだから』という理由だ──そんな理由で所属されたら茶道部もいい迷惑だろうと思うけれど、案外、しっくり馴な染じんでいるようだ。

　個人的には、あの妹が馴染めるような茶道部には何があろうと近付きたくないというのが本音なのだけれど、しかし、そんな個人の意志が、えてして通じないのがいわくありげな現代社会であって、僕は今日、妹が通う栂つがの木き第二中学校を訪れていた。

　通っている生徒の親族なので、本来、訪問に難はないのだけれど、しかし理由が理由だったので、僕は忍び込むという形を取った。

　簡単に説明すると、茶道部の部室──茶室と言うべきだろうか、茶室で、ちょっとした怪異現象があったそうなのだ。

　登録されている部員は七人しかいないはずなのに、なんだか『八人目』の気配を感じるというようなお話だった。

　月火からそのような相談を受けた。

　その『八人目』のぼんやりとした存在を感じたのは、正確には妹ではなく、他の六名の部員であって、月火はむしろ、その『八人目』のぼんやりとした存在を否定するために、東奔西走したそうである。

　否定。

　証拠集めと推理の結果、その否定には成功したはずなのだけれど──みたいなエピソードで、まあ、既刊のどこかに収録されている。

　解決したはずの事件が終わらない、探偵役の空しさのような苦い教訓を残す、やや後味の悪い経験ではあったが（とは言え、月火が絡んだ出来事で、後味がよかったことなんてない）、しかしながら、せっかく得た教訓は、直後から活かさねばならない。

　妹のフォローは兄の仕事だ。

『八人目』の件が本当に解決したのかどうか、念のため、この目で確認しておきたい──吸血鬼に生き血をすすられた経験を持つ僕の目で、しっかり、くわっと後難の憂いなく、確認しておきたい。

　神経過敏だと自分でも思うけれど、最近はあとから何が伏線だったことにされるかわからないからな。

　僕は、生徒や教員に見つからないようこそこそと、蛇行するようにあちこち迂回しながら茶室に到着し、月火から借りてきた鍵（もちろん、勝手に借りてきたという意味だ）で、その扉を開けた。




　茶室の中で、金髪碧眼の美女が、ゴージャスな着物を身にまとって、しとやかに茶を点たてていた。




　その物腰、その佇まい。

　間違っても、部員ではない──我が妹の魔の手にかかって、今や和装部と化した、茶道部の部員ではない。

　どころか、中学生でもないだろう。

　不法侵入中の高校生が鋭く指摘するようなことではないけれど、どう見ても成人している──じゃあ、教員か？

　茶道部の顧問の先生だろうか。

　この中学校は私立だし、英語の先生として、海外から職員をお招きしていてもなんら不思議ではない──だけど、茶道部の顧問を？

　いや、でもまあ、意外と茶道やら剣道やらの日本文化って、海外でこそ高く評価されるものらしいから、外国人然としたこの人が、和装で茶を点てていても、それはそれで自然と言うべきなのかもしれない。

　それとも──まさか。

　まさか、この人が『八人目』？

　怪異？

　待て待て、そんな判断は早計だ、そりゃあ、ただ者ではない雰囲気は、ひしひしと伝わってくるが──

「暦くんはさあ」

　と。

　果たして、茶を点てる手を止めないままに、彼女は言った──青い目はまだこちらを向いてはいないけれど、僕の名を呼んだのだから、僕に言っているのだろう。

　どうして僕の名を知っているのかは、定かではないにしても。

「未来予知って信じてる？」

「み──未来予知？」

　咄嗟に後ろ手で扉を閉じつつ、僕はとりあえず、答える──きらきらと、輝くような金髪の彼女を、ひとまずは隠さなくちゃいけないと思ったのだが、しかしこれでは、自分で自分を閉じ込めたようなものだった。

「未来をあらかじめ視認できる能力──いえ、未来をあらかじめ体験できる能力と言うべきなのかしら。それを人は、既視感と言うのかもしれないわね──つまり、未来予知は未来旅行、時間移動にも似た技術なのよね」

「…………」

「それが、このわたし、すなわち否定姫がここにいる理由ってわけ。わたしからは既に失われている職人の技術なんだけれども、職人の技術っていうのは、根っこのところで受け継がれるものだものねえ──納得できた？」

　すいっと。

　作業が終わったのか、茶碗をこちらに差し出してきた金髪碧眼の彼女──否定姫。

　え？　何？

　お手前、頂ちょう戴だいしたほうがいいのだろうか？

　お茶を飲んでる場合か？

　早くもペースに飲まれてないか？

　いったい、今、何を説明されたのかもわからない……、ただ、未来予知というのはいかにも唐突だが、時間移動という言葉には、ほんの少しだけ歩み寄りの余地があった。

　僕はつい先頃、それと似たり寄ったりの試みをおこなったばかりだったからだ──大失敗したし、相応の禍根を残す形になったので、苦い思い出でしかないが。

　苦いどころか、苦しい思い出だ。

　ただ、僕がこの世界から、ある種の時間旅行をしたというのであれば、この世界もまた、どこかの世界からの旅行者を迎えることもあるのかもしれない。

　だとすると、この謎のお姫さまを、おざなりにはできない──ありえなかった世界でよくしてもらったように、僕もこの人を歓待しなくては。

　なんにせよ、出されたお茶くらいは飲むか。

　今回は探り探り行こう。

　覚悟を決めて、僕は靴を脱いで畳にあがる。

「悪わりいが作法は知らねえ。好きにやらせてもらうぜ」

　あぐらをかいて、無頼を気取って言ってみたが、お姫さまは、澄ました顔で無反応だった──ふむ。

　ノリに付き合ってくれるタイプの人じゃない、と。

　そうなると突っ込みは期待できそうになかったので、僕は行儀よく正座に切り替えて、茶碗を持ち上げる──三回回すんだっけ？

「いただきます──ぶぐっ!?」

　茶碗の中は、ほぼ粉こなだった。

　口の中の水分をあらかた持って行かれた。

「あはははは！　ひっかかったひっかかった！」

　ごほごほとむせる僕を、否定姫は指をさして、きゃらきゃらと笑った──意外と陽気だな、おい。

「ごめんごめん、お茶とか点てられないし、わたし。お湯の沸かしかたも知らないのよ──そういう生活じみたことは全部、側近にやらせてたからねえ。あくまでも演出として、心得がある振りをしていただけ……、あの不愉快な女なら、きっと、もっとうまくやったでしょうけれどね」

　実は正座も苦手。

　と言って、否定姫は立ち上がった。

　うわっ、背ェ高っ！

　こちらがえずいて、畳に突っ伏す形になっている落差もあるのだろうが、山でも見上げているようだ──見方によっては、彼女の足下に平伏しているような僕だけれど、このポジショニングで、この高低差で見下ろされると、変な気分になってくる。

「日本文化に造詣の深い異邦人だと思ってくれた？　だったらそれは否定するわ──わたしはこの国で生まれ育った、愛国者よ」

「……はあ」

　じゃあ、ハーフとかクォーターとかなのかな。しかし、そう尋ねたら、それも否定されてしまいそうだった。

　金髪には、春休み以来馴染みのある僕だけれど、碧眼というのは、映画やドラマでしか接したことがないので、その視線にどぎまぎする。

「あの……、どうして僕の名前、知ってたんですか？　それに、どうして僕が、今日、ここに来るって知ってたんですか？」

　いつまでも突っ伏して（平伏して）はいられないので、僕は身を起こしつつ（全身が抹茶色に染まっていた）、否定姫に質問する。

　正直、彼女の和洋折衷な存在感を前にしては、そんな些細なことはそれほど気になっていなかったけれど、とりあえず質問することで、間を持たそうとしたのだった。

「だから未来予知よ、未来予知──暦くんの名前も、暦くんが今日、この学まなび舎やのこの茶室を訪れることも、数百年前から予知されていた。体験されていた。逆に言うと、そんなふざけたもんがあるせいで、わたしがこうやって、はるばる出向かなきゃならなかったわけだけれど。予言でご指名を受けている以上、立場的に避けられなかったわね──自ら動くって、苦手なのよ」

「……苦手なことばっかりなんですね」

「否定するわ。苦手は多いけれど、得意はもっと多い──たとえば、暦くんみたいな可愛らしい男の子を手玉に取るなんてのは、得意中の得意ね」

「…………」

　得意──そうだな。

　逆に言うと、僕からすればこの人、明らかに苦手なタイプだ。

　立ち上がってみても、僕のアイレベルは、お姫さまの肩までくらいしか至らなかった──顎を上げるような姿勢にしないと、目を合わせられない。

「だから、暦くん。次にきみが発するであろう質問も、わたしには言い当てることができるわよ」

「……それも、いわゆる未来予知ですね」

「否定する。だから、わたしには使えないんだって、その技術は──わたしはあくまで、予言に乗っかってるだけ。暦くんの質問を言い当てることができるのは、暦くんを手玉に取るのが得意だからよ」

「……じゃあ、言い当ててみてくださいよ。お姫さま。僕が今、どんな疑問を抱いているのか」

　無視するのが最善であることはなんとなくわかっていながら、繰り返し、軽んじられるようなことを言われて、つい挑発に乗ってしまう──この時点で既に、僕は手玉に取られているようなものだった。

　ころころ転がされ。

　泳がされているようなものだった。

「『僕に何の用だ』って、きみは言うんでしょう？　時代を越えて、世界観を越えてまで訪ねてきて、いったい何の用だって──そしてその質問に、わたしはこう答える。『否定するわ。きみ個人に用があるわけじゃあないのよ、暦くん──だってわたしが用があるのは、暦くんが所有する日本刀。妖よう刀とう「心こころ渡わたり」なのだもの』と」
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　妖刀『心渡』。

　僕自身、その脅威の真なるところを正確に理解しているわけではないので、説明の難しいところではあるのだが、一言で言えば、伝説の吸血鬼、キスショット・アセロラオリオン・ハートアンダーブレードがかつて振り回していた、怪異を斬るための武器である。

　怪異だけを斬る大太刀。

　それゆえに、怪異殺しという別銘を受けていて、その名がそのまま、鉄血にして熱血にして冷血の吸血鬼の、もうひとつの字あざなとなっている。

　そういう意味では、我らが金髪金眼の吸血鬼も、和洋折衷だと言えるわけだけれど、しかしだからと言って、ここで否定姫と、意気投合するというわけにはいかなかった。

　むしろ逆だ。

　警戒心がマックスまで跳ね上がる。

　彼女が、他でもないあの妖刀を欲して僕を訪ねてきたと言うのであれば、本当にお茶を飲んでいる場合じゃない。

　僕という個人が所有するすべての力を尽くして、白を切るしかなかった。

「妖刀？　ははは、何を仰っているんですか？　アニメの見過ぎじゃあないですかね」

「否定するわ。なぜなら、わたしの時代には、活動写真なんてなかったもの」

　活動写真ってわかってんじゃねえか。

　ただまあ、向こうのおとぼけがこちらに見え見えであるように、こちらの誤魔化しも、向こうにはお見通しなようだった──さあ、どうしたものか。

　こうなると、場所が栂の木第二中学校、その校舎内の茶室というのが絶妙だった。初めは、待ち伏せするにしてもどうしてこんなところでと腑ふに落ちなかったものだが、これはほとんど、妹を人質に取られているも同然だった。

　まだしも直江津高校や、あるいは自宅で、待ち構えられていたほうがマシだったくらいだ。それなら、ギリ地の利があると思える──乗り込んで来られているようで、実は中立地帯だし、中立地帯のようでいて、実は地形効果は最悪だ。

　だが、だからと言って、こちらもほいほいと、お姫さまの要求に応えるというわけにはいかないのだ。

「そう。でしょうね──だけど、わたしはそんな膠こう着ちゃく状態も否定するわ。本当は『こういうの』は、あの不愉快な女の領分なのだけれど、そういう縛りも、この際、否定しちゃおうかしら」

　暦くん。

　わたしと刀比べをしてくれる？

　懐から鉄扇を取り出し、それを『ばんっ』と開いて、こちらに突きつけ、お姫さまは僕に、そう申しつけたのだった──そして。

　そして三十分後、僕と否定姫は、栂の木第二中学校のプールサイドに並んでいた。

　茶室からの、いきなりの場面転換にも戸惑うが、もっと戸惑うのは、もっとも戸惑うのは、金髪碧眼、ゴージャスな雰囲気をこれでもかと醸し出す否定姫が、スクール水着を着て、僕の隣に立っていることだった。

「…………。…………!?」

　二度見してしまった。

　え？

　ちょっと待って、あなたそんな、面白いことするタイプのキャラだったの？　スクール水着に事務所ＮＧ出てないの？

　思わぬ出会いに困惑しつつも、一応は自分の交友範囲に照らし合わせ、似ている知人を考えて、『まあ、若干影縫さんよりの臥が煙えんさんかな』くらいの折り合いで、これからの接しかたの段取りを立てていたのに、あのふたりの成人女性なら、版権絵でも絶対しないコーディネートを、なぜ自ら？

　さっきまでは和と洋のバランスで魅せていたお姫さまが、何の間違いで、ブロンド美女とスクール水着のアンバランスに……。

「否定するわ。面白いことを、しなくもないのよ」

「…………」

　二重否定……！

　口を開けば否定否定と、そんなＮＯばかり言い続けて、どうやって世渡りをしているのかと思ったが、そんな対応の仕方があったとは。

「折せっ角かくの未来だし、お目付役もいないことだし。はしゃぎたくもなるのよ──明日死ぬ心配のない世界ってのはね」

「はあ……、明日死ぬ心配のない世界、ですか」

「こんな格好くらいで大騒ぎしてくれて、目め眩まいがするほど暢気な時代に来たんだって、心から実感するわよ」

　……どんな時代から来たのか、話を聞いていてもうまく把握できないけれど、そういうハードな言いかたをされると、口出しもできない。まあ、名前にスクールってついてるだけで、形はあくまで普通の水着なのだし。

　明日って言うか、影縫さんや臥煙さんだったら、そんな格好をした途端に死ぬけどな。

　ただし、そのスクール水着の胸元には『阿良々木火憐』と書かれた名札が縫いつけられていることを、決して見逃してはならない。

　つまり、否定姫が着ているスクール水着は、茶室を根城とする僕の妹、阿良々木月火とは別の、もうひとりの妹──栂の木第二中学校三年生、阿良々木火憐のスクール水着であることを意味している。

　水着のサイズ的に、月火のそれよりも火憐のそれを選んだ（月火は僕より背が低いが、火憐は僕より背が高い。妹なのに）──というような、単純な事情でもないだろう。

　大きいほうの妹もちゃんと押さえているぞと、暗にプレッシャーをかけられているようだった──スクール水着に威圧感を感じるなんて、生まれて初めての経験だ。

　サイズについて言うなら、火憐よりも否定姫のほうが、更に頭ひとつ分高いので、それでも小さいんじゃないかと思ったが、大したもので、その頭ひとつ分は全部足の長さなのか、胴体しか覆わないデザインの水着は、どうやらジャストフィットのようである。

「まあ、わたしがここでこんな格好をすることも、予言されていた運命なのよ」

「さすがにそんなわけないでしょ？」

　ちなみに僕は着替えていない。

　抹茶にまみれた私服のままだ。

「で……、衣装はともかく、なんで場所を変えたんですか？　否定姫さま」

「だから刀比べだって──むかつく奇策士はね、そうやって刀を集めていたの。所有者に、刀を賭けた勝負を持ちかけるってやりかたでね。暦くんは、妖刀『心渡』を、わたしに見せたくもないって感じみたいだから、ここは柔軟に、取引を持ちかけようって思って」

　言って──否定姫は、プールに飛び込んだ。

　準備体操も慣らしもなしで飛び込むとは、どんな強い心臓をしているのだろうと、呆れ混じりに感心する僕だったが、しかし、行動の脈絡は未だ見えない。

　たぶん、そうやって相手を混乱させ、認識や理解を『否定』し続けることで、優位に立ち続けるスタイルなんだろうけど……。

　ただ、プールを端まで、見たこともないような泳法で泳いでいく彼女は（古式泳法？）、普通にバカンスを楽しんでいるように見えるのも確かだった──向こう岸で華麗にターンして、そして帰りは、潜水で戻ってくる。

　戻ってくる……戻ってこない？

　潜ったまま浮かんで来ない？

　あれ？　まさか溺おぼれた？

　噓だろ、明日どころか今日死ぬとか……、本当に何をしに来たんだって面白になっちゃうぞ？　そんな展開だけは避けねばならないという義務感にかられ、僕は救助に向かおうと、慌てて上着を脱ぐ──けれど、上半身裸になったところで、ざぱあと、お姫さまはプールサイドに勢いよく顔を出した。

　金色の髪がべったり身体に張り付いて、奇妙な色気が出ていた──スクール水着でなければ、もっと出ていたかもしれない。

　彼女はその髪を払いながら、

「くふっ……、だああ。ああもう、力仕事は向いてないのよね……、仕事自体、向いてないのよね。暦くん、そんなところで脱いでないで、手伝ってよ」

　と言った。

「て、手伝う？」

「これ、持って。浮力がなくなると、わたしじゃ持てないのよ」

　手を取って引き上げて欲しいのかと思ったけれど、そうではないらしい──近付いて見なければわからなかったが、どうやら彼女は水中で、『何か』を両腕で抱えているようだ。

　近付いて見なければわからなかったのは、その『何か』が、透明だったからだ──透明な水の中で、透明なものを抱えていても、そりゃあ見えない。

　水晶……？

　あるいはダイヤモンドとか……？

　長時間潜水していたのは、どうやらプールの底に隠してあった（？）、その『何か』をピックアップするためだったようだが、なんだろう、このお姫さま、まさか妖刀『心渡』を、金目のものと物々交換しようって腹積もりなのか？

　この阿良々木暦が金で動くとでも!?

　……動かなくはないな。

　春休み、専門家の忍野メメにウン百万という借金を背負った経験は、僕の心にそれなりの傷を残している。

　ただし、僕のそんな思惑を、彼女はもちろん、否定する──水面を挟む形で受け渡された物体は、水晶やダイヤモンドとは、似て非なるものだった。

　それは──ガラスの直方体だった。

　否。

　より正確に言うならば、ガラスという『鞘さや』の中に封じられた、一振りの日本刀だった。

「透とう刀とう『鉄てつ』──完成形変体刀でこそないけれど、四季崎記紀が作った千本の変体刀の中の一振りよ。妖刀『心渡』に匹敵する、まあ釣り合いの取れた張りではあるでしょう。お互いにお互いの刀を賭けて──阿良々木暦くん。『いざ尋常に、始め』よ」
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　刀を取り合う勝負だと言うから、てっきり、切った張ったの果たし合いをする羽目になるのかと（プールサイドでスクール水着のブロンド美女と、果たし合いをする羽目になるのかと）思ったけれど、どうやらそんな尋常でない展開は避けられそうだった──と言うのも、プールから上がった彼女は、バスタオルで全身を拭きながら（と言うか、僕が拭かされた。まとっているのが着物だろうとスクール水着だろうと、なんともお姫さまである）、プールサイドに置かれたガラスケースを示して、こう言ったのだ。

「暦くん。この『鞘』から、刀を取り出して頂戴──ただし、硝子びいどろを傷つけることなく、ね。それができたなら、きみの勝ちってことにしてあげる」

　と。

　今までの彼女の発言とまったく同じように、僕はその台詞の意味をとらえかねたが、しかし、どうやらそれが透刀『鉄』という日本刀の特質なのだそうだ。

　透徹する、というのか。

　斬った物体を、通り過ぎることができる刀なのだという──斬った人体を、すり抜けることができる刀なのだという。

　それじゃあ刀の意味がないのではと思わざるを得ないけれど、そんな単純なものでもないらしい。

　なぜならその特質は、鎧だろうと壁だろうと、通り過ぎてすり抜けて、その向こう側に守られているものを斬ることができる特質でもあるのだから──たとえば、人間を斬ったとき、服を斬らずに中身だけを斬るということができる、もっと言えば、肌に傷一つ残すことなく、内臓だけを斬ることもできるわけだ。

　人体を縦に一刀両断しながら、脳の血管を一本だけ斬るというような離れ技ができるのであれば、それは迷宮入り殺人事件の凶器になりうるだろう。

　そんな非現実的な──と、一笑に付すことはできない。妖刀『心渡』でだって、似たようなことはできるからだ。

　人体を斬らずに怪異を斬る、というような。

　だから、そういう意味では確かに、『釣り合う』、あるいは『匹敵する』というお姫さまの言い分は正しい──お互いのベットは、およそ等しい。

　そこまではわかった。

　だが、それと勝負の内容が、どう繫がるのかは、まだ不明だ──そもそも、そんな奇妙な刀が、どうしてガラスの箱の中に封じられているんだ？

　中学校のプールの底に隠されていたというのは、まあ、ペースを握るための否定姫の仕込みだとして……。

「だから、この硝子びいどろが、透刀『鉄』の『鞘』なのよ。どんな物体も──もちろん硝子びいどろも、すり抜ける刀だからね。普通の鞘に納めて腰に差していると、所有者が怪我をしかねないのよ。だからこうやって、柄つかを含めて四方八方を固形物の中に収納するのが、安全ってわけ」

「はあ……、でも、これじゃあ、納めることはできても、取り出すことができないんじゃないですか？」

　納めるときは、刀の特質を発揮すればいいにしても──ああ。

　だから、それが勝負内容なのか？

「そうよ。この状態からでも、抜刀する方法はある──それを言い当てることができたら、暦くんの勝ちってこと。そのときは、透刀『鉄』をこの時代に置いていってあげるわ。だけど、抜刀できなかったとき、あるいは『鞘』を傷つけてしまったときは、妖刀『心渡』を献上してもらうわよ」

「…………」

　あれ？

　いつの間にか勝負が成立したことになってる？

　まだ僕、賭けを受けるって言ってないよな？

　完全に主導権を握られて、勝負のフィールドのみならず、賭けるものも賭けの内容も、気付けば一方的に、譲歩の余地なく決められてしまったけれど……、このままお姫さまの言いなりになり続けていいのか？

　スクール水着だって、この人が自主的に着てるわけだしな……、今のところ、完全に翻弄されているだけだ。

　年上のおねーさんの横暴やら色香やらに振り回されるのが嫌いというわけではないけれど、しかし、人生にかかわるとなれば、話は別だ。

　透刀『鉄』とか、正直いらないし……、完全犯罪以外の何に使うんだ、こんなもん？　まあ、現代でも用途がないわけじゃないんだろうけれど、僕の現況を思うと、妖刀『心渡』のほうが必要度は高いと言える──今後も生き続けていくためには。

　うまく乗せられているけれど、ここからでもどうにか巻き返して、勝負自体を無効に──いや、待てよ？

　透刀『鉄』？

　物体をすり抜けるとか、人体を通り抜けるとか、そういう言いかたをするから、ある種の密室トリックじみた使いかたしか思いつかなかったけれど、これ、逆もあるよな？

　逆──つまり、外側を斬らずに内側を斬るのではなく、内側を斬らずに外側を斬るという斬りかただ。

　先程否定姫は、服を斬らずに中身を斬ることができると、物騒なことを言っていたけれど──それは逆に、人を傷つけずに服だけを斬るという、アニメ『ルパン三世』における石いし川かわ五ごェ門もんの神かみ技わざが使えるということでは？

　もっと具体的に言えば、友人である羽川翼相手に、それができるということでは？

「……ふっ。やれやれ」

　羽川よ。

　僕のモチベーションは、結局いつもお前だな。

「了解しました、お姫さま──その勝負、受けて立ちましょう」

「腑抜けた時代の登場人物にしてはいい度胸ね。誉めて遣わして──あげなくもないわ」

　にたりと笑い、ここぞとばかりに否定姫は、二重否定で応えたのだった。
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　現実問題として、僕が羽川に刃物を向けるなんてことは、ゴールデンウィークのような出来事でもない限りありえない出来心だとしても、ここまで周到に準備をして僕を待ち伏せしていた否定姫が、二の矢三の矢を用意していないはずもなく、ここで勝負を受ける以外の選択肢があるはずもなかった──それに、あまり悠長なことも言っていられない。

　室内プールではないのだ。

　太陽が燦さん々さんと降り注いでいる──校舎から離れた立地条件のプールだし、すぐに誰かに見つかるということはないだろうけれど、この状況は、第三者から発見されると、あまり喜ばしくない結果を招きかねない──と言うか、栂の木二中の敷地内のプールである以上、第三者はむしろ僕のほうである。

　そんな第三者が、スクール水着のブロンド美女をかたわらに日本刀で遊んでいるというのは、それだけですぐさま警察沙ざ汰ただ──しかもそのスクール水着は妹のものである。

　変質者を通り過ぎている。

　今晩の家族会議開催を防ぐためにも、迅速に対応しなければ……、というわけで、僕はガラスケースに、しゃがみ込んで向き合う。

　便宜上『箱』とか『ケース』とか表現するけれど、これはまあ、ガラスの『塊』というのが正しいよな……。

　浮力の助けがなければわたしじゃあ持ち上げられないと否定姫は言っていたけれど、僕だって、こんなもの、持ち続けられる重さじゃない。

　なんだか、化石みたいでもある。

　さすがに化石になるような遥かな昔から、否定姫はやってきたわけでもないだろうが、そう言えば、透き通る琥こ珀はくの中に封じられた古代の虫、みたいな映像を見たことがある。

　透明なガラスなので、印象としては、氷漬けにされた抜き身の刀といった様相だけれど。

　意味のあるアプローチかどうかはわからないままに、この直方体の大きさを計ってみる……、と言っても、メジャーを持っているわけではないので、手のひらを定規にしての、雑な計測だ。

　僕の手のひらを広げて、だいたい二〇センチとして……、縦一・五メートル、横三〇センチ、高さ三〇センチってところか？

　そしてその中に納められている抜き身の日本刀は、長さ一・三メートル前後……、きちんとした知識があるわけじゃないが、まあ、日本刀としては相当長いほうだよな？　僕としては、どうしても妖刀『心渡』のべらぼうな長さと比べてしまうから、確かなことは言えないけれど……。

「『めえとる』『せんち』ね。ひょっとして、『いんち』や『やあど』も使われているのかしら？」

　透刀『鉄』の周囲を、ぐるぐる回りながらあれこれ呟いている僕に、そこで否定姫が茶々を入れてきた。

「暦くんはわたしのことを和洋折衷って言ってたけれど、文化的に言うなら、あなた達のほうがよっぽど和洋折衷なんじゃないの？」

「……お姫さまの時代は、鎖国中だったんですっけ」

　最近じゃあ、その鎖国ってのも、言うほど厳密に鎖国していたわけじゃあないって学説もあるけれど……、軽口を無視するのもこちらのストレスになるので、僕は首だけで振り向いて、そう応じた──見れば、紫外線を嫌ったのか、否定姫は屋根のついたベンチに腰掛けて、携帯電話をいじっていた。

　もちろん僕の携帯電話だ。

　脱いだ上着に入れっぱなしにしていたのを、勝手に使っているらしい──もしや、ネットサーフィン中かな？

　そうやって、現代文化を調査しているのだろうか。

　忍野ほど極端じゃないが、決してメカに強いわけじゃない僕から見ると、惚れ惚れする速度の指の動きかただ……。

「……勉強熱心ですね」

　皮肉を込めて僕がそう言うと、

「否定するわ。勉強じゃなくて遊びよ」

　と、画面から目を離さないままに、否定姫は応えた。

「戦国時代を再現した遊びを楽しませてもらっているわ」

「…………」

　僕の携帯電話で、勝手にアプリをダウンロードして、戦国系のゲームを楽しんでいるってこと？　なんでそんな図ずう々ずうしいことができるの、そしてなんでそんな器用に対応できるの？

　本当に過去から来たのかよ、この人？

　疑うわけではないが（疑っているが）、僕は否定姫に、「どんな時代だったんですか？」と訊いてみた。

「あんまり訊いても意味ないわよ。わたし達の世界観と、この世界観って、こうして遊んでみる限り、ちゃんとは繫がってないみたいだから」

「繫がってない──ええっと、パラレルワールドみたいなものでしょうか？」

　その辺、僕の理解も浅いけれど、タイムスリップには付き物の用語だ。時間旅行ではなく未来予知だったとしても、それだって、未来を知ってしまった時点で、その未来は変わってしまうという考えかたはあるだろう。

「平行ぱられると言うよりは二重だぶるかしらね。ま、わたしも確かなことを言えるわけじゃあないのよ。わたしとて、所詮は連綿と続く歯車のひとつなのだから──でも、もしかすると、こんな平和でお馬鹿な時代にどこかで繫がっている回路もあるんじゃないかと思えば、わたしもがんばり甲斐があるってものよ。末孫には駄目になって欲しいものだわ、本当に」

「…………？」

　否定姫が何を言っているのか、あるいは、否定姫が何をしようとしているのか、平和でお馬鹿な僕にはわかりっこなかったが──ただ、僕の邪魔をしようと、混乱させるようなことを言っているわけではなさそうだった。

　まあ、それでも混乱してしまったら同じだ。

　僕は正面に向き直る。

　そしてぺたぺたと、今度はガラスの表面に直に触って検分してみた──裏返して、底の部分も抜かりなく調べてみるも、まるで磨かれているみたいに、つるつるである。

　当たり前だけれど、どこかにスイッチがあるとか、どこかがスライドするとか、そんなからくり細工の箱のような仕組みにはなっていないようだ。

　合言葉を言ったら、ぱかっと開くというような気配もない──なにせガラスだ、そんなギミックがあったらひと目でわかる。

　ガラスの中には、日本刀が一本あるのみだ。

　この状態から、ガラスを傷つけることなく、日本刀を取り出す──んん、まずいな、ぜんぜん何も閃かない。

　磨かれたガラスのように、まるで取っかかりがない──ガラス自体が特殊ってわけでもなさそうだし、あくまでこれは『鞘』なんだろうな。

　すり抜ける特質を有しているのは、刀のほう……、つまり、刀の特質を、この状態から発動させれば、すとんとガラスから抜け落ちるのか？

　でも、それができるなら『鞘』の意味がない……、刀の特質は、柄を握るなり構えるなり、刀に触れなければ発動しないものと解釈するべきか……。

　そうなると、ガラスを何とかしたい。ガラスが『鞘』だとしても、そこに仕掛けがあるのが反則ってことにはならないだろうし──いかん、思考がぐるぐる回り出した。

　こういうのを堂々巡りと言う。

「否定姫……」

　僕は再び、今度は身体ごと、お姫さまのほうを振り向いた──アイディアがあったわけじゃあない。

　ただ、彼女との対話から、ヒントを引き出すという方法もあるかと思ったのだ。

　やや絡め手だけれど、この際四の五の言っていられない。

　ただ、ベンチに彼女はいなかった。ぽつんと携帯電話だけが置かれている──え、戦国ゲーム、もう天下統一したの？

　じゃあどこに行ったの？

　あんまりそんな格好で、あちこち出歩かないで欲しいんだけれど──と、思って見回すと、彼女はプールで泳いでいた。

　さっきは水みな底そこから刀を引き上げるためだったけれど、今度はただ、純粋に泳ぎを楽しんでいるようだ──そう言えば、引き上げるときだって、無駄にワンストローク泳いでいたし……、本当、バカンス気分だな。

「ぷはっ……、呼んだ？　暦くん」

　プールの中央で顔を出して、否定姫がこちらを向いた──とにかく背が高いので、一番水深が深い場所に立ってもグラマーな上半身がほぼほぼ水上に出ているので、目のやり場に困る。

「いえ……えっと」

　言っても、僕は雑談のプロみたいなところがあるので、取り留めもなく話を繫ぐことは得意なはずなのだが、どうにも言葉を失ってしまった。

　いちいち意表を突いてくると言うか、やりにくい人だ。

　なので、結構本筋と言うか、直截的なことを訊いてしまう。

「お姫さまは、妖刀『心渡』をどうするつもりなんですか？　さっきの話だと、あなたが集めているのはあくまで、四季崎記紀って人が作った刀だけなんでしょう？」

「四季崎記紀って人が刀を作るために、未来の刀に対する知見が必要なのよ。わたしは未来だけじゃなくて、過去も変えなくちゃいけないの」

「はあ……、改変ですか」

「でも──そうね。わたしにもしも、斬りたい怪異ってのがいるとすれば、それはやっぱり、過去からの亡霊ってことになるんでしょうね」

　亡霊──結局、茶道部の『八人目』は、いないってことで決着がつきそうだけれども、やれやれ、月火のために行動すると、いつもながらろくなことにならないぜ。

「あるいは、亡霊ではなく因縁と言うべきかもしれないけれど。わたしだけじゃなく、あの時代の人間は、みんな結構、そういうのに縛られちゃっててねえ。あの不愉快な女も、七しち花かくんも、真ま庭にわ忍にん軍ぐんも──それに、右衛え門もん左ざ衛え門もんの馬鹿もね」

「……亡霊はともかく、妖刀『心渡』でも、因縁は斬れませんよ」

　そんなものが断ち切れる刀があるなら、僕が欲しいくらいだった。

　いや。

　やっぱりいらないか。

「ふふっ。あっそう」

　否定姫も、本気で言ったわけでもないようで、あっさりとそう引いて、

「ねえ、暦くん。わたしからそれとなく、抜刀の方法を聞き出そうとしても無駄よ？」

　と、こちらの思おも惑わくを見透かしたようなことを言ってきた──透刀のように。

「だって、わたしは正しい答を知らないんだから」

「え？」

「妖刀もそうだと思うけれど、変体刀は所有者を選ぶのよ──生あい憎にくながら、わたしは剣士じゃないからねえ。刀どころか、箸はしより重いものは持ったことがないくらいよ」

　抜け抜けとそんなことを言う。

　抜けない癖に。抜け目ない癖に。

　なんてことだ、じゃあ、このアプローチは完全に無意味じゃないか……！　いや、って言うか、そんな『選ばれし者にしか抜けない』って条件を、今更出してくるか？

　それを言ったら僕だって剣士じゃないよ。

　岩に刺さった剣を抜くような勇者の役回りは、決して、僕に向いたそれではない──そして、否定姫自身がその方法を知らないと言うのであれば、本当にこれが抜刀可能な刀なのかどうかも、はなはだ怪しいと言わざるを得ない。

　それでは公平な勝負ではなくなるけれど、考えてみれば、否定姫は、公平な勝負をすることが目的ではないのだ──彼女の目的は、あくまで、妖刀『心渡』である。

　だとすると、ただでさえ当あて所どなかった課題の難易度が、更に跳ね上がることになる──屛びょう風ぶの中の虎を捕らえてみせよと言われているようなものだった。

　お姫さまじゃなくて将軍さまじゃないか。

　やや反則気味どころか完全に反則だけれど、けれどこれは、事前に確認しなかった僕のミスでもあった──僕が抜けなかった場合は、その後、否定姫が正しい方法で抜刀するというルールを設定しておくべきだった。

　やるからには当然勝つつもりだったから、その辺のケアを怠ってしまった……、くそう、影縫さん寄りの臥煙さんどころか、この人、貝かい木きばりの詐さ欺ぎ師しじゃないか。

「詐欺師じゃなくて奇策士よ──わたしはあくまで、あの不愉快な女のやりかたを、真似ているだけだもの。本物はもっとえぐいことをするわよ？」

　ああいう卑怯者にだけはなりたくないわねと、真似ておきながらそんなことを言って、否定姫は泳ぎを再開した。

　いや、落ち着け。

　まだ抜刀不可能と決まったわけじゃない。

　それに、はっきりとした正解が設定されていないという状況設定は、僕にのみ不利に働くことではない──その実、否定姫も、結構なリスクを冒している。

　出題者本人が正解を把握していない以上、どんな答であれ、条件さえクリアしてしまえば、それが正解ということになるという間口の広さが、この問題にはあるわけだ。

　奇策には必ず、逆手に取られる隙があるのだ。

　それこそ、将軍さまとのやり取りじゃあないけれども、答が明確に決まっていないのだから、頓とん知ちが有効になる──ええと、『ガラスを傷つけずに取り出す』が条件なんだから、たとえば、『高温でガラスを溶かす』というのはどうだ？

　ぱっとした思いつきだが、ぱっとしなくもない（二重否定）──『溶かす』だって、広い意味じゃあ『傷つけて』いるだろうけれど、でも、少なくとも表面はすべすべのままだ──直方体の状態よりも、なんならすべすべの、どろどろである。

　実際にそのすべすべを触ったら大おお火傷やけどするし、そんな高温をどうやって作るかという課題も生まれるけれど、どうにかその方法を採用すれば、氷漬けならぬガラス漬け状態の日本刀を、無事に取り出すことができる──できるか？

　ガラスを溶かすような高温を浴びせられて、触ったら大火傷するような液状ガラスにくるまれて、中身の日本刀は無事で済むのか？

　一緒に溶けちゃうんじゃないのか？

　ええと、確か……、漫画で得た知識だけれど、ガラスは摂氏一四〇〇度くらいで溶けるんだっけ？　それで、鉄の融点は……、一五〇〇度だか一六〇〇度だかだったような……、結構近いな？　いや、高温過ぎて、一〇〇度とか二〇〇度とかが誤差に思えてるけれど、冷静に考えれば、かなりの違いか？　冷静に考えられる熱さじゃないか？

　でも、実験室じゃないんだから、百度単位でも温度調節が利くかと言われれば、相当怪しい──それに、細かいことを言えば、日本刀って鉄じゃないよな？

　鋼はがね？　玉鋼？　合金なんだっけ……、そもそも熱で鍛えてるんだから、むしろ熱には弱いのかな？

　だいたい四季崎記紀という刀鍛冶が、まともな方法で刀を作っていたとも限らない……、仮に一緒に溶けることがなかったとしても、日本刀がノーダメージで済む保証がない。

　そんな伸るか反るかでは、それを『正しい方法』だと主張することはできそうもない──僕の胆力では、できそうもない。

　じゃあ……、もっと頓知っぽく？

　太陽を利用するとか？

　この『鞘』を頭上高く持ち上げて、太陽に晒してプールサイドに日本刀の影を落とし、『ほら、「鞘」をすり抜けて、日本刀を抜いたよ』と言い張る──こんなガラスの塊を高らかに、しかもそれなりの時間、持ち上げ続けるのは、難しいな。

　じゃあ、浮力を利用して水中で──水中って、ちゃんと影はできるのか？　揺らめいちゃうんじゃ？　それに、影ができたとしても、そのときは、ガラスの影だってできてしまいそうだ──ガラスだって、光の透過率が百パーセントというわけじゃない。

　塊となれば尚更である。

　刀が落ちても、一緒に『鞘』まで落ちているんじゃ意味が──落ちて。

　落として？

「そろそろ答は出たかしら？　それとも降参かしら？　先に言っておくけれど、抜刀の方法を間違えると、透刀『鉄』は自動的に消滅しちゃうから、気をつけてね」

　気が付けば、いつの間にかプールからあがっていた否定姫が、僕の背後に立っていた──本当、一いっ時ときたりとも目が離せない人だ。

　しゃあしゃあと、『先に言っておくけれど』なんて、ルールを後付けしているし……、さすがに物体が消滅するわけがないから、そう言って心理的圧力をかけて、僕に問題解決のための試行錯誤をしにくくしているのだろう。

　しかし否定姫は、そんなことはおくびにも出さず、

「はい、どうぞ」

　と、バスタオルを差し出してくる。

　また僕に拭けと言うのだろうか……、どうぞじゃねえって。どうぞよろしくくらい言えって。

　ただ、姫体質に対する奴隷根性でもないが、その要求を拒絶するのも億おっ劫くうだった──まあ、春休みには『我が従僕』とか呼ばれていた僕だし、お似合いの役回りなのかもな。

　僕はバスタオルを受け取り、否定姫の髪から水分を──水分。

　水？

「…………」

「ん？　どうしたの、暦くん？　急にそんな、気の抜けたような顔をしちゃって」

「気が抜けたんじゃないです──刀が抜けたんです」

　言って。

　僕は受け取ったバスタオルを広げて、それをふわっと、ガラスの『鞘』にかけた──そして、その状態から直方体を転がすようにして、すっぽり八方を包んでしまう。

　その上で、解けないようにきゅっと、タオルの端同士を結ぶ。言うならば、風呂敷で『鞘』をくるんだみたいな形だ。

「……何のつもり？　暦くん。わたしは身体を拭いて欲しかったんだけれど」

「そう焦らないでくださいよ。これから冷や汗をかいたときに、また拭いてあげますから」

　うまいこと言えてしてやったりみたいな気持ちでにやりと笑った僕だったが、否定姫は特に焦った様子も慌てた様子もなく、僕の挙動を、妨げるでもなく見守っている。

　なんだか滑ったみたいな気分だったけれど、気を取り直して、僕はバスタオルの包みの両側から手を差し入れて、えいやっと、思い切って持ち上げた。

　やはりかなりの重量で、二の腕の筋肉がぷるぷる震えているけれど、なんとかぎりぎり、頭上まで掲げることができた。

「あらあら。まさか、太陽に透かして影を落として、はい抜きましたって言うつもりかしら？　そんな解答だったら否定するわよ」

　ご心配なく。

　どの道、タオルでくるまれている以上、できる影も、透き通っていない真っ黒いそれだ──日本刀のシルエットなど、落ちてはいない。

　僕が落とすのは、もっと別のもの──否。

　そのものだ。

　ちょうど腕も限界だった、僕は抱えていたタオルの包みを、中身ごと、プールサイドのコンクリートへと叩きつけた。

　ぐわがしゃん──と。

　心地いいとは言い難い音が、バスタオルの中でくぐもって響く。叩きつけた衝撃というより、単なる自重で、ガラスの塊は砕けたのだ。

　もちろん、砕くだけが目的だったならタオルでくるむ必要はないのだけれど、むしろ衝撃を弱めてしまうことになるのだけれど、妹の通う学校のプールサイドを、まさか裸足はだしで歩けない惨状にしてしまうわけにもいかない。

　砕けたガラスが飛び散るのを防ぐための処置だ──なので目論見通り、その中でガラスが砕けたことに、僕はほっとした。

　否定姫も、さすがに目を剝むいて──いない。

　余裕の笑みで僕を見み遣やって、

「何のつもりかしら、暦くん？　そりゃあ砕けば、中身の刀は取り出せるかもしれないけれど、わたしは『硝子びいどろを傷つけたら駄目』って条件をつけなかったかしら？」

　と言ってくる。

　動揺するどころか、まるで、勝利を確信したような態度だ──いや、慌てるな、僕のほうこそ慌てるな。

　お姫さまは気付いていないだけだ。

　自分が敗北したことに気付けずにいるだけだ。

　それで当然なんだ、僕は彼女の盲点を突いたのだから──つまり、過去からの旅行者である彼女の、与り知らぬ知識を、ここで活用したのだから。

「傷つけてなんていませんよ。否定姫、あなたはプールの水面に飛び込むとき、泳いで水をかきわけているとき、濡れた髪を振って水みず飛沫しぶきを振りまくときに、『水を傷つけている』と思いますか？」

「否定するわね。そんなこと、思うわけがないでしょう。でも、それは水だからであって──」

「ガラスでもおんなじなんですよ。だってガラスは、水なんですから」

　水──正確には、液体。

　もったいつけるような雑学じゃない、高校の授業で習うくらいのことだ──ガラスはその性質上、固形であっても固体よりは液体に近い分子構成になっている。

　分子が結晶を作らない物質。

　わざわざ高熱で溶かすまでもなく、歴史的な観点から言えば、ガラスは最初から液状みたいなものなのだ──こんなのは。

　こんなのは現代人なら誰でも知っていることである。

「だから、砕けようと飛び散ろうと、傷ついたことにはならない──仰っていたクリア条件は満たしているはずですよ、否定姫」

　ガラスをビイドロと呼ぶような、数百年前の登場人物に、分子構造や三態の話をしてもどこまで通じるかこそ賭けだったが、しかし、賢明なる否定姫は、その賢明さゆえに否が応でも理解せざるを得まい──むろん僕とて、こんな乱暴なやりかたが透刀『鉄』の正しい抜刀方法だとは毛ほども思わないけれど、その『正しさ』を、先に否定したのはお姫さまのほうである。

　いや、それを言うならそれ以前に、勝負の場をプールサイドにしてしまったことが、否定姫の決定的な瑕か疵しである。

　ガラスの『鞘』の隠し場所として適切だからか、あるいは妹のスクール水着を着て僕に圧力をかけるためなのか、単にバカンスを楽しみたかったのか、彼女がこんな水際をフィールドに選んだことで、僕はガラスが、構成だけで言えば水と大差ないことに思い至ったのだから──会話から引き出すまでもなく、ヒントをもらったようなものだった。

　プールサイドだからってわけじゃないが。

　策士策に溺れるとは、このことだ！

「否定するわ。だから策士じゃなくて、詐欺師でもなくて、奇策士のやりかたなんだって、これは──奇策士は策に溺れないのよ、不愉快なことに」

　と。

　否定姫は、ここに至っても未だ、まったく狼ろう狽ばいすることなく、むしろ高慢な笑みを深くした。

「暦くん。わたしの吠ほえ面づらが見たいって言うんなら、その包みを開けてみたら？　硝子びいどろは、案外丈夫で、砕け切ってないかもしれないわよ？」

「…………？」

　どうして余裕が崩れないんだ。

　なぜ成人女性が、スクール水着姿で、そこまで偉そうに構えられるんだ──何か重大な見落としがあったのかと不安にかられつつ、僕は言われるがままに、タオルのくるみに手をかける。

　ああそうか、ガラスだけじゃなく、日本刀まで砕けているかもしれないと、否定姫は暗に指摘しているんだろうか？　いや、でも、日本刀は普通、折れず曲がらずが売りのはずだろう？　その分子構成上、『割れやすい』という特性を持つガラスとは違って──でも、もしも透刀『鉄』が落下の衝撃でぽっきり折れていたとしたら、確かに勝負は僕の負けだと認めざるを得まい。

　ままよと、祈るような気持ちで、僕は結びをほどく──まず、目論見通り、ガラスは完全に砕けていた。これはまあ、当然である。

　そして問題の日本刀は──折れていなかった。

　折れていなかった、と言うか。

　なかった。

「……あれ？　え？　あれ？」

　ほどいたバスタオルの中には──粉々になったガラスの破片が詰まっているばかりで、その中に納められていたはずの日本刀は、見当たらなかった。

　さながら。

　地獄の底まで、すり抜けたかのように。

「抜きかたを間違えたら透刀『鉄』は自動的に消滅する──って、忠告してあげたつもりだったけど？　消えちゃったってことは、つまり、その抜刀法は、間違いだったってことよ」

「…………！」

　はったりじゃなかったのか、あれ……！

　てっきり後付けの心理戦だとばかり……、いやでも、実際にこうして消えてなくなっている以上……、まるで手品だが、しかし、タオルでくるんでからこっち、『鞘』に触れていたのは僕だけだ……、トリックの入り込む隙なんて……！

「あはは。吠え面をかいたのは、暦くんのほうだったわねえ？　それに──冷や汗も」

　否定姫は、開いていた鉄扇を静かに閉じ、愕然として立ち直れない僕に、

「右衛門左衛門相手にだって、そんな甲斐甲斐しい真似してあげたことがないんだけれど──なんならその汗、拭いたげよっか？」

　と、寛大にも仰ってくださったのだった。
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　後日談と言うか、今回のオチ。

　結局のところ、否定姫は妖刀『心渡』を、自分の時代に持ち帰りはしなかった。狐きつねにつままれたような気持ちだったし、また忸怩たる思いでもあったけれど、負けは負けなので、最悪、レプリカのコピーくらいは渡さねばならないかと覚悟していただけに拍子抜けだったが、どうも最初から、彼女は実物を直に検分だけできればそれでよかったらしい。

　火憐の水着も置いて行ったし、過去にお土産みやげとして持って帰れるのは知識だけという縛りでもあるのかもしれない──だったら最初からそう言ってくれたら、刀を見せるくらいの協力は、無償でしてあげなくもなかったのだけれど。

「否定するわ。わたしは無償で得られる価値なんて信じない──だからさっきの玩具でも、課金しまくったわ」

「僕の携帯で何してくれてるんですか。そりゃあ、あの速度で天下統一できるわけですよ」

「第一、そんな真っ当な交渉、つまらないじゃない。遊ばなきゃ」

　バカンスはあくまで本音なのか。

　いや、必ずしも、それだけじゃあないのだろう──水着を着てみたり、プールで泳いだり、そうやって、僕の思考を、彼女は巧みに誘導していた。

　あとから思えば明らかだ。

　あれらの振る舞いは、期せずして出してしまったヒントなどではなく、巧妙なミスディレクションだった──水際で勝負をおこなうことによって、ガラスの液体性を、まんまと僕に連想させた。

　まんまとの極みだ。

　正しい答を設定しないばかりか、彼女は、誤った、偽の答を設定したのだ──いかにも否定姫のやりそうなことである。

　あのタイミングでバスタオルを差し出したのも、今にしてみればわざとらしい。となると、彼女は、ガラスという物質の特性を、把握していたのだろうか？

　していたのだろう。

　そりゃあ、していたのだろう。

　現代人を気取って分不相応にもしたり顔で、傍点まで振ってしまっていた自分を自分でぶっ殺したくなるくらいに、していたのだろう──なぜなら、未来予知という時間移動によってこの町を訪れた彼女は、言うなれば現代人どころか、過去から来た未来人のようなものだったのだから。

　活動写真も知っていれば、ガラスの特性も知っていた。

　あの『鞘』に仕組まれたトリックこそが、その事実を証明している──たとえ合理性を否定する遊び心が、彼女を刀比べというギャンブルに駆り立てたとしても、やっぱり、そのために僕の誤答を誘って、刀一本を消滅させるというのはやり過ぎなのだから。

　文化の違いじゃ、とても済まない。

　それは文明の違いだった。

　その謎の解消には、阿良々木暦のモチベーションでお馴染みの羽川翼が、一役買ってくれた──その際、勘のいい彼女には、僕が透刀『鉄』を使用して彼女の衣服に何をしようとしたかもバレてしまったが、その点については特に追及されなかった（天使か）。

　それはもう、現代人ですら誰でも知っているとは言えない雑学だし、まして高校の授業で習いはしなかったけれど、『外側を斬らずに中身を斬る』というような、透刀『鉄』の特質みたいなことは、科学的には可能なのだそうだ。

　レーザービーム、と、羽川は言っていた。

　ガラスの表面を透過し、内部のみを傷つけるレーザー技術──それだけ聞くと、ほとんどＳＦの科学技術のようだが、とっくに実用化されている、現実の科学だ。

　言われてみれば、そんなガラス細工を見たことがある……、表面に傷はついていないし、溶接された痕跡さえないのに、その内部が加工されている芸術品。

　ああいったアートを、いったいどうやって作っているのかなんて、これまでずぼらにも考えたこともなかったけれど、どうもそれらは、焦点を内部に合わせた、レーザービームの産物らしい。外面を傷つけるよりも速く内面を破壊する、超強力かつ超スピードのレーザービーム。

　この先、技術が進化すれば、皮膚や筋肉を切開することなく、内臓を治療することが可能なレーザーメスが開発できるかもしれない、将来の可能性だそうだ──レーザーメス。

　それはそれで、刀と言える。

　ビームサーベルという、それこそ活動写真のＳＦじみた表現も可能だ──もしも透刀『鉄』がそんな破は天てん荒こうな性質の刀で、否定姫がそんな来たるべき未来を知っていたのなら、直方体のガラスを加工して。

　その内部に日本刀の絵を、立体的に刻むことは容易だっただろう──外面を傷つけることなく、内面を日本刀の形に焼き抜くことも、容易だっただろう。

　何のことはない。

　あの『鞘』は、最初から空っぽだったのだ。

　虎の描かれた屛風みたいなものだった。

　実のところ、僕はバスタオルにくるんだ『鞘』を、浮力の助けを借りずに頭上まで持ち上げられたときに、それに気付いてもよかったはずだ──意外と力持ちな自分をほのかに嬉しく思っている場合じゃなかった、日本刀のように鋭く、違和感を覚えるべきだった。

　だって、直方体の中に本当に抜き身の刀が納まっていたのなら、同じ体積のガラスよりも、更に重くなっていたはずなのだから。

　要するに否定姫は、最初からテーブルの上に、変体刀をチップとして載せてはいなかった──用意した偽物は例の解答だけではなく、透刀『鉄』もまた、張り子の虎だった。

　細かい注釈を加えるなら、水際というだけでなく、紫外線の降り注ぐ太陽の下を勝負の場に選んだのは、ガラスの中の日本刀の立体絵が、乱反射したプリズムでよく映えるように──だったのだろう。それはもう現代技術では不可能な細工の範はん疇ちゅうなので、現代っ子の僕には、それこそ見抜けるはずもないのだけれど、ただし、透刀『鉄』をテーブルに載せずとも、その『すり抜ける刀』で作成した偽物を用意する辺りは、せめてものフェアプレイといったところか。

　やられたほうからすれば、せめてものどころか、ほとんど嫌がらせのようなフェアプレイである。

　奇策も奇策、巡らされたものだ。

　あれであくまで見み様よう見み真似まねの類似品だったと言うのだから、本物の奇策士というのは、いったいどんな果てしない軍略家だったのか……、平和な時代の申し子には、悲しいほどに想像がつかない。

　それとも、そんな想像がつかない平和を、むしろ嬉しく思うべきなのか。

　とは言え、見た目に惑わされず、それがただのガラスの塊であることを看破していたならば、その時点で僕の勝利が確定してしまっていたのだから、やっぱりノーリスクの作戦ではないし、こういう結果になったことに文句は言えまい。たとえ文句を言いたくとも、その相手はもう、この町どころか、現代にさえいない。

　彼女が怪異のみを斬る恐るべき妖刀『心渡』を、その青い目でしたたかに直視することで仕入れた知見が、更なる過去へと遡らせられることで、いったいどのような奇き妙みょう奇き天て烈れつな刀作りに活かされるのか──見当もつかない話だけれど、しかし、そんな脈々とした因縁とやらが、ひょっとすると、それこそ透刀『鉄』の製作に繫がっているかと思うとなんとも皮肉だし、あるいは更に、奇策のように巡り巡って、どこかでまた、そのもの妖刀『心渡』に戻ってきているのかもしれないと思うと、僕もただ無意味に負けたわけじゃないのだろう。

　それ以前に、お姫さまにしてみれば、遊んだという意識こそあれ、僕と勝負をしたなんて認識さえないのだろうけれど、だからと言って、どうしたって敗北感は拭いきれない。

　将来をどこまで見通したところで、未来をどこまで見透かしたとしても、この完敗には、否定の予知がなさそうだった。
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　無む桐とう伊い織おりは、零ぜろ崎ざき一いち賊ぞくに所属する殺人鬼だった。殺人鬼──読んで字のごとく、人を殺す鬼である。その観点から評価すれば、僕がこれまで出会った色とりどりの個性の中でも、ぶっちぎりの危険人物と言えるだろう。怪異譚以上に、おいそれと語ることができないし、都市伝説以上に、あだやおろそかに喋ちょう々ちょうすることが許されない、非常に危なっかしい存在である。

　存在。

　そう、重要なのは、妖怪変化と違って、殺人鬼は存在するという点だろう──しかし、ご安心召されよ。目下のところ、無桐伊織は、人殺しを禁じられた殺人鬼なのだ──ゆえに、おっかなびっくり、騙し騙しのそれとなくならば、彼女について、ぎりぎりお伝えすることができる。

　彼女について。

　僕が出会った、ニット帽の殺人鬼について。

　物語じゃなくて、そこまで到るともう報道だが……、ちなみに零崎一賊というのは、殺人鬼のギルドのようなものらしい──彼女自身に言わせれば、それは家族のようなものだそうだ。

「ファミリーの一員として、とても可愛がっていただいております」

　と、彼女ははにかみながら、そんな風に言っていた。

　そこだけ聞いても、いったいどんな組織なのか、はなはだ不明瞭ではあったけれど、しかし『ファミリー』という、羽川翼が欲してやまなかったそれを、どうやら名うての殺人鬼達も、同様に欲したらしいと思うと、多少の親近感を覚えなくもない──もっとも、零崎一賊の強固な絆きずなは、『身内を害した者は生かしておかない』とか、『敵対する人間は皆殺し』とか、そういった形で発露するそうなので、覚えた親近感は、こっそりなかったことにするしかないグループである。

　さすが、『殺し名』序列三位と謳われるだけのことはある──嫌われ度ランキングで言えば、文句なしの一位だそうだが、殺人鬼連合に言わせれば、その称号は誇らしいものなのだ。

　無桐伊織は、そんな集団の──血の繫がりではなく、流血によって繫がる家族構成の、新入りだそうである。

　十七歳の殺人鬼だ。

　むろん、その資格を得るにあたって、失うものは多かった──たとえば、学籍。彼女はつい先頃まで高校二年の女子高生だったけれど、その立場を失うことになった。たとえば、友達。たとえば、日常。たとえば、安息。

　そしてたとえば、両手。

　殺人鬼となる際、彼女は己の手首から先を、左右どちらも、残酷にも切り落とされている──丁度それは、鉄血にして熱血にして冷血の吸血鬼、キスショット・アセロラオリオン・ハートアンダーブレードが、ギロチンカッターに両腕を奪われたように。

　そう思うと、またもや親近感を覚えずにはいられない僕だけれども、しかし、吸血鬼ならぬ殺人鬼である彼女に、親しげに近づくにあたっては、細心の注意が必要なのだった──僕の場合。

　なぜなら、確かに先述の通り、現在の彼女は、人殺しができない殺人鬼なのだけれど、ただ、それだけに、僕に限っては危険なのだ。

　極めて危険なのだ。

　春休みの地獄の最中、吸血鬼によって血を吸われた結果、人間なんだかなんなんだか、よくわからないモノと化した僕は──少なくとも一時は、人間であることを諦めた阿良々木暦は、殺人鬼にとって、禁制の抜け穴となるのかもしれないのだから。

　衝動のシリアルキラー・無桐伊織が兄から受け継いだ大ばさみ、『自殺志願マインドレンデル』が、僕を裁ち切らないという保証は、どこにもないのだった。
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　目が覚めたとき、どこだかわからない場所にいるという展開には、春休み、学習塾跡の廃墟で覚醒したとき（二重の意味で覚醒したとき）以来、すっかり慣れっこになってしまっていたけれど、今回は少々、混乱した──タイムスリップでもしてしまったのか、それとも、これまでのことは全部夢だったのかと、軽いパニックになった。

　と、言うのも、このたび僕が意識を取り戻したのは、中学一年生の夏休み、頻繁に通っていた場所だったからだ──それこそ、学習塾跡の廃墟を連想させる、今にも崩れそうな廃屋である。

　住宅地の、奥まった旗はた竿ざお地ちで、ひっそりと朽ち続けている、不動産業者もその存在を忘れてしまっているんじゃないかというような廃屋──その二階の一室に、僕はいたのだった。

　えっと……、なんだっけ？

　今の僕は、中学一年生じゃなくって、高校三年生だよな？　それなのに、どうして──ああ、そうだ。

　つい最近、この懐かしき、ある意味では忌まわしき建物を舞台に、後輩の女の子と、ちょっとした謎解きをおこなったのだった──その辺りの事件がひと段落したから、気持ちを整理するつもりで、僕はもう一度、今度は単身、この部屋を訪ねたのだった。

　気持ちを整理するためというのは表向きの理由で、もうこの廃屋が、決して僕にとって、忘れたいばかりの思い出ではないということを、ただ確認したかったのかもしれない。

　妖精と過ごしたあの夏は。

　僕にとって、忘れられない記憶だと、改めて、認めたかったのかもしれない。

　いい加減に生きている僕だって、センチメンタルになることはあるわけだ──それはいいのだけれど、で、その後、どうしてここで、僕は寝ていたのだ？

　寝心地がいいとも思えない、ぼろぼろの床に、直で──受験勉強で疲れたのか？

　それとも、眠っていたのではなく、意識を取り戻す前の僕が、ひょっとして意識不明だったのだとすれば──

「お。お気付きになりましたか？」

　と。

　いつからそこにいたのか、部屋の反対側に座っていた女の子が、上半身を起こした僕に、そんな風に呼びかけた──その口に、大ばさみをくわえたままで。

　大ばさみをくわえたままで？

　え、どうやって喋ってるの？

　じゃなくって……、それよりも……、誰？

　どちら様？

　なにせ、部屋の中が薄暗くって、その正体をはっきり見ることが難しい。

　春休みに発揮していた視力があれば、このくらいの暗闇はものともしないのだが、タイミングが悪い。

　とは言え、知り合いではないだろう。

　僕はここにひとりで来たはずだし……。

　ニット帽をかぶった、膝丈のプリーツスカートをはいた女の子──それだけ見れば制服のスカートっぽいけれど、ただ、トップスはそんな感じではなかった。袖の長いラフなパーカーだった──ラフと言うか、袖が長過ぎる感じだ。

　扇ちゃんみたい……、いや、待て、扇ちゃんのあのデザインは、アニメ版仕様なんじゃなかったっけ？　最近は、世界観の境界線もかなり曖あい昧まい化しているんだけれど……。

　まあ、制服なのかどうかはともかく、同世代の女の子であることは確かだった──はさみを文房具と見なすなら、扇ちゃんよりもむしろ、戦場ヶ原のほうを連想すべき局面かもしれないが、ただ、彼女がくわえている大ばさみは、とても文房具とは言えないサイズのものだった。

　戦場ヶ原ならば、美学に反すると言うだろう。

　はさみというよりは、大振りのナイフを二本、合体させたかのようなデザインである──よくもこの子は、そんな危なっかしいものを、平気で口にくわえて……。

「あ、これ、気になります？　暦お兄ちゃん」

　暦お兄ちゃん？　なぜそんな呼ばれかたを？

　僕が意識を失う前に、何があった？

「じゃあいったんしまいますね。よっと」

　そう言って、ニット帽の彼女は、くわえていた大ばさみを、おとがいを振ることで真上に投とう擲てきした──その一方で立ち上がり、そしてさながらＹ字バランスのように、片足をあげる。

　スカートでそんなことをしたらとんでもないことになるのではと、すわ焦った僕だったが、彼女はスカートの下にスパッツを穿いていた。

　ならば扇ちゃんよりも戦場ヶ原よりも、神原のようだ。

　だが、彼女の場合、スカートの下にあるのは、スパッツだけではなかった。

　西部劇で見る、ホルスターのようなベルトが、太ももの辺りにからみついていた──そこに収納されるのは、どうやら拳銃ではなく刃物のようで、舞い上がっていた大ばさみが、剣玉のようにすとんと綺麗に、そこに収まった。

「はい、これで安心です。安心ばさみです」

「……安心ばさみではないと思うけど」

　危ない曲芸を見せてくれるぜ。

　こっちがはらはらした。

「見せてくれるのは、スパッツだけで十分なのに」

「あ、暦お兄ちゃんはスパッツありですか。色んな変態がいますねえ」

　初対面の女の子に、そう簡単に決めつけるようなことを言われるのは心外だったが（変態と断じられたことは元より、スパッツがありだと断じられたことも心外だ）、しかし、立ち上がったことでわかった──彼女は何も、パフォーマンスとして、そんなはさみの仕舞いかたをしたわけではなかったのだ。

　それはスタンダードな仕舞いかたなのだ。

　ぶらんぶらんと揺れる、パーカーの両袖を見れば明らかだ──それは、必ずしも袖が長過ぎるわけではなく。

「おっと。これは名誉の負傷って奴です。ちょっと手首から先を、殺し屋の兄弟に切り落とされましてね。どうかご心配なさらず」

「……はあ」

　殺し屋？　殺し屋の兄弟？

　正直なところ、現在、この廃屋の中では、心配するべきことしか起きていないんだが……。

「義手をつけることもあるんですけれど、なんだかんだと面倒臭くって、忘れちゃうことが多いんですよね──あれがあれば、こんなところに身を潜める必要はなかったんですけれど。反省、反省です」

「身を──潜める？」

　僕にとっての思い出の場所を『こんなところ』呼ばわりされたことに、ちょっとかちんときたけれど、しかしまあ、風が吹いたら建築業が儲もうかりそうなこの倒壊寸前の民家を、僕だってそんな風に呼んだことはあるだろうから、それは勝手な感情だ──それよりも。

　ああ、そうだ。

　思い出してきた。

　記憶を失う直前のことを、思い出してきた。

　僕は複雑玄げん妙みょうな思いを抱えつつ、この廃屋を訪れて、そして二階のこの部屋に這入って──そこで。

　そこで、部屋の中に隠れていた何者かから、出会い頭のハイキックを、延えん髄ずいに食らったのだ。

「お。顔色が変わりましたね、暦お兄ちゃん──思い出されましたか。ええ、先ほどは失礼致しました。追っ手かと思いまして、つい」

　ニット帽の女の子──もしくは、『部屋の中に隠れていた何者か』は、そう言って、「てへへ」と頭を下げた。

　いや、照れられても。

「お──追っ手？」

　自分の置かれている状況が、どうやら想像以上に危険なものであることを察しつつ、僕は尻をついたままで後ずさりをして、「お、お前はいったい何者なんだ？」と誰何した。

「わたしですか？　わたしは零崎──無桐伊織です。ここだけの話、殺人鬼なんですけれど」

　名乗りかけて、それを言い直し、そしてさらっと、およそ聞き捨てならないプロフィールを言ってのけた末に、

「現在は、逃亡犯なのでした」

　と、知りたくもない情報を教えてくれたのだった。
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　なるほど、どうやら今回の僕の役回りは、逃亡犯に確保されてしまった人質というものらしい。だったらあらかじめそう言っておいてくれれば、ちゃんと役作りをしてきたのに、いきなりそんな難役を振られても、僕にアドリブが利くわけがない。

　こんなトラジコメディへの出演の予定はなかった──それとも、最近は怪異への対策ばかりに気を取られて、逃亡犯に対する防犯意識が薄かったことを、真しん摯しに反省すべきなのだろうか。

　ただ、無桐伊織。

　彼女は逃亡犯にありがちなことに、身に覚えのない冤えん罪ざいで追われているとのことだった──しかも、追われているのは、警察からではないのだと言う。

　人類最強の請負人。

　哀川潤──だ、そうだ。

　……知ってるよ、その人。

　こないだ会ったよ。

　会ったって言うか、殺されかけたよ。

　噓、こういう繫がりかた、することあるの？

「話せば長くなるんですけれど、わたし、人殺しを禁じられた殺人鬼でして。もうこれからは人殺しをしないって約束をすることで、哀川のおねーさんにお目こぼしをいただいていたんです」

「へえ、そうなんだ。わかるわかる」

　わかんねーよ。

　なんだその殺伐とした世界観。

　短くまとめられても聞きたくない話だった。

『これからは』って、『これまでは』どうだったんだ？

　ただ、この逃亡犯──無桐があの世界観の住人なのだとすれば、たとえ殺人鬼という肩書が小こ粋いきなジョークだったとしても、僕の命が風前の灯火であることには、ますます疑いがなかった。

「以来、伊織ちゃんはあらゆる局面において、殺人を控えていたんですよ。いい子でしょう？」

「ああ、いい子だな。後輩に欲しいぜ」

　僕も後輩も大概が大概だけれど、しかし、少なくとも殺人鬼はいない。

「にもかかわらず、現在、あらぬ疑いをかけられてしまったわけですよ。ある殺人事件において、わたしが犯人だと疑われているんです──このままではわたし、契約違反のかどで、人類最強から最強に制圧されちゃうんです。そんなわけですたこら逃げてきちゃいました」

「…………」

「殺人鬼だってだけで疑うなんて、酷いですよ、ねえ！」

「…………」

　殺人鬼というだけで疑われるのは当然ではないのかとも思ったが、しかしまあ、そんな議論はこの場においては建設的ではあるまい。

　僕も吸血鬼だというだけで退治されそうになった経験があるので、その立ち位置を、完全に理解できないというわけではないのだ……、ただ、それも今は、考慮すべき案件ではない。

　今は、どうやってこの場を無事に、そして無傷で切り抜けるか──加えて、どうやってこの殺人鬼を、彼女自身の世界観へとリリースするかが、懸案事項なのだった。

　くそ、なんか人類最強のときもそうだったけれど、最近の出会いは、大半が『どうやって帰すか』を考えさせられるものばっかりだな……、普通、夢のコラボレーションって、もっと牧歌的な雰囲気でおこなわれるものなんじゃないのか？

　なんでマジでＶＳ感出してんだよ。

　悪夢のコラボレーションだぜ。

「ま、そんなわけで、暦お兄ちゃんには申し訳ありませんけれど、顔を見られてしまった以上、このままわたしと一緒に潜伏してもらいますね。なに、こんな廃屋でも住めば都ですよ。お菓子食べます？　ジュースもありますよ」

　こちらの葛かっ藤とうにはまるで構わず、無桐は僕のそばへと座り直した──見れば、確かにコンビニ袋が部屋の隅に積み上がっていた。

　僕の思い出の部屋を、容赦なく散らかしやがって……、何が住めば都だ。

　ちなみに、無桐が僕の名前を知っているのは、僕が彼女のハイキックによって失神している間に、ポケットやら鞄かばんやらをまさぐったかららしい。

　本物の犯罪者じゃねーか。

　どうして『暦お兄ちゃん』なのかは謎のままだが……。

「……いや、間食はしない主義だから」

「そうですか。でも、食べられるときに食べたほうがいいと思いますよ？　どうせもう、家には帰れないんですから」

　こわっ。

　なんで当たり前みたいに、僕の帰宅の自由を奪ってくれてるんだ……、とは言え、それなりに修羅場をくぐっている僕を、キック一発で気絶させた無桐である。

　下手に逆らうのはまずかろう。

「わたしはお菓子、いただきますよ。あーん」

「…………」

　そんな大きく口を開けられても……。

　でもまあ、殺し屋に両手を切り落とされたという彼女の言げんを、どこまで信じるかはともかくとして、飲食をサポートするくらいの歩み寄りは、ここで見せておくべきかもしれない。

　僕はコンビニ袋から適当なお菓子をピックアップして、それをつまんで、彼女の口に放り込む。放り込みながら、

「ところで、無桐。僕にもっと詳しく、事情を話してみる気はないか？」

　と、切り出した。

「これでも僕は、学校では少年探偵の異名で知られていてね。これまで百人近い同級生の冤罪を晴らしたことがあるんだ」

「はあ。暦お兄ちゃんは、百人近い冤罪を生む学校に通っているんですか……、少年探偵って。高校生にもなって」

　意外と鋭く突っ込んでくれる。

　そのすっとぼけた雰囲気から、ボケ担当かと思ったけれど、本来のポジションは別なのだろうか。

「どうだ。ここはひとつ、奸かん智ちに長たけた少年探偵に頼るのも手だぞ」

「奸智に長けた少年探偵。イメージ悪いですね。んー。ありがたい申し出ですけれど、遠慮しておきますかねえ。ジュース」

「……はい」

　なんで申し出を遠慮する癖に、飲み物の要求はふてぶてしいんだ……、どこまでも読めない殺人鬼だと思いつつ、僕は言われた通り、ペットボトルの蓋ふたを開ける。

　ま、読めないなら読めないでいい……、それよりも、こうして話しているうちに、ストックホルム症候群に陥らないよう、気をつけないとな。

「どうせ無駄ですし。それよりも、どうせ疑われているんなら、殺人衝動を我慢せずに殺しちゃっても同じかなー、なんて思ってますよ」

「そんなことは思うな。諦めるな」

　人権派弁護士のように、僕は説得する。

　この場合、彼女が我慢せずに殺す相手が、僕になりかねないという恐れもあるのだから、必死である。

「家族はきっと、無桐のことを信じているぞ」

「わたしの家族はどちらかと言うと、殺したと信じていそうな人達なんですよ。殺してないなんてバレたら、𠮟られちゃいます」

「……いいから、話せって。なんとかするから」

　聞けば聞くほどおぞましい文化に、僕の説得もかなり雑になったが、のどの渇きが潤ったことで気分が変わったのか、「では、ことの詳細を、文学的にお話ししましょうかね」と、無桐は言った。

　殺人鬼にしろ何にしろ、女の子の気まぐれはわからん。

「なにせわたしは文才に溢れていますからね。うふふ。取っちゃいますよ、ノーベル文学賞」

「文学的に語るのはやめてくれ。できれば、ポップに語って欲しい」

「ポップに……、わかりました。では、受賞を目指すのはライトノーベル文学賞にしましょう」

　ライトノーベル文学賞って。

　ありそうだな。

「『わたし、無桐伊織！　元気だけが取り柄の、おしゃまな十七歳！　こないだ、びっくりするようなことがあったんだけど、聞いてくれる？』」

「わかった。箇条書きでいい。箇条書きで教えて」

　そして無桐のライトノベルの概念が古い。

　おしゃまって、その文才。

「本当は殺意だけが取り柄の、お邪魔な十七歳なんですけど、ねっ！」

「『ねっ！』て、強めに言ったらギャグになると思うな。『びっくりするようなこと』ってなんだ」

「はいはい。暦お兄ちゃんは我わが儘ままですねえ。困ったものです」

　そう言う無桐は、楽しそうだった。

　逃亡中の身だから、単純に話し相手ができたことが嬉しいのかもしれない。

「箇条書きでしたっけ。では、事件の要点は五つあります」

「五つか、聞こう」

「①被害者は奇き野の大だい地ち。十五歳の少年です。②わたしの大ばさみで殺されていました。③わたしが彼を刺した場面を見たという目撃者が十人以上います。④奇野師団と零崎一賊は現在対立していて、⑤そしてわたしは殺人鬼なので、対立してなくても基本的に殺します」

「ふむふむ。まとめると」

　①被害者は十五歳の少年で、②無桐の大ばさみで殺されていて、③目撃者が大勢いて、④動機もあって、⑤別に動機はなくてもいい……。

「無桐」

「なんでしょう。早速閃きましたか、少年探偵」

「僕が付き添ってやるから、自首しよう」

　そう言うしかねえ。

　どこの何に冤罪の余地があるんだよ。

　証拠十分過ぎるだろ。

「残念ながら、わたし達の世界に自首という概念はありません」

「どんな世界だよ」

　中世から来たのか？

　その概念は中世にだってあっただろう。

「あるのは、自警という概念ですかねえ。でも、聞くに堪たえないという暦お兄ちゃんの気持ちもわかります。わたしもつい最近まで、そっち側でしたから。ですから、これ以上詳しく知りたくないというのであれば、ここまでにしましょう」

「……大丈夫だ。平気だ、続けてくれ」

　僕は見み栄えを張る──否、虚勢か。

「え？　なんだっけ？　被害者は奇野大地？　奇野師団？　ははは、なんだか、弱そうなグループ名だな」

「あらゆる病とあらゆる毒を司つかさどる病毒遣いです。このくらいの規模感の町なら三日で滅ぼせるプロのプレイヤーの集まりです」

　耐えろ。耐えろ僕。

　僕がここで対応を誤れば、被害が僕だけでは済まない可能性もあることを、認識できただけでも収穫だ。

　こんなものが収穫とは……。

「で？　零崎一賊……、きみの家族と、その奇野師団が対立していて……、端的に言えば、殺し合っていたわけかい？」

「そう。でも、ここが重要なんですけれど、わたしはそんな殺し合いの、蚊帳かやの外でしたね。だって、わたしは殺しを、哀川のおねーさんから禁じられているんですから。戦いにおいて、役立たずです」

　確かに、理屈としてはそうなる。

　それが疑いを晴らす決め手にはならないにしても──

「でも、目撃者がいるんだろう？　そいつらが全員、噓をついているっていうのか？」

「いえ、目撃者はこの場合、それほど重要じゃないんですよ──なにせ、こたびの戦いには、『呪まじない名な』筆頭の、時ときの宮みや病院も嚙んでいますからね」

「病院？　つまり、奇野師団によって発病した人間を、救済してくれる医師団なのか？」

「人の心と感情を自在に操る連中です」

「…………」

　怪異の話じゃないの、それ？

　吸血鬼には、『魅了』というスキルがあると聞いたことはあるが……。

「なので、目撃証言なんて、ぜんぜんアテにならないんですよ。いくらでもでっちあげられます。実際、昔、似たようなこともありました──たぶん、時宮病院としては、わたしが禁を破ったことにして、わたしを、人類最強の請負人に始末させようという目論見なんですよ」

「でも、殺し合いから距離を置いているお前が潤さんに始末されようと、その対立の大局には、影響がないんじゃないのか？」

　パワーバランスや勢力図は、まだはっきりとはつかめないけれど……、僕の理解が及ぶ範囲で言うと、無桐ひとりを陥れるために、そこまでする理由がないように思える。

「ところがそうでもないんですよ。零崎一賊は、身内が傷つけられると、損得計算なしで見境なく、加害者とその周辺を絶滅させるという習性を有していますから」

「あなたがたはオオスズメバチか何かかね？」

　この子を力ずくでのして、廃屋から脱出するという選択をしなかったことに、心からの安あん堵どを覚えつつ、僕は納得する──なるほど、その理屈で言えば、もしも無桐が潤さんに『始末』された場合、零崎一賊の、他の殺人鬼がこぞって、人類最強に挑む展開になりかねないのだ。

　敵勢力にしてみれば、究極のジョーカーである潤さんを、味方として取り込むとまではいかなくとも、天災として利用できるだけでもめっけものだろう。

　新入りで、かつ、殺し合いの枠から外れていた無桐は、ならば狙い目だったとも言える──仲間と行動を共にしていないから、アリバイが成立しないのだ。

「ええ。時宮病院のプレイヤーとしては、非常に狙い目だったでしょうね。蚊帳の外とは言っても、わたしも完全に枠から外れていたわけじゃありませんから、どこかのいくさ場で存在は知られていたでしょうし」

「なるほど……、じゃあまあ、少なくとも冤罪をかぶせられる理由はあるわけだ」

　それだけでは決して、無桐の無罪には直結しないにしても……、だいたい、僕の現状からすれば、無桐が本当に潔白なのかどうかは、あんまり関係がないのだ。

　実際には彼女が、潤さんの禁を破って殺人を犯していて、とぼけているのか心を操られた結果なのか、無実を訴えているだけだとしても、僕は人質という立場上、それを信じるしかないのである。

「となると、問題なのは結局、五つの要点のうち、②だけだな。凶器が、無桐の持ってる大ばさみだって点だ──これは、さしもの時宮病院と言えど、細工のできないところだろう？」

　まあ、『さしもの』と言えるほど時宮病院について知っているわけじゃないけれども、さっきの紹介を聞く限り、物的証拠を捏ねつ造ぞうすることはできないはずだ。

「ええ。厳密に言うと、被害者である奇野師団のプレイヤーの、心臓を一突きにした傷口の形状が、わたしの大ばさみ──『自殺志願マインドレンデル』の刃によるものと、一致するそうです」

　そんな検視官みたいな立場の人間（プロのプレイヤー？）もいるのかといぶかしんだが、と言うより、それほどに特徴的な傷口であるということなのだろう。

　確かに、見るからに異形のはさみだった。

「無桐。もっぺん、見せてくれるか？」

「スパッツをですか？　スパッツでよいのでしたら、いくらでも」

「違う。はさみだ」

「同じことですけれどね。どうぞ、お好きにスカートをまくってください」

　そう言って無桐は起立して、僕の間近に腰を突き出してきた──お好きにスカートをまくってくださいって、これ、どういうシチュエーションだよ。

「照れるようでしたら、わたしがスカートの端を口にくわえて、自らめくるというシチュエーションになりますが」

「どっちもどっちだな」

　逡しゅん巡じゅんした末、僕は無桐のスカートをまくる決断をした──スパッツそのものはともかく、女子の太ももがこの距離だと、殺人鬼とか関係なくどきまぎする。

「スパッツのせいで、むちむち感が強調されているのがポイントだ」

「コメントが出ちゃってますよ、暦お兄ちゃん」

「阿良々木暦、絶賛！　『今年度、№１ミステリが早くも決定！』」

「推薦文になっちゃってますよ、暦お兄ちゃん。しかもよくある。わたしの太ももに謎はありません」

「『犯人は……、読者!?』」

「やり尽くされたでしょ」

「『犯人は……、推薦者!?』」

「斬新ですね」

「百万部突破」

「しません」

　ミステリじゃなくって、脱線文学になっちゃってるな。

　これがストッキングだったら、伝線文学とまとめることができたのだが、まあ、高望みはするまい──意識を切り替えよう。

「ホルスターも、太ももに巻くと色っぽい」

「意識をわずかにも切り替えられていませんよ、暦お兄ちゃん。そしてそれ、元々奇妙なおっさんが、背広の下につけてたホルスターですよ？」

　ともかく、僕は大ばさみを注視する。

　女子の太ももには不似合いな大ばさみ……、『自殺志願マインドレンデル』って言ったっけ。

「うーん。やっぱり、かなり独特な刃物だな。じゃあ、凶器がこういう形の刃物だったってのは間違いないにしても、それだけじゃ、無桐が犯人だとは決めつけられないだろ？　同じ大ばさみを使ったのかもしれないじゃないか」

「どっこい、それは通らないんですよ。なぜなら、『自殺志願マインドレンデル』はワンオフですから。古ふる槍やり頭ず巾きんという刀鍛冶が作った力作なのです──同じものは、この世にふたつとありません」

　ふたつとない凶器。

　だからこそ、それを凶器として使用することで、無桐の罪の、確からしさを増そうとした──ということなのだろうか？

　ならば、次の仮説が成り立つ。

「だったら、凶器そのものは、この大ばさみだったんじゃないのか？　ただし、使ったのはお前じゃなくて、別のプレイヤーで……、誰かに貸したり、どっかに置きっぱにしていたり、してないのか？」

　さっき、装着が面倒だとか、そんな理由で義手を忘れたとか言ってたし、こいつの性格は、結構適当そうだ──ならば、管理が緩かった間に、殺人の凶器として使用されたという可能性はあるはずだ。

　だが、殺人鬼からの答は否だった。

「これについては、肌身離さずです。文字通り」

「……そっか」

　それでは、結構揺るぎない証拠である。

　これが推理小説ならば、『そんな、傷口を見ただけで自分の犯行だと特定できてしまうような凶器を、犯人が使うわけがない』という逆説を唱えられるのだけれど、しかし、彼女達の世界観においては、こんな推論は通らない。

　戦時下の殺人容疑は、むしろ称号である。

　現場にサインを残していくというのは、ある意味では、殺人鬼らしい行為だとも言える──殺人禁止のルールに縛られる無桐は、あくまでも例外なのだ。

　となると、どう考えればいいか。

　ほとんど証拠固めが終わっているこの状況から、どうやって無桐の無罪を証明するのか──なんだか、人権派弁護士と言うより、金次第でどんな罪状も無罪にする、辣らつ腕わん弁護士みたいな感じになってきた。

「あの、暦お兄ちゃん」

「待て、もう少しだけ考えさせてくれ。必ず、お前を自由の身にしてみせるから」

　およそ殺人鬼相手に言う台詞ではなかったけれど、しかし無桐は、「はあ。まあ、それはありがたいんですけれど」と、気のない返事をして、それから、こう言うのだった。

「とりあえず、そろそろスカートを戻してもらっていいですか？」
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　これで情報が出揃ったのだとすれば、少年探偵阿良々木暦としては、ほぼお手上げ状態であることは否めなかった──今のところ、状況は無桐にとって、極めて不利と言わざるを得ない。無桐にとって不利ということは、その人質である僕にとっても不利ということである。

　フリーになりたい僕に不利だ。

　本音を言えば僕にはこの件を、僕のような偽物ではない真の名探偵に報知する、すなわち『羽川翼に電話する』という裏技があるのだが、しかしその裏技は、今回に限っては使えない。

　殺人鬼が絡んでいる、そうでなくとも、絶え間なく暴力が跋ばっ扈こする血塗られた世界観が絡んでいるストーリーラインには、羽川は、そして他の面々は巻き込めない。

　忍野メメが言っていたのとは違う意味で、僕がひとりで勝手に助かるしかないのだ──さて、どうする。

　どうすればこのニット帽を無罪にできる。

　証言から証拠から、すべてが漏れなく被告人に不利過ぎて、ニット帽がもう目出し帽に見えてきたぜ。

「ええっと……、その時宮病院ってのが嚙んでいる限り、お前のアリバイを証明しても、あんまり意味はないんだよな？　証言者の記憶を、書き換えられちゃうかもしれないんだから」

「そうですね。よくわかってるじゃないですか。さてはあなた、『呪い名』ですか？　苗字もそれっぽいですし。『呪い名』序列七位の阿良々木ですか？」

　うるせえなあ。

　なんにしても、凶器の線からかかっている疑いは、凶器の線から晴らすしかないか……、うん、でもこの場合、完全に無桐をシロだと証明できなくとも、他の人間にも容疑をかけられると、そう証明すれば、十分だよな？

　凶器の大ばさみ──『自殺志願マインドレンデル』の存在が、無桐だけに容疑者を絞らせてしまっているんだから。

「古槍頭巾だっけ？　たとえば、その刀鍛冶のおじいちゃんが、誰かに頼まれて、まったく同じものを作ったとか……」

「おじいちゃん？　おやおや、どうしておじいちゃんだと知っているんです？　わたしは刀鍛冶としか言ってませんよ？」

「推理ドラマによくある追いつめかたをするな。僕は味方だ」

　名前と肩書から、なんとなくそう思っただけだよ。

　なんだ、おじいちゃんじゃないのか？

「いえ、おじいちゃんです。でも、もう鬼籍に入いってます。ですから、その人に同じ凶器を作ってもらうというのは、不可能です」

「ふむ……、でも、違う人物なら、模造品を作れるよな？　模造品っつーか、模造刀っつーか……」

　模造ばさみっつーか。

　作り手本人じゃないから、どれほど精巧に真似ようと思っても、同じものにはならないだろうけれど……、似て非なるものでいいなら、作れなくはないだろう。

「ええ。もちろん、それはわたしも考えました。でも、やっぱりそれはありえないんですよ。言ったでしょう？　わたしはこの『自殺志願マインドレンデル』を、肌身離さず持っていたんですから」

　一瞬意味を捉とらえかねたが、ああ、そうか。

　コピーを作るなら、当然、見本が必要だよな。

　大おお本もとの作り手である刀鍛冶本人、あるいは、普段から使って慣れ親しんでいる無桐ならばまだしも、それ以外の第三者からしてみれば、その特徴を真似ようと思えば、作業机の隣に本物を用意したいところだ。

　だが、それができるなら、用意したその本物で、犯行に及べばいい──わざわざ偽物を製作する必要はない。

「んっと……、お前が気付かない間に、大ばさみをかすめとられて、同じく気付かない間に戻されていたってのは、ないのか？」

「この通り、ホルスターに固定されていますからね。気付かない間にスパッツをかすめとられて、気付かない間に戻されているのと同じくらいありえません」

　だったらありえないな。

　でも、その『気付き』や『意識』をコントロールできるという時宮病院が、そのキャッチアンドリリースに関与しているとしたらどうだろう？

　……どうでもないな。

　そんな催眠術めいたスキルを施せるほど無桐に接近できたのであれば、しち面倒臭いことをせずに、本人を操って、奇野某なにがしに危害を加えるよう、命令すればいい。

　もちろん、そうした上で、その記憶も奪っているという可能性も、論理的には残るけれど、まあ、それは無意味だろう──目的が人類最強と零崎一賊とを戦わせることにあるのなら、記憶はむしろ残しておいたほうがいい。

　ならば、『肌身離さず』という無桐の証言は、一定の信頼が置けるものであると判断していいはず……、いや、待てよ？

「無桐。こんな言葉を聞いたことはあるか。『お前には黙秘権がある』」

「？　そりゃ、ありますけど。それこそ推理ドラマで、よく聞きますよね」

　よかった。

　自首という概念のない世界観からやって来たというから、黙秘権も怪しいものだと、念のために用心したのだ。

「つまり、たとえ容疑者であろうと被告人であろうと、自分に不利な供述をする必要はないということだ──お前が『自殺志願マインドレンデル』を、『肌身離さず』持っていたという証言を撤回すれば、容疑は簡単に晴れるんじゃないのか？」

　もっと言えば、『三日ほど、紛失したことがある』とか、『前に保管した場所と、違う場所から見つかった』とか、『入浴中に目を離した』とか、そんな偽証をするという手もある──もちろん誉められたことじゃないけれど、命がかかっているとなれば、話は別だろう。

　それで万事解決とはいかないにしても、とりあえず、この苦境からは脱せる。まあ、潤さんは読心術の使い手なので、そこをどうかわすかという問題があるけれど……。

　しかし、無桐は、それ以前に、

「いえ、その噓はつけません」

　と言った。

　何だって？　僕は思わず身を乗り出してしまう。

　噓がつけない？　まさか、正直者というわけでもなさそうなのに。自首という概念がないのに噓がつけないって、どういう理屈だよ。

「い、命がかかってるんだぜ？」

「暦お兄ちゃん。わたしにとって、この『自殺マインド志願レンデル』を肌身離さず身につけるというのは、命をかけなければならないことなんですよ──それが、先代の持ち主である双そう識しきさんに対する、わたしからの礼儀なんです。いえ……、愛情なんです」

　と、無桐は揺るぎなく答えた。

　愛情。

　それが、彼女達の言う家族愛なのだろうか。

　零崎一賊の家族愛なのだろうか。

　だとすれば、確かに損得勘定を越えているし、どころか、利害関係さえも越えている。

「だから、いいんですよ、暦お兄ちゃん。そんなに考えてくれなくっても。心配してくれなくっても。わたしのことは、わたしがなんとかしますから」

　励ますように、無桐は僕に笑顔を向けたけれど、いや、お前達の家族観にはある種感服するし、なんなら限定的に、敬意を払ってもいいところだけれど、お願いだから僕の命もかかっているのだということを思い出して欲しい。

「ああ、そうでしたね。なんなら零崎一賊に入ります？」

「そんな気さくに入れるファミリーじゃないだろ、たぶん」

「殺人鬼なら誰でも入れます」

「じゃあ殺人鬼じゃないから入れないよ」

　吸血鬼ならまだしも。

　僕は胸中でそう思いながら、首筋を撫でる──床に直接寝ていたので、多少寝違えた感はあったが、それとこの動作は関係ない。

　単に、うなじの傷跡を触っただけだ。

　春休み、吸血鬼に嚙みつかれた痕跡だ──あのとき、僕は日常生活から、いきなり地獄の底に叩きつけられたようなものだった。

　無桐もまた、そうだったのだろうか？

　どこにでもいる女子高生だったはずの無桐は、ある日突然、殺人鬼の肩書を付与されて、その両手を含む、すべての日常を捨てなければならなかった──そんな彼女にとっての救済が家族だったのだとすれば、正直者ならぬ彼女の馬鹿正直さには、同意せざるを得ない。

　理解はできないが、同意する。

　僕もまた、学校こそやめずに済んでいるが、春休みから一変した青春を送ることになっているのだから──正常な倫理観では、もう動けていないはずだ。

　命をかけなければならないこと、と無桐は言ったが──僕は、その命を、譲渡してしまったのだ。

　だから──

「………………」

　ん？　傷跡？

　いや、これはあの夜、キスショット・アセロラオリオン・ハートアンダーブレードに嚙みつかれた傷で──深々と差し込まれた吸血鬼の牙の跡で。

　ロマンチックに言うならばキスマークだろうけれど、味気なく言うならば、歯形だ。

「歯形……」

　推理小説の知識で言うなら、この歯形から、嚙んだ『犯人』が、伝説の怪異殺しであると特定することは、そりゃあできるだろう。

　だけど、考えるべきはそこじゃあなく……、たとえば、この傷跡が、あいつの牙を示しているというのならば。

「無桐」

「はい？　なんでしょうか？　暦お兄ちゃん」

「もう一度、お前のスカートをまくらせてくれないか」

「そこだけ切り取ると、とんでもない台詞ですね」

　どうぞご随意に、と、無桐は再び立ち上がって、僕に腰を突き出した──いかにも、いくら検分したってどうせ無駄なのにと言わんばかりの、ぶっきらぼうな態度だった。

　その通りだろう。

　どうせ無駄だろう──いくら検分したって。

　いくら見聞したって。

　だけど、真相へのアプローチの手段は、見聞きの他にもあることを、僕はつい最近、苦い経験から、学んだところだった。

　僕は無桐のスカートをまくり。

　そしてスパッツで強調された、殺人鬼の太ももの匂いを嗅いだ──膝蹴りを食らった。
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　ハイキックに続く膝蹴りで、危うく二度目の気絶をするところだったが、それはともかく、僕も文才に恵まれているわけではないので、若干、表現を間違えてしまった。

　言うまでもなく、取り立てて、僕は無桐の太ももの香りに興味があったわけではない。人体はスパッツでどのように蒸れるのかなど、これっぽっちも知りたくない。

　この奸知に長けた少年探偵が探るべきは、スカートの中の温うん気きではなく、闇の中にある真実なのだ──つまり、僕が匂いを嗅いだのは、彼女の太ももに固定された大ばさみ、『自殺志願マインドレンデル』の刃である。

　刃の匂いを──刃に染み着く血の匂いを、確認したかったのだ。

「どういうことですか？　さっぱり意味がわかりませんけれど」

　この先もしも意味がわからないままだったら殺しますけれどと、言外に、それこそ匂わせつつ、無桐が『自殺志願マインドレンデル』を口にくわえてそう訊いてきた。

　まあそう自暴自棄になるな。

　無桐、これでお前の冤罪は、証明できたも同然なんだ。

「お前の太ももに謎はないが、しかし答はあったって話さ。被害者の心臓を貫く傷口の特徴が、お前の武器である大ばさみ『自殺志願マインドレンデル』と一致するから、お前が疑わしいって流れだっただろ？　じゃあ、逆に言えば、『自殺志願マインドレンデル』の傷口が再現できれば、お前に疑いをかけることが可能だってことになるよな」

「ええ、そりゃまあ、そうです。でも、コピーを作ることは不可能だって、これまで散々討論してきたじゃないですか」

「ああ。本物を、一時的にでも手元に置かない限りは、模造刀を作れないだろうと予想した──だから、お前が『肌身離さず』持っている限り、コピーはできないと思った。けど、案外、そうでもないよな？」

「？」

「『肌身離さず』って言っても、ずっと太ももに密着させているわけじゃない──現に今、そうやって、口にくわえているじゃないか」

　この場合は、場合によっては僕を殺そうとくわえているわけだけれど……、ともかく、彼女は戦闘中は、その大ばさみを取り出すのだ。

　人類最強との約束で、殺人は禁じられているにしても、完全に殺し合いの枠から外れていたわけじゃないと、無桐は言っていた。

　それはつまり、この凶器を、決してただ保管はせずに、太ももに収納しっぱなしにはせず、時折、時を選ばず、使っていたということだ。

「はあ。まあ、その辺りはわたしの言葉足らずだったかもしれませんが、でも、だからと言って、わたしが『自殺志願マインドレンデル』を、肌身離していないことに変わりはありませんよ？　さっき歯形がどうとか呟かれてましたけれど、なにせ頑丈ですから、わたしが嚙んだくらいでは、この『自殺志願マインドレンデル』の取っ手に歯形はつきませんよ？」

「それは関係ないんだ」

　あくまで、僕の首筋にある吸血鬼の嚙み跡は、気付きのきっかけになっただけだ──歯形なんて重要じゃない。

　重要なのは──『型』だ。

「刀とか、刃物とかで考えるから、そのコピーを製作する作業を、無意識に難しく捉えてしまうけれど、これがたとえば、『合鍵を作る』って作業だったらどうだ？　ニュアンスが変わってこないか？」

「ニュアンスは変わりますけれど、でも、合鍵を作るのだって、やっぱり本物が必要なんじゃないですか？」

「必要だ──だけど、ものによっては、そんな長期間、手元に置く必要はない。粘土やらで両面の『型』を取れば、それで事足りるケースもある」

　いわゆる型取りである。

　プラモデルやフィギュアを量産するには欠かせない技術だが、その真似事くらいなら、なにも刀鍛冶でなくともできよう。

　もちろん、精度は著しく下がるし、最近の鍵は、こんな方法では偽造できまいが──たった一度だけ、だいたいの傷口を再現できればそれでいいというような『刃物』をコピーするには、十分である。

「粘土で『自殺志願マインドレンデル』の形状を型取りするだけなら、一瞬で事足りるだろう？」

「事足りますけど……、でも、その一瞬さえ、なかったんですよ？　そりゃあ、使うようになってから一度も取り落としたことがないとは言いませんけれど、少なくとも奇野師団との戦いの最中は、くわえ損なって落としたことがないと断言できます。わたしの隙を突いて『型取り』なんて、できるはずがありません」

「お前の隙を突く必要なんてないよ。だって、突いたのはむしろ、お前なんだから」

「わ、わたし？　わたしが、何を突いたって言うんですか？」

「型取りは、何も粘土でおこなう必要はない。ガムでもいいし、ゴムでもいい──肉でもいいし」

　人体でもいいんだ。

　僕はそう言って、もう一度、自分のうなじを撫でるようにした──吸血鬼の牙の形を確認した。
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　後日談と言うか、今回のオチ。

　苦しまぎれにこねくり回した理屈が、どれくらい真相に肉薄していたのかは定かではないけれど、そんなわけで、僕は無事に、凶器を携えた逃亡犯から解放されたのだった。

　肉薄という言葉もどこか皮肉だし、皮肉という言葉すら皮肉だが──要は、無桐に罪をかぶせようとした敵対勢力は、『肉』を、型取りに利用したということだ。

　戦闘の中。

　殺しはしないまでも、無桐は幾度となく、口にくわえた『自殺志願マインドレンデル』で応戦する機会があっただろう──約束を破らないよう、あえて急所をはずして、大ばさみの刀身を、敵プレイヤーの身体に深々と突き刺したことも、一回や二回ではなかったと推察される。

　いや、推察だけで決めつけられることでもなかったので、実際、刃の匂いを嗅ぐことで、ちゃんと確認した──そしてその新鮮な血液の香りから、つい最近、この刃物は人間に対して振るわれたことがあると、確信できた。

　伊達に僕も、吸血鬼に血を吸われていないのだ──吸血鬼探偵なんて、気取るつもりはないけれど。

　そして、刺される敵プレイヤーからしてみれば、急所を外してくると確信できる攻撃だったら、あえて食らうという選択肢も、あるいは生じるということだ──その傷に、利用価値があるのなら。

　傷跡が、模造の『型』になるのなら。

　……肉体を粘土のように使用するなんて、僕達の世界の常識じゃあありえないことだし、ましてその傷跡に溶けた鉄を流し込むなんて、ほぼ拷ごう問もんみたいなおこないだ。

　たとえ自分の身体にだって、やって許されることじゃないだろう──相手は殺人鬼とは言え、冤罪をかぶせるなんて姑息な戦いかたをすると、軽けい蔑べつするような気持ちがなかったわけではないけれど、しかし、そこまで徹底的に徹底されてしまうと、言葉を失う。

　つくづく、違う世界の出来事なのだと思い知る──そういった意味では、僕がこじつけた推理も、案外、ぜんぜん的外れで、その根底には、もっともっとおぞましい真相が隠されているのかもしれなかった。

　ただ、少なくとも逃亡者を説得することには、かろうじて成功したようで、

「んじゃまあ、その線で哀川のおねーさんに、投降してみますか」

　と、無桐はそう覚悟を決めたらしかった。

　自首はなくとも、投降はあるみたいだ。

「いつまでも逃げ回っていられませんものね──元より、そのつもりもありませんし。お世話になりました、暦お兄ちゃん。このご恩は、一生忘れません」

「忘れてくれて構わないよ……、そうだ、最後にひとつ、教えてくれる？」

　謎がひとつ残っていた。

　くだらないことだが、答え合わせしておこう。

「お前、なんで僕のこと、『暦お兄ちゃん』って呼んでるの？」

「妹キャラなんですよ。こう見えて」

　ふうん。意外だな。

　そんな感想が表情に出てしまったのか、無桐は「うふふ」と笑い、

「ご安心を。先般、気さくに誘ってみたりしましたけれど、暦お兄ちゃんは『合格』ですから」

　と言った。

「『合格』？　何に？」

「人間試験に。お陰さまで楽しかったですよ？　久し振りに普通の女の子に──普通の人間に、戻れたみたいで。それでは！」




　それでは──零崎を開始します。




　と、無桐伊織は。

　元気だけが取り柄の十七歳は、家族の待つ戦場へと帰ってくれたのだった。

「…………」

　人間として認めてもらえたのは、僕のほうこそ、久し振りだな。

　それを救いにできるほど、僕も素直な奴じゃないけれど、しかし、無桐とは、もっと深い話をしてもよかったのかもしれないと、今更のように、後悔した。己おのが両手の喪失を、名誉の負傷だと軽く言い切った彼女とは、他にもできる話がたんとあったはずだ──あの両手にまつわる百戦錬磨の物語を、聞けるものなら聞いてみたかった。

　もっとも、僕のほうから引き替えに、殺人鬼相手に語れるような武勇伝がないのがつらいところである。

　聞くに堪えないし、語るに落ちる物語だ。

　僕の首筋に深く刻まれているのは、僕の心にくっきりと残っているのは、なんとも不名誉な負傷キスマークなのだから。
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　萩はぎ原はら子し荻おぎは千せん軍ぐん万ばん馬ばの策師であり、紫ゆかり木き一いち姫ひめは機略縦横の曲きょく絃げん師しであり、西さい条じょう玉たま藻もは猪突猛進の狂戦士である。なので三人とも、僕とまったく同じ高校生でありながら、僕とまったく違う生き物だと言うことができる──もっとも、僕があの春休みに一騎当千の吸血鬼と化したことを思い起こせば、まったく違う生き物でありつつも、まったく同じ化物と言うべき局面かもしれないので、そこはジャッジの難しいところだ。

　とりあえずはひとりずつ、順を追って紹介しよう。

　萩原子荻。澄すみ百合ゆり学園三年生。

　様々な事情を持つ様々な子供達を集めて、たおやかな大和やまと撫子なでしこか、あるいはしなやかな戦士に育成することを目的とする、かの学園の総代表である──要するに生徒会長のようなものだと僕は勝手に解釈するけれど、しかし策師という肩書は、そうわかりやすいものでもないようだ。育成される立場でありながら、彼女は学園を実質的に支配していたというのだから、それは駒こまが棋士を操っていたようなもので、恐れ多くも恐れ入る──僕の通う直江津高校で、彼女と似た者をあえて探すならば、やっぱり羽川翼をおいて他にはいないだろう。しかし、羽川に匹敵する女子高生だって？　そんな人間、想像するだけでもがくがくと背筋が凍る──しかも、頭脳派の羽川と違って、この策師は武道にも通じているというのだから、いよいよ手がつけられない。

　紫木一姫。澄百合学園二年生。

　策師が信頼を置く戦士である──とは言え、主な役割は索敵係とのことだった。曲絃師とは、嚙み砕いて言えば糸使いの別名で、彼女はまるで蜘蛛が営巣するがごとく、四方八方に『見えない糸』を張り巡らせて、戦況を把握する。市し井せい遊ゆ馬まという同学園の『師匠』から習得した技術だそうだが、ある意味で彼女は、師匠を越えている──受け継いだ手袋から繰り出される技は、ハイテクなレーダーよりもずっと正確で、ずっと凄惨だ。ただ、そんなバックアップ的な役割を任されているのは、決してこの二年生が戦闘能力に欠けるからではなく、むしろ戦闘能力が高過ぎるからだ。任務を達成するためには万策を尽くす策師をして、『この後輩を前線に置くは卑怯千万』と思わせるだけの超絶技巧を、つまり紫木一姫は所持しているわけだ。張り巡らされた蜘蛛の糸は、そのまま切れ味鋭い鋸のこぎりの刃と化す。伝説の吸血鬼は四肢を切断されたし、僕も大概、全身をバラバラに刻まれてきたものだけれど、しかしそれでも、これまで彼女の前にたった一回立ちはだかっただけの犠牲者に比べれば、まるでマシな被害というべきだろう。

　西条玉藻。澄百合学園一年生。

　策師が信頼を置かない戦士である──狂戦士である。戦うために生まれてきた女子高生がいるとするなら彼女こそが正にそれだし、殺すために生まれてきた女子高生がいるとするなら、またしても、彼女こそが正にそれだ。両手に握った、刃渡り十五センチどころではない大振りのナイフは、いつぞやのヴァンパイア・ハンター、ドラマツルギーを否応なく想起させるが、彼女は骨太な巨漢ではなく可愛らしい少女である。だが、西条玉藻がこれまでに殺傷した人数は、ドラマツルギーが退治してきた同胞の数を、遥かかなたに凌りょう駕がすることだろう。彼女のうつろな目がいったい何を映しているのか、知る者はいない。彼女自身も知らない。

　策師。曲絃師。狂戦士。

　突拍子もないこのスリーマンセル・レンジャーは、たった三人で一国の軍隊に匹敵すると言われている──言ったのが他ならぬ人類最強の請負人だと言うのだから、僕はその言葉を単なるジョークと受け止めるべきではないだろう。しかし、それにしたって、あまりに受け止めきれない現実だ──まさか『平凡で何のとりえもないこの僕』が、そんな三人を、同時に相手取ることになろうとは。

　まるで絵空事めいている。

　そう、物語ではなく戯ざれ言ごとのように。

　シリーズ最新作『結ムスビ物語モノガタリ』においては、たくましくも二十三歳に成長した立派な姿が描かれている、僕こと阿良々木暦ではあるけれど、これは十八歳になったばかりの頃の出来事である──すなわち、四月の下旬頃だ。あえて通ぶった専門用語を許してもらえるなら、『傷物語』と『猫物語（黒）』の間くらいの事件である。しかし、このままでは『結物語』はおろか、『猫物語（黒）』以降に登場する数々の怪異とさえ出会うことなく、僕は生涯を終えることになりそうだった──二十三歳なんて、夢のまた夢だ。

　ところで、あの三さん叉さ路ろのことをまだ憶えてくれていたら嬉しい。

　僕が鉄血にして熱血にして冷血の吸血鬼に血を吸い尽くされた末に、世にも恐ろしい吸血鬼に成り果てたとき、同属殺しのドラマツルギー、ヴァンパイア・ハーフのエピソード、神を自任するギロチンカッターの三人に三方から挟撃された、あの三叉路である。あのときとまったく同じ座標で、僕はまるっきり、同じ目に遭っていた。

　いや、あのときより、更に状況は悪いと言わざるを得ない。

　なにせ春休みと違って、今回は忍野の助けは期待できない──もちろん、アロハの中年男は、元より僕を助けた覚えなどない、人間と怪異のバランスを取っただけだと主張するだろうけれど、しかし、そのひねくれた意見をこの際採用するとなると、より一層、やはり颯爽と、あの男がここに登場することはないと断言できる。

　なにせ今回、僕を挟撃する三人は、怪異の専門家ではない。

　人間の専門家だ。

　彼女達は、吸血鬼としての僕を退治しようとしているのではなく、人間としての僕を退治しようとしている──やれやれ。

　しかし、地獄のような春休みを、あれよあれよとどうにかこうにか、すんでのところで生き残ったこの僕が──ドラマツルギーの左右の両剣にもエピソードの巨大な十字架にもギロチンカッターの卑劣な人質作戦にも屈しなかったこの僕が、舌の根も乾かないうちならぬ浴びた血も乾かないうちに、今時のギャル達に殺されたとあっては、彼ら三人に申し訳が立たない。

　今回だって生き残ってみせるさ──忍野抜きでも。

　吸血鬼じゃなくても生き残れるってところを見せてやる。

　なぜなら僕は将来、『高校生の頃に死んだはずの同級生から、同窓会のお知らせが届いた……？』みたいなミステリー小説に登場したいのだから。

　それが『死んだはずの同級生』役になるなんて、まっぴらごめんだ。

　うずくまってなんていられない。さあ、ではどの道地獄のこの三叉路を、僕はどの道に進もうか？

　右の道に進み、狂戦士と戦う→００２へ。

　左の道に進み、曲絃師と戦う→００３へ。

　後ろの道に進み、策師と戦う→００４へ。




「ゆらーり……ゆらり」

「あなたの意図は、ここで切れます」

「たとえ相手が吸血鬼であろうとも、私の名前は萩原子荻。正々堂々手段を選ばず真っ向から不意討ってご覧に入れましょう」




　このたびの地獄への道は、武装した女子高生で満ちている。
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　選択の余地なく、僕は右の道へと駆け出した。その場でうずくまるほど愚かなチョイスはないとして、ならば三叉路のうち賢明な道は、それしかないと確信したのだ。

　とは言えこの判断は、直感には反している。本能的には、あまり気の進まない道程である。なぜなら、右の道からこちらに向かってやってくる玉藻ちゃんは、スリーマンセル・レンジャーにおいて唯一、わかりやすく見え見えの凶器を携えている女子高生だったからだ。

　彼女は左右の手に、体格には不似合いな、まるで鉈なたとか斧おのとかみたいな分厚いナイフを携えている。

　普通ならそんなおっかない女子高生と鉢合わせしそうな、こんなおっかない道を選ぶなんてどうかしているとしか言いようがないけれど、しかし今は、とっくに普通のシチュエーションではないのだった──となると、玉藻ちゃんがその二丁のナイフを、どうやら扱い切れていない点を、僕は重視すべきだった。

　なるほど、確かにナイフは凶悪だ。

　だがどうだろう、両手ではなく両足に注目してみれば。

　玉藻ちゃんの足取りは、なんともはなはだ心もとない──千鳥足というのか、生まれたての小鹿みたいというのか、まるで酔っぱらっているかのように、右へ左へ、さながらヤジロベーのようにふらふらしながら歩いてくる。

　きっとナイフの重さに振り回されて、まっすぐ歩くことができないのだろう。過ぎたるは及ばざるがごとしとはこのことである。『一番値段が高いのを買えばいいに決まっている』と、無為にハイスペックなパソコンを買ってしまう初心者みたいなものだ。

　見た目の威圧感に騙されず、ことの本質を看破し、あえて危なげに見える道を突っ走る僕の姿は、きっと歴戦を乗り越えた勇者と重なることだろう。

　見た目と言えば、玉藻ちゃんは高校生らしく、体操服姿だった。とは言え、それは同時に高校生らしくなく、ずたぼろに引き裂かれたような体操服姿だった──おそらくナイフを扱い切れず、自分の服を刻んでしまったのだと思われるが（ヘアスタイルが散ざん切ぎり頭なのも、同じ理由だと思われる）、しかし注目したいのは、ずたぼろの理由よりも、体操服がなぜかブルマデザインなことだった──いや、ブルマに注目したいわけではなく。

　女子高生は女子高生でも、いったい、いつの時代の女子高生なのだ──年下にはめっぽう強い僕ではあるけれど、しかし玉藻ちゃんからは、そういう意味では歴戦どころか、古参の迫力も感じ取れなくもなかった……、ブルマって。

　上空から俯ふ瞰かんしてみると、僕がブルマ姿の女子高生に猛然と駆け出したみたいで、なかなかハードな絵面だったけれども、むろんこのまま、彼女の細身にタックルしようというつもりは毛頭ない。たとえ扱いかねていようともナイフはナイフだ。取っ組み合いになったら、何かの弾みで僕の身に刺さらないとは限らない──そんな危険は冒せない。春休み、この三叉路で襲われたときと違って、今の僕はもう、不死身ではないのだ。

　陥った苦境から脱するための努力を惜しむ気は更々ないけれど、さりとて、特殊訓練を受けた女子高生とバトルなんてするつもりも更々ない──こうして前傾姿勢での全力ダッシュを敢行したのは、戦うためではなく、戦うことを避けるためだ。

　格好いい逃避行動である。

　ふらふらと足元のおぼつかない玉藻ちゃんのかたわらを、僕は素早く、すり抜けるように駆け抜けるつもりだった。この目標は、必ずしも達成困難ではないはずだ……、ナイフの切っ先にさえ気をつけていれば、むしろたやすい仕事である。

　ドラマツルギーのごとき巨漢に通せんぼされれば、僕がすり抜ける隙間なんて一本道のどこにもなかっただろうけれど、しかし玉藻ちゃんは、僕よりもずっと小柄だったし、まるで自動式の掃除機のごとく、左右の壁にぶつかりながら歩いている。ぶつかることで軌道を変えて、こちらに進んで来る──ならば彼女が右にふらついたとき、僕が左側に向かえばいいだけの話だ。

　道といっても幅はある。そういうことだ。

「ゆらーり……、ゆらり……ゆらり」

　ほら、玉藻ちゃん自身、ふらふらしているオノマトペを、自ら口ずさんでいるじゃないか──重厚な凶器を持て余している証拠だ。ふたつのナイフを合わせれば、きっと玉藻ちゃんの体重を越えるに違いないから、当たり前の万有引力である──しかし、これは僕の完全なる勘違いだった。

　無骨なナイフもさすがにそこまで重くはない、ということではなく。

　彼女は凶器を持て余してなんていなかった──強いて持て余しているとすれば、それは狂気のほうだった。

「ゆ！　ら！　り！」

　頼りなげにふらふらしていることを表現しているはずのオノマトペを、いきなり力強く叫んだかと思うと、玉藻ちゃんは突如機敏に動き、彼女をかわして駆け抜けようとする僕の目前に飛び込んできた。

　その動きは、さながら反復横跳びのようだった。いや、テレポーテーションのようだった。

　ナイフの重量を、己の軽量を、むしろ味方につけている。

　こちら側の壁に向かって落下するかのように、彼女は僕に狙いをつけてきた──その鋭さに怯えて、ナイフの切っ先から少しでも目を逸らしていたら、間違いなく僕はここで、えぐられていたことだろう。

　のけぞるように僕は、その刃をかわした。玉藻ちゃんの動きが反復横跳びなら、僕の動きは『後ろに反って背筋を伸ばす運動』だった──全力ダッシュの最中にやるようなストレッチではなく、こんなことをすれば間違いなく腰回りを痛めるが、腰を守ろうとして心臓をえぐられてはたまらない。

　背は腹に替えられない。

　結果、僕の代わりに右手のナイフにえぐられたのは、そこに立っていた電信柱だった。電信柱に深々と、根元までナイフが突き刺さった──え、噓、電信柱って、構造的にえぐれるものなの？

　電信柱の中身がどうなっているかなんて、これまでの人生でいっぺんも考えたことがなかったけれど……。

「しとめたりー」

　ぼんやりとした、ほとんど棒読みみたいな抑揚のない口調で、玉藻ちゃんはまるで、最初から電信柱がターゲットだったみたいなことを言った──いや、実際この子は、よろけて足を止めた僕のことなんて、ぜんぜん見ていない。今だってそっぽを向いたままだ。

「あたしの──名前は、西条玉藻ちゃん。です。です。です。です。ですですですですですですですですです。さいさいさいさいさいさい西条玉藻、西条玉藻。ですですですです。あたしは玉藻。玉藻はあたし」

「…………」

　やべえ。なんだこの子。

　もしかして僕ったら、考えうる限り最悪の道を選んじゃったの？

　二丁のナイフはともかくとして……、西条玉藻をきちんと恐れるべきだった？

「ちょ……、待って。玉藻ちゃん。話し合おう」

「うん、ころしあおう。ころしあ王。コロシアムの王。王はあたし。ちがう。王将はぎはらは先輩──あたしは」

　ほへー。

　と、気の抜けるようなことを言いながら（たぶん、『歩兵』と言ったのだと思う）、玉藻ちゃんは電信柱からナイフを、回転するような動きで引き抜いた──その『引き抜く動き』と『僕を刺そうとする動き』が、同時におこなわれた。

　まるで居合抜きのように、そのままこちらをたたっ斬りに来た。

　日本刀なら袈裟斬りの動きと言うところだろうが、それが無骨なナイフでは、まるで薪まき割りのようだった。

　やはり、刃物が怖いと言うより、躊躇なく切りつけてくるこのモーションのほうが怖い──何の感情も持たずに、まるで呼吸するように僕を真っ二つにしようとしている。

　僕はもうのけ反るどころか、バク転するような形でその刃物をかわすしかなかった。大仰で不合理な、ともすれば格好つけ過ぎな避けかただと思われるかもしれないけれど、奇抜な動作の玉藻ちゃんに対抗するためには、こちらも奇抜な動作を見せるしかなかった。

　避けることには成功したが、着地には失敗した。なので点数をつけるなら百点満点中五十点だけれど、これでは零点と大差なかった──五十歩百歩ならぬ、五十歩零歩だ。五十歩しか歩かないのであれば、その場に突っ立っているのと変わらないなんて、新しい諺ことわざを作るのにいちいち余念がないぜ、僕って奴は。

「ゆらーり、ゆら、ゆら。ゆらららららー」

　当然、アスファルトの地面にぶっ倒れた形の僕に（バク転を失敗したのだから、首の骨を折らなかっただけでもめっけものだ）、追撃の刃物が、左右どちらかから振り下ろされるとばかり思っていたのだけれど、玉藻ちゃんは次なる一撃を、なぜか電信柱に繰り出していた。

　電信柱に恨みでもあるのか？　この子。

　ナイフのグリップでがんがんと乱暴に、電信柱を殴りつけている。

　……行動の意味はわからないけれど、今のうちに脇をすり抜けることはできないだろうかと、僕は這い這いの姿勢で、こっそりとその場を離れようとした──途端、玉藻ちゃんはこちらに目を向けた。

　いや、目は向いていない。強いて言えば目を剝いている。

　首はこちらを振り向いていたが、視線はぜんぜん違うベクトルだったし、腕の動きも足の動きも、てんでばらばらだった。まったく合理的ではないフォームだったけれど、しかし、なぜかナイフの切っ先だけは、極めて正確に僕を狙っていた。

　どうやら彼女は、センサーのように、動くものにだけ反応しているようだ──へたり込んでいる僕よりも、深々とえぐられ、ぐらぐらバランスを崩した電信柱のほうに向かったのは、そのためだろう。

　なんてことだ。

　まさか引っ繰り返って腰を抜かし続けていることが正解だったとは。

　這い這いの姿勢から僕はとうとう、地面を転がるようにかわすしかなかった──どんどん選択肢がなくなっていくし、生き残りかたもみっともなくなっていく。

　振り下ろされたナイフは、今度はアスファルトに突き刺さっていた。

　この世界は豆腐でできているのか？

　しかし今度の豆腐は僕の味方だった。逆に言うと、今度はナイフの質量が、玉藻ちゃんの敵に回った──地面に対して垂直に突き刺さった刃物を、彼女は引き抜けなくなったのだ。

「ナイフは一本でイナッフ」

　ただし玉藻ちゃんは動きだけじゃなく諦めも早かった。それ以上引き抜こうと努力することなくグリップから手を離し、残りのナイフで、僕を殺す作業に移行した──確かに僕を殺すだけなら、ナイフは一振りで十分だろう（ナイフは一本でイナッフというジョークは、残念ながら不覚にも面白かった。生き残れたら、今後使っていこうと思う）。

　ただ、この空くう隙げきが、僕が立ち上がるのに十分だったこともまた事実だ。こんなことを言うと驚かれるかもしれないけれど、僕だって、立ち上がることくらいはできるのだ。

　もちろん、その起立の動作にも、玉藻ちゃんは反応する。

　磁石に引き寄せられるように、瞬発的に僕の懐へと飛び込んでくる。はだけた体操服の女子が懐に飛び込んでくるというのだから、ある種男子の本懐と言えなくもなかったけれど、相手が刃物を持っているとなると事情はやや変わってくる──こちらが動かなければ反応しない、さながら食虫植物みたいな性質の玉藻ちゃんだけれど、しかし、刃先を向けられて動かないなんて、事実上不可能だ。

　ただ、その性質を理解してしまった以上、こんな玉藻ちゃんに背を向けて全速で逃走するというのも、どうも具合が悪かった──速く動けば、より速く反応されてしまう。

　結果、僕はその場に足を止めて、最小の動きで玉藻ちゃんの刃物をかわすことになった──そんなボクサーみたいな素養が、一介の高校生である僕にあるわけもないので、学生服がどんどんずたずたになっていく。玉藻ちゃんとお揃いのペアルックである。まるで仲良しだ。コンビを組んで何かしようか。

　紙一重でかわしているというより、首の皮一枚のかわしかただ。

　こんな状況でもわずかながらの救いがあるとすれば、彼女の攻撃が、ナイフのみに限られていることだろう──素手で殴りつけたり、体育館シューズで蹴ったりしてこない。頭突きもひじ打ちもなしの、フェンシングスタイルを貫いている。

　ある種、刃物へのこだわりは病的だったが、僕からしてみれば唯一の勝機だった──狂気に対する勝機だった。

　ナイフさえ見ていれば、ぎりぎり避けられる。

　地獄のような春休みを終えて、不死身の吸血鬼性こそ喪失した僕だが、しかしその残ざん滓しのようなものはしぶとく染み着いている──阿良々木暦という人間に、鬼が住み着いている。

　不死力は心もとなくとも、視力には自信があった。

　動体視力も例外ではない。

　玉藻ちゃんのまるで理論に則のっとらない、規則性のない突飛な動きは非常に先読みしづらいフォームだけれど、幸い、僕は格闘技のど素人なので、そう言った形式上の先入観に引っ張られることもなかった。

　ナイフが二振りのままではどうしても視線が散ってそうもいかなかったかもしれないけれど、これならしばらくは持つ──その『しばらく』の間に、次なる脱出経路を探るのみだ。

「ずたずた──ずたずた──ずだ袋──」

　しかし、繰り出す攻撃がヒットしないことに、玉藻ちゃんはまったくストレスを感じていないようだった。いわば軍人である彼女が、僕のようなど素人を殺しあぐねているのだから、もっと苛ついてもよさそうなものだけれど……、苛ついてくれたら、そこがつけめになるかもしれないんだけど……。

　なぜ苛つかない？

「ずだ袋、斬り裂く。斬り裂け見れば、中身が毀こぼれます。ぼろぼろこぼれる、刃こぼれに──」

　……すげー呪われたわらべ歌みたいなのを歌っているけれど、苛ついてはいない──ただ、苛ついてこそいなくとも、玉藻ちゃんは不思議に思ってはいるようだった。

　どうして未だに、僕を『ずたずた』にできないのか。

　そりゃそうだ、まさか僕が吸血鬼の視力でナイフをかわしているなんて、いくらなんでもわかるはずもない──いや、それを言い出したら、この子には何にもわかっちゃいない気もする。そもそも、吸血鬼でもない人間を、こうも容赦なく、紙細工でもするかのように斬りつけてくると言うのが信じられないけれど……。

「おなか痛いの、さすってあげる──刺す刺す──ゆーら、ゆらゆら」

　話し合いを申し出た僕だけれど、しかしもう玉藻ちゃんの言動（歌唱）に惑わされるのはやめよう……、ともかく、ナイフから目を離さないことだけを、心掛ける。

　していると、気付いた。

　最初は目が慣れただけかと思ったけれど、しかし、それだけではなさそうだ──玉藻ちゃんの、すべての意味でキレッキレだった動きが、少しずつペースダウンしてきたのだ。

　僕の視力に、疲労が見えた。

　そりゃそうだ、回転の動きで重力を最大に利用する手腕は見事なものだが、その手腕はドラマツルギーの、丸太のようなそれではない──枯木のような細腕だ。

　奇抜で突飛で意表を突くと言えば聞こえはいいが（いいか？）、その非合理的かつ非効率的な動きで、少女の肉体が疲れないわけがない。やった、粘ったことで、次のチャンスが得られたのだ──もう少し動きが鈍くなったところで、タイミングを見て脱だっ兎とのごとく逃げ出せば……。

　と。

　玉藻ちゃんの疲労と共に、ほのかな希望も見えてきたところで、逆に、見えなくなったものがあった──まばたきひとつせす、ずっと目を離さずに追っていたはずの、肝心要のナイフが、僕の視界からふっと消えたのだ。

「きりきり舞いに、切り切り舞い──きりっと決めても、決め手に欠ける──そういうときは、斬り斬りマイ──」

　視線は明後日あさってを向いていて、からっぽになった右手はチョキで天に突き上げられていて、胴体はねじれ、右足は後ろに振り上げられて、左足は爪先立ちで、そして、左手は──

　玉藻ちゃんの左手は、背中に回されていた。

　全身ちぐはぐな動きは突飛過ぎて目くらましにさえなっていないとして、確か玉藻ちゃんはそちらの手にナイフを持っていたはずで……、そうか、一瞬、死角に刃物を隠すことで、僕を幻惑しようとしたのか？　だったら無駄なことだ。死角から飛び出した刃物を、僕はまた追跡するまでである。

　あるいは背後でナイフを、疲労の蓄積した左手から、まだ余裕のある右手に持ちかえようとしているのか──そうではなかった。全然違った。

　僕はもっと、彼女のわらべ歌を聞いてあげるべきだった。

　斬り斬りマイ。斬り斬りMy──

　英語の教科書に従うならば破滅的に間違っているイディオムだけれど、彼女がやったのは、まさしくそういうことだった──僕をずたずたにする前に、彼女は、自分の背中を突き刺した。

　そして彼女の、あるのかないのかわからないような薄っぺらい胴体を貫通し、玉藻ちゃんの腹筋から突き出たナイフの刃先が──僕の腹筋に突き刺さった。

　ずぶりと。そしてずたずたに。

　ナイフの刃先で、Ｚを描く。否、僕の腹に描かれたのがＺであるなら、玉藻ちゃんの腹に描かれたのはＳだろう──ともかく彼女は、自分のはらわたごと、僕のはらわたを斬り裂いた。

　背に腹は替えられないなんて諺は、彼女にはなかった。

　己の背から、僕の腹を刺した。

　おなか痛いの、さすってあげる。

　背後の死角から飛び出すのではなく、腹を貫いて飛び出すナイフなんて、吸血鬼の視力でも、見えるわけがなかった。

　否。勝敗は最初から見えていた。生死さえも見えていた。

　僕が右の道を選んだ時点で──

「……て言うかこれ、きみも死んじゃわない？　きみの背骨んとこ、どうなってんの？」

「だいじょーぶです。ひとがしぬのは、せぼねじゃなくてこころがおれたときだから」

　最後の最後にブルマの女子と会話が成立したことをほのかに嬉しく思いつつ、だったら僕は、ここでぽっくり、ここでぽっきり、死ぬしかないようだった。
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　当然の決断として僕は左の道を選び、全速力で駆け出した──迷う余地はほとんどなく、必要なのは決断する勇気だけだった。だって、右の道には、ナイフを二丁構えた、散切り頭のブルマ少女がふらふら歩きながら、こちらに向かってきているのである。そんな道を選ぶなんて、本物の馬鹿がやることだ。死んでも治らない馬鹿だ。治らなくても死んだほうがいい馬鹿だ。

　かと言って、後退して子荻ちゃんと対面するのも、あんまり気が進まない。なにせ彼女はスリーマンセル・レンジャーのリーダー格だ。羽川に匹敵するような知略の持ち主に一対一で立ち向かうなんて、いまいちぞっとしない。

　と言うわけで、消去法的に、僕は姫ちゃんを相手取ることにした。

　巨大な黄色いリボンをつけた女の子である──神原と同い年とは思えない幼さもあるが、もちろん、それでも彼女は澄百合学園に通ういっぱしの戦士なのだから、リボンの可愛さに油断するつもりはない。

　幸い、手の内は見えている。

　手袋の内は見えている。

　彼女は糸使いだ。

『見えない糸』を周囲にびっしりと張り巡らし、索敵を始めとする戦況把握を務めとする──なので、一本道で彼女をかわし、やり過ごすのは至難の業だろう。赤外線でガードされた宝石をかすめ取ろうとするような難易度だ。

　普通なら。

　しかし僕は吸血鬼の視力を有している──人間の視力じゃ捉えられない極細のストリングも、僕にとっては『見えない糸』ではない。絶好調のときならば、赤外線だって見えるくらいだ。

　一本道に立体的に張られた糸をかわすことなど、僕には赤子の手をひねるようなものだとまでは言わないにしても、走るスピードを減速しなければならないほどの障害にはなり得ない。

　むしろ糸が邪魔になるのは、姫ちゃんのほうだろう。

　彼女がジグザグに営巣してくれた蜘蛛の巣が、逆に、僕を救う蜘蛛の糸ともなってくれるわけだ──蜘蛛はタテ糸の部分だけを歩くって言うだろう？　だったら僕は、ヨコ糸に身を潜めながら走ればいいわけだ。

　元々、巣を張りながらの移動なんて、ハイペースでおこなえるわけがないのである──どうしても姫ちゃんの歩調は低速になる。そこまで考えて左の道を選んだつもりはなかったけれど、これなら好き勝手に動いて、隙間をかいくぐることはできそうだ。

　だが、黄色いリボンの女の子、紫木一姫は、僕が『見えない糸』に一回も触れることなく、一本の糸も切ることなくまっしぐらに走るという離れ業をおこなっているのを、余裕を持って見守っていた。

　可愛い顔に可愛い笑みを浮かべて、

「ふっふっふ。特攻とは勇ましいですね、阿良々木さん。しかし姫ちゃんから見れば、そんな蛮行は飛んで火にいる蒸し暑さです」

　と言った。

　なんだ、諺を言い間違えるのが得意技か？

　悪いな、僕達の世界観じゃ、それは誰もが使える基本技能だ。

　その程度の古式ゆかしいスペックで僕を捕えようなど百年早いぜ、曲絃師とやら──だが、彼女の得意技は当然ながら言葉遊びではなく、綾取り遊びだった。

　今は春だが、飛んで火にいる夏の虫というなら、僕は確かにそれだった──通り抜ける自信があったからこそ、僕は蜘蛛の巣に飛び込んだつもりだったのだが、しかしその巣が動き出すことなど、僕は予想だにしていなかった。

　いや、そりゃ可動はするだろう。

　待ち構えるだけじゃなく、この巣は、攻撃にも転じる。

　搦からめ捕るだけの糸ではなく、斬り裂くための糸でもあるのだ。

　だから、いつ『見えない糸』が僕に向かってきても対応できる心構えはしてあった──予想外だったのは、そのダイナミックな動きかただった。

　すべての糸が、姫ちゃんの手元に戻ったのだ。ひうんひうんひうんと──彼女の手袋の中へと、逆再生のごとく巻き戻った。

　どうやら蜘蛛の巣を張り巡らしながらの歩行ほど、糸の回収には神経質にならずともいいらしい──まあ、張り巡らした逆の手順を踏むだけなのだし、考えてみれば、ここまで来れば僕に『見えない糸』が見えていることは明白なのだから、隠密裏に巻き取る必要はないわけか。

　そして、それを言うなら。

　次の工程も、姫ちゃんは隠密裏におこなう必要はないのだった。

　見えているのなら、見せつけてやればいい。

　彼女は巻き取った糸を、すぐさま再利用して見せた──後方支援を任務とする彼女は、しかし必要とあれば、そして人目をはばかる必要がなくなれば、一瞬で巣を、張り直すことができるのだ。

　しかも今度の巣は、蜘蛛の巣ではなかった。

　と言うか、巣ですらなかった──壁だった。

　いきなり僕の目の前に、『壁』が出現したのだ。

　張り巡らされた『糸』ではなく、編み上げられた『面』だった。

　どこに引っ掛けるとか、何をフックにするとか、そんな詳細な工程表は必要なく、ただ左右の電信柱をポールとして編み上げられた『網』だった──バレーボールのネットを一億枚重ねたみたいな、目の細かい網だった。この壁は、見えていようとかわせない。

　物理的に、人が通り抜ける隙間がないのだ。

「…………！」

　糸を束ねればそりゃあ縄になるし、縄だって束ねれば、それは網になる──急ブレーキをかけたが、間に合わなかった。僕はその壁に正面衝突した。

　千切れたって動かし続けると誓っていた足を、これで止められた。

　ただ、あくまで糸は糸である。

　もしもこれが一本のピアノ線で、僕が時速八十キロで走っていれば、すっぱり首が切れていると言うような、ハリウッド映画ばりのシーンが繰り広げられたかもしれないけれど、『見えない糸』が可視化されるほどに束ねられた壁じゃあ、僕が人間の足で出せる最速（時速十五キロくらい？）でぶつかっても、せいぜい、糸がもつれる程度である。ある意味で、この網はセーフティネットだった。

　一本の針の上で寝そべったら貫通するが、一万本の針の上で寝そべったら体重が分散されて、皮膚すら貫けないのと同じことだ──しかも、この壁もまた蜘蛛の巣同様、僕を守る効果があるはずだ。

　だって、一本道のど真ん中に壁が立ち上がれば、それは怪異で言うところの『塗り壁』みたいなもので、通せんぼされるのは姫ちゃんも同じなのだから──同じではなかった。

　厳密には僕は、壁にぶつかったと言うより、壁にめり込んだのだった──コンクリートや漆しっ喰くいではなく、糸でできた壁である。先述のように、僕はそこにもつれてしまっている──足も、止まっていると言うより、浮いている。

　片足と片腕、そして首から先が、壁の向こうに飛び出していた。

　姫ちゃんとばっちり目が合う。

　とても嬉しそうな、にこにこ笑顔だった。

　邪気のかけらもない──されど、無邪気のかけらもない。

「うふふふ。引っかかりましたね、阿良々木さん──文字通り」

「…………」

　ああ、そうか。

　これって巣じゃなくて、さりとて壁でもなくて、罠わななんだ。

　確か、霞かすみ網あみって言う……、野鳥のツグミやらを捕まえるための……、こうして全身が引っかかってしまうと、前にも後ろにも動けなくなる……、そう、体重が分散されて……。

　でも、霞網ってその悪辣さから、現代では禁じられている猟法のはずなんだけど……。

「……助けてくれない？」

　駄目元で訊いてみた。

「やーですよ。姫ちゃんは、飛ぶ鳥を落とす生き物なんです」

　また諺の使いかたを間違えたのかと思ったけれど、これぞ正に、『文字通り』だった──彼女は頭の後ろに手を回し、黄色いリボンをしゅるりとほどいた。

　まとめられていた髪が解ける──そうして見ると、意外と髪が長い。

　しかしなぜこのタイミングで髪を解く？

「いえ、その霞網を作るために、姫ちゃんは手持ちのストリングを使い切ってしまいました。なので、ストリングの代わりを用意しようと思いまして」

「じゃ、じゃあ、今度そのリボンを使おうと？　そりゃあ布だって、糸の塊だけど……」

「いえいえ、これは師匠からもらった大切なリボンですので、そんな痛めつけるような真似はしませんです」

　ですので、この髪を使います。

　そう言って姫ちゃんは身動きの取れない僕にぴょこぴょこ近付いてきて、リボンでまとめられていた長い髪をひと房、僕の首に巻きつけた。

　マフラーでも巻くような動作だったけれど、ただ、そんな高校生同士っぽいことが起こる局面では、このシーンは絶対にない。こっちはめり込んでるんだ。

　飛ぶ鳥を落とす生き物──絞め落とす。

「それではさようなら、阿良々木暦さん。あなたの意図は、ここで切れます」

　春休み、ざっと千通りくらいの死にかたをしたものだけれど、しかし、髪の毛で絞殺されるってのはなかったな──僕のようなろくでもない人間の死にかたとしては、存外、悪くないのかもしれなかった。

　消えゆく意識の中、しかし、僕は思う。

　あのとき、左の道を選んでさえいなければ──
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　これは決して後退ではあるまい、僕は蛮勇を振るって軽やかなバックステップで踵を返し、策師・萩原子荻と対決するルートを選んだのだから。しかし、あえて意表を突こうとしたわけじゃない、チームのボスから狙うのは、こういう場合の常套手段である。それに、常識的に考えても、ここは後ろの道を選ぶしかなかろう──両手に刃物を携えている玉藻ちゃんを相手にするなんて冗談じゃないのは当然としても、常に己の周囲を糸のレーダーで索敵している姫ちゃんをかわして逃げようだなんて、有史以来最高の馬鹿だってしないような決断だ。その場で自分の舌を嚙み切るのと大差ない決断をするくらいだったら、海千山千の策師とすれ違うほうが、まだしも生き残りのためである。

　羽川に匹敵する女子高校生といっても、決して羽川本人じゃない。確かに、『自らも戦える羽川』となれば、そりゃあ鬼に金棒のようでもあるけれど、暴力を使うという時点で、もう羽川とは完全に別物だ。選択肢から戦争行為を外している絶対平和主義こそが、羽川翼の類まれなる強みのひとつなのだから──だから勝機はあるはず。

　どんな百戦を練れん磨ましてきたか知らないが、こちらは全身が磨滅するほどの死線を、春休みに越えてきている──一回勝負なら、策師を出し抜いてみせるとも。

　萩原は悠然と、道の真ん中をつかつかと歩き、こちらに向かってきていた──こんな普通の町のただの道が、さながら王道、ロイヤルロードであるかのごとく。

　ぱっと見はスタンダードなお嬢様風制服姿の女子高生だが、同い年とはとても思えない迫力だ。もうこの時点で、選ぶ道を間違えたんじゃないかと、僕はものすごく後悔した……、まだしも二丁のナイフや、張り巡らされた蜘蛛の巣の中に飛び込んだほうがよかったんじゃないのか……、なぜこんな最後の選択肢を、僕は最初に選んでしまったんだ？

「そちらから来てくれましたか、元吸血鬼さん。あまりにも計画通りで面食らいました──どうやら、大蒜にんにくの出番はなさそうですね」

　ほのかに笑んで、萩原は制服の内側に手を差し入れた──大蒜？

　おいおい、花の女子高生が懐中にそんなものを携えてきたのか。吸血鬼退治の武器としちゃあ、あまりに粗末じゃないかい？　僕は一瞬怯ひるみかけたところを、敵に鼓舞されたかのように、速度を上げた。

　むろん、これは要するに挑発に乗ってしまっただけである。

　それでも最低限用心し、彼女が今にも懐から取り出そうとしているのが大蒜ではなく、玉藻ちゃんが持つような刃物だったとしても対応できるよう、僕は彼女の射程外を駆け抜けるつもりだった。萩原が羽川に匹敵するのは、その知力だけではない。胸の大きさも、彼女は彼女に匹敵していた──あの胸の谷間になら、きっと大振りの刃物でも収納することができるだろう。まあ、『見えない糸』については警戒しなくていいはずである、あれは現代では珍しい曲絃師の専売特許だ。姫ちゃんと、姫ちゃんの師匠くらいしか、基本的には使えないはずだ。だから、二メートル以上近づかないよう、迂回の軌道を取ればいい。

　道の真ん中を歩く彼女をかわすことは簡単じゃないだろうけれど、フェイントをかければ──いやフェイントと見せかけたフェイントを──フェイントのフェイントのフェイントを──しかし、僕が五メートルの距離まで近付いたところで、萩原が懐から取り出したのは大蒜ではなかった。

「よろしい。ストップ。そこが私の射程距離です」

　懐から取り出したのは拳銃だった。

　そりゃ止まるさ。言われなくとも。

「え？　拳銃ってありなの？　そっちの世界観」

「プロのプレイヤー相手にはこんな短筒、まったく通じない玩具ですけれど、鬼が相手ならその限りではありませんね──モノは手作り感あふれる粗悪品ですが、銃弾は高価なシルバーですから」

　銀の銃弾ときたか。

　なるほど、そんなものを携帯しているのであれば、大蒜の出番は確かにない……。

「そう。私達の世界観で『ケータイ』と言えば、基本的には通信機ではなく武器のことを指しますね。手を挙げていただいても構いませんか？　阿良々木くん」

　これ見よがしな二丁の刃物もファンタジックな糸使いも、とどのつまりはミスディレクションで、決め手は極めて素直で実直な隠し拳銃……、銃口と現実を、同時に突き付けられた気分だぜ。

「オーケー、僕の負けだ。参りました、勘弁してください」

　言われるがままに、僕は両手を挙げた。これが吸血鬼時代だったなら、ここで挙げた両手を植物化するような離れ業をおこなう打開策もあったのだが、しかし、皮肉なものだ──その吸血鬼性をほぼほぼ失ってしまったがために、この三叉路で、またしても敗北することになろうとは。

「だけど聞かせてもらえるかな。どうして僕達は、こんな風に戦っているんだい？　萩原。どうしてお前は──お前と、姫ちゃんと、玉藻ちゃんは、僕を狙う？　刺そうと、搦め捕ろうと、撃とうとする？」

「…………？」

　あらゆる盤面を盤石に想定して動く、戦略の塊のような策師が、ここで初めて、あっけにとられたみたいな表情を見せた──僕の言っていることが、まるでわからないという風だった。

　この子……、とぼけているわけではなく、本気で理解に苦しんでいる。

　まるで普通の高校生が、期末試験の最終問題に頭を悩ませるように──僕が『自分が狙われる理由を知りたがっている』ことが、萩原は不思議で仕方ないようだった。

「どうして狙われるか。どうして戦うのか。ふむ。なんとも愉快な着眼点ですね──考えたこともありませんでした。私は命じられた通りにやっているだけですし……、策師も所詮は兵隊ですからねえ」

「お前は──お前達は理由もなく、戦えるのかい？」

「戦争に理由はいらないでしょう？　恋に理由がいらないように」

　気の利いたみたいなことを言う。

　そうか──こいつは羽川に匹敵するんじゃない。

　むしろ、羽川の逆なのだ。

「……お前は何にも知らないんだな」

「知りたくもありません。知らないから戦えるんです」

　怪異にはそれに相応しい理由がある──怪異の専門家、忍野メメの言葉だ。ならば人間の専門家である萩原子荻は、こう続けることだろう──人間には、相応しい理由なんてない。

　命令された通り、なんとなく、思いついたから、物の弾みで。

　戦う。

「……じゃあ、どうして僕を止めた？　話し合うつもりがないのなら、問答無用で撃っちゃえばよかったじゃないか」

　出し抜けに勃発した、この戦闘の理由を教えてくれるためじゃなかったのか？　その理由如何いかんによっては、交渉の余地もあるかと、一いち縷るの望みを繫いだのだが……。

「……あは」

　萩原は笑った。女子高生みたいに笑った。

　これは疑問でもなんでもなく、単におかしかったらしい。

「撃たれる前に撃たれる理由を教えてもらえると期待するだなんて、阿良々木くん、西部劇の見過ぎですよ」

「西部劇はそんなに見てないけどな。え？　じゃあ、このフリーズ＆ホールドアップの意味は？　僕に命乞いをさせてくれるんじゃないわけ？」

「足を止めていただいたのは、この粗悪品では、動いている的は狙いづらいからですよ。手を挙げていただいたのは、心臓をガードさせないためですし」

「……それを教えてもらえただけでも十分だ」

「それではBANG。私の名前は萩原子荻。正々堂々手段を選ばず、真っ向から不意『撃』ってご覧に入れましょう」

　萩原は粗悪品の引き金を引いた。

　吸血鬼にはもちろん、人間にだって効こう果か覿てき面めんな銀の弾丸に心臓を貫かれながら、僕はそれでも、知りたいと思った。

　撃たれる理由が知りたいわけでも、戦う理由が知りたいわけでもない。

　もしもあのとき身を翻すことなく、真まっ直すぐ左右の道を選んでいたなら、いったいどうなっていたのか、ただそれだけを知りたくて──
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　後日談と言うか、今回のオチ。

　結局のところ、どんなルートを歩み、どんなパラレルワールドに進んだとしても、分岐は最後には確率のように収束し、似たり寄ったりの結末を迎えると言うのがこの出来事から学べる数学的な戒めのようだけれど、実際のところはそうではない。

　八方塞がりの三叉路からでも、生き残るルートはあった。

　まず、これを三択問題と捉えたのが、僕の失敗だった。

　その場にうずくまるなんていうのは論外にしても、たとえ三叉路でも、選ぶべき道は全方位に広がっていたのだ。将棋の駒じゃないのだから、進めるマスが決まっているわけじゃない。ならば、僕は西条玉藻とも、紫木一姫とも、萩原子荻とも、遭遇しないルートを選ぶべきだったのだ──取り立てて難解と言うほどではない。

　手順はいわゆる『行ったり来たり』である。

　まあ、手順ではなく足順と言うべきか……、三人の戦士を脅威度だけで分析してしまったのが、僕のもっとも大きなミスである。いや、もちろん、脅威度は考慮に入れざるを得ないのだけれど、『だけ』と言っても、判断材料の範囲を広げるべきだと言っているわけじゃない──むしろ狭めるべきなのだ。彼女達の脅威度のレベルが、そもそも閾いき値ちを超えている時点で、彼女達の戦闘力が百ポイントだろうが千ポイントだろうが万ポイントだろうが、全部同じようなものだ──こちらの戦闘力が、一ポイント以下である時点で。

　ならばもっと焦点を絞るべきだった。せめて僕が競える点で。

　たとえばそう、移動速度『だけ』を見れば、どうだったろう？

　どのように育成されていようとも、あくまで人間の身体で、あくまで人間の脚力だ──自動車より速く走ることはできないし、列車と比べれば、その速度は僕と似たり寄ったりのはずだ。

　更に言えば、似たり寄ったりであっても、同じではない。

　個々の速度にはどうしたって差異がある。

　Ａくんは時速五キロで買い物に出かけました。ついでの用事を頼もうと、Ｂくんは三十分後にそれを時速六キロで追いかけます──忘れ物の財布を届けるために、Ｃくんは更に三十分後から、時速八キロで追いかけます。三十分先に出発したＡくんに、Ｂくんが追いつくまで、どのくらいかかるでしょう？　Ｃくんがふたりに追いつくのは、何時間後？

　むろん、巷こう間かんよく言われるように、この手の問題をそのまま現実に当てはめようとすると、理論的な矛盾を孕はらむ。『徒歩でどこまで行く気だ』とか、『その直線道路に信号機はないのか』とか──その最たるものは、『追いかけて来てる奴がいるんだから、振り返って戻ってこいよ』だろう。

　その矛盾を突く。

　三人の女子高生の中で一番歩調が速いのは、意外なことに、ロイヤルロードの真ん中をつかつかと、優雅に悠然と歩む、萩原子荻である。言ってみれば普通に歩いているだけなのだが、仮に彼女の速度を百ポイントとするなら、相対的に一番歩調が遅いのは、これまた意外なことに、紫木一姫である。四方八方に蜘蛛の巣を張りながら歩む彼女のペースは、かなり遅々としたものになる──姫ちゃんの速度は、萩原の百ポイントに対して恐らく八十ポイントくらい。そして左右にふらふらゆらゆら振れながらギザギザに、稲妻の軌道で歩む西条玉藻の歩調は、その中間の九十ポイントと言ったところだろう。

　むろん、これはあくまで基本速度であり、『動く的』を刺そうと反応するときの機敏にして奇矯な玉藻ちゃんの動きは瞠どう目もくのそれだし、姫ちゃんだって隠密行動を放棄すれば、人並み以上に動けるだろう。萩原の銀の銃弾の速度は、吸血鬼の視力でもなかなか捉え切れるものじゃない。けれど、ひとつの基準にはなる──道を選ぶ基準には。

　まずはルート・レフトを取る。つまり蜘蛛の巣に向かって突進する。

　ただし、全速力では走らない。百ポイント前後の速度で、誰からも追いつかれない程度の速度を維持し、左の道をまっすぐに進む──それも、途中までだ。姫ちゃんに出会う前に、そしてレーダーに引っかかる直前に、踵を返して引き返す。

　振り返って、戻る──矛盾なく、選択肢の矛盾を突く。姫ちゃんに見つからずに逆走できるのが理想だけれど、まあいっそ見つかっても構わない。あくまで彼女の任務は『通せんぼ』であり、そのための蜘蛛の巣なのだから、それを放棄しての深追いはしてこない──どうせ他のルートは、狂戦士と策師が抑えているのだから。

　抑えている『はず』なのだから。

　けれど、僕がそんな『振り出しに戻る』を実行するよりも先に、百ポイントの速度で歩む策師は、三叉路の中心に到着してしまう。そこで彼女は選択を迫られることになる。

　僕と同じ選択問題に直面する──右の道に進むか、左の道に進むか。目的が挟み撃ちである以上、どちらかには進まなければならないけれど、ならば、どちらに進めば策師は、僕を挟み撃ちにし続けられるのか。

　いわば選択権を、相手側に移譲するというわけだ──けれど、少し考えてみれば、このチョイスは右側を選ぶしかないとわかる。当たり前だ、レーダーが待ち構える左の道に僕が進んだのなら取り逃す心配はない……、けれど制御不能の狂戦士が担当する右の道に進んだのなら、万が一の取りこぼしもありうる。だから彼女は右の道に進まざるを得ない。

　そして策師が右の道に進んで、がら空きになった後退の道を、僕は今度こそ、百二十ポイントの速度で駆け抜ける──がら空きの逃走経路の出来上がりと言うわけだ。

　では、００６はそういうプランで行ってみよう。

　わらべ歌を聞かされながら腹をゼット旗にされたり、禁じ手の霞網に捕らわれた末に女の子の髪の毛で絞め殺されたり、人間に戻ったあとなのに銀の銃弾で撃ち抜かれたり、これ以上散々な目に遭うくらいならいっそのこと死んだほうがマシだとは、僕はぜんぜん思わない。たぶんこのルートも、策師の鉄柵の前ではあえなく失敗するけれど、そのときはまた、別のルートを探るまでだ。

　異世界の女子高生達と無限ループで戯れるのもそりゃあ悪くないけれど、しかし僕はこれから出会うことになるあいつらと、面白おかしく遊ぶほうが好きなんだ──だからそのルートを駆け抜けるまで、何度だって生き返る。ルートがないなら、作ってみせる。そしていつか二十三歳の、つまらない大人になってやる。

　ずたずたにされても、心は折れない。

　僕の意図は、ここでは切れない。

　僕の名前は阿良々木暦。

　あの春休みの地獄を命からがら生き延びた僕には、不死身の吸血鬼だった頃よりもずっと、大切にしたい命があるのだから。
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　千ち賀があかりと千賀ひかりと千賀てる子こは、三つ子メイドだ。三つ子メイドだ、と力強く断言されても、なんのことかさっぱりわからないとは思うけれども、しかし彼女達三姉妹が登場する推理小説の登場人物紹介リストにそう記載されているのだから、世界観の違う僕としては、そのまま変更なく紹介せざるを得ない。




　千賀あかり──三つ子メイド・長女。

　千賀ひかり──三つ子メイド・次女。

　千賀てる子──三つ子メイド・三女。




　なんだそれ。

　三つ子はわかる、遺伝子を同じくする、そっくりなきょうだいという意味だ──メイドもわかる、日本じゃちょっとしたポップカルチャーとして広まった感があるけれども、起源を辿れば英国発祥の、歴史と伝統ある、忠実なる侍じ従じゅうと言ったところだ。しかし三つ子メイドってなんだ？　三つ子のメイドか？　三つ子でメイドなのか？　それ以上の意味を、どう頑張っても見出せそうにないのだが……。

　まあ、彼女達についての詳細をどうしても知りたいというかたには、劇場版ならぬＯＶＡ版で制作されている、凄惨なる首斬り殺人事件の顚てん末まつを追ってご覧いただくとして、しかし、一般的にミステリーに双子はつきものである。三つ子というのはやや風変わりかもしれないけれど、まったく類例がないということはあるまい……、犯人をひとりに特定する宿命を負う推理劇において、『一人二役』や『入れ替わり』を、現代の科学捜査に対しても、堂々と胸を張っておこなえる双生児の存在は、ある種の禁じ手でありながら、やはりミステリー作家にとっては、魅力的なファクターなのだろう。

　もっとも、現実の双子や三つ子は、たとえ四つ子だったとしても、そう簡単に入れ替わったり立ち代わったり、できるものではないそうである。そもそも、遺伝子は同じでも指紋が違う。見た目がそっくりであっても、性格までそっくりというわけにはいかない──双生児ゆえの不思議なシンパシーなんてのも、実際のところはファンタジーなのだそうだ。片方が転んで怪我をしたからと言って、もう片方の膝がじくじく疼うずいたりはしない。あえてこちらの世界観に則って怪異的な話をするなら、『双子は縁起が悪い』なんて、はなはだしい偏見に基づく滅茶苦茶な論説がまかり通っていた時代もあるのだから、そこに面白がって幻想を求められても、彼ら彼女らは、大いに迷惑だろう。

　しかし、それはあくまで総論として、今回の主題である千賀三姉妹に話を戻せば、彼女達は『入れ替わり立ち代わり』が可能な風に作られた三つ子である──三つ子メイドである。

　あえて似せて、あえて寄せて、育てられている。

　幻想ならぬ妄想の産物として生み出されている。

　それは主に、彼女達が現在仕えるご主人さまのモットーによるところも大きい……、赤あか神がみ財閥という巨大組織から追放され、今は鴉からすの濡ぬれ羽ば島じまという、隔絶された孤島に監禁されているお嬢様は、そういうお人なのだそうだ。

　赤神イリア。

　僕と大して年齢の変わらない令嬢のはずなのだが、話半分に聞いても遥か彼方かなたにぶっ飛んでいる──三つ子メイドの件だけじゃない。島流しにされた身でありながら、彼女は牢獄ならぬ豪ごう奢しゃな屋敷に、世界中から奇人変人を招いては、対話を楽しんでいるそうだ。

　奇人変人──それは天才とも呼称される人々である。

　ここまで言えば、どうしてそっくりな三姉妹が、僕達の住む町を訪れたのかは、もはや説明するまでもなかろう……、そう、三つ子メイドは、新たなる天才を島に招待するために特使として、はるばる派遣されてきたのである。

　さて、僕達の町に住む天才と言えば──？
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「羽川翼さんですね？」

　そんな人違いをされたことにも驚いたし、振り向いたら三つ子がいたことにも驚いたし、その三つ子が古典的で伝統的なメイド服を着ていたことにも驚いた。

　どれから驚いたらいいのかわからないくらいの衝撃だった。

　ある意味、三つのサプライズが相殺し合って、逆に驚かなかったくらいだ──ちなみにここは、かつて僕が地獄のような春休みを過ごした際、幼女と共に身を潜めた学習塾の跡地である。

　跡地という言葉からわかるよう、今はもう、あの廃ビルは存在しない。

　話すと長いのだけれど、端的に言うと、火事で全焼した。

　ぼうぼう燃えて、消し炭になった。

　春休みからこの十一月まで、まあ僕達の生活にも、いろいろあったわけだ……、鉄血にして熱血にして冷血の吸血鬼との切った張ったをめでたくバッドエンドで終えて、もう僕の人生にこれ以上のことはないだろうと思っていたけれど、しかしそれに匹敵する出来事が、月一月二のペースで起こっていたというのだから、人生は誠に波乱万丈だ。

　春休み以降、僕が歩んだ道が、人生と呼べるものかどうかはともかくとして──それにしても、『振り向いたらメイドがいる』という体験は、ついぞしたことがなかった。

　しかも三つ子だ。

　これぞ、今後絶対にすることのない奇跡体験と言えよう。

　三つ子のメイドなんて、ひょっとしたら吸血鬼よりも会うことのない存在じゃないのか？　データが少ないので試算さえできないけれど、三つ子が三人ともメイドである確率は、吸血鬼に血を吸われるよりも、確実に低い気がする……。

「わたしは長女の千賀あかりです。初めまして。以後お見知りおきを」

「わたしは次女の千賀ひかりです。初めまして。以後お見知りおきを」

　そしてこの子は三女の千賀てる子ですと、『長女の千賀ひかり』さんが、残るひとりを紹介しながら、三人は綺麗に揃ってお辞儀をした──スカートの端を摘まんでぺこりと頭を下げる、絵に描いたようなどころか、ＣＧみたいな礼節だった。

　メイド過ぎて噓っぽいくらいだ。

　カチューシャもエプロンも、あまりに芝居がかっている。

　少なくともこんな焼野原には、なんとも不似合いだった……、ちなみに三人のメイドは、こちらの焦点があってないんじゃないかというくらいにそっくりだけれど、しかし、この自己紹介のくだりで唯一無言だった『三女の千賀てる子』さんだけは、どうにか区別が可能だった。

　なぜなら彼女だけ、アイテムとして眼鏡をかけていたからだ。

　だが、その眼鏡を外せば、きっとあっという間に、他のふたりに溶け込んでしまうだろう──年齢は、二十代半ばくらいだろうか？　それ以上に落ち着いて見える。

「三人揃って、赤神イリア様の従僕です。羽川翼さんですね？」

　従僕という時代がかった古めかしい響きに、場所柄もあって、僕は伝説の吸血鬼を想起せずにはいられなかったけれど、それはともかく、僕は羽川翼ではない。

　うっかりしたことにまだ言っていなかったかもしれないけれど、阿良々木暦だ。

　阿良々木と羽川を間違えるなんて、どういう勘違いなのだろう。

　性別さえ間違っているじゃないか……、いや、まあ、『翼』って名前だけなら、男子でも十分にありえるのか……、僕も別に学生服に名札をつけて、学校帰りにこの焼野原に寄ったわけじゃないしな。

　ただし、どこで情報が行き違ったのか知らないけれど、ここで『いえ、人違いですよ。お役に立てなくて申し訳ありませんでした』と言うのは考えものだった。

　正直であろうとするならもちろんそうするべきなのだろうけれど、しかしながら、このケースで正直である必要は、いったいどれくらいあるのだろう？

　明らかに異質な三人組が、羽川を訪ねてこの町にやってきたというシチュエーション……、看過するには僕はあの委員長に、多大な恩義があり過ぎた。

　それにもうひとつ。

　十一月現在、羽川翼は直江津高校を休学している。

　それも話せば長いので（一冊の本になる）、ばっさり省略させてもらうけれども、ともかく、あいつは今、高校にどころか日本にもいない──せっかく訪ねて来てもらって悪いが、この町を探している限り、このメイドさん達は羽川本人には会えないのだ。

　となるとスポークスマンとして、僕が羽川の代役を務めるしかないか（しかないか？）。間違った意味で『役不足』という言葉を使わせてもらうとしよう。

「はい。僕が羽川翼です。巨乳です」

「は？」

　あかりさん（ひかりさん？）に、思いっきり怪け訝げんそうな顔をされた。

　しまった、羽川はこんなキャラじゃないか。

　そもそもキャラをかぶせる必要はなかった。僕は別に、羽川の双子の妹を演じなければならないわけではないのだ──あくまで、羽川の振りをして、メイドさん達から来訪の用件を聞き出すことだけに専念すべきである。

「何か御用ですはね？」

「はね？」

　ひかりさん（あかりさん？）は、ますます眉を顰ひそめる。

　専念できなかった。

　懲りずに語尾を羽川っぽくしてみたけれど、よくよく考えてみれば、羽川はこんな語尾ではなかった──『御用ですかね？』を『御用ですはね？』と言ってみたパターンだったのだが、いまいち通じなかったようだ。

　と言うか、僕の話術が全然通じない（気のせいか、心なし、てる子さんがすげー睨んでる）。

　三つ子メイドなんて言うから際物なのかと思ったけれど、存外この人達、まともなミステリーの住人なのかもしれない……、ミステリーっぽいことなら僕達もやったことがあるけれど、まあ、基本的に怪異が絡んじゃってるからなあ。

　僕達は本格じゃない。

「いえいえ。用を訊いたんです。僕も多忙でして。連立方程式を連立させなければならないんですよ」

　なんとかして頭がいい風なことを言ってみようとしたけれど、どうもうまくいかない……、連立方程式は最初から連立しているだろう。それに、こんな原っぱに単身来ておいて、多忙も何もない。世界一の暇人しか来ないような焼野原だ。

　これについては話しても短い。

　十一月時点の僕は、若干生活に（あるいは生死に）問題を抱えていて、どうしたものかと思いながら、自然と足が向いたのがここだったのだ──妖怪変化のオーソリティである忍野メメを懐かしんだと思われても仕方あるまい。

　あの男も、今やもうこの町にはいないのだが──いたとしても、『人はひとりで勝手に助かるだけ』を標ひょう榜ぼうするあの男が、間違っても僕の現状を、すんなり助けてくれるはずがないのだが。

「実は、おめでとうございます」

　あかりさん（ひかりさん？）が、切り替えるように言った。

　変人の扱いには慣れていると言わんばかりの、潔い切り替えかただった──しかし、『実は、おめでとうございます』？　なんだその異質な言葉の並びは？

「羽川翼さん。あなたはこのたび、鴉の濡れ羽島を訪れ、我があるじ、赤神イリア様に、恐れ多くも畏かしこくも、謁えっ見けんする権利を与えられました──選ばれし天才として」
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　選ばれし天才。

　なんとも光栄な響きだった。

　僕は言われたこともない、今後言われることもない、幻聴ですら聞くことがないであろう華々しい呼称だった──ただし、羽川本人がここにいなくてよかったと、心から思える呼称でもあった。

　あの委員長が、もっとも嫌う呼称だろう。そんな風に呼ばれるくらいだったら、お洒落眼鏡委員長と呼ばれるほうがよっぽどマシだと言い切るに違いない。

　ただまあ、もしもこの日本にまだ解体されていない財閥があるとして、その財閥から追放され、島流しにされたお嬢様がいるとして、そのお嬢様が島で天才を集めたサロンを形成しているとしたら（この時点でどれくらい可能性は絞られた？）、羽川翼は、間違いなくそこに招かれるに足る逸材である。

　たとえばスタイルを持たない画家。

　たとえば辿り着き切った学者。

　たとえば味を占めた料理人。

　たとえば超越し過ぎた占い師。

　そしてたとえば──聖なる委員長。

　……そんなわけで、これで三つ子メイドという特異な存在がこの町にやってきた理由は判明したものの、だからと言って、「なるほど、そうだったんですか。完全に納得できました。それではお教えしましょう、僕は実は羽川翼ではないのです。本物の羽川翼の居場所を書いたメモをお渡ししますので、どうぞそちらに向かってください。お話しできてよかった、エンジョイ！」と、三つ子メイドに別れを告げるわけにはいかなかった。

　あとは三つ子と羽川の問題で、あとは羽川の決めることだと割り切れるほど、僕はかの委員長に対して、執着の薄い奴じゃない──ふざけんな、そんな意味不明な島に住む意味不明なお嬢様に、僕の羽川を連れて行かれてたまるか。

　高校を休学して海外を放浪してるのだって、本当はどうかと思ってんだぜ。

　なんとかして断らないと。

　この三つ子メイドに、どうにかお引き取り願わないと……、またもやこの展開か。世界観の違う皆さんに帰ってもらいたがってばっかりだぜ、僕は……、異文化交流の難しさを、つくづく思い知る。比較的害の少なそうなメイドさんにまで、帰って欲しいとは。

　しかし、そんな僕の胸中にまるで構わず、ひかりさん（あかりさん？）は、断られることなんてまったく念頭に置いていないかのように、どころか、これがどれほど光栄で、どれほど素晴らしいことなのかを隠さない満面の笑顔で、

「おめでとうございます！」

　と繰り返した。

　もしも僕が大学受験に成功しても、こんなに晴れがましく『おめでとうございます』と言われることはないだろうと思うと、気持ちがぐらぐら揺らいだが……、とは言え、別に僕がそのナントカ島とやらに招しょう聘へいされているわけではなかった。

　僕なんて、門前払いもいいところだろう。

「でも」

　と、あかりさん（ひかりさん？）が、指を立てた。

「慌ててはいけません。ただじゃあいけないんですよ？」

「え？　交通費、自腹なんですか？」

　追放されているとは言え、財閥令嬢が、吝りん嗇しょくなことを言う。

　それを理由に断れるかもと、すわフックを見つけた気分になったけれど、しかし当然、そういう意味ではなかった──ひかりさん（あかりさん？）が、あかりさん（ひかりさん？）の言葉を引き取って、

「入島にあたって、試験があるんです。今から出す問題に、お答えください」

　と続けるのだった──試験？

　入島試験？

　なぜ申請もしていないのに勝手に招かれた上に、試験なんて受けなきゃいけないんだ……、試験って、高校生の僕がもっとも嫌いなもののひとつじゃないか。

　もっとも、これは案外、的を外していないとも言える。

　本来、お嬢様からのご招待を受けている羽川翼は、試験が好きで好きで仕方がない、その点においては、基本的に変態みたいな委員長だからだ……、試験変態なのだ。

　このシチュエーションにおいては、島には行かないけれど試験だけは受けさせてくださいと言い出しかねない奴である──羽川の振りをし続けるという意味では、ここで彼女達のスタイルを糺ただすべきではないだろう。

「いいでしょう。ただ、きっと後悔しますよ。僕を試したことをね」

　なんだこの台詞。

　羽川っぽく、ぜんぜんなれていない。

　だけど、羽川っぽさを貫くためだけに、僕は三つ子メイドの試験を受けようというわけではない……。

　むしろ、これを好機と判断したのだ。

　要するに、入島試験があって、それに受からないとお嬢様との面会が叶わないと言うのであれば、裏返せば、その試験に落ちさえすれば、羽川はそんな謎めいた、いかにも殺人事件が起こりそうな不気味な島に行かずに済むということなのだから。

　くっくっく。試験に落ちるのは得意だぜ。

　あらゆる試験に落ちるために生まれてきた男がいるとするなら、それは僕だ。

「そうですか。その意気やよし。さすがはお嬢様が目をつけ……、目をかけた逸材です」

　ひかりさん（あかりさん？）が、口を滑らしかけていた。

　焼野原には不似合いな、清楚な雰囲気を醸し出している三人組だが、そもそも、ごとき中のごときである僕ごときを羽川と間違えていることからしても、この人達、実は結構ドジッ子メイドじゃないのか？

「それでは今回の試験は……、あれで行きますかね」

　と、あかりさん（ひかりさん？）が、生年月日を同じくする三つ子の中でも長幼の序はあるのか、ずっと一歩後ろに控えていた三女のてる子さんに目配せをした──それを受けて、てる子さんは眼鏡を外す。

　これで区別はつかなくなった。

　つかなくなった三人が、そして、『すっ、すっ、すっ』と、互いに交差するように、音もなく動き出す──まるでマジシャンが、伏せたカップをくるくる入れ替えるかのようなスムーズな動作で、僕はすぐに、各々を目で追えなくなった。元吸血鬼の視力があってもあえなくこんがらがってしまうくらいに計算されたモーションだった──ひとりとひとりがすれ違うさまを、もうひとりが壁となって隠し、そのひとりが別のひとりの背後に隠れるときには、もうひとりがどこにいるのかさえ、見えなくなっていた。

　そんなめまぐるしいシャッフルが、ほんの十秒、おこなわれ。

　そして三人はぴしっと、折り目正しく足を止めた。

　まるで狙った獲物を逃さないとでも言うように、彼女達三人は、僕を三方から取り囲んでいた──そして再び、スカートの端を摘つまんで、一礼する。

　そして三人のうち、誰かが言った。

　誰だかわからない誰かが出題した。

「さあ、誰が長女でしょう？　解答権は、二回です」
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　なんのことはない。

　これは典型的なモンティ・ホール問題だった──またもや。

　この間、七なな百ひゃく一いち中学校に侵入したとき、扇ちゃんに説明したあれだ。

　まさかそれを、三つ子メイドに応用することがあるなんて……、ともかく、『解答権は、二回です』というのは、単純に『一回外してもいい』ということではなく、そういう意味だった。

　僕が三人のうち、誰かを『長女』と指名したら、それが正解であるか不正解であるかにかかわらず、残るふたりのうち、ひとりを選択肢から外す──問題を三択問題から二択問題に設定し直したところで、僕は最初の選択を変える権利を得られるわけだ。

　変えてもいいし、変えなくてもいい。

　いわゆる『直感に反する設問』という奴だ。

　変えようが変えまいが、そんなものは確率的には一緒という風に思えるけれど、実のところ、これは『選択を変える』が正解だ──それで正答を言い当てられる可能性は、三分の一から三分の二にアップする。

　既刊のどこかに書いてあるので（あと、特典が分厚過ぎだと指摘されがちなので）、詳しい説明はここでさえ省く。ともかく、解答権はそう活かすのが正解というわけだ──本来ならば。

　今は本来ではない。

　三つ子メイドは表情を消して、マネキンのごとく微動だにせず、僕からの解答を待っているけれど、ここで教科書通りの選択をするわけには、僕は行かない──なにせ僕は、この試験に落ちたいのだ。

　落ちたくて落ちたくてたまらないのだ。

　二回目の解答権など絶対に活かしてはならないし、それを言うなら、一回目の解答権だって、何の考えもなしに使ってはならないのだ──区別がつかなくなった三つ子メイドの誰が長女なのか、外す可能性を、少しでも上げなければ。

　だって、モンティ・ホール問題をわかりにくくする原因のひとつが、たとえでたらめに指名したって、正しい選択をしなくたって、直感に従ったって、確率的に、三分の一では当たりを引けることなのだ──ジャンケンに勝つくらいの感じで当たっちゃうのだとすれば、これは考えものである。

　三分の一の確率で羽川を失うギャンブルには出られない。

　せめてもう少し、判断材料が欲しい。

　僕はその場で回転するように、僕を取り囲む三人を、変わりばんこの順繰りに観察する……、まさか僕の人生に、メイドさんを近距離からつぶさに観察する機会があろうとは、想像もしなかった。

　たとえここが屋外のメイド喫茶でも、こんなガン見は許されないだろう。

　ただ、どんなに目を凝らしても、三人の間に差異は見出せなかった──三つ子って、こんなに似ているものなのか？　つい先ほどまで眼鏡をかけていたてる子さんなら、ひょっとしたら顔に眼鏡の跡が残っているんじゃないかと、三人の鼻のあたりを凝視してみたけれど、しかし、そんな痕跡はなかった。

「触ってみてもいいですか？」

「駄目です」

　あかりさんかひかりさんかてる子さんに、即答で否定された──そりゃまあ、駄目でしょうね。

「視覚のみで判断してください」

「質問はしてもいいんでしょうか？」

「構いませんが、正直に答えるとは限りませんよ。特にてる子は、噓つきですから」

　だとすると、そのアプローチもあまり意味がなさそうだ。

　駄目元で僕は、「じゃあ、指紋を見せてください」と言った。

　どれだけ見た目がそっくりでも、双子だろうと三つ子だろうと、指紋は違うはずなのだ──ＤＮＡは一緒だとして、光彩はどうなのだっけ？　まあ、あらかじめ指紋を採取していたわけでもないので、確認させてもらったところで、それで何かが変わるわけじゃないのだが……、ともかく、どこかに差異を見つけないことには、こんがらがるばかりだった。

　思考の楔くさびが欲しい。

　とは言え、三人が見せてくれた手のひらは、指紋や掌紋に至るまで、同じようにしか見えなかった──少なくとも、手相占いにおいては同じ結論を下されること間違いなしの完璧な三つ子っぷりである。

　うーむ。とっかかりがなさ過ぎる。

　メイドに三方を囲まれている、浮足立った非日常感も、僕に論理的思考を許さない──三つ子メイドなんて不可思議な存在を前に、論理がどれほどの値打ちを持つというのだ？

　第一、双子の場合は、きょうだいの序列がさかさまになるというのも聞いたことがあった……、双生児は、あとに生まれたほうを長子とするというような俗説が……、でもなんだか噓っぽい俗説だよな。

　ただ、仮に本当だとしたら、三つ子の場合はどうなるのだろう？　生まれた順番から、三女、次女、長女になるのだろうか？　だとしても、最初に『三つ子メイド・長女のあかりさん』『三つ子メイド・次女のひかりさん』『三つ子メイド・三女のてる子さん』という名乗りを受けている以上、僕がここで言い当てるべきは（外すべきは）、『三つ子メイド・長女のあかりさん』でいいはずだ。

　できることなら性格で判断したいところだけれど、個々のキャラクターを把握する前にシャッフルが始まってしまったからな……、眼鏡をかけて、寡か黙もくで無表情だったてる子さんはともかくとして、ひかりさんとあかりさんは、まだ内面がごっちゃのままで試験に入ってしまった。

　強いて言えば、あかりさんがしっかり者のイメージで、ひかりさんが親しげで優しげなイメージか……？　でも、メイドゆえに気配を消しているところもあって、そこは読み切れないよな。

　ま、これ以上考えても仕方ないか。

　下手にこのまま膠着し続ければ、僕が羽川のまがい物であることがバレてしまいかねないので、ともかく状況を動かそう。

　解答権が二回あるのなら、一回目を試金石にするまで。

　それで三つ子メイドの反応を窺うかがうのだ。

「じゃあ、まずはあなたを指名します」

　完全にあてずっぽうだったが、僕は三人のメイドのうち、ひとりを選んで指差した──根拠は特になかったけれど、あえて言うなら、さっき僕の『質問はしてもいいんでしょうか？』という質問に、答えてくれた彼女だった。『正直に答えるとは限りませんよ』というはぐらかすような回答はともかく、そのあとにあった『特にてる子は、噓つきですから』という言葉を重く見たのだ──そう言ったということは、このメイドさんはてる子さんではないと、理論上導き出せる。

　と、見せかけたのだと判断した。

　自分はてる子さんじゃないと暗に匂わせているけれど、実はそうやって率先して喋っているあなたが、寡黙なてる子さんなんじゃないですかという、少年探偵阿良々木暦の、鋭い推理である。

　こんなもん、裏がなんぼでもあるので、論理でもなければ推理でもないヤマ勘みたいなものだけれど……、しかしまあ、解答権の一回目の行使としては、上々だろう。

　土台、この選択に絶対なんてないのだし、結局のところ、モンティ・ホール問題は、ここからが本番なのだ──果たして、僕に指名された、あかりさんかひかりさんかてる子さんは、にっこりと微笑んで、「なるほど、それでは」と、残るふたりの、あかりさんかひかりさんかてる子さんを促した。

　促されたあかりさんかひかりさんかてる子さんのうち、ひとりのあかりさんかひかりさんかてる子さんは、僕の指名したあかりさんかひかりさんかてる子さんに対する映し鏡のように、にっこり微笑んだだけだったけれど、もうひとりのあかりさんかひかりさんかてる子さんは、無表情を保ったまま肩を竦める動作をして、エプロンのポケットから眼鏡を取り出して、そっと装着した。

　そして一歩退いた。

　彼女がてる子さんだったのか？　そういう意味か？

　僕が（外れを狙って）指名したてる子さんは、てる子さんじゃなくって、あかりさんかひかりさんだったということか？

　ともかく、僕の一回目の解答を受けて、三択問題は二択問題に変化した──残るふたりのうち、どちらかが長女のあかりさんで、どちらかが次女のひかりさん……、否、そうとも限らない。

　眼鏡をかけたからと言って、選択肢から外れたメイドさんが間違いなくてる子さんであるとは限らない──シャッフル工作の交錯時、僕の視線をかわして、こっそり外した眼鏡を手渡すくらいの芸当は、余裕でしてみせただろう。

　洗練されたメイドの歩行術、恐るべしだ。

　足音のなさは忍者である。

　まあ、選択肢に残ったふたりが、あかりさんとひかりさんであれ、あかりさんとてる子さんであれ、解答者としてはそんなに目立った大差はないのだけれど……、いや、待てよ？

　ないわけではないのか。

　眼鏡をかけることで、『外れ』をアピールしたてる子さん（もしくはひかりさん）だけれど──今のやりとりには、ちょっとばかり違和感があったよな？　僕は今、解答者としてだけ考えていたけれど、もしも僕が三つ子メイドだったとするなら？

　……まったくイメージできない仮定だが、そう、もしも僕が三つ子メイドのひとりで、モンティ・ホール問題の生きた課題になったとするならば──そして、解答の第一フェイズを終えたならば、どう考えてもそのあとで、打ち合わせが必要になるよな？

　だって解答者が三人のうち誰を指名するかは、いざそのときになるまではわかりっこないのだ──僕はたまたま、ある発言を軸にして、ひとりのメイドさんを選んだけれども、逆にあの発言を受け、他のメイドさんを選ぶ解答者だっていてもおかしくない。

　こちらに基準がないのなら、あちらにだって基準はないのだ。

　だから一度目の解答で誰が指名されるかは、指名される側には確度を持って予想できるはずもなく、ゆえに──その後、指名されなかったふたりのうちどちらが選択肢から外れるかは、まだ決まっていないということだ。

　だから、その場合は何らかの示し合わせが必要になる──ふたりともが外れだった場合は。

　けれど今、僕が指名したあかりさんかひかりさんかてる子さんに促された、あかりさんかひかりさんかてる子さんとあかりさんかひかりさんかてる子さんは、何の合図もなく、何のアイコンタクトもなく、ひとりは微笑んで、ひとりは眼鏡をかけた。

　三つ子ゆえのテレパシーってのはなしだ。

　怪異と遊ぶ世界観の住人が言うことじゃないけれど、人知を超える超能力は持ち込み禁止とする──そっくりそのままな三つ子という時点で、十分反則気味なのだから。

　決してこの展開を予期していたわけではないが、タイムラグなく選択肢から外れるひとりが決定するケースは、指名されなかったふたりのメイドのうち、片方に長女のあかりさんが含まれるケースだ。

　本来のモンティ・ホール問題では、選択肢Ａ・Ｂ・Ｃをコントロール下に置くのは、ゲームの司会者である。選択肢自体が意志を持って動くわけではない……、それにしたって、同じ問題は孕むだろう。単なる確率論で考えるなら、機械的に二回目の選択で解答を変更すれば、三分の二の確率で正解を言い当てられるけれど、しかし、ゲームを人間が運営する以上、ジャッジにはシンキングタイムが加わるはず。

　解答者が指差した選択肢が、三分の一の確率で正解だった場合──残るふたつの選択肢のどちらを取り除くか。条件はまったく同じだし、ここで偏りを設けてはゲームが成立しない。

　司会者はランダム的に選ばなければならない。

　強い意志を持って、己の意志を排除しなければならない。

　くどいようだが、つまり、こんな法則が成り立つ──指名されなかったふたつの選択肢に、正解が含まれている場合は、選択の余地がない。シンキングタイムは必要なく、司会者が選ぶべき答は確定している。指名されなかったふたつの選択肢に正解が含まれていなかった場合は、選択の余地があって、シンキングタイムが生じる。

　なので、解答者としては、こう仮定できる。

　司会者にシンキングタイムがあれば、選択を変えるべきではない。

　司会者にシンキングタイムがなければ、選択を変えるべきだ。

　……こうなると論理戦ではなく心理戦の様相を呈して来るが、むろん、司会者のほうとて、この点に無防備ではないだろう。残されたふたつの選択肢に正解が含まれ、取り除く一方を選ぶのに選択の余地がない場合であっても、余地がある振りはできる。

　心のうちで迷っていようと迷っていまいと、シンキングタイムをたとえば十秒、やはり機械的に設けると決めればいい──そうされると、解答者側には区別がつかなくなる。

　リアクションを揃えられてしまえば、判断材料にはならない。

　だからもしも、三つ子メイドの面々がそうしていたなら、僕は完全にお手上げだった──けれど、彼女達がしたのは、逆のことだった。シンキングタイムがゼロだったのだ。

　考える振り、迷う振りはできるだろう。

　だけど、考えない振り、迷わない振りはできない。

　つけない噓もあるのだ。

　どんな噓つきにだって。

　もしもふたりとも『外れ』だったケースで、自ら選択肢から外れるタイミングが合致してしまえば（『あっ』『あっ』みたいな、譲り合いになる気まずいケースだ）、残るひとりが正解だと言ってしまったようなものだ──だから、僕が指名したメイドさんに促され、ひとりのメイドさんが即座に眼鏡をかけた時点で、彼女がてる子さんであろうとひかりさんであろうと、もうひとりの微笑んだメイドさんが、長女のあかりさんであることは、もう確定したようなものだった。

　ビンゴ！

　と、ここで快かい哉さいを叫び、「じゃあこのまま選択肢は変えません！」と宣言するほど、僕も馬鹿じゃあない──正解を導き出せた喜びに打ち震えて、衝動の赴くままに勢いに任せ、うっかり正解を選んでしまう誘惑に負けては、本物の愚か者である。

　ここは、僕こそ何も気付かなかった振りをして、モンティ・ホール問題のマニュアルに則り、直感に反して選択を変えるのが『正解』だ──僕にとっての。

　ひょっとすると、三つ子メイドはミスをしたわけではなく、僕にヒントを出したのかもしれない。この『シンキングタイムの有無』に気付かないようでは、島に入る資格も、お嬢様に謁見する資格もないと、そう言っているのかも……。

　広く理解されているかどうかはともかく、今となっては完璧に解明されているモンティ・ホール問題は、この入島試験の本題ではなく、試されているのは、注意力や洞察力なのかもしれない。

　僕が気付けたシンキングタイムに羽川が気付けなかったとは思えないし、だとしたら、遠いところをいらしてくれたメイドさん達には大変申し訳ないのだけれども、僕は論理的に間違えさせてもらおう。

　そう思い、むしろ得意気にモンティ・ホール問題の解答案を口にしようとしたそのとき（『仮にこの選択肢が百個あった場合──』）、僕が一回目の解答権で指名したメイドさん……、十中八九あかりさんは、

「きっと楽しいと思いますよ、羽川さん」

　と、にこやかに言った。

　てる子さんが抜けた（と見える）以上、無表情を保つ努力は必要なくなったのだろうが、その笑顔は、本当に優しく、こちらを慮おもんばかるようなものだった。

「自分と同じレベルの天才と競えることは、羽川さんにとって」

「…………」

　その言葉に──僕は言葉を失う。

　ああ……、そうか。

　ちょっと考え違いをしていた。

　犯罪小説の舞台さながら謎が謎を呼ぶ孤島に羽川を送り出すなんて冗談じゃないとか、島流しにあったお嬢様にどうして羽川が呼び出されなきゃいけないんだ、羽川は見世物じゃないぞ、羽川を見ていいのは僕だけだとか、そんな風に思ったりしたけれど──この招待には、それとは違う意味合いもあった。

　天才を集める孤島。

　すなわちそこには、天才同士の交流があるという意味だ。

　それも偏りなく、学術方面の天才だったり、芸術方面の天才だったり、はたまたスポーツや料理、盤上競技や格闘の天才だったりするかもしれないけれど──ともかく、飛び抜けた才能と触れ合う機会。

　真っ当に大学に行くのでは得られない、へんてこりんな自然体験が、その無人島では否が応でも保証される……、僕だったらそんな途方もない環境に身を置くのは御免だけれど、羽川だったらどうだ？

　選ばれし天才と呼ばれることは、間違いなく不本意だろう。

　そう呼ばれることを、あいつはもっとも嫌う。

　しかし、じゃあ羽川が、選ばれし天才が嫌いなのかと言えば、そんなことはまったくない──むしろあいつは優れた才能を、羨んだり妬んだりすることなく、素直に評価するだろう。

　ぶらぶらしているサイケデリックな中年男性にも偏見を持たずに、きっちり敬意を払っていたように──あるいは、五百年以上の時を生きた鉄血にして熱血にして冷血の吸血鬼の行動にも、人間的な分析をおこなっていたように。

　天才達との交流を、羽川は望むんじゃないだろうか。

　今はまだロケハン的な海外放浪だけれど、卒業後、将来的にはそういう人達と巡り合うために、羽川は展望を広げているんじゃないだろうか──翼を広げているんじゃないだろうか。

　だとしたら、この焼野原でこの僕が、手前勝手な気持ちで、素人判断ならぬ凡人判断で、羽川宛の異世界への招待状を破り捨てるような真似をしてしまって、果たしていいのかどうか……、しまった。

　余計なことを考えた。

　まったく別の選択を迫られることになってしまった。

「……化物じみた、天才なんですかね」

「はい？」

「いえ、その島にいる皆さん……、その島に招かれている皆さん。どんな人達なんですか？　同じレベルの天才なんて──」

　羽川翼と。

　あの完全無欠の委員長と。

「──競える才能なんて、あるんですか？」

「断言はできません。わたしは天才ではありませんから。一介のメイドですから──三さん介かいのメイドですから。三つ子メイドですから」

　概ねあかりさんは、そんな風に言う。

　肩透かしを受けるような返答だったけれど、「ただし」と、僕の右後ろから、ひかりさん（か、眼鏡をかけていないてる子さん）が、あとに続く。

「わたしはメイドとして、色んな天才を見てきました──カラフルな天才を見てきました。天才同士は、刺激し合い、影響し合い、高め合い、殺し合いました」

「こ、殺し……？」

「あ、いえ。もちろん『自分を殺す』みたいな意味です」

　いや、取り澄ました顔で取り繕われても……。

　自分を殺し合うって、どういう状況だよ。どんなもちろんだ。

「わたしにとっては、『天才』は『わけがわからない人達』でしたけれど、だからこそ、『天才同士』は、よくも悪くも、互いに引かれ合ったんじゃないでしょうか──惹ひかれ合ったんじゃないでしょうか。『わけがわからない』と言われ続けた皆さんにとって、『わかってくれる人がいる』というのは、『好かれる』とか『嫌われる』とかよりも、ずっと大切なことなのではありませんか？」

　羽川さんがどうなのかは、わたしには『わかりません』が──と、ひかりさん（か、てる子さん）は如才なく付け足したが、いや、それは付け足されるまでもなかった。

　羽川もそうに決まっている。

　あいつのことを『わけがわからない』と、春休み以来言い続けてきた僕が断言するのだから、間違いない。

　もしも羽川に対して『わかるよ』と一言、優しくでも厳しくでも、説得力たっぷりに言ってやることのできる才能が現れたら──あの才能が、いったいどれだけ、満たされることか。

　なんでもは知らないわよ、知ってることだけ。

　そう言い続ける彼女が、どれだけ自分のことを知って欲しがっているのか──僕は知っている。

　僕は知っている。

「…………」

　だとしたら。

　僕はここで、選択を変えることなく、あかりさんを指名し続けるべきなのだろうか──だとしても。

　こんなのは迷っている振りだった。

　シンキングタイムを設けているだけだった。

　羽川のためを思っている振りをしているだけだった──実際のところ、この選択こそ、即決即断だった。

　選択の余地なんてない。

　羽川がどうしたいのかなんて僕が決めることじゃない……、僕が決めるべきは、僕の選択だけだ。

　僕の決断だけだ。

　あいつに僕の庇ひ護ごなんて必要ない。

　だから示すべきは、僕のエゴだけだ。

「では、そろそろ二回目の解答をお願いします。さあ、誰が長女でしょう？　これと思うメイドを、指差してください」

　恐らくはあかりさんにそう言われて、僕は選択を──

　選択を変えた。

　ただし微笑んでいるメイドさんではなく、眼鏡のメイドさんを指差した──そう、一度目の解答で選択肢から取り除かれたはずの、一見しててる子さんに見える彼女をである。

「お見事！」

　と。

　てる子さんだったメイドさんは、眼鏡を外し、微笑んだ。

「わたしが千賀あかりです。三つ子メイドの長女です」
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　後日談と言うか、今回のオチ。

　モンティ・ホール問題の解法に基づいている風を装って、わざと間違えるために選択を変えようとして、僕はすんでのところで気が付いた──彼女達にシンキングタイムは、本当になかったか？　確かに僕が最初の選択を終えた直後には、タイムラグはほぼなかった。僕が指名するとほとんど同時に、残るふたりの一方は眼鏡をかけて、一方は微笑んだ──けれど、もしも事前にシンキングが終わっていたとしたらどうだろう？

　僕が指名するまでは、選択肢Ａ・Ｂ・Ｃのうち、どのふたつが残るのかはわからない──だけど、僕が三分の一の確率で正解を言い当てたとき、残るふたつのどちらを取り除くかを、あらかじめ決めていたとしたらどうだろう？

　あかりさん（と見えるメイド）が、『今回の試験は……、あれで行きますかね』なんて、いかにもその場で思いついた風に言っていたから、その言葉を鵜吞みにしてしまっていたけれど、しかし、試験はもう、あそこから始まっていたのかもしれないじゃないか。だとすれば、単純な話だ。

　仮に正解が選択肢Ａで、選択肢Ｂと選択肢Ｃが外れだったとき、最初から必ず選択肢Ｂを取り除くと決めていれば、シンキングタイムは生じない──仮に僕が選択肢Ｂを選んだなら、そのときは選択の余地なく、選択肢Ｃを取り除くしかないのだから。

　むろん、こんな手法は本来のゲームでは使えないし、思考実験にも適用できない。司会者や出題者の『癖』がかかわってしまうと、それがやっぱり意志となって、偏りとなって、純粋な確率論にはならないからだ──ランダム性が失われる。

　だけど、焼野原でおこなわれる一回勝負なら。

　たとえば、シャッフルの際に眼鏡を渡されたメイドさんが選択肢から外れると、あらかじめ入念なミーティングを済ませ、取り決めていれば──姉妹間でのシンキングタイムは不要だ。

　眼鏡を持っているほうがそれをかけて、もうひとりは微笑めばいい。

　そう気付いたとき、僕の思索は全部水泡に帰した。

　もうどちらがあかりさんなのか、まったくわからなくなった──どちらを選べば外れなのか、完全にわからなくなった。

　わけがわからなくなった。

　だから僕は、苦肉の策で、確実に外れの選択肢を指さしたのだ。

　つまり、最初の選択の際に取り除かれたはずのてる子さんである──てる子さんかひかりさんかはもう不明だけれど、ともかく、眼鏡をかけて、自ら退いたメイドさんである。

　取り除かれた選択肢を選んではならないとは言われていない。

　てる子さんは噓つきだという例の発言を逆手に取った窮余の策だった……、『あなたは実は正解で、長女なのに選択肢から外れたんでしょう？』と、深読みし過ぎて奇を衒てらった、策に溺れる天才を演じたつもりだったのだが。

　あろうことか、それが本当に正解だった。

　いや、厳密には違う。

　実は正解の選択肢を取り除いていましたなんてのがことの真相だったとするなら、そんな卑劣な引っ掛け問題を仕掛ける招待には応じられないと強弁することもできただろうが、そうではなかった。

　僕が指差したのは、『取り除かれた選択肢』ではなかった。僕が指差したのは、指差してしまったのは、取り除かれていないメイドさんだった──選択肢から取り除かれた彼女はあくまで、『外れ』だったのだ。

　あかりさんではなく、ひかりさんかてる子さんかの、どちらかだった。

　たぶん、眼鏡の件は、僕がぎりぎり気付いた推測通りだ。

　あらかじめ眼鏡を持っている人物が、眼鏡をかけることで選択肢から外れると決めていた──そしてそののち、問題の眼鏡を僕の背後で音もなく、もうひとりの残った選択肢に受け渡すことも決めていた。

　それも入れ替わりトリックと言うのだろうか。

　まさか眼鏡を目印に区別させることで、そっくりな双子の入れ替わりを実行するとは──僕を取り囲むようなフォーメーションを取ったのは、迎えに来た『羽川翼』を逃さないように包囲するためだとばかり思っていたけれど、そうではなく、僕の背後を取るため──僕の真後ろで、そっと眼鏡を受け渡すためだったわけだ。

　第二の選択に入る前に、最初に指名したメイドさん（今となっては明らかなように、ひかりさんかてる子さん）が、『きっと楽しいと思いますよ、羽川さん』なんて、出し抜けに向こうから話しかけてきたのは、眼鏡の受け渡しを恙つつがなくおこなうにあたって僕の注意を引くためだったのか──それでこっちは考え込んでしまったと言うのに。

　まんまと思惑に乗ってしまった。

　しかし、こうなると策に溺れたのは、三つ子メイドのほうだった。

　わざと外れを選ぶつもりで眼鏡のメイドさんを指さした僕は、なんとも『お見事！』にも、長女のあかりさんを指差してしまったというのだから──メイドだの眼鏡だの三つ子だの、ごちゃごちゃしたファクターを取り除いて見てみれば、なるほどなるほど、教科書通りのモンティ・ホール問題である。

　選択を変えたことで、きっちり正解を言い当てている。

　そんなわけで、僕は今、鴉の濡れ羽島に向かうクルーザーの豪華な船室でくつろいでいる──僕は実は羽川翼ではないんですと言い出せないままに、リムジンに乗せられ、ヘリコプターに乗せられ、そしてクルーザーに乗せられた。

　薄暗い未明の海を、最短航路で進んでいる。

　選ばれし天才の集う島に、何の変哲もない高校生が、恐れ多くもまっしぐらに踏み込もうとしている……、島流しに遭って絶縁された財閥のお嬢様と、落ちこぼれの受験生が、光栄にも面会しようとしている……。

　どうしてこんなことになった。

　その上、これからどんなことになってしまうのだ。

　勝手なエゴで、羽川への招待状を握り潰そうとした罰が、覿面に当たったのだろうか──いや、でも、どうなんだろうな？　本当に僕はあのとき、外すつもりで、眼鏡のメイドさんを指名したのだろうか。

　理屈から言えば不正解に決まっているはずの彼女を指し示すとき、しかし、僕の直感は、なんと告げていただろう……、彼女が長女のあかりさんだと、僕には本当はわかっていたんじゃないだろうか？　わかっているのに、あえてわからない振りをして、羽川に対する庇護とエゴを、僕は両立させようとしたんじゃないだろうか。

　参ったな。わかっていたのかどうか、わからないなんて。

　どうやら今回は、僕がこうして身代わりを務めることで収まりがつきそうだけれども、しかし、もしもいつかこの先、羽川が本当に巣立つとき、僕はそれを温かく見送ることができるのか、それともできないのか──どちらの選択が、そしてどういう選択が正解なのか。そんな遠い未来でもないだろうに、こんなざまじゃあ、僕ひとりではとても答が出せそうにない、未解決の難問である。

　まあよかろう。シンキングタイムだ。

　幸い、これから僕が過ごすことになるお屋敷では、天才との交流にこと欠かない──こんな機会は滅多にないし、ここは遠慮なく、お歴れき々れきのお知恵を拝借するとしよう。

　鴉の濡れ羽島での生活は、いよいよ初日の朝を迎えようとしていた。
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　匂におうの宮みや理り澄ずむは、驚いたことに名探偵なのだそうだ──ほら、もうわけがわからない。しかし、わけがわからないままに続けてみると、つまりは肩書が探偵であって、その優れた洞察力ゆえに名探偵と呼称されているわけではなく、肩書からして名探偵で、能力は二の次なのだ。自らそう名乗っているし、古式ゆかしくマントなんて羽織っているし、ゆえに、仮に誰に否定されたところで、その影響を受けることはない。薔ば薇らがたとえ他の名前で呼ばれても同じように香るのと同じように、匂宮理澄はたとえ何と呼ばれようとも、名探偵と同じように匂うのだ。

　名探偵とは何か。

　考えてみれば深い問いでもあるし、答えようのない問いでもある。

　いつぞやの忘却探偵と比較してみると、少しは理解の助けになるかもしれないけれど、そのとき現れる顕著な違いとしては、掟上今日子が依頼を受けて事件を解決する職業探偵なのだとすれば、匂宮理澄は、依頼を受けるまでもなく事件を解決する名探偵だということになるだろう。

　事件を解決する？

　違う。

　むしろ逆で、匂宮理澄が調査を開始することで、事件は否応なく始まってしまうのだ──名探偵である彼女に、依頼人がいないことは確かだけれど、しかし厳密に言えば、彼女は自らの、いわゆる知的好奇心に基づいて、フィールドワークに精を出しているわけではない。

『兄』のために。

　殺し屋である『双子の兄』、匂宮出いず夢むのために、彼女は探偵活動をおこなうのだ──名探偵と殺し屋というのも、対になっているようでなっていないが（名探偵と釣り合うのは『犯人』か『怪人』、あるいは『助手』であるべきだろう──『殺し屋』？）、ひとりでふたり、ふたりでひとりの匂宮兄妹と言えば、ひょっとしたら聞いたことがある人もいるかもしれない。もしも聞いたことがあったとしても、そのときは全力で知らぬ顔の半兵衛を決め込むことをお勧めするけれど、しかしそんなおとぼけこそを、名探偵はあっさり看破してしまうに違いない。

『十三階段』の七段目と八段目。

『人喰いカーニバル』の理澄と『人喰いマンイーター』の出夢。

　表裏一体の双子の兄妹は、『殺し名』序列一位の匂宮雑技団のエースとして、噓や誤魔化しを見抜くに違いない──もっとも、殺し屋の『兄』と名探偵の『妹』のセットこそが、さながらとんでもないペテンであることを思うと、彼女達に言われたくないというのが、偽らざる本音である。

　名探偵に言われたくないし、殺し屋に殺されたくない。
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「あたし、匂宮理澄だもん。十六歳っ！　名探偵だねっ」

「はい！　で、きみはどうすれば僕達の町から帰ってくれるのかな？」

「段取りで処理しないでー！　スペシャル感ー！」

　マニュアルにのっとったお役所仕事で流そうとしたら、理澄ちゃんは思いっきり苦情を申し立ててきた──場所は山の頂いただき、北白蛇神社の境内である。

　かつては神様不在の廃神社として、怪異以前の『よくないもの』の吹き溜まりになっていた肝試しスポットならぬ、不死身試しのスポットだったけれど、その後、経緯あってリフォームされ、崩壊していた本殿は建て直され、鳥居や手水ちょうず場ばも綺麗さっぱり新設され、この二月初旬においては、真新しい神社に変貌している（参考までに言うと、二月初旬とは、『恋物語』と『憑物語』の狭間くらいである）。

　真新しい神社というのも、なんだかわびさびに欠けて、由緒正しいんだか正しくないんだか意味不明な感じもあるけれど、しかしまあ、少なくとも今の北白蛇神社を参拝したからと言って、蛇に締め殺される心配はないわけだ。

　神様不在であることに違いはないけれど。

　僕がどうしてこのとき、北白蛇神社を訪れたのかと言えば、その神様の不在こそを確認するためだったのだが（詐欺師の仕事を信用するほど、僕も人がよくはない）、あにはからんや、確かに神様はいなかったし、まして蛇もいなかったけれど、境内には名探偵がいたという展開だ。

　本人いわく、十六歳。

　眼鏡をかけた名探偵である。

　同じ眼鏡っ子でも、現在日本から離れている羽川とは、ずいぶん趣おもむきが違う雰囲気だった──ちなみに両腕をマントの下に収めているのは、行儀が悪いからでも雪の積もった山のてっぺんが寒いからでもなく、マントの下が拘束衣だからだ。

　拘束衣。

　いやいや、もうその程度じゃ動じませんよ。

　その程度じゃ瞳島眉美と言ってもいい。

　かように異世界交流ももう十一回目だ、各所から訪れる奇人変人には、今となっては僕は慣れっこである──名探偵の匂宮理澄ちゃんが、実は二重人格で、もうひとつの人格であるという『双子の兄』、『匂宮出夢──殺し屋』を封じるために、常に拘束衣を着用していることくらいじゃあ、僕は一ミリも動揺しない。

　適切に対処する。

　その『兄人格』の出夢くんとやらが出て来る前に、ケリをつける。

　お引き取りいただくぜ。

　お役所仕事はされる側にも一因がある場合もあると知れ──きみ達みたいな奴らを十人以上相手にしてきた僕の身にもなれ。

　将来、文字通りのお役所で働くことになる老倉育いわく、お役所仕事とは、いらっしゃった個性あふれるお客様につつがなくいい気持ちでお引き取りいただくことが業務なのだそうだから──彼女は存在自体がアイロニーだ。

「で、なに？　理澄ちゃん。僕はきみが、どんな事件を解決することをお手伝いすればいいのかな？　お助けキングのこの僕に、お任せだぜ」

「お兄さんのキャラのほうがよくわからないんだね……、お助けキング？　何者なのかなっ？」

　詳細を問わないで欲しい。

　僕の言うことの、大半に深い意味はない。

「ははーん！　さてはお兄さんが犯人なんだねっ！」

「脈絡もなく僕を指名するな」

「あたしが登場するスペシャル感を殺したと見るなら、お兄さんは間違いなく殺人犯なんだねっ！」

「いいじゃないか。さすがにそろそろ、もう誰も読んでないって。この映画の特典も」

「読んでるっ！　みんな読んでくれてる！　いよいよネクストが劇場最後の配付なんだから、今、大いに盛り上がってるもん！」

「目次を見たけれど、そのネクストは仲良し女子大生が三人来るみたいだぞ……」

「最後に女子大生三人組ってすごいよねっ！　予想外の意外な真相だよねっ！　て言うか、あたしをさしおいて次の話をしないでっ！　目次を見ないでっ！　あははっ！」

　登場シーンを台無しにされたのに、そうは言いつつ、彼女は天てん真しん爛らん漫まんに笑った──明るい子だな。

　その明るさ、やはりよそ者だぜ。

　我々の世界観に、そんなシャインな登場人物はいない。

　とは言え、もてなさないわけにもいかない──いつかれたら大おお事ごとなので、歓迎会を開くつもりは更さら々さらないけれど、しかしまあ、異文化交流はともかく、よそ者を助けるのは、元より阿良々木暦の伝統みたいなものだ。

　鉄血にして熱血にして冷血の吸血鬼の来訪を想起するまでもなく。

　……そう言えば、マントを羽織った理澄ちゃんは、名探偵らしくもあるけれど、どこか吸血鬼っぽいデザインでもある──八や重え歯ば、すげー尖っているし。

「実は、ここだけの話なんだけどね」

　そんな八重歯を覗かせながら、理澄ちゃんは切り出した。

　メタミステリの名探偵から、本格ミステリの名探偵へとシフトチェンジして、この町を訪れた理由を、僕に開示してくれた──くれないほうが助かるのだけれど、この名探偵には守秘義務はないのだろうか？

「あたし、今、児童誘拐事件を捜査しているんだねっ！」

「…………」

　覚悟していた以上に重いのが来たな。

　僕で回せるのか、その凶悪犯罪。

　正直、お助けキングの手には負えそうもないけれど、しかし理澄ちゃんの両腕が、『兄』の人格と共に封じられている以上は、僕が手出しするしかないのだった──町に平和を。

「誘拐された被害者の名前は、闇やみ口ぐち崩ほう子こちゃん。十三歳だねっ！」

「十三歳……」

　十三歳児の誘拐か。

　忌まわしいどころか、忌々しい犯罪だな──ただ、その一方で、闇なんて漢字を名前に使うことを国は認めているのだろうかと、どうでもいい心配をしてしまうのが、僕のお茶目なところだ。

　十三歳と言えば、かつて四肢を奪われた伝説の吸血鬼が、そんなくらいの姿になったこともあったものだが──

「ちなみに崩子ちゃんは暗殺者なんだね」

「ふうん。あっそう」

　流す。

　理解できないことはスルーする。

「何にせよ、その子を救出すればいいんだな？　オーキードーキー。最初に誘拐事件と聞いたときは戦せん慄りつを禁じ得なかったけれど、幸い、十三歳児を助けるのは専門分野だ」

「そ、それは幸いなのかなっ!?」

　理澄ちゃんが、犯人を見る目と言うよりは変質者を見る目で僕を見た……。奇人変人から奇人変人扱いされるのは非常に心外だった。

　少女の専門家として正しく遇してほしい。

「あたしは十六歳だかんねっ！　ちなみに兄貴は十八歳！　阿良々木のお兄さんと同い年だねっ！」

「…………」

　二重人格の年齢設定って、どこまで鵜吞みにしていいものなのだろう？　そう思うと、十六歳という理澄ちゃんの年齢もはなはだ怪しい──肉体を共有している以上、出夢くんの『兄貴』というのも、あくまでも設定的なものなのかもしれないし……。

　精神年齢はともかく、実年齢、肉体年齢は、案外、二十歳を超えてたりするのではないだろうか？　自身に二重人格だという認識・自覚のない理澄ちゃんを問い詰めても、意味がないだろうが（どうして本人に認識・自覚がないのに、彼女と会ったばかりの僕がそれを知っているのかも、どうか問い詰めないでほしい。異世界交流に、そういった食い違いは付き物である）。

　二重人格と言えば、羽川翼とブラック羽川だったり、神原駿河とレイニー・デヴィルだったりを連想してしまうけれど、匂宮出夢と匂宮理澄の場合は、そういった怪異絡みのケースとは、もうちょっと具合が違うようでもある。

　人為的、あるいは作為的に成立している二重人格だけに、超自然ならぬ不自然でありながら、恐ろしくバランスよく、互いが互いを支え合っていると言うのか……、そこは製作者である喜き連つれ川がわ博士とやらの手腕なのだろう。

「安心しろ。十三歳以外は、助けない」

「どんなお助けキングなの……？」

「十六歳など無価値だ。ひとりで勝手に助かるがいい」

「ぜんぜん助手っぽくないね、お兄さん！」

　相談する相手を間違えたと言いたげな理澄ちゃんだったが、「でもでも、大丈夫なんだねっ！」と、更なる元気を奮った──めげない子である、よそ者め。

「誘拐された崩子ちゃんは、既に解放されているんだよっ！」

「え、そうなの？」

　そりゃあ随分な肩透かしだ。

「十三歳の女子がいないんじゃ、僕は何をすればいいんだ？　くそう、専門馬鹿の急所を突かれた思いだぜ」

「専門馬鹿って言うか……、ううん、なんでもないねっ！」

　何か言いかけたらしい理澄ちゃんは、そのワードをぐっと飲み込んだようだった──明るいだけではなく、それなりに配慮もできる子らしい。

「なんにせよ、十三歳の女の子が無事だったというのであれば、それは万ばん々ばん歳ざいじゃないか。何の問題もないぜ」

　犯罪の中でも、誘拐とハイジャックは非常に成功率が低いという話を、僕は僕のご両親から聞いたことがあるけれど、この件もその例に漏れないわけか。

「ハイジャックはともかく、誘拐は、何をもって成否の判断をするのかっていうところが難しいねっ！　誘拐被害者が解放されても、身代金を奪われていたら、それは犯人にとっては成功だよねっ！　身代金は奪われなくとも、誘拐被害者が殺されていたら、犯人にとっては失敗だろうけれど、捜査サイドにとっても失敗だよね！」

　何を目的に据えるかで、基準が変わってくるわけだ。

　ベストの結果は、金品を奪われることなく、誘拐被害者を無傷のままに救出し、かつ、犯人を捕らえるというものなのだろうけれど……、部外者としてはやはり、崩子ちゃんとやらの無事を喜ばずにはいられない。

　たとえその子が暗殺者だとしても。

「や、でもでも、それでも何の問題もないわけじゃないんだね──少なくとも、プロブレムはなくとも、クエスチョンはあるんだねっ！」

「プロブレムはなくともクエスチョン……？」

　どちらも『問題』ではあるけれど──それは名探偵としての視点だ。
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　骨こっ董とうアパート、というらしい。

　何がかと言えば、崩子ちゃんが住む賃貸アパートの名前がだ。四畳一間の部屋が六つある三階建てだそうだ。戦場ヶ原の住んでいる民たみ倉くら荘そうとどっこいどっこいの年代もののようだが、それよりも何よりも、十三歳の女の子が二歳年上の兄と、そのアパートでふたり暮らししていたと言うのだから驚きである。

　理澄ちゃんも妹キャラだし、ちょっと妹が多過ぎる気もするけれど、しかし、だからと言って誘拐して間引いてもいいということにはなるまい──ともかく、ある日、お出かけした崩子ちゃんが骨董アパートに帰ってこなかったそうだ。

　諸事情あって家出中の兄妹なので、妹の帰りが遅いというのは、それだけで十分大変な事態だったのだけれど、さりとて、やはり家出中ゆえに、警察に頼るわけにもいかなかったそうだ。

　まあ、理澄ちゃん達の世界観で、どれだけ警察機関が有効に機能しているのかは定かではないけれど……、ともかく、アパートの住人総出で近所を捜索しつつ、翌日まで様子見をしていたら、事態は動いた──郵送でアタッシェケースが届いたのだ。

　空っぽのアタッシェケース。

　正確には空っぽではなく、一枚の便びん箋せんが入っていた──金銭を要求する内容だったそうだ。

「細かい文面は忘れちゃったけれど、五千万円を要求するお手紙だったんだねっ！」

　……理澄ちゃんの証言は、はなはだ心もとなかったが、要するに脅迫状だ。

　五千万円という金額が、ひとりの人間の身柄と引き換えるにあたって適切なのか、高いのか安いのかは議論がわかれるところだろうけれど、どちらにしたって、絶対値的には、五千万円が少額でないことは間違いない──僕もかつて、アロハ服の中年男に五百万円を請求されたことがあったわけだが、少なくとも五千万円は、家出中の兄に支払える金額ではなかろう。

「そうだねっ！　お兄さん、いいとこ突いてるよ。そもそも、お金が目的の誘拐じゃなかったと思うんだよねっ！」

「お金が目的じゃない……？　でも、実際に脅迫状では、そのお金を求めてきているわけだろう？」

「だから、お金が目的なんじゃなくって、お金を払わせることが目的って言うか……、相手が理不尽な要求に屈してお金を払ったっていう事実が、誘拐犯は欲しかったんじゃないかって思うんだよねっ！」

　ふむ。

　口調が明るいのでどうにも飲み込みづらいけれど、なんとなく言いたいことは伝わらないでもなかった──ただ、そんな不条理の標的にされるとは、一緒に暮らしているという兄は、いったい何者なのだろう。

　同じ兄として興味がある。

「地獄主義者の死神だね」

「へー」

　一瞬で興味を喪失した。かかわりたくない。

「でも、厳密には不条理な脅迫の対象は、死神じゃないんだね。死神と暗殺者の父親が、非道な脅迫のターゲットとしてロックオンされていたんだ──結晶皇帝。クリスタルカイザー、生涯無敗の六りっ何か我が樹じゅ丸まる。お兄さんももしかしたら知っているんじゃないのかな？」

　知らねーよ。

　会いたくもねー。

　それ以上そいつの情報を僕の中に入れるな──とも言えない。

　理澄ちゃんを町から追い出すという大いなる目標のためには、払わねばならない犠牲もある──意味不明なプロフィールを持つ一家について知るくらいの歩み寄りは見せねばなるまい。

　父親が皇帝で息子が死神で娘が暗殺者って、どんな一家だ。

　その分だと母親は忍者か何かか？

「生涯無敗の父親に、誘拐に屈したという敗北感を与えるための誘拐行為だったんだな？　悪いことを考える奴もいるもんだ」

「悪いのはどちらかと言うとおとーさんのほうなんだけどね。あちこちの豪族の娘をはらませて、子供を産ませるのが趣味みたいな人だから」

　極悪過ぎるだろ。

　そうしてみると、死神と暗殺者は、腹違いの兄妹なのかもしれなかった──他人の家庭に首を突っ込むつもりはないけれど、しかし、突っ込みを入れずにはいられないような壮絶な一家である。

　そうなると、もう一家とも言えないな。

「だからこれは復ふく讐しゅうでもあるんだねっ！　具体的には、身内の娘に手をつけられた時宮病院の分家からの復讐劇だねっ！」

「あ、時宮病院なら知ってる」

　こないだ聞いた。

　聞いた聞いた。

　聞いただけで半分も理解できていないけれど、ざっくり言えば、催眠術師の一団みたいな感じだったはずだ──なるほど、彼らならば、十三歳の少女の、あるいは暗殺者の誘拐など、お茶の子さいさいの朝飯前なのかもしれない。

　だとすると、金銭を要求しながらも営利誘拐ではないという、理澄ちゃんの推理が裏付けられたようにも思える──お金を目的とするグループではなさそうだからな、時宮病院。

　敵よりも味方からこそ忌み嫌われる『呪い名』から復讐されるとは、ますますもって、結晶皇帝のただならなさが際立つと言えそうでもあるけれど、時宮病院から狙われたら、どんな誰でもひとたまりもあるまい──ご愁しゅう傷しょう様さまだ。

「そうでもないね。おとーさんはお金なんて払わないから。脅迫なんてガン無視だから」

「おっとお」

　極悪なだけじゃなくてクズでもあるのか。

　父親にとって、別段、ふたりの子供は泣きどころじゃないってわけだ。

「うん、生涯無敗だから。卑劣な脅しには屈しない」

「言いかたは格好いいが……」

　生涯無敗でも、クズじゃつまらん人生だろうに。

「第一、死神の兄と暗殺者の妹は、そのおとーさんから逃げる形で家出しているから、そんな事態になっても、父親を頼るわけにはいかないんだね──親の因果が子に報い。言うなら、誘拐のされ損だねっ！」

　過酷な世界観だな。

　僕達はぬるま湯で過ごさせてもらってるぜ。

「じゃあ、妹は誘拐されて、だけど兄には払える身代金なんてなくって、父親には頼れなくって、八方ふさがりじゃないか。さっきの話を聞いていると、最終的に崩子ちゃんは無事に解放されたらしいけれど──そう聞いてなきゃ、聞いてられないような話だけれど──五千万円もの大金を、お兄ちゃんはどうやって工面したんだ？」

「あー、大丈夫大丈夫。骨董アパートの住人の中に、五千万円なんてはした金でしょうがないってクラスの、とんでもないお金持ちのご令嬢とねんごろなお兄さんがいるから。五千万円が五千億円でも容易に用意できるねっ！」

　そっちもぬるま湯じゃないか。

　五千万円がはした金って。

「うん。一万円札を小額紙幣だと思っている、髪の青いおねーさんが」

「きみ達の世界観には、まともな人間はひとりくらいいないのか？」

　女子大生三人組とじゃれるのが楽しみになってきたぜ。

　ただまあ、行ゆく方え不明の十三歳児をアパートの住人総出で探したり、友人からお金を募ったり、その辺の協調関係は、やはり僕達の世界観にはないものである。

　羨ましいとは思わないが、馬鹿にしたものではない。

「つまり、生涯無敗のお父さんは頼れなくても、別筋から用立てたお金を誘拐団の時宮病院に支払って、暗殺者の崩子ちゃんは無事に骨董アパートに戻ってきた、めでたしめでたしってわけだな？」

「梗こう概がいをなぞればその通りなんだけれど、でも、不可解なんだね──手紙で要求された通り、五千万円をアタッシェケースに詰めて、兄を含む住民の皆さんは引き渡しに応じたんだけれど」

「ふむふむ」

「ところで引き渡しに指定された場所が、この北白蛇神社なんだけれど」

「人様の町を舞台にどんな取引をしてくれてんだてめえら」

　さらっと、どうして理澄ちゃんが北白蛇神社の境内で佇んでいたのかが判明した──要するに現げん場ば百ひゃっ遍ぺんって奴か。手がかりを探して犯行現場で這いつくばるのは、名探偵の伝統みたいなもんだからな。

　そういう視点で見たことはなかったけれど、しかし、言われてみれば、現在の北白蛇神社は、非合法な取引をするのに、まったく不向きということはないだろう。

　改築されようと新築されようと、滅多に人の寄りつかない、エアポケットであることに変わりはないのだから。

「犯人はアタッシェケースを、賽さい銭せん箱ばこの上に置くことを要求したんだね。そうすれば、崩子ちゃんは返してあげるって」

「豪勢なお布ふ施せだぜ」

「死神の兄は言われた通りにしたんだね」

「妹に甘い兄だな、僕だったらもっと厳格な態度をもって取引に臨む。妹の犠牲もやむなし、それよりも正義を貫きたい、妹もそれを望んでいるはずと思うことだろう」

　超適当な相あい槌づちを入れつつ、僕は実際の賽銭箱のほうに、一瞬だけ目をやる。

　実際につい先日、あの賽銭箱には僕のふたりの妹（＋後輩）が箱詰めさながらに詰め込まれたりしていたので、まるっきりの他人事とは言えないのだけれど……。

「むろん、死神もやられっぱなしじゃないんだね。むしろ爽やかにしたたかで──なにせ死神だから。言われた通り、言われた場所にアタッシェケースを設置しつつも、協力してくれる仲間みんなで、神社の各所に潜んで、犯人がやってくるのを待ったんだね」

「ぞろぞろと仲間みんなで僕達の町に来るなよ」

　スペシャル感を考えてないのはそっちだろう。

　境界線をそんな簡単に越えるな。

　しかしまあ、そのチームワークは見習うべきなのだろう──実際、誘拐事案で、犯人から見たときに一番難しいのは、どうしても被害者サイドと接触し、姿を現さねばならないお金の受け渡しのタイミングだというけれど……、だとすると、北白蛇神社という場所の指定はともかく、アタッシェケースを賽銭箱の上に置くという指示は、やや不可解だ。

　折角人目につかない取引場所を選んでおきながら、わざわざその中で、もっとも目立つ場所をセレクトしている……、『呪い名』の連中に常識や一貫性を求めるのは無理があるのかもしれないが、理屈が通らない。

　見張ってくれ、そして捕まえてくれと言っているようなものじゃないか。

「『捕まえてくれ』はともかく、『見張ってくれ』は言っていたのかもしれないね──演出として」

「演出？」

「手品の演出だね」

　奇術かな。

　と、理澄ちゃん。

「結論から言うと、犯人は約束の時間になっても現れなかったんだね──崩子ちゃんを返しに来なかったことはもちろん、お金を受け取りにも来なかった」

「ん……、それじゃ、話が違ってこないか？」

「違わないんだね。痺しびれを切らした、お金持ちの友人を持つクールな住人が、たまりかねて賽銭箱に駆け寄り、アタッシェケースを開けたんだ」

　クールな割に、行動の熱い奴だな。

　ただ、痺れを切らしたからといってアタッシェケースを移動させようとは思うまいから、何か勘が働いたのかもしれない──自分達の見張りをかいくぐって、アタッシェケースの中身の五千万円が盗まれたんじゃないかと言うような予感が。

　事実、その予感は的中していた──半分は。

　残りの半分は予想外の、まさしく手品だったと言っていい。




　アタッシェケースに入れていたはずの、五千万円は消えていて──引き換えとばかりに、中にはすやすや眠る十三歳の女の子が入っていたそうだ。




　箱詰めさながらに。
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　そういうのも入れ替わりトリックと言うのだろうか。

　衆人環視とは言わないまでも、周人監視の中、アタッシェケースの中身の、札束と女の子を入れ替えるなんて──『人質を身代金と交換する』という文言を、字義通りに解釈したとしか思えない、見事なマジックの手際ではある。

「でもそれはあれじゃないのか？　なにせ時宮病院だからな。見張っていた全員が催眠術もどきのスキルを施されていたと考えれば、なんだってできるんじゃないのか？」

「お兄さん、随分と時宮病院について雄弁に語るね」

「達人だからな」

　噓だ。達人ではない。

　無桐から聞いただけで、その実態をちゃんと把握しているわけじゃない──把握しないほうがいい気もするし。

「でも、達人の言う通りにはいかないんだね。いくら時宮病院でも、その場を見張っていた全員を術中に陥れるのは無理──操そう想そう術じゅつは、基本、不特定多数を相手に使える技術じゃないから」

　ふうん。

　僕のような門外漢が考えるほど、便利で万能なスキルでもないってことか──ならばその入れ替わりトリックには、まったく別個の手段が取られていると考えるべきなのか？

　いずれにしても、都合をつけた五千万円を盗まれてしまった時点で、たとえ崩子ちゃんが帰ってきたとしても、勝負として見るなら、誘拐犯の勝ちということになりかねない──いや、時宮病院の目的である『生涯無敗に一泡吹かせる』が成り立っていない以上、そもそもこの誘拐劇に勝者はいないのだけれど。

　だったら、崩子ちゃんが無事に取り戻せただけでも、骨董アパートの面々のほうが、どちらかと言えば勝者に近いのかもしれない。

「そうだね。五千万円なんて小銭だもんね！」

「その意見には同意しかねるが、でもまあ、そんなことを思っている奴の五千万円だと思うと、奪われて惜しいとも思わないよな」

　五千万円を笑う者は五千万円に泣くのだ。

　……五千万円で笑わない者はいないだろうし、五千万円で泣かない者もいない気がする。

「時宮病院サイドとしても、ここで無事に崩子ちゃんを返しておかないと、あとが怖いっていうのもあっただろうね。そういう計算が、まったくできないグループってわけじゃないから」

「零崎一賊と違って」

「そう、零崎一賊と違って。……ただし、崩子ちゃんが無傷で帰ってきて、それでしゃんしゃんってわけにはいかないんだね。アタッシェケースを残してアパートに戻って、その後は何事もなく過ごす──というわけにはいかないんだね。骨董アパートの住人は捜査機関じゃないから、それ以上誘拐犯を追いかけるってことはないにしても、『何をされたかわからない』っていうのは、やっぱり不気味だからね──そこだけは解明しておきたいってわけ」

　そこであたしの出番ってわけ。

　だねっ！　と、理澄ちゃんは力強く言った。

　そうなると、そこにあるのは問題クエスチョンと言うよりは謎ミステリーなわけで、確かに、名探偵がお出ましのタイミングなのかもしれない──どういうツテをどういう風にコネクションして、骨董アパートの住人が匂宮雑技団に繫がったのかはわからないが（そちらの世界観だけでも矛盾してしまっている気がする）、それが理澄ちゃんが、一足遅れて北白蛇神社にやってきた理由ということか。

　これで僕がやるべきことも見えた。

　入れ替わりトリックの解明である。

「では、一旦持ち帰らせていただきますので、上の者と相談して方針が決定しましたら、解答を郵送でお知らせします。なにとぞよろしくお願いします」

「だから段取りで処理しないでー！　持ち帰らないでー！　この場で解答してー！」

　洗練されたお役所仕事に対して、結構な苦情を申し立ててくれるなあ。

　この場で解答してとは……、僕は最速の探偵でも、まして名探偵でもないのに。

「普通に考えたら、見張っていた全員の目を盗んで、誰も見ていないタイミングでアタッシェケースごとごっそりすり替えたってことになるんだろうな」

　アタッシェケースを開けて、五千万円を取り出して、代わりに眠らせている崩子ちゃんを入れてアタッシェケースを閉じると考えると、それなりの手間で、誰にも気付かれずにできるとは思えないけれど、アタッシェケースを交換するだけなら、ひと手間で済む。

　難易度はいくらか下がるはずだ。下がるはずだが……。

「やっぱり見張っていた全員の目を盗むっていうのが、無理があるよねっ」

「うん。参考までに訊くけれど、何人で見張っていたんだ？」

「アパートの住民を含めて、みんなで約二十人だね！」

「人気者だな、十三歳児」

　僕の知り合いを総動員しても、その人数には及ばない。仮に僕が誘拐されたときには、それだけの助けはとても求められないだろう──しかし、仮に隠れて見張っていたのが数名だったところで、時宮病院側にはそれは判断できないのだから、『全員の目を盗む』は、やっぱり難しいように思える。

　隠れてるんだもの。

　仮にできるとしても、する必要がないのだ。

　入れ替わりトリックなんて使わなくても、アタッシェケースの中身だけを抜き取って、崩子ちゃんはあとから返せばいい──回収と返還を、同時におこなう必然性なんてない。

　それともあったのか？

　ただ、わざわざアタッシェケースを送りつけてきたところを見ると、犯人側には、そのアタッシェケースを使ってもらったほうが好都合だという事情があったと考えることもできそうだ──するとやっぱり、『アタッシェケースごとごっそりすり替えた』説は、どことなく捨てがたいものもある。

　ならば……、いや、でもおかしいんだよな。

　おかしいんだ。

　入れ替えたかったのであれば、これみよがしに賽銭箱の上になんて、設置させるべきじゃない──入れ替わりトリックの成功率を少しでも上げるために、せめて本殿の床下とか、木陰とかに置かせるべきだ。そこは犯人側が指定できることなのだから、わざわざ不利な状況を、自ら演出する必要がどこにあるのか？

　必要──いや。

　これが奇術ならば『絶対に入れ替わりなんて不可能だ』という先入観を与えることには、それなりの意味がある。理澄ちゃんの言う『演出』だ──。だけど、あくまで『入れ替わりが不可能』なのは、賽銭箱の上においてだけ。

　全面的に不可能だと、安易に思い込まされるべきではない。

「そうだ。もっと前の段階で入れ替えていたんじゃないのか？　骨董アパートとやらからこの北白蛇神社に運ぶ時点で、もう中身は、五千万円じゃなくって十三歳児になっていたとか……」

　言いながら、しかしこの仮説の瑕疵にも気付く。だって五千万円と十三歳児とじゃあ、重量が違う──アタッシェケースを持った時点で、中身がすり替わっていることは自明だろう。五千万円の重さは、残念ながら庶民の出であり財閥とは無縁の僕には見当もつかないけれど、漫画か何かで、一億円は十キロ前後と聞いたことがあるような気がする……、十三歳児は専門分野だが、それが十キロ前後ということはないだろう。

　だが、この専門的見地に基づく賢明なる前言撤回は一手早かったらしい。

「それはあたしも考えたんだねっ。だって、アタッシェケースは金庫みたいに頑丈で、それ自体が重量のあるものだから、五千万円と十三歳児の質量差は、誤差の範囲内になるんだね！」

「そんな重いアタッシェケースだったの？」

「普通のジュラルミンじゃあ、簡単にぶっ壊せるような世界観だから、あたし達んとこ！」

　なるほど。説得力のある理由だ。

　じゃあ、アタッシェケースをいわゆるアタッシェケースとして考えないほうがいいのかもしれない──仮説を更新しなければ。金庫を持ち歩いたようなものか──そんなものを持って北白蛇神社までの山道を登るなんて、それだけで徳を積めそうな苦行だが。

「うん。だから何人かがかりで運んだんだって！」

「そこまでの重さだと、尚更アタッシェケースごとごっそりすり替えるのは難しそうだな……、いや、待てよ？　表面に穴は開いていなかったとしても、仕掛けはあってもおかしくないよな？　なんだかんだ言って、やっぱり相手の用意したアタッシェケースなんだから」

「仕掛けって、たとえば？」

「たとえば……」

　訊かれてから仮説を立てるようでは希望はないけれど、ぱっと思いつくのは、二重底だろうか？　つまり、最初から崩子ちゃんを、そこに仕込んでおけば……、それで最低限、すり替えにおいて『崩子ちゃんを入れる』という工程が省略できる。

　金庫がそれだけ重いなら、五千万円プラス十三歳児が入っていても、その差を感じることができるのは、まあ、僕を除けば忍野くらいのものだろう。

　……問題は、その仕込みに、何の意味があるかだ。

　手品としては、古典的な王道であっても、誘拐犯の手口としては、意味不明と言っていい──それとも、誘拐犯は、誘拐犯ではなく愉快犯なのだろうか？

　骨董アパートの住人や、あるいは最終目的だった生涯無敗にサプライズを提供するためのトリックであって、そのためにはリスクを顧みるつもりはなかったと……、でも、それにしては正直、この『入れ替わり』はショーとして弱い気もする。

　トリックも二重底では、サプライズと言うよりは、合理性である。

　労力を最小限に抑えていて、努力の跡が見られない──結果から見ても、五千万円の強奪には成功しているわけだし、時宮病院がショービジネスを展開しようとしたわけではないはずだ。

　そもそも、崩子ちゃんをアタッシェケースの中に仕込むトリックは二重底でよくっても、五千万円を取り出す工程についてはまったく解決していない──誰にも見られることなく、五千万円という、重さもさることながら、結構なサイズになる煉れん瓦が五つ分の札束を、どうやって運搬するのか……サイズ？

　サイズ……、そうだ。それだ。

　重さもそうだけれど、五千万円と十三歳児とじゃあ、そのサイズも違ってくる──十三歳児が五千万円より軽いということはないだろうし、まして十三歳児が、五千万円より小さいということもない。

　雑に計算して、五千万円のサイズが十三歳児の三分の一だったとして──二重底に十三歳児が仕込める容積のアタッシェケースに五千万円を入れたら、なんていうかこう……、すかすかにならないか？

　人質と交換する身代金として、五千万円が高いか安いか、その多た寡かを問うているんじゃなくって──単純に用意されたアタッシェケースがでか過ぎるという話になる。

　大は小を兼ねるわけで、小さいよりは大きいほうがいいんだろうけれど……、ただ、すかすかのアタッシェケースでは、中でしっちゃかめっちゃかに揺れて、てんやわんやにかき回されて、折角用意した五千万円が傷んでしまわないだろうか？

　まあ、たぶんフォーマット通り、使い古された、通し番号でない札束で用意させているだろうから、お札の状態に、そこまでこだわりはしないだろうけれど──

「あ」

　違う。

　違う違う違う違う。

　お札の状態はそれでよくても、二重底の中の崩子ちゃんのほうはそうはいかない──仮にこれが五千万円とマネキンを入れ替えるというトリックだったなら、二重底では成立するかもしれないけれど、生きた人間だ。

　十三歳児だ。

　アタッシェケースに詰め込まれて、山道をふたりがかりでせいこら持ち運ばれて、『無傷』で済むはずもない──シェイカーの中に入れられているようなものだ。

　打ち身、擦り傷、打撲──十三歳児の身にあってはならないダメージを避けられないし、少なくとも、発見時に『すやすや眠っている』なんて状態なわけがない。移動の過程で絶対に目が覚めてしまう。

　だとすると、二重底のトリックは使えない。現実的じゃない。

　やっぱり、入れ替えは、この北白蛇神社でおこなわれたと見るべきなのか──そう思いながら、僕は賽銭箱を、再び振り返る。今度は一瞬ではなく、しっかりと見据える。

　結局、時宮病院の専売特許である操想術を使ったと考えるしかないのだろうか？　不特定多数を同時に誑たぶらかすことはできないという定説だって、必ずしも絶対じゃあるまい。

　一気に操ることはできなくても、そう、たとえば時間をかけてひとりずつ術中に落とせば……、ひとりずつ？

「…………」

　じゃない。そうだ、ひとりでいい。

　この場合、操るのはひとりでいい──それですべての問題が解決する。

　プロブレムもクエスチョンも、ミステリーさえ解決する。

　事件が解決する。

　そうだ、サイズが合わないすかすかのアタッシェケースでも、中身が無傷で済む方法はあるじゃないか。

　そしてそのシンプル極まる解決策は、同時に巧妙な一石二鳥にもなる。

　サプライズ以上の必然性もある。

「理澄ちゃんっ──！」

　僕は自分の推理の可否を確認しようと、理澄ちゃんに向き直った──が、そこにいたのは、理澄ちゃんではなかった。

　羽織っていたマントはどこかに消え。

　両腕を封じる拘束衣を晒した、彼女の『兄貴』だった。

　眼鏡を外したというだけでは説明がつかないほど、天真爛漫な理澄ちゃんとは似ても似つかない凶悪な笑みを浮かべた『殺し屋』──『匂宮出夢』くんだった。

「ぎゃはは──」

　と、出夢くん。

「僕が出てきたってことは、お兄さんが真相に到達したってことかあ？　つまり、推理ごっこの時間は終わって──ここから先は、殺さつ戮りくの時間ってことかあ？」

「…………」

「殺戮は一日一時間だぜ。で、教えろやお兄さん。僕という殺し屋は、いったい誰を殺せばいい？」
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　後日談と言うか、今回のオチ。

　事件を解決すれば、理澄ちゃんが町から出ていってくれるはずという僕の計画は、ある意味では的を射ていたものの、しかし、事件が解決すると同時に、名探偵の理澄ちゃんのもうひとつの人格である殺し屋の出夢くんが登場するというのでは、行って来いでとんとんじゃないかという見込み違いがあったわけで、これもまた、何をもって成功とするかが難しいところだったけれど、とは言え逆説的に、出夢くんの登場は、僕が到達したことの真相、トリックの解明に限って言えば、やはり的外れではなかったことの証明とも言えた。

　説明しよう。

　高校三年生である僕は当然クレジットカードを持っていないので、必然的にあまり通販を利用したことがないから、その辺でぴんとは来なかったけれど、しかし、段ボールに入った商品を受け取ることが多い人なら、あるいは僕や理澄ちゃんよりもよっぽど早く、推理を終えていたかもしれない──アタッシェケースに人間を入れて、それを運搬するというのは現実的ではないと、僕は自ら組み立てた二重底の仮説をうっちゃってしまったけれど、考えてみれば、そう捨てたものでもなかった。

　だって、むしろみっちり詰まっていたら詰まっていたで、入れ物が受けた衝撃が、そのまま中身に伝わってしまうことになるのだから──すかすかなのはいただけないけれど、さりとて、多少の余裕は、やっぱりあったほうがいいのだ。

　よく言う、『段ボールは商品を保護するためのものですので、傷んでいても交換には応じられません』という奴である──そもそもアタッシェケースの頑丈さは、それ自体ではなく中身を保護するためのものだ。

　むろん、余裕は必要だが、中に入っているのが生きている人間である以上、隙間があっていいということにはならない……、ならばどうするか？

　ここで一般常識の出番である。

　梱包材や緩衝材で、隙間を埋めればいいのだ。

　それで衝撃もダメージも緩和できる。

　通販の商品はそうやって送られてくるし、また、たとえばケーキを一個だけ買ったときは、箱の隙間にくるりと巻いた紙を入れて、揺れの影響を減げん殺さいする──これで、二重底に関する諸問題は一気に解決。

　同時に消えた五千万円にまつわる諸問題も解決する。

　崩子ちゃんは最初からアタッシェケースの中にいたとして、じゃあ、約二十人もの監視の目がある中、いったい、あったはずの五千万円はどうやって抜き取られたのかというのが疑問点だったけれど、簡単だ、抜き取られてなんていなかったのだ。

　五千万円はケースの中に最初から最後まであり続けた──形を変えて。

　形を変えてというのは文字通りの意味で、五千枚の一万円札は、一枚残らずくしゃくしゃに丸められて、紙幣から緩衝材へと生まれ変わって──トランクの中にあり続けた。

　すかすかのトランクの中でしっちゃかめっちゃかにかき回されて傷む──どころじゃない。

　むしろ、傷めないためのクッションとして、痛めつけられていた。

　クエスチョンではなくクッションだった。

　取引場所にいつまでも姿を現さない誘拐犯に業ごうを煮やして、賽銭箱にかけよったクールな住人がアタッシェケースを開けたとき、中にいたのはすやすや眠る崩子ちゃんだったということだが、しかし彼が真にクールであるならば、崩子ちゃんだけでなく、まるで棺桶に詰め込まれた花のように、彼女を優しくふんわりと取り囲む、くしゃくしゃに丸められた五千枚の小額紙幣にも気が付いたはずだ。

　やはり熱い。僕と違って。

　だが、盲点である。

　シュレディンガーの猫の話じゃないけれど、誰も箱を開けるときに、品物を包む緩衝材を気にしたりはしない──ケーキを食べるときに、隙間を埋める紙の材質を気にしたりはしない。

　まして誘拐されていた十三歳児だ。

　古紙と区別のつかない緩衝材から生じる多少の違和感など吹っ飛ぶ……、墨汁か何かで染めていれば完璧だろうが、たぶん、そんな必要もないだろう。そもそも、一万円札をくしゃくしゃに丸めるという時点で、十分理外に入っている。

　理澄ちゃんの説明によれば、アパートの住民は、帰ってきた崩子ちゃんを連れて、すぐに山を下りた──アタッシェケースを残して。ならば当然、アタッシェケースの中に残された緩衝材も、そのまま置き去りにされたことだろう。

　となると誘拐犯としては、誰もいなくなった北白蛇神社で、誰も見ていない中、身代金をゆっくり回収すればいいだけだ──何ならその場で、しわくちゃの紙幣を伸ばす暇だってある。

　結晶皇帝を屈服させるという目標は果たせていなくとも、金きん子すの回収には成功しているのだから、プロのプレイヤーとしてはともかく、誘拐犯としては完全犯罪を成し遂げたとも言える。だが、これは彼らがプロのプレイヤーでなければ──時宮病院でなければ成立していない完全犯罪なのだから、やはり総合的な評価では、失敗とするべきなのだろうか？

　だって、五千万円をくしゃくしゃに丸めて緩衝材にするという作業は、閉じられたアタッシェケースの中──密室の中、被害者の崩子ちゃん自身にしてもらわなければならないのだから。

　操想術をかける対象はひとりでいいとは、そういう意味だ。

　誘拐時のみでなく、解放時にも、彼女に術を施した。

　定説によると、無意識下でも人間には倫理観みたいなものがあるから、催眠術を使って被暗示者を犯罪に加担させることはできないらしいけれど、しかしこの場合の暗示は、『自分の身を守るために緩衝材を作ること』なのだから、むしろ人間の防衛本能に添うがゆえに、容易に定着するだろう。作業を終えたあと二重底の中に戻って再び眠るように暗示をかけることなど、ほとんどオマケみたいなものだ。

　なんて言うか、シュレディンガーの猫が、箱の中で自決していたようなトリックだけれど、手品じみた入れ替わりトリックをおこなう必然性や、あるいは、被害者を生かして帰す必然性は、嫌気がさすほど十分にあった。

　誘拐犯は、崩子ちゃんに『無傷』で『生きていて』もらわなければ、五千万円を回収することができなかったのだ──それはしかし、骨董アパートの住人や、彼女の兄にしてみれば、不幸中の幸いだったとも言える。

　やっぱり、誘拐された十三歳児が生きて帰ってくることを、至上とするべきなのだ──たとえ五千万円を失うことになろうとも。

「いいや、失うことにはならねえなあ──それを取り戻すのが、可愛い僕の仕事なんだから。匂宮雑技団のエース、団員№18、第十三期イクスパーラメントの功罪の仔バイプロダクト、匂宮出夢の仕事なんだから。ぎゃはははは！」

　果たして、出夢くんはそんな風に爆笑しながら、北白蛇神社から跳び去っていった──両腕が封じられたままだが、しかしまるで斧乃木余接ちゃんの『例外のほうがアンリミティッド・多い規則ルールブック』のジャンプ移動よろしくの跳躍力で、飛び去っていった。

　理澄ちゃんを追い出したことで出夢くんが登場したときは場所柄もあいまって、藪を突つついて蛇を出した気分が満開だったけれども、『妹』からの活動報告を受けた『兄』もまた、すぐにいなくなってくれたことは、迂闊な僕にとっては僥ぎょう倖こうだった。

　誘拐犯にとってはこれ以上ない不幸だろうが。

『殺し名』序列一位の匂宮雑技団と、『呪い名』序列一位の時宮病院とのバトルに巻き込まれずに済んだことに全力で胸を撫で下ろしつつ、ひとり北白蛇神社に取り残された僕は、賽銭箱の前に立った。

　定番のルーチンワークで、僕は小額紙幣五千枚ならぬ五円玉一枚をお布施として、賽銭箱に投げ込もうとしたけれど、すんでのところで思いとどまる──これからどこにもいない不在の神様に祈ろうとする、二に礼れい二に拍はく手しゅ一いち礼れいにもとづく願いの内容は、五円硬貨とは明らかに相反するものだったから。

　即すなわち、御縁がありませんように。

　宴もたけなわではあるものの、楽しい楽しい異世界交流も、そろそろここらが食べ納めである。
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　葵あおい井い巫女みこ子こはおきゃんな女子大生で、江え本もと智とも恵えは儚はかなげな女子大生で、貴宮あてみやむいみは元ヤンの女子大生である──と言ったところで、十年以上にわたって続けてきたいつも通りの通例ならば、ここから彼女達が、いったいどれだけ特異で特殊で特別なプロフィールの持ち主なのかを縷る々る述べる段取りになっているのだけれど、しかし今回に限っては残念ながら、彼女達について、それ以上の情報は僕のところには何も入って来ていない。

　彼女達は忘却探偵でもなければ人類最強の請負人でもないし、四国の魔法少女でもなければ美少年探偵団の新入りでもなく、保健室の引きこもりでもなければ九州の魔法少女でもなく、二重否定のお姫さまでもなければ逃亡中の殺人鬼でもなく、軍事訓練を受けた女子高生でもなければ三つ子メイドでもなく、二重人格の名探偵でもなければ二重人格の殺し屋でもない。

　普通の女子大生。

　当たり前の女子大生。

　通り一遍の女子大生。

　それ以外には『何もない』──否。

『何もない』というのは、少し違う。その言葉は『いっくん』と呼ばれる、彼女達の友人に対してこそ適切に使用されるべき形容であって、この仲良し三人組については別の用語を運用せねばならない──そもそも生きている人間が、それに死んでいる人間だって、あるいは不死身の吸血鬼だって、『何もない』なんてことは、なかなかないことなのだ。

　なかなかないのが普通であり、当たり前であり、通り一遍である。

　そんな彼女達と僕が知り合ったのも、なんとも常識的で、どこまでも一般的な行程だった──いかにも今風の女子大生らしく、あるいは古くからの伝統にのっとって、合コンの席で出会った。

　怪異なんて一ミリも絡んでいない。

　彼女達の正体が怪異ということも、たぶんないだろう。

　最初から話そうかな。

　そう、あれは僕、落ちこぼれの高校生だった阿良々木暦が、三年生の途中から突如奮起して、もしくは（春休みの僕からは考えられないほどに）突如豹ひょう変へんしておこなった受験勉強の甲斐あって、国立曲ま直な瀬せ大学理学部数学科に合格し、ぴっかぴっかの大学一年生となってから、しばらく経った頃のことである。

　合格と言っても補欠合格だ。あるんだって、そういうのが。

　こつこつ勉強してきた真ま面じ目めな受験生は知らない合格タイプかもしれないけれど（こつこつしていなかった僕も知らなかった）、要するにキャンセル待ちっぽい合格で、『きみの努力は駄目だったけれど、無駄ではなかった』と言われたみたいで、なんとも後味が悪く、はなはだ締まりの悪い結末だったけれど、それでも合格は合格だ。

　素直に、は無理でも、喜ぼう。

　別に入学したかったわけじゃないんだからね！　と言おう。

　したけどね。

　ちなみに、母校である直江津高校から、新しく母校となる曲直瀬大学理学部数学科に入学したのは、僕だけではない──あの戦場ヶ原ひたぎも合格した。もっとも彼女の場合は、補欠合格どころか推薦合格なので、僕とひとくくりにしてはならない。彼女は落ちこぼれの僕を半年以上にわたって調教した家庭教師でもあるので、言うならばひとりでふたり分合格したようなものだ。

　すげえ奴がいるなあ。

　ますます頭が上がらなくなるぜ。

　そしてもうひとり、厳密には受験に際しては直江津高校の生徒ではなかったけれど、そして劇場版をご覧の皆さまがご存知なわけもないキャラクターだけれど、かつてあの高校に籍を置いていたぷっつん少女、老倉育も、同じ大学の同じ学科に合格していた。

　老倉との『再会』は、僕にとってはコンスタントに都度都度起こる恒例行事みたいなサプライズなので、正直そんなに驚きはしなかったけれど、うん、この場合の『再会』が嬉しくなかったと言えば噓になるし、詐欺師になる。

　詐欺師になるのだけは御免だった。

　というわけで、色々あって、新天地となるキャンパスで、僕と戦場ヶ原と老倉は、仲良く和気藹々と、輝かしい大学生活を送るのだった──って、ちょっと待て。

　ちょっと待て、と言ったのは、戦場ヶ原ひたぎである。

「駄目でしょ、これ。私達、こんなんじゃ高校時代と何も変わっていないわ。何の成長も見えないわ。更生できていないじゃない。改心したはずなのに、いつの間にかすっかり元に戻っちゃってるじゃない。昔からの知り合いとだけつるんでどうするの。居心地のいい、狭い世間に閉じこもってどうするの。私達はそういう自分をがらっと変えたはずじゃなかったの？　柄から変えたかったんじゃなかったの？」

　確かに。

　僕に至っては大学生になったことで、むしろ友人が減っていた。

　ぐんぐん減っていた。

　新しい知り合いが全然できていない──そもそも三人とも、学力はともかく（あるいは不死力はともかく）、元よりコミュニケーション力が高いほうではなかったけれど、それが学級制度から解放されることで、明確に加速していた。

　なるほど。

　この三人でいるのは、楽しい以上に楽なんだな。

　だが、もちろんこれは、あまりいいこととは言えなかった──大学において僕達は、社会に出る準備をしなければならないはずなのに、どう考えても事態は悪い方向に向かっていた。

　打開しなければならない。

　そんなわけで、僕のもうひとりの家庭教師にして第二の母親、最近ではマムと呼んでいる羽川翼に泣きつくことにした──高校卒業後、彼女は海外を放浪する旅に出てしまったのだが（詳しくは説明しない。要するに羽川翼は一足早く、社会どころか、世界に出てしまったわけだ）、一応、その頃はまだ、電波の通じるところにいた。

「わかった。じゃあ、交流の場をセッティングしてあげるよ」

「交流？」

「直流じゃないってこと。そうだね、いっそ、他の大学の子達のほうがいいよね？」

　そんなわけで、僕は葵井巫女子、江本智恵、貴宮むいみの三人と出会うことになるのだった──普通の流れで。
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「そもそも『普通』ってなんだ？　平均のことか？　『意外と普通』ってのは『普通』なのか？　それはやっぱり『意外』じゃないのか？　偉人の伝記を紐ひも解といてみたら、割かし俗っぽかったりして、でもそれは『普通』ってより、『異様』に見えないか？　変な奴でも、そいつがいっぱいいれば『普通』になるのか？　数の問題か？」

　絡むように僕に言ってくるのが、貴宮である。

　ピンク色の派手なジャージで合コンに来るあたり、地に足の着いた元ヤンぽかったし、ひょっとしたら『元』じゃないかもしれない──僕の通っていた高校には、不良なんてひとりもいなかったので（せいぜい羽川が落ちこぼれの僕を、そんな風に評価していたくらいである）、その気だるそうな感じは、なんとも新鮮だった。

　色んな意味でどきどきする。

「数の問題じゃ、ないんじゃないかな。地球は、水もあって生物もいる、すごく『特別』な惑星だけれど、でも、そこに住むわたし達にとっては、当たり前で『普通』でしょ？」

　穏やかに、貴宮をなだめるように言うのが、江本である。

　髪を左右に結わえて、イチゴ柄のワンピースなんかを着ていて、貴宮との比較もあって、江本はどこか行儀のいい中学生みたいにも見える──ただ、意見をはっきり表明するあたり、単純におとなしい子というわけでもなさそうだ。

「あははっ！　そうだね、確かに、『特別』だからこその『普通』だって、あるあるだよね！　それに『特別』が『普通』だったら、そんな『普通』を嫌がっていたりするかもしれないもんね！　『不死身の吸血鬼、ただし自殺志願』みたいなっ！」

　適切なのだか不適切なのだかわからない比ひ喩ゆで場を混ぜっ返したのが、そして、葵井だった。

　僕がこれまでの人生で目撃した中でも、もっともちゃらちゃらした異性である。触れ合うことのなかった相手で、交差することのなかった線と線である──ほぼ足の付け根まで見えているような、ポケットの裏地がはみ出すホットパンツに、薄手のキャミソールを重ね着していて、どれだけ肌を露出できるのか果敢にチャレンジしているようでもある。ボブカットを明るくカラーリングしていることも、僕の目にはとても珍しく映る（直江津高校には不良どころか、茶髪の生徒さえいなかったのだ）。

　不死身の吸血鬼、ただし自殺志願、ね。

　やっぱり適切な比喩かな。

「なるほど。そのアイロニー、どうやらコクトーを専攻しているとお見受けする」

「え？　違うけど……？」

　一か八かでコメントしたら、明るい女子大生を思いのほか戸惑わせてしまった──ともあれ、今は二次会の席である。

　移動して、カラオケルームに来ていた（普通だ）。

　参加者全員が入れる大部屋が空いていなかったので、二組に別れた──あやうく、『阿良々木暦・戦場ヶ原ひたぎ・老倉育』で一チーム作るところだったけれど、それは葵井が明るく朗らかに妨害した。

「駄目だよ、バラけないと！　みんなでバラバラにならないと！　バラバラ殺人にならないと！　羽川さんにきつく言われてるんだから！　『スタンディングオベーション！　ただし前の人が立ったから見えなくて立っただけ』みたいな！」

「ほほう。よもやここでドストエフスキーの門下に会えようとはね」

「違う……」

　そんなわけでランダムに別れた。

　数学的に言えば、ランダムに別れようとしてもどうしたってノンランダムにはなってしまうものなので（この間授業で習った）、結局、やや偏ったチーム分けにはなった。

　３０１号室には、この通り、葵井巫女子・貴宮むいみ・江本智恵と阿良々木暦の四人が、お隣の３０２号室には、戦場ヶ原ひたぎ・老倉育と、宇う佐さ美み秋あき春はると……、あとひとり、一次会の席でほぼほぼ喋らなかった、僕から見ても心配になるほど暗かったあの男子大学生、名前なんだっけ？　『いっくん』とか呼ばれていたような……、ともかく、３０２号室のバランスがいい分、３０１号室は、アンバランスなアウェイになっていた。

　僕の人生はいつだってアウェイだ。

　アウェイ木さんだ（失礼、嚙みました）。

　どういう形であれ、一時はコミュニティの中心にいたことがある戦場ヶ原ひたぎと老倉育は、それなりに巧みに、この交流を楽しんでいるようだったけれど、僕はやっぱり、居心地が悪かった。

　知ってる奴だけとつるんでたいー。

　置いてかないでー。

　なので、僕はこの二次会のカラオケルームを、ミステリアスな振りをして乗り切ろうと頑張っているのだが、今のところ、それが成功しているとは言えなかった。

　教養を振りまけない。

　畜生。僕くらいの変人は、普通にコミュニティを形成している女子大生にとっては、大して謎めいても珍しくもないってことか……、むしろ、『普通って何？』と、歌唱そっちのけで、問い詰められる始末である。

　羽川も、とんでもないグループを紹介してくれたものだ。

　受験は終わったが、更生プログラムのほうは終わっていないのかもしれない──なんだかんだであのお母さんは、やっぱりスパルタである。

「不死身ってのもなんなんだかよくわからねーよな」

　と、貴宮が葵井の言葉を受ける。

　さっきからこのように、三人でぐるぐる、話題を回している感じだ──さながら、小気味よい伝言ゲームでも見ている気分である。

「『死なない』ってことは、『変わらない』ってことなんじゃねーのか？　それはすげーつまらねーことに思えるけどな。生きた化石のシーラカンスって、もはや化石じゃなくって、化物めいてるよな」

「そうだね。死にかけたときこそ、生きてることを実感できるって言うものね」

　江本は、なぜか実感を込めてそう言った。

　自身、死にかけたことがあるかのようなニュアンスだが、それを僕のように『地獄』と受け止めているのではなく、『普通』として受け入れている風でもあった。

「でも、だからって死ぬのは嫌だよねー。生きてることを実感するために死ぬって、矛盾してるよねー。本当は生きてるだけで、生きてることを実感しなきゃいけないのに。どうしても対比が必要なのかな？　『犬派と猫派、正しくは犬派派か猫派派か』みたいなっ！」

「ははあ。ここで斎さい藤とう緑りょく雨うと来るわけか」

「誰？」

　斎藤緑雨を知らんのか。

　ミステリアスな雰囲気を出そうとして失敗していると言うか、単なるオチ泥棒みたいな立場に甘んじている僕を、それでも会話に参加させてくれる三人は、とりあえず、気のいい連中であることは間違いなかった。

「生きるってことは変わるってことだろ、阿良々木くん」

　貴宮が、そこで改まった風に、僕に言った──マイクを持って。

　部屋中に僕への説教が響く感じだ。

　隣の部屋からは、僕の前では考えられないくらい明るい老倉の歌声が響いてくるというのに……、くそう、あとでからかってやる。そのセイレーンのような歌声を褒ほめまくってやる。

「いつまでもおんなじ感じじゃいられないんじゃねえのか？　あんたが『普通』だって思っていることは、いつまでも同じように『普通』であってはくれないわけで。『携帯電話は持たない主義』ってスタンスが、昔はいっぱしの主義があるみたいで恰かっ好こうよかったけれど、今となっては、単なる頑固で迷惑な奴みたいに見えるのと、似たようなもんだな」

　やっていることは同じでも、意味が変わってしまうこともあるわけだ。

『あいつは変わったね』と言われるとき、実は変わったのは、周囲のほうかもしれない──変化をしないことで、相対的に変化したのと、同様の結果を生んでいることもある。

　ことも、あった。

　行動が等しくても、対象が違えば、結果も異なってくる。

　たとえ何もしなくても、歳は取るわけだしな。

　不死身であり、不老不死である吸血鬼だって、それは例外ではない。

　むしろ好例だ。

　鉄血にして熱血にして冷血の吸血鬼であり続けること自体、あの怪異殺しにとっては、耐え難い変化の連続であったはずなのだ。

　その変化が──変死へと続くほどに。

「そうだね。じゃあ、巫女子ちゃん。阿良々木くんに、あの話をしてあげたら？」

　と。

　唐突に江本にそう振られて、葵井は、「あの話？」と、首を傾げた。

「ともちゃんがこないだ、全裸になったときの話？」

「促すと思う？　してあげたらって。わたしがこないだ、全裸になったときの話を」

「冗談冗談。あたしがこないだ、全裸になったときの話だよね！」

「促すと思う？　してあげたらって。親友がこないだ、全裸になったときの話を」

「じゃあむいみちゃんが……」

「あたしは全裸にはなっていない。全貌を明らかにはしていない」

　全裸の話の盛り上がりかたもお洒落だな、女子大生。

　神原を思い出す──コミュニケーション力の怪物である、全裸の後輩を。

　……いや、別に全裸の後輩ではないが。

　あいつ今頃何してんのかなー。

　僕は過去の思い出に逃避することで、カラオケルームから精神的に離脱しようとしたけれど、女子大生三人組はそれを許さなかった。

「大丈夫大丈夫。巫女子たん、本当はわかってるよ。あの話だよね──彫刻の話」

「彫刻？」

「彫刻の話、ただし変化する彫刻」

　みたいな。

　と、葵井は意味深に言った──あるいはミステリアスに。
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「そもそもは鼠ねずみの彫刻だったんだよ。

「ちゅーちゅーって小動物。ちゅーちゅー。知ってるかな？　知ってるよね？

「なんで鼠かって言うと、その年の干支えとだったからなんだ。

「お寺での出来事なんだよ。

「阿良々木くんもご存知だとは思うけれど、そもそも、あたし達の住んでる京都って、神社仏閣がいっぱいあるんだよねー。石を投げたら神社仏閣に当たるくらい。

「神社仏閣に石を投げちゃ駄目だけどねー。あははっ！

「でも、仏の顔も三度までだから、許してくれるかな？

「ん？　阿良々木くんも神社なら知ってるって？　北白蛇神社？　ふうん。神様のいない神社なんてあるんだ。あとで聞かせてね！　約束したからね！

「わかってるわかってる、ともちゃん。

「脱線しないって。真面目なお話だもんね。

「阿良々木くんが神社なら、あたしはお寺。

「それに、『蛇』も無関係じゃないよ、あたしの話には。

「あ、でもでも、『あたしの話』と言っても、元を糾ただせばこれは、いっくんが教えてくれた話なんだけどね──いっくんはいろんな話を知ってるんだよ。

「お姉さんぶらせてもらうと、あたしも阿良々木くんみたいに、うんうん悩んだことがあったんだよ。大学生になったばかりの頃。こんなことでいいのかって。こんなあたしでいいのかって。

「いいんだよ、とは言ってくれなかったけれど、代わりにいっくんは、そのお寺の話を教えてくれたんだ──鼠の彫像のお話。

「むかしむかしのお話、昔話。

「とある高名な僧侶が彫った、その年の干支である鼠の像は、見事な出で来き栄ばえで、すぐに国宝級の評価を受けたんだって──今にも動き出しそうな鼠だったんだって。

「今にも動き出しそうな鼠の像って、ね。

「現代で聞くと、怪談みたいだけどね──ん？

「どうしたの？　阿良々木くん。怪談って言葉に反応した？　あはは、怖がりなんだ、阿良々木くんって！　受ける！

「でも、安心して欲しいな！　当時も、阿良々木くんやあたしと、同じ風に考えた人もいたんだと思う──その鼠が逃げ出さないように、檻おりの中に閉じ込めたんだってさ！

「それだけ素晴らしい彫像だったって言うこともできるけれど、檻に閉じ込めることで、芸術を台無しにしたとも言えるよね。

「ルーブル美術館？　だっけ？

「ダヴィンチさんの『モナ・リザ』が飾られているのって。テレビでこないだ見たけれど、ガラスケースでがっちり守られてるんだよね。何回か盗まれたことがあるそうだから当然と言えば当然の処置だけれど、でも、ダヴィンチさんは自分の絵を、ガラス越しに見て欲しいとは思ってなかっただろうなーって思ったり。

「思わなかったり。

「像を彫った高名な僧侶が、それをどう思ったかどう思わなかったかはわからないんだけれど、檻に閉じ込められる形で展示された自分の作品を見て、こんなことを言ったんだって。

「『無駄なことだ』。

「『閉じ込めたところで、拙せっ僧そうが込めた魂までは囚われない』。

「『既にこの像は、拙僧の手からも離れている』。

「『この鼠はもう、節操がない』。

「……うん、ごめん。『節操がない』は巫女子たんの作文。いっくんも言ってないし、拙僧も言っていない。

「ところで、ここまで聞いて、あたしはこの話のオチは、翌日には檻が空っぽになっていて、鼠はどこかに逃げて、いなくなっていたのだった──みたいな感じなんだろうと予想したね。

「鋭く予想したね！

「確かに、最終的にはそうなったんだけれど、でも、『いなくなる』までの過程が結構、予想外だったんだ。

「予想外と言うか、意外過ぎると言うか。

「変化──だよね。

「奇くしくもさっき、阿良々木くんが言っていたけれど、人間って、何もしなくっても歳は取るわけじゃない。高校生も、いつかは大学生になるように。

「一年経てば、干支は変わる。

「翌日──じゃなくて、翌年。

「檻の中の鼠の彫像が──牛の彫像になっていたの」
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　子ね丑うし寅とら卯う辰たつ巳み午うま未ひつじ申さる酉とり戌いぬ亥い。

　干支である。

　確かに、年を跨げば干支は変わる──否応ない。

　もうちょっとスネイクっていう雰囲気だから、来年もくねくね巳年で行っちゃうか、みたいなことにはならない──どうしたって蛇の次は馬になる。

「うん。蛇や馬にもなったんだ。新年を迎えるごとに、檻の中の彫像は、千変万化を繰り返したの！」

「千変万化は言い過ぎだろ」

　と、貴宮が茶々を入れた。

　たぶん、何度も聞いているお決まりの挿話なのだろう、ただでさえ気だるげな彼女が、露骨に退屈そうにしている。

「そうだね。十二回だもんね」

　対照的に、江本は、楽しそうに話をする葵井を見ているのが楽しいという風に、にこにことしていた──なんて言うか、バランスのいいトリオである。

　バランスの悪さで成り立っているような、阿良々木暦と戦場ヶ原ひたぎと老倉育のトリオとは、正反対と言っていい。

「そうだね！　でも、厳密には十二回でもないかな──十一回かな。一周はしていないから。十二回目の新年には、猪いのししから鼠に変身することなく、ふっと消えてなくなっちゃったから！」

「消えて──」

　ああ。言ってたな。

　最終的には、檻から逃げたと。

　囚われない魂──檻に閉じ込められていても、あるいはその場にとどまり、動こうとしなくても、それでも変化は避けられないし、そしてまた、『消滅』なる死も避けられないという暗示なのかもしれない。

　むろん、昔話だと言っていたし、一種の神話（神社じゃなくてお寺だが）みたいなもので、実際の出来事というわけではないのだろうが（『とある高名な僧侶』の実在も怪しい。ぼんやりとしている）、得られる教訓は、確かに多そうだ。

　都市伝説。街談巷説。道聴塗説。

　怪異譚──か。

「檻に囚われていても変わることはできるんだって、あたしは前向きな話だと思ったけどな──むしろ、そんな話をいっくんがしたってのが、驚きだぜ」

　貴宮は肩を竦める。

「わたしはこのお話、怖くて好きなんだよね。新年を迎えるごとに、ころころ姿を変えるっていうのは、決まった自分がないってことじゃない？　それは希望でもあるけれど、絶望でもある気がする」

「わかるわかる！　新年を迎えるたびに、書き初ぞめで違う目標を書いちゃう感じだよね！　『夢はお嫁さんになることです、ただし今年中に』みたいなっ！」

　江本の解釈は、葵井が言っていることとはぜんぜん一致していないようにも思えたけれど、それもまた、解釈は人それぞれと言うことなのだろう──まあ、どちらかと言えば、僕は江本派だ。

　干支というくくりがあるから、なんだか統一感のある、十二年にわたる一連の変化にも思えるけれども、一年間鼠で通した後、翌年いきなり牛になるというのは、わけがわからんキャラ変だと言っていい。

　なんでいきなり巨大化してんだよ。

　それこそ、過程を経ないいきなりである。

　そうかと思えば、三年目には虎になる。

　牛から虎へ──草食動物から肉食動物へ。

　被害者が加害者へと転ずる、残酷な構図のようでもある──檻の外から見る者に世の無常さを感じさせたところで、四年目には可愛いウサちゃんになるわけだ。

　なんだそれ。

　今年ブームのもこもこファー。可愛さに目覚めたのかな。

　その翌年にはドラゴンだ。

　五年目にして架空の生物に手を出してしまった。

　僕の妹のおっきいほうが、中学一年のある時期に、自分は魔王の生まれ変わりだと言い出したことがあったけれど（家族総出で更生させた。その後、『正義の味方』を自称するようになった。いいのか悪いのか）、そんな自意識の肥大を想起させる変身である。

　六年目に蛇になったことに限っては、現実を知って、妄想から目が覚めたと解釈することもできそうだが、しかしそれでは、七年目に馬になったことの説明がつかない──馬？

　馬になりたいって思うことが、生きていてあるか？　どんな理由で馬になりたいって思うんだ？　鼠が？　いや、ここまで転々とすると、最初の正体が鼠であったかどうかも怪しい──イメージ的には、もはや鵺ぬえだ。

　それこそ──節操がない。

　馬から羊（またしてももこもこに目覚めたのかな？　干支が一周する前に、ブームが一周したのかな？）。羊から猿（共通点のなさにおののく）。猿からなぜか鶏を経て犬（犬猿の仲のはずなのに、鶏が仲をトリ持ったのか？　山を降りたくなったのか？）。犬から猪（どうして山に帰った？）。

　こうなると、最終的に檻から逃げたというのは、『自分から逃げた』と解釈するのが、もっとも適当なようにも思える──闇雲に変わればいいってわけでもない。

　自分らしさも大切だ。

　……でも、やっぱりこれも言い訳だよなあ。

　僕は──僕達は高校時代、『自分とは何か』みたいな疑念をあらゆる角度から考えることに終始したけれど、けれど、結論としては誰しも、『自分は自分』以外の答は出せなかったように思う。

　羽川翼──猫。

　戦場ヶ原ひたぎ──蟹かに。

　八九寺真ま宵よい──蝸牛かたつむり。

　神原駿河──猿。

　千石撫子──蛇。

　そして──鬼。

　みんな自分から逃げたようなものだったし、『いったい何と戦っているのか』を突き詰めた答は、『自分と戦っていた』でしかなかった──敵でもなければ、怪異でもなかった。

　僕達に敵なんていなかったし。

　怪異はいつでも、そこにいるだけだった。

　普通に──ごく普通に、ごくごく普通に。

「そう考えると不思議だよねー。干支ってどうやって決まったんだろう。バラバラだもんね。合コンで集まったのかなっ？」

　葵井が、ズレた思考にハマりつつあった。

　察するに、彼女自身はあまり、この挿話から教訓を得ようとはしていないようだった──それくらいのふわっとした捉えかたがもっとも適切なのかもしれないと、思わなくもない。

　無理して変わることもないし、無理して変わらないこともない。

「大学生になったら『自分探し』を始める奴もいるけど、探した結果、見つからないくらいならまだしも、ろくでもない自分と出会っちゃうってこともあるだろうからな。『あたしってこんな奴だったのかよ！』とかな。自分で自分の正体にがっかりすることもあるだろう──いっくんなんて、まさしくそんなタイプなんじゃないのか？」

「いやいやむいみちゃん。いっくんはそんなヒトじゃないよー。あたしを励ますために、こんな話をしてくれたヒトなんだよ？」

　励ますエピソードになっていない気もするぞ……、暗い彼が何を伝えようとしていたかは定かではないが、少なくともそのメッセージは葵井にはいまいち届いていないようだし。

「『変わりたいと思う気持ちは、自殺だよね』」

　と。

　江本がそこで言った。

　否──それは江本の言葉ではなかった。

「そんなことも言っていたかな。いっくんは」

「…………」

　それも──どういう意味なんだろう。

　一次会の席において、僕はほとんど、当の『いっくん』とは言葉を交わさなかったけれど、聞けば聞くほど、ひたすら彼の暗さばかりが伝わってくる。

「それは遠回しに、人間、意図的に変わろうとしても、それじゃあまったく変わったことにならないって言いたいんじゃねーのか？」

「でも、意図的に変わろうとしなければ、変われない部分もあるんじゃないのかな？　習慣ってあるから」

「でもでも、習慣が長く続くと、その意味合いも変わって来るよね！　楽しいスマホゲームが、いつの間にか時間泥棒になっちゃうとか！　だけど居心地がいいんだったら、ずっとそこにいたらいいのにとも、やっぱり思っちゃうよね！」

「居心地がいい場所にいついちゃったら、居心地が悪くなったときに対処できねえって話じゃねーの？」

「そうだよね。いい家に住んでいても、あっさり周囲を高層ビルに取り囲まれて、真っ暗になっちゃうかもしれないものね──完璧なコミュニティは一撃で全滅するから、トラブルに対処するためには、結局、多様性は不可欠なんだよね」

「不満がなくても変わらなきゃいけないのなら、不満があったら、尚更変わらなきゃいけなくなるかな？　『自由形４００メートル、ただし本当に自由ならプールサイドを走るはず』みたいな！」

「どうせ変わるしかないんだから、だったらいいように変わりたいってのはあるだろうな、当然。いい変化はいいけれど、悪い変化は嫌だろう。鼠から牛になるのはいいけれど、竜から蛇になるのは、どうかって話だよな？」

　伝言ゲームどころか、僕をそっちのけで盛り上がり始めてしまった。

　ボールがぜんぜん回って来ない。

　うーん、こうなると思っていた。

　隣の部屋ではこうなっていないことを祈るのみだが……、壁を通じて伝わってくる老倉のメドレーが止まらないのが、やや不安だ。第一、あのふたりは根っこのところじゃ、僕よりもコミュニケーションが不得意だからなあ。

　仲良くする振りが達者なだけだもんな。

　そしてそれも、昔の話だ──戦場ヶ原ひたぎがヴァルハラコンビのリーダーだった頃も老倉育が一年三組の学級委員長だった頃も、昔話でしかないし、こんなことを言うのもなんだけれど、彼女達にとって、その立場はしんどい役目だったはずだ。

　友達がいなくなった『その後』のほうが、よっぽど楽だったはずだ。

　僕がそうだからわかるのだけれど、その『楽』とは、結局、さぼっているから『楽』なのである──ひとりでいることは、楽しくはなかったけれど、苦痛でもなかった。

　友達はいらない。人間強度が下がるから。

　大学生になった今から思えば、あの言葉はやはり、正しくはなかった──ただ、完全に間違ってもいなかった。

　友達を作ると、人生の強度が上がるのだ。

　人生がハードモードになる──そしてハードモードのほうが楽しいのは、当たり前である。

　それこそ、どっちがいいのかだよなあ。

　ある種、人間関係の楽さ──あるいは落差から『降りた』、戦場ヶ原ひたぎと老倉育が、うっかりまただらけそうになってしまって、だけどもう一度立ち上がろうとしているのは、大したものだと思う。

　竜から蛇へ変化したふたりが、再び竜になろうとしているような感じだろうか。

　よくよく振り返ってみれば、北白蛇神社を知る者として、単純に竜が蛇の上位互換だとは言えないけれど、まあ、変わればいいってものじゃないのも本当だ。

『変わったね』という言葉は、やはり前向きに言われたい。

『お前、変わっちまったな！』と、吐き捨てるように言われるのは辛つらいし、それを言うなら、『変わらないね』という言葉だって、ポジティブな意味で言われることがあるわけで……。

「でも、『いい』と『悪い』って価値判断だって、ずっと同じじゃないでしょう？　わたしは小学生の頃、『覇は気きのない子』って言われていたけれど、中学生になったら『おしとやか』って言われるようになったよ──わたし自身は何も変わっていないのに」

「他の誰がなんて言おうと、いいものはいい、悪いものは悪いって言えれば、それに越したことはないんだろうけどね。巫女子たんは、昔は変な名前だなって言われてたけど、最近だと、逆にアリみたいな感じになってきたよ？」

　別に信念を貫いているわけじゃなくっても、評価が割れることはある。

　いや、それは結局のところ、変化とは関係のないことかもしれない──どんなミリオンセラーであっても、嫌いな人は嫌いだ……、万人受けを目指したところで、『万人受けした』という理由で別の万人から批判されて、とんとんだ。

　賛否両論、両論併記。

　忍野メメの言うところのバランス感覚。

　あいつくらい徹底していなければ、中立を維持しようとしても、結果的にはどちらかの味方をすることになりかねない──問題は、その評価がころころ変遷することだ。

　万物流転──否、輪りん廻ね転てん生しょうか。

　十二の獣の姿を転々とするのは、節操のない変化と言うよりも、生まれ変わりを暗示しているのかもしれない──でも、誰かが決めたはずなんだよなあ、干支にしたって、星座にしたって。

　作り話だとしても……、問題はそこか。

　変わること自体は避けられないし、ならば自ら変わる努力も必要だろう──その意味で、この交流は、有益なものである。若干僕が割を食ってしまっているけれど、提案自体は間違っていなかった。

　現状を維持したいと思う、不死身の吸血鬼を想起させる恒常性が人間の本能だとしても、現実逃避や自己否定もまた、人間の本能である──そうでないとここまで進化はできなかったし、どこかで種として絶滅していただろう。

　問題は。

　変わったのではなく、変えられた場合──だ。

　自ら変わったのではなく、誰かの意図で変えられた場合──あるときは鼠に、あるときは牛に、あるときは虎に、あるときは兎うさぎに。

　辰巳午未申酉戌亥に。

　ころころと変えられていたのだとすれば。

　それは、たとえいい変化だろうと悪い変化だろうと、避けられない変化だろうと不可避の変化だろうと──いわゆる『自分らしさ』とは相反するのではないだろうか。

　節操がないのではなく──自分のない変化。

　自分にとっていい変化ではなく──誰かにとって都合のいい変化。

「ん？　どうしたの？　阿良々木くん？」

　僕が黙りこくってしまったのを受けて、葵井がちょっと心配そうに、そう訊いてきた──そう訊かれても、答えかねる。

　心配なのはこっちだった。

　先程、『暗い彼が何を伝えようとしていたかは定かではないが』と思ったものだけれど、もしも、大学に入って、己の変化と無変化について思い悩む葵井に対して、そういう意図で、くだんの変化する彫刻の話をしたのであれば──今、隣の部屋で、僕の愛するひたそだコンビとカラオケに興じている『いっくん』は、暗いどころの話ではなくなってくる。

　闇だ。

　僕達の世界観で言うところの、忍野扇に等しい──言うべきか？

　この女子大生三人組に、僕はここで、警告を発するべきなのだろうか──一瞬だけそう思ったが、けれどそれは本当に一瞬で、僕は沈黙を選ぶことにした。

　それこそ、外部からの余計な変化だ。

　彼女達は、そんなことは承知の上で、彼の存在を『変化』として受け入れたのだろう──僕がそれを変えるべきではないし、また、変えることもできないのだろう。

　僕にできることと言えば、変えることではなく、帰ることくらいだ。勇気をふるっておこなった交流を切り上げて、隣の部屋で歌う狭いコミュニティの連れを、連れ帰ることくらいである。

　土台。

　こんな絵空事めいた交流の場だって、実際にあった話かどうか、実際に遭った話どうか、さっぱりわからないのだから。
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　後日談と言うか、今回のオチ。

　この定型句から、十年以上にわたって続けてきたいつも通りの通例ならば、事件のその後の顚末を描く段取りになっているのだけれど、やはり今回は例外である──三人の女子大生とは普通に別れて、その後、普通に会っていない。そもそも事件が起こっていない。わかっちゃいたけれど、どうやら僕は彼女達にあんまりいい印象を与えることはできなかったようである──途中からほとんど黙りこくってしまったのだから、さもありなんだ。

　僕に比べれば、女子ふたりのほうは結構盛り上がったみたいだけれど、しかし彼女達も、その後、あちらのコミュニティと接点を持つということはなかったようである。

　なんでも、連絡が取れなくなったとか。

　絶対にこちらの閉鎖的なコミュニティにこそ原因がある気もするけれど、ひょっとすると向こうで何かあったのかもしれない──あるいはなかったのかもしれない。

　しかしまあ、オチはおろか後日談もないとなると、いくらなんでも決まりが悪い──なので、『いっくん』が悩める友人に語ったという昔話を、僕が恣意的に読み解くことで、それらに換えよう。

　変えられなくとも、換えることはできる。そういうことだ。

　檻に閉じ込められた彫像が、新年を迎えるごとに姿を変えると聞いてまず思いつくのは、こっそりと檻の中身をすり替えることだろうけれど、しかし檻は、それを防ぐための檻である──言うならば状況は、一種の密室を形成しているわけだ。

　それに、彫像をすり替えると言っても、そこには出来栄えの問題が付随する──少なくとも同程度の芸術点を上げる彫像でなければ、誰もそれを『変身した』とは思うまい。

　つまり、彫像は同じ作者の手による彫像でなければならないと仮定できるが、だが、檻を作ったのはその『高名な僧侶』とは別人だと想定できるのだから、当然、僧侶は密室を開ける鍵を持たない。

　すり替え工作は不可能。文字通りの八方ふさがりだ──否。

　物事はそう単純ではない──もっと単純だ。

　八方ふさがりなどではない、この密室はがら空きである。

　なにせ檻だ。

　封じられているのが動物の彫像だから、檻というのはなんとなくしっくりくるようにも思えるけれど、彫像に対して檻なんて、そもそも無意味なおこないなのだ──どちらかと言えば、彫像の出来栄えが良過ぎるために寺が採用した、体ていのいい盗難防止策を取ったと見たほうが、正確なようにも思える。

『モナリザ』のガラスケースと同じだ──だけど、ガラスケースとの違いは、檻には隙間があるということだ。

　彫像は通らない──けれど、人の手なら通るかもしれない。

　人の手が通れば何ができる？

　すり替え工作は無理だ。彫像は通らない。

　だけど──檻ごしにでも、別の工作ならできるのでは？

　……これもレトリックに騙された形だけれど、最初の最初に、『鼠』から『牛』に変身したと聞いたせいで、変な先入観が生まれてしまった。無意識のうちに『彫像は大きくなったんだ』と思い込んだ。

　彫像は『巨大化』したのだと、僕は勝手に考えた──だけど、あくまで彫刻作品である。

　そのサイズが現実に即している必要はない。

　ビルのように巨大な鼠だって、作れるものなら作ってしまって構わないし、逆に米粒のような牛だって、彫れるものなら彫ってしまって構わない──と言うのは、あくまで極端な物言いだけれど、事実として、彫像としてなら鼠が牛よりも大きくても何の問題もないのだ。

　自分は像を彫っているのではない、岩の中にある像を彫り出しているのだ──と、先哲はのたまったそうだけれど、それに則って言うならば、僧侶は『鼠』の中にいる『牛』を、彫り出したのだ。

　続いて『牛』の中にいる『虎』を。

　続いて『虎』の中にいる『兎』を。

『兎』の中にいる『竜』を。『竜』の中にいる『蛇』を。『蛇』の中にいる『馬』を。『馬』の中にいる『羊』を。『羊』の中にいる『猿』を、『猿』の中にいる『鶏』を。『鶏』の中にいる『犬』を。『犬』の中にいる『猪』を──彫り出したのだ。

　年を経るごとに。

　年が改まるたびに。

　歳を取るごとに──ならば干支が一周しなかった理由にも、合理的な説明がつく。簡単だ、それ以上彫ることのできない最小のサイズになったのだ──もう彫ることのできない、そしてもう彫る必要のないサイズ。

　檻の隙間をするりと通るサイズ。

　檻の中から抜き取れるサイズ──檻から自由になれるサイズ。

　言うならば、マトリョーシカ人形の彫像バージョンだけれど、しかし、こんなのは机上の空論にもなっていない──推理としては成立するかもしれないけれど、まったく現実的ではない。

　彫像のサイズがみるみる縮んでいけば、二年目や三年目くらいならばまだしも、五年目くらいで絶対誰かが真相に気付く──十二年目に猪の彫像になるまで、秘密を維持できるはずがない。

　だからこれは確実にフィクションだ。

　昔話ではなく、作り話──いや、作文とさえ言えない。

　物語になっていない。




　こういうのをして──戯言というのだ。




　……『いっくん』はいったい、何を言わんとしたのだろう。

　変わりたいと願いつつも変わることを恐れる友人に、何を伝えたくって、こんな話をしたのだろう──千変万化、自由自在に節操なく変化しているように見える者も、結局のところは誰かの手によって、誰かの意図によって、変えられているだけだと、そう言いたかったのだろうか。

　変わっていくのではなく、変えられていくだけなのだと。

　節操なくもなかったし。

　拙僧の手を離れて──などいなかった。

　むしろ拙僧の、思うがままだった。

　自由になったように思えても、檻から脱出したように思えても、それは他の誰かの手によるもので──自由はあっても自由意思なんてないと、そう言いたかったのだろうか。

　あるいは、こう言いたかったのかもしれない。

　変わることは、身を削ることだと。

　変われば変わるほど規模は小さくなっていって、変われば変わるほど自分は自分を失っていく──最後には、ビッグマウスとも言うべき鼠とは比べ物にならないほどの極小の猪武者になって、あえなく手のひらの上で握り潰されるだけと、そう言いたかったのだろうか。

　変わりたいと思う気持ちは、自殺。

　江本にそう言ったように、葵井にもそう言いたかったのだろうか。

　いや──違うな。

　彼は別に何かを伝えたかったわけではないし、何かを言いたかったわけでもないのだろう──彼自身が身も心も擦り切れるまで自己を削り切ったからこそ口にできる戯言であり、だから今の彼は、いないも同然なのだから。

　不死身でもないのに身を削り。がりがり削り。

　変わったのではなく、いなくなった少年。

　そうして生まれた戯言遣いなのだろう──そうして死んだ戯言遣いなのだろう、彼は。

　……そう言えば、僕と『いっくん』は、ほとんど言葉を交わさなかったけれど、しかし今にして思うと一言だけ、彼は、印象的な発言をしていた。どういうわけか記憶がとことん曖昧で、はっきりとは憶えていないのだけれど、僕にと言うより、あれはきっと、僕達三人に向けての言葉だったのだと思う。

　現状を変えたくて、あのような交流の席に参加した僕達三人に向けて、『いっくん』は『変わりたいと思う気持ちは、自殺だよね』とは言わなかった──それもまた思ったことをただ言っただけという風に、あるいはまた思ってもいないことをただ言っただけという風に、「ふうん」と頷いたあとに、真綿で首を絞めるような、こんな感想を呟いたのだった。

「変わりたいだなんて、変わってるね」

　戯言だけどね。
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　空そら々から空くうは地球撲滅軍に属する空くう挺てい部隊の隊長である。弱冠十四歳にしてその肩書、変哲のない大学一年生の十九歳としては、劣等感を刺激されざるを得ない。ただ隊長だと言うだけではなく、彼は全人類を救う英雄だと言うのだから、まったくもってとんでもない。僕なんて、手足を切断された死にかけの吸血鬼をたったひとり、救うのがやっとだったと言うのに。

　ただし、そんな経歴や功績を度外視し、単純な性格だけに着目すれば、そんな英雄とも、通じるものがあるようにも思う。

　感情のない少年。

　何事にも感動しない少年。

　常にクールで、何事にも決して熱くなることなく、どんな苦境、どんな逆境においても、まるで感じず、まるで動じず、いつでも機械のように冷静な判断ができる少年。

　いやはや、まるで鏡を見ているかのようじゃないか──なんてことだ、そのキャラクター設定、もはや阿良々木暦そのものと言っても過言ではなかろう。それが僕でなければ誰だ？　空々空なのか。まったく、そこまでキャラがかぶって大丈夫なのだろうかと、困惑を隠しきれない。

　ご存知の通り、僕も若い頃は、さんざん、血が通っていない男と言われたものだ──『友達はいらない、人間強度が下がるから』と、ことあるごとに呟いていた、あの頃の自分を思い出す。

　詳説を聞けば、酒し々す井いかんづめというあどけない幼女と行動を共にしていたり、率いる部隊の隊員は一癖も二癖もある女子ばかりだったりと、その他にも、彼と僕との間には、見逃せない共通点が決して少なくはない。

　なので、案外、会ってしまえば、世代差を越えて、馬が合うんじゃないかという淡い期待があった。

　淡い期待が──甘い期待が。

　そんな期待がある時点で彼と僕とは全然違うし、もちろん、そんな期待は、木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕かれることになる。なぜって？　それは先述の通り、彼が英雄であり、僕がそうでないからだ。いかにキャラがかぶっていようと、劣等感ならぬ親近感を一方的に抱こうと、その差は埋められっこない。

　埋められるとすれば、それは、刃でバラバラに切り刻まれた、僕の死体くらいのものである。
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　かつて吸血鬼と化した際の後遺症が、いくつか僕の身体には残っていて、その代表的なひとつが、視力の向上である──ちゃんと測ったことはないけれど、たぶん数値にして３・０か、ひょっとしたら５・０くらいあるんじゃないだろうか？

　まあ、いつぞやの瞳島眉美くんとまではいかないにしても、夜目も利くし、動体視力も高い。あくまで後遺症であり、常に後悔と共にある、拭い切れない副産物なので、間違ってもそれを自慢に思ったことはないのだけれど、しかしそれでも、無意識にアテにしてしまっていた側面はあったのだろう──あの春休みから一年以上を経て、いつの間にか『当たり前』になっていた『それ』が、いざ役に立たないとなった窮地に、僕はすっかり浮き足だってしまっていた。

　不可視の敵に──不可視の英雄に。

　おたおた動揺してしまっていた。

「正直、驚いています──阿良々木暦さん。どうやって避けているんですか？　この、見えない剣──『虐ぎゃく待たい太た郎ろう』を」

　そんな僕を、フォローするような声が聞こえた──ただし、声はすれども姿は見えず。今、僕がいるのは──追い込まれたのは、と言うべきか──曲直瀬大学の、夜中の大教室なのだけれど、しかし三百人近くの学生が受講できるこの空間には、自分以外、誰もいるようには見えない。いるようには、見えない。

『虐待太郎』──見えない剣、どころか。

　僕には、僕を追い詰める刺客の姿さえ見えないのである。

『グロテスク』──と、確か、言ったか。

　混乱に拍車のかかる頭で、僕は再確認する──目視できないスーツを、彼、空々空は身にまとっているのだ。

　吸血鬼の視力でも見えない戦闘服を着用し、同じく吸血鬼の視力でも見えない兵器を携えた英雄に、今、僕は追い詰められている。

「いや、本当に感心しています。任務じゃなかったら殺さないところです」

　任務だから殺すと宣言されたようなものである──くそう、なんでこんなことに。

　こうなると、他の学生を巻き込まずに済んでいることが、せめてもの救いか──何が『感心』だ、この情け容赦のない追い込みかたに、心があるとは思えない。

　フォローもまるで響かない。

「──くっ！」

　案の定、舌の根も乾かぬうちに、英雄は僕を斬りつけてきた──『虐待太郎』で、おそらくは横よこ薙なぎに、僕の首を狙ってきた。

　文字通りの首の皮一枚で、僕はそれをかわす──完全に避けきるのではなく、わざとかすらせる、適度に出血するために。

　刃に毒が塗られていないことを祈りつつ……、ヒーローに返り血を浴びせ、そして床を転がって距離を取る。受け身なんて格好いいものじゃない、ただごろごろと、もんどりうっただけだ。

　起き上がって、すかさず周囲を見渡すも……、駄目か。

　透明人間に血を浴びせて、それを蛍光塗料のごとく、目印にしようという腹づもりだったのだが……、見えない英雄は、見えないままである。

　仮に空々くんの、成長中であろう十四歳の身体に返り血を浴びせるのに失敗したとしても、刃は確実に血塗られたはずなのに……。

「すみません。その作戦は失敗です」

　ひょっとしたら親切でそう教えてくれたのかもしれないけれど、空々くんはわざわざ、言うまでもない現実を明言してくる。

「僕の姿が見えない仕組みは、僕にもよくわかっていませんけれど……、少なくとも、背景に合わせて色を変えている、カメレオン方式ではないんです。行き過ぎた最新科学は、僕の身に作用しているのではなく、あなたの目、視力、眼球、視神経、そして意識に作用している……、僕が見えないのではなく、あなたが見ようとしていないだけなんです、阿良々木暦さん」

　いえ、と空々くんは続けた。

「……『地ち球きゅう陣じん』さん。あなたがたの擬態術と同じ理論を、地球撲滅軍が誇る天才じゃないマッドサイエンティスト、左ひだり右う左さ危ぎ博士が再現したに過ぎません」
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　悪しき地球と戦う組織、地球撲滅軍のことは、不本意ながら知っていた……、以前、『ジャイアントインパクト』という魔法少女から聞いていた。

　人の命を弄もてあそぶ、思い出すだけでも怖気の走る、とんでもない魔法少女だった……、そんな彼女とあれやこれやと、生き返ったり生き返らせたりしたわけだが、そんな中で聞いた話に、地球撲滅軍の噂も、『地球陣』の噂も含まれていた。

　知っただけで始末されかねない極秘情報を、お前は何をぺらぺら教えてくれてるんだと、当時は憤慨したものだったが──

「『地球陣』はですね、人類の振りをして社会に紛れ込み、内側から文明を滅ぼそうとする怪人なのですよ、あなたのお粗末な理解力でもわかるように言いますと」

　不死の魔法少女はそう説明した、僕のお粗末な理解力でもわかるように──そのときは、まあとは言え僕には関係のない世界軸の設定であると、適当に聞き流した。正直に言わせてもらえれば、あの魔法少女の言うことの、九割は聞き流した──そうでないと、苛々して死んでしまいそうだったから。

　ちゃんと聞いておくべきだった。

　まさか僕が、その『地球陣』と目され、空挺部隊の隊長なんて、組織の幹部クラスから、命を脅かされることになるなんて──

「地濃さんから聞いたんですよ。人間だけど、いまいち人間っぽくない人間と会ったって──ひょっとしたら、あの人は『地球陣』かもしれないって」

　空々くんがそう説明してくれた。

　果たしてどういう経緯があったのか、四国の魔法少女だった『ジャイアントインパクト』──本名（？）地濃鑿は、現在、空挺部隊の隊員に収まっているらしい。

　って言うか、おい。

　チクりかたがすげえ。

　共に苦難を乗り越えた、一時的にとは言えパートナー関係を築いたはずの僕を、あっさり新しい上司に売ってやがる……、色気のない不ふ二じ子こちゃんか、あの子は。

　誰が『地球陣』だ。

　と、強く反論もできないのが辛いところだ……、単に、人類に擬態した悪しき地球からの先兵は、おおむね自覚のない工作員だから、という理由ではなく。

　むしろ自覚はありまくりで、僕こと阿良々木暦は、確かに、『人間だけど、いまいち人間っぽくない人間』だからである──元吸血鬼。

　怪人ではないが、怪異ではある。

「疑わしきは罰するが、地球撲滅軍のルールです。もし間違っていたら申しわけありませんが、うちはそういう方針でやらせてもらっていますので」

　淡々とした声ですげー怖いことを言っている空々くんだけれど、やはり、あながち間違っているとも言えない……。

　パラレルワールドでの出来事とは言え、僕は一度、人類を滅ぼしたことがあるからな……、とても自分のことを、人類に資する存在であると、胸を張ることはできない。頭を垂れこそすれ……。

　もっとも、だからと言って、粛々と退治されてあげるわけにもいかない。

　我が身の可愛さももちろんあるけれど、それが前例になってしまうのはまずい。なにせ、この町には僕以外にも、『人間だけど、いまいち人間っぽくない人間』が多過ぎる。

　僕の知り合いの大半はそんな奴だと言ってしまって差し支えない……、英雄少年の仕事を、無闇に増やすのは忍びないというものである。

　なのでここは、全身全霊、逃れねば。

　この状況さえ脱してしまえば光明はある──目には目、歯には歯、秘密組織には秘密組織。

　我らが『なんでも知っているおねーさん』こと、専門家の元締め、臥煙伊い豆ず湖こさんと間接的にでもコンタクトが取れれば、僕は、僕にかけられたあらぬ疑いを払拭することができるだろう……、僕の身を守るためにも、そして身内を守るためにも、なんとかして生き残らねば。

　とりあえず、わざと斬られて返り血を浴びせる『蛍光塗料プラン』は失敗。リスクを冒した割に、結果の伴わないプランだった……、しくじった作戦から、それでもなんとか成果を拾い上げられないものだろうかと頭をひねって、『浴びせた血の臭いで相手の位置を特定する』というアイディアも閃いたものの、これは机上の空論もいいところだった。

　視力に頼れないなら嗅覚に頼るというのがその空論の肝だったけれど、残念ながら浴びせた血と寸分狂わず同じ鉄の匂いが、『虐待太郎』で斬りつけられた僕の首元からぷんぷん漂っているのである。

　混ざってしまって、区別などつけられるはずもない──ついでに言えば、『蛍光塗料プラン』と並行して進めようと勘案していた、『出血で教室の床中に、水たまりならぬ血だまりを作り、踏み込みの際に生じる波紋で相手の足運びを捉える』という作戦は、実行するまでもなく却下した。

　身体や刃に付着した血液とは違って、その場合は、水面（血面）のほうに起こる乱れは確かに視認できるだろうけれど、吸血鬼時代ならばともかく、元吸血鬼でしかない現在においてその案を実行すれば、僕は英雄に退治されるまでもなく、出血多量で死んでしまう。

　そうでなくとも、床ではなく、机の上を歩かれたらアウトだ──なので、ここまでぎりぎり切り抜けて（切られ抜けて？）きた通り、『音』を頼りにするしかない。

　空々くんもそれがわかっているからこそ、

「本当にすごいと尊敬しますよ、阿良々木さんのことは。まさに、男の中の男ですね」

　などと、無駄に喋ることで、喋り続けることで、自分の足音を隠しているのである──それにしても、内容はなんでもいいにしたって、返す返すも重ね重ね、この子はなんて響かない台詞を言うのだろう。

　心がこもっていないにもほどがある。

　うちの死体人形のほうがまだ感情的だ。

　まあ、音声で足音が相殺されることで、動作の察知が難しくなるのと引き替えに、雑音となるその音声で、空々くんの位置情報がある程度把握できるからこそ、僕は今のところ、こうして生き残っているという言いかたもできる──こちらもいきなり襲われて度肝を抜かれているけれど、あちらも決して、準備万端で抜かりなく、僕を退治しに来たわけじゃあない。

　突発的な任務なのか、それとも何かのついでなのか、政治的な事情でもあるのか──たぶん、地球撲滅軍は、そういう組織なのだろう。

　げに恐ろしきは大人の事情である。

　大人の事情に少年（兵）が巻き込まれている形と考えれば、空々くんには（地濃ちゃんにも）情状酌量の余地はあるけれど、しかし、やはり、だからと言っておとなしく殺されてあげるわけにもいかない──さてはて、どうしたものか。

　この状況で一番怖いのは、闇雲に『虐待太郎』を振り回しながら、特攻をかけられることである──そんなノイズだらけのモーションを繰り出されては、音で動作を判別するなんてナイーブな『聞き分け』は、およそ不可能になるからだ。

　ただ、僕には空々くんがそれをしないこともわかっている……、強いて言うなら、それが唯一観察できる、『グロテスク』と『虐待太郎』、見えない英雄の弱点だからだ。

　つまり。

　本人にも見えていない。

　その勇姿も、その太刀筋も……、出で鱈たら目めに剣を振るったりすれば、自分自身を斬りつけてしまう可能性を否めないのだ。

　目視されないからと言って、『虐待太郎』は、むしろ慎重に振るわなければ、字義以上の諸刃の剣になりかねない──全身スーツの『グロテスク』にしたって、決して防御力が高い鎧よろいではないのだろう。その精密な機能から考えて、逆に、デリケートで衝撃に弱いくらいなんじゃないだろうか？

　そうでなくとも、空々くんも、取っ組み合いは回避したいはずだ……、見えようが見えまいが、つかんでさえしまえば、もう関係なくなる。

　それゆえの、距離を保った均衡状態と言うわけだが……、ずるずると、このシチュエーションを長く続けるわけにもいかないだろう。

　地濃ちゃんがかつて属していた絶対平和リーグは、人類を守るという目的を達成するためには、町ひとつ犠牲にすることを躊躇ためらわないような危険組織だったそうだ──地球撲滅軍が、それとは違う穏健派だと考えるに足る根拠は、今のところどこにも見当たらない。

　均衡を崩し、疑いを晴らす。

　吸血鬼になってしまったがゆえに退治されそうになったあの春休みのことを思い出せば、失笑を禁じ得ない事態ではある──今はなんと、僕は『地球陣』ではなく元吸血鬼であるだけなのだと主張せねばならないのだから。

　ちょっとなかった椿ちん事じである。

「ままならないものですよね、阿良々木さん」

　内容のない、心のこもらない雑談──雑音を、空々くんは続ける。一ヵ所にとどまってはいない、僕も彼も、教室内を細かく移動しながら。

「ままならない？　何が」

「あなたは、その卓抜した視力に頼っていたから、僕の姿を見失ったことに、必要以上に混乱している──しかし、相対する僕にしたって、こんな最新科学の産物を身にまとっていなければ、もっと直接的な手段で、あなたを攻撃することができるでしょう。戦闘技術が高度化したために、逆に僕は今、暴力に訴えられずにいる」

　……強国同士があまりに軍事力を持ち過ぎてしまったため、逆に戦争ができなくなった、みたいなテーマか？

　雑談でするには重い。結局のところ、平和を実現したのが開発された武器だった、なんて──話題の選びかたも滅茶苦茶だな、この少年。

　ただ、掛け合いにおいては僕にこそ、一日の長があると主張したい。無機質で無感情なこの英雄を爆笑させてやることができれば、きっとそれが僕の勝利だ。

　重い話題を、なんとか笑いに転化しよう。

「わかるよ、その気持ち。合理的無知っていうのかな。僕もたまに思うことがある。もしも恋を知らなければ、こんな苦しみを知ることも、またなかっただろうって」

「…………」

　おや。無反応だ。

　刺さっている様子がない。

「きみの考えていることはよくわかるよ。僕も昔はそうだった。『友達はいらない、人間強度が下がるから』とうそぶいていた頃を、思い出さずにはいられないよ」

「いや、友達は必要でしょう。友達がいなかったら困りますよ」

　ぜんぜん共感してくれねえ。

　ここは噓でもいいから頷けよ。

　空々くんの言葉が僕に響かない以上に、僕の言葉が空々くんに響いていない……、ただし、友達が『欲しい』とかではなく、『必要』と表現しているあたり、この少年の本物っぷりが窺える──当時の僕の偽物ぶりを痛感する。

　その気持ちをいったん脇に置き、僕は少年に対して、「わかるよ、まったくその通りだね。まさしく僕もそう言おうと思ったんだ」と、理解を示した。歩み寄りはこちらから──

「おかしなものだね。もしも違う形で出会っていれば──ひいっ！」

　ひいっ、とか言ってしまった。

　口上の途中で斬りつけてくるなんて、なんて卑劣な英雄だと憤怒の気持ちにかられたが、よく考えてみればあちらは端からそういう作戦なのだった──ノイズで僕の集中力を搔かき乱し、足音から気を逸らさせる。

　まんまとじゃないか。

　このレーティングされるべき残虐性。

　違う形で出会っていれば、違う形で殺されていたに違いない。

　かろうじて避けたけれど、僕の背後で机が真っ二つになった──すさまじい切れ味だ。運が良ければと思って、僕はその辺りに蹴りを繰り出したけれど、当然ながら、空振りだった。敵は既に移動を終えている。

　心はなくとも、残心は心得ている。

「剣を持つことで、剣を使う以外の選択肢を失う──だからと言って、剣を捨てられませんよね。科学に限りません、魔法だって、相当追い詰められないと、捨てられない。破滅することが明白であっても、人間が、一度上げた生活レベルを落とせないように」

　人類を守る英雄の割に、保護対象の人類に対して、手厳しいことを言う──まだその位置にいるかどうかは定かではないにしても、そんな声がした方向を向いて、

「捨てたら、案外、楽になれるかもしれないぜ」

　と、僕。

　均衡を維持するためのはったりじゃない──僕の話でもない。実例として、僕はそういう人間を知っているというだけのことだ。

「きみと同い年の、中学生だ。きみと同じく、今は学校には通っていないそうだけれど……、その子は、神様の座を、誰に追い詰められたわけでも、状況に強要されたわけでもなく、自ら降りた」

　捨てられるんだよ、力は。

　夢や希望のためなら。

　僕は言った──だから今すぐ武装放棄してお帰りくださいとまでは言わなかったが、これだけ心を込めて、ありったけ込めて話したのだ、きっと伝わったに違いない。

　そう確信したけれど、甘かった。

　心ない少年は、そもそも、僕の説話を聞いていたかどうかも怪しい……、さりとて、先ほどのように、不躾に斬りつけてきたりもしなかった。

　どころか、逆に、ターゲットである僕から離れて、大教室の講壇付近へと、抜き足差し足忍び足で、移動したらしかった──より正確には、その講壇付近に設置された、音響設備のそばに。

　どうしてそれがわかったかと言えば、

『じゃん！！！！』

　と、室内の四方に配置されているスピーカーより、そんな割れるような大音声が、鳴り響いたからだ。僕の言葉も空々くんの言葉も響かなかった、この教室中に、響いた。音は──音楽は、それでおしまいではなく、まるでインディーズバンドのサプライズライブでも開催されたかのごとく、継続する。

　ああ、と思う。

　最初からこれが目的だったのか──このサプライズを目的に、空々くんは僕を、この大教室へと追い込んだのか。

　僕は、袋小路にならないよう、広めの教室に逃げたつもりだったけれど、しかし英雄少年にしてみれば、音響施設のある大教室は望むところだったのである。

　これで無駄に、中身も心もない雑談をするまでもなく、彼はその姿のみならず、足音さえも消すことができるのだから──スピーカーを利用したノイズならば、口話と違って、それでターゲットに、位置情報を取得されることもない。

　しばらく沈黙していたのは、僕の言葉に聞き入っていたのではまったくなく、おおかた、スーツの内ポケットにでも収納していたスマートな通信機器を、大学教室の、時代がかった仰々しい音響設備に接続するのに手間取っていたのだろう……、クールな少年にしては、音楽の趣味は意外とロックだが、通信機器が音楽再生機器を兼ねるのは、最新科学でも同じらしい。

「やば──」

　い、なんてものじゃない。

　通例ならば、僕の名調子に心打たれた対談相手と、ここから和解するという流れなのに、恐ろしく空気の読めない英雄だ。

　空々空なんて名前で空気を読まずに、いったい何を読むというのだ？　心のない少年の心を打つのは不可能なのか──実在しないハーレムを組織する者同士、意気投合できると思っていたのに！

　フェアに言うなら、僕の名調子に心打たれたキャラクターなんて、これまでひとりもいなかったので、この件をもって空々くんの心なさを非難するのはいくらか正当性に欠けるかもしれなかったけれど、誤解を招く表現があったことを深くお詫びしている時間はない。

　均衡は崩れた。崩された。

　ならば行動を起こさねば──もう彼の足音を把握することはできないけれど、少なくとも音響装置を作動させた以上、そのとき英雄少年は間違いなく、そこにいたはずである。

　講壇付近。

　距離を詰められる前に、駆け出さねばならない──音楽に支配されたこの大教室から逃げねばならない。

　響くロック調をＢＧＭに、まるでミュージカル映画のクライマックスのごとく、僕は出入り口に向けて駆け出した──空々くんは体育会系のようだが、最新科学をぎゅうぎゅうに詰め合わせて縫製された軍服『グロテスク』が、素早い動作に適しているとは思えない。

　短距離走なら分があるはずだ。

　最近はバトル展開らしいバトル展開もなく、運動不足気味だった両足に鞭むち打って、机と机の間のスロープを疾走し、蹴破るように扉を開けて、僕は前傾姿勢でくぐり抜け──




「はい、ビンゴ。空々の作戦通り」




　──ようとしたとき。

　そんな棘のある花のように瀟洒な声と共に、僕の首に、見えない刃が、目にも止まらぬスピードで、みるみる振り下ろされた。
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　後日談と言うか、今回のオチ。

　要するに空々くんは、ひとりじゃなかった──『見えない軍服』を着用し、『見えない凶器』を振るう英雄は、彼ひとりではなく、彼の他に、もうひとりいた。

　大教室の扉のところで、地獄の門番ケルベロスのごとく、音も立てずに待ち構えていた。もうひとりの英雄──ヒーローと対を為す、ダークヒーローと言うべきか。

　考えてみれば、そんな使い勝手のいい軍用兵器を量産しない理由なんて、倫理以外にあるわけがない──そして空々くんが属する地球撲滅軍は、その倫理とやらとは、おおよそ無縁の組織である。

　人間は一度知った生活レベルを落とせないよう、一度知った戦闘レベルも落とせない──業でもあり、宿命でもある。

　ただまあ、透明人間の『二人がかり』だというその切り札を、あんなぎりぎりまで隠し通していた空々くんの作戦立案は、やはり尋常じゃないと言うしかない。

　友達は必要でしょう。

　友達がいなかったら困りますよ。

　か──地濃さんでないことは確かだけれど……、阿良々木ハーレムならぬ空々ハーレムのメンバー、もとい、空挺部隊の隊員なのか、生じた均衡状態にも助太刀に入ることなく、刃を携え、配置されたポイントで黙々と、来たるべき瞬間を待ち構えていたダークヒーローにも、賞賛の言葉を贈らないわけにはいかないにせよ。

　そんなわけで、僕は首を斬られた。

　に違いあるまい、もしも僕が彼らの言うところの『地球陣』だったならば──いつもならば『皮肉なことに』というべき局面だが、今回ばかりは、実に正当なことに、元吸血鬼だったからこそ、命からがら、僕は九死に一生を得たのだった。

　どういうことか説明すると……。

　閉鎖空間に追い込み、それまでは、あえて無駄話という、位置情報は割れてしまう不完全な方法でしか隠していなかった（ことで、もうひとりの刺客の存在を隠していた）足音を、大音量で完全にかき消すことで、不可視の剣を完全に見失わせ、人事不省に陥ったターゲットが閉鎖空間からほうほうの体で逃れようとしたところを、出口で待ち伏せさせていた第二の刺客が一刀両断──という、追い込み漁ならぬ追い出し漁が、空々くんのプランの真の骨子だったわけだが、憎たらしいほど血の通わないその怪人退治の計画に、唯一瑕疵があるとするなら、生憎僕が、出口で待ち構える第二の刺客の存在を、あらかじめ知覚していたという点だ。

　最初からお見通しだった、とは言うまい。

　事実、見えてはいなかった──『グロテスク』と『虐待太郎』は、最初から最後まで、とことん不可視のままだった。

　ただし、音響装置が作動させられ、教室中に大音量が響き渡ったそのとき、まさにそのとき、僕はそこに剣を携え静かに立つ、第二の刺客に気付いたのだ。

　腰の辺りの骨格から、それが女の子であることもわかった──じゃあやっぱり見えたんじゃないかと、責めることなかれ。

　しつこいようだが、見えてはいない。

　もうひとりに関しては返り血を浴びせてもいないので、匂いで判別することも難しい──それでも知覚できたのは、生じたピンチで、突如スーパーパワーに目覚めたからではない。

　目覚めるまでもなく、元から持っていた、吸血鬼のパワーだ──見えたのではなく、香ったのでもなく、聞こえたのだ。

　基本的には、やったことは、足音で動きを把握したり、お喋りで位置を把握したりするのと、さほど変わらない。

　大音量で、確かに足音はかき消された──だけどその策略で同時に浮かび上がった、空々くんのみならず、もうひとりの姿まで。

　これは吸血鬼と縁深い、蝙蝠の生態である。超音波を発し、周囲の地形を把握するという──何のことはない、閉鎖空間において、四方のスピーカーから発せられる音の反射・反響具合で、僕は大教室内の凹凸を把握しただけである。

　言葉は響かなくとも音は響いた。

　そして──反響した。

　視力を封じられたからこそできた反響測位ではあったが、同時に、『やばい』と思ったのも本当なのだ──なにせ、ひとりだと思っていた敵がふたりいたのだから。

　合理的無知。

　知らなければ平穏な気持ちでいられたのに、己が窮きゅう鼠そであることを知ってしまったから、僕はしどろもどろに狼狽した──他にも一億は策を用意していたのだが、こうなると、蝙蝠にできることはひとつだけだ。

　あらゆる反撃手段を放棄して、空々くんが──空々くん達が、僕が気付いていることに気付く前に、逃げるしかない。

　待ち伏せする彼女は、僕が大教室から飛び出そうとした瞬間を狙ってくるだろうが、その瞬間は、僕にとっても狙い目である──ふたりがかりであり、三人がかり以上でないことも、同時に判明したのだし、作戦にハマった振りをして、見えていない振りをすれば、上から目線で振り下ろされる剣筋は、おそらくかわしうる。

　実際、見えてはいなかったのだし。

　聞こえていただけだし。

　そのあとの展開はごくシンプルである、刃をかいくぐった僕は、透明軍人ふたりから十分に距離を取ったところで、僕の愛しきサポートセンターこと死体人形・斧乃木余接ちゃんに連絡を取り、臥煙さんとの仲介をしてもらった──わけあって現在の僕は臥煙さんとは絶交状態にあるので。

　その癖、助けだけは一丁前に求める辺り、僕も大人になった。もとい、大学生になった──それが双子のごとき空々くんと僕との、英雄であるかどうか以外の、数少ない違いでもあるのだろう。

　今回、僕は空々くんが、駄目押しの音響作戦を実行したことによって、逆に命を救われた形だったわけだが、誤解が解けたあとで聞いてみれば、そのようなマッチポンプは、英雄少年にとっては日常茶飯事らしい。英雄の英雄的な振る舞いが、結果、眠れる悪を掘り起こす。

　光があれば闇があるよう、ヒーローの輝きがヴィランズを照らし出すというのは、英雄譚では確かにお馴染みの展開ではある……、先述の通り、僕が助かったのは、僕が『地球陣』ではなく元吸血鬼であったがゆえなのだけれど、別の角度から見れば、空々空が英雄であったからこそ、僕は助かったと言えるのかもしれない。

　どっちつかずの蝙蝠は、そうやって命拾いする。

　ちなみに、元締めが間に入ってくれたことで事なきを得たのちに、空々くんは謝ってくれた。

「間違えました、ごめんなさい」

　あれだけの暴挙を働いておきながら、そうもすんなり謝れるってすごいな……、頭を下げながら発せられる、まるで口癖みたいなその謝罪は、『え？　こんなに？』と疑問を呈したくなるくらいすっからかんだった。そう来なくっちゃと快哉を叫ぶべきなのか、顔を上げた瞬間、再び斬りかかってこられても、何の不思議も驚きもなかろう。真心もなければ下心もない、言ってみれば、言ってみただけの謝罪。いやはや、心がこもっていないにもほどがある──でも、左様に虚きょ心しん坦たん懐かいだからと言って、見えない心が、聞こえない悲鳴が、空っぽの中に、存在しないとは限らない。

　いつか、英雄の座から自ら降りた少年と、腹蔵なく語り合える日を、なので僕は、心待ちにしようと思う。
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　札ふだ槻つき噓ライなる遊び人が、栂の木第二中学校の体育館において、不ふ埒らちにも夜な夜な賭と場ばを開帳しているという通報を受けたのは、二十三歳の僕が直江津署風説課の警部補として、研修を受けている真っ最中のことだった。

　通報と言っても、しかしながらそれは正式なものではなく、かつて『栂の木二中のファイヤーシスターズ』の実戦担当としてその名を轟とどろかせた僕の妹、現直江津署生活安全課の阿良々木火憐巡査が、食事中にひょっこり持ちかけてきた相談と言うのが正確なところである。

　彼女は憤いきどおりを隠さない。

「どこの誰だか知らねーが、あたしの母校で好き勝手やってくれやがってよー。今すぐ乗り込んで、ぶっ飛ばしてやりてーとこなんだけど、デリケートな案件だから、独自の調査で仕入れたこの極秘情報は、まだ上司にも報告してねえ」

　上司には報告しろよと呆れたが、まあ、気持ちはわからなくもない──中学校の校内でそんな乱痴気騒ぎが開催されているとなれば、よもやの一大スキャンダルだ。

　賭場の開帳者を補導すればそれでいいということにもなるまい──参加している生徒全員が共犯みたいなものだし、私立中学校の評判も地に落ちるだろう。

　てんやわんやの大わらわである。

　地域の中学生を大量に、そして大胆に巻き込むその手際には、いつぞやの詐欺師を思い出さずにいられないけれど、しかも、余所の学校の所属とは言え、その札槻噓自身が十五歳の中学生だと言うのだから始末に負えない。

　それでも動かなければならないのが警察組織なのだが、

「いいか。聞け。あたしは法を守るためにおまわりさんになったんじゃねえ。子供の将来を守るためになったんだ」

　と言い切るやんちゃな妹の姿勢に、僕は久し振りに心打たれた──よくぞ僕のように、高校三年間でひねくれることなく、女子中学生のメンタルのままで、社会人になったものである。

　心から尊敬する。

　兄に対する口の利きかたも女子中学生のメンタルのままなのはともかくとして……、今の僕の体たらくを思うと、特に──とは言え、確かにそんな暴挙を放置しておくわけにもいくまい。阿良々木兄妹で内々に捜査するにしても、いったいどうアプローチしたものか？

「それだよ、兄ちゃん」

　どれだよ。

「そのカジノは、今のところ参加資格を栂の木第二中学校の生徒に限ってるんだ。逆に言えば、栂の木二中の生徒なら、誰でも彼でもオールスルーのベリーウェルカムってわけ。つまり、今廃校の危機に瀕している、あの学校の卒業生であるあたしだったら、潜入捜査が可能なんだよ」

　廃校の危機は大袈裟にしても、なるほど──四年前に役割を終えた制服や生徒手帳を押し入れから引っ張り出してこようって算段か。

　コスチュームや身分証を一から偽造するとなると結構な手間だけれど、素材があるなら、その手間は、ちょい足しのひと手間で済むというわけだ──だが、問題がひとつ。

　巨大な問題がひとつ。

　阿良々木巡査の身長は、ジュニアハイスクール時代でも既に相当突出していたけれど、現在は百八十センチをゆうに越えている──百九十センチ近いと言っても過言ではなかろう。

　さすがにそんな女子中学生がいたら、在校生に知られていないはずがない。

　志は正義の味方を名乗っていたあの頃と寸毫変わっていなくとも、身体つきはしっかり大人になっているのである。

「そうかあ。じゃあ」

　落胆したように、阿良々木巡査は言った。

　阿良々木警部補に言った。

「制服を貸すから、中学時代から身長にさしたる変化のない、あたしの大好きなあたしの兄ちゃんに潜入してもらうしかないな」
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「ルーレットは通常、赤と黒の二色で遊ばれるゲームなのですけれど、赤は血、黒は闇を連想させて、よろしくありませんからね。健全に参りたいところです。なのでウチでは、赤と白の二色でやらせていただいております──これなら、おめでたいイメージでしょう？」

　オールバックに髪をまとめた、それこそ真っ白なスーツに身を包んだ、大人びた少年──札槻噓くんは、ルーレットテーブルを挟んだ向こう側で、着席した僕に対して、のっぺらぼうに貼り付けたような笑顔でそう言った。

　展開が早くて申し訳ないけれど、潜入捜査は一発でバレたのだ──体育館に這入るところまでは上首尾だった（『尾』まで進まなかったので、『上首』だったとしか言えないか）。

　妹の中学生時代の制服を着て、公職に就く成人男性が中学校に潜入するなんて、もはや別の犯罪が発生してしまっているけれど──ちなみに、結局制服は、火憐のものではなく、現在日本にいないもうひとりの妹、ファイヤーシスターズの参謀担当のほうのものを借りた。

　火憐の中学生時代の制服さえ、僕にはだぶだぶだったのだ──その制服と、数字を書き換え、写真を貼り替えた生徒手帳をパス代わりに、僕の賭場への入場は許された。

　オールスルーのベリーウェルカム。

　目もくらむほど華やかな会場だった。

　華やかと言えばいいのか、それとも、派手派手でゴージャスと言えばいいのか。

　なんとも言えない──と言うのが、正直な感想である。

　本当にここは体育館か？

　ここでバスケットボールとかバレーボールとか、昼間には、そういう爽やかっぽいことがおこなわれているのか？

　とてもそうは思えない。

　きらびやかなライトに照らし出されるステージ、否が応でもテンションが上げられるバックグラウンドミュージック……、スロット、ポーカー、ブラックジャック、バカラ、クラップス、それにルーレット……、あとはまあ、遊びが苦手で不勉強な僕が知らないようなゲームも所狭しと……、タキシードを着たディーラーやカラフルなバニーガールも、やはり中学生なんだろうか？

　バニーガールって。

　うちの世界観には、まだ出てきていない文化である……、火憐の話を聞いた時点では、言っても中学生主しゅ催さいだし、もうちょっと手作り感のある文化祭っぽいカジノを想像していたんだけれど、なんのなんの、このままマカオやラスベガスに持っていっても遜そん色しょくのない仕上がりである。せいぜいアルコールが提供されていないくらいで、イカサマ防止用の天井カメラまで仕掛けられている本格派だ。

　いや、感心しちゃ駄目なんだけど。

　これ、滅茶苦茶お金かけてんぞ？

　お客じゃなく、ハウス側がお金を浪費してどうする……、中学生からお小遣いを巻き上げる程度じゃ、ぜんぜん採算が取れそうにないんだけれど……、金儲けが目的じゃないのか？

　別の目的があるのか？

　経済を回転させたいだけか？　そう、さながらルーレットのように……。

　やべえな、僕ひとりの手に負える感じじゃない……、ここは一旦撤退して、戦略を練り直す……、場合によっては僕の先輩、経験と理解のある兆きざし間ま警部あたりに相談したほうが……。

　そう後ずさった辺りで、

「おや、来られたばかりなのにもうお帰りなのですか？　折角ご好評をいただいている僕のカジノ──『リーズナブル・ダウト』栂の木店なのですから、もうちょっと遊んでいってくださいよ、阿良々木警部補」

　と。

　僕は遊び人に確保されたのだった。
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「ルーレットにはおおよそ、アメリカン・スタイルとヨーロピアン・スタイルがありますが、当カジノではグリーンひとつのヨーロピアン・スタイルを採用させてもらっております──なので赤と白の選択は、二分の一ではありません。『０』に賭けていただいても結構ですよ？」

　つまり、

①赤＝37分の18

②白＝37分の18

③緑＝37分の１

　ってわけだが、この一回勝負で緑に賭ける奴はどうかしている──ギャンブラーではなくギャンブル中毒と言っていいだろう。

　僕のような数学中毒の場合は、３６０度の円盤を、どうやって37という数字で等分に割っているのかが気に掛かってくるのだけれど……、仕切りの厚さで、きちんと割り切れるように微調整しているのだろうか？

　ただし結局、僕が何色に賭けようと、このギャンブル、僕のほうが不利な賭けではあるのだ──当てれば勝ちと言うよりも、要するに外せば負けなのだから、赤に賭ければ、18：19でディーラーの噓くんが有利だし、白に賭ければ、やはり18：19で、噓くんが有利だ。

　やってられないと言うほどの数字ではないが、不利は不利だ──このわずかな差で、カジノは成立するとも言えるのだから。

　ただし、このくらいの不平等は喜んで吞まねばならない……、潜入捜査がバレた以上、僕は袋だたきにされていてもおかしくなかった。

　中学生に袋叩きにされる警部補と言うのも、それはそれでスキャンダルだ……、しかし代わりに、大人びた中学生は、あろうことかこの僕に勝負を申し込んできた。

「賭けをしましょう、阿良々木警部補──あなたが勝てば、僕達チンピラ別べっ嬪ぴん隊たいは今夜を最後に、永遠にこの町から撤退しますよ。僕が勝ったら、あと二ヵ月の間、見逃してください」

　自分の中学生時代を思い出せば考えられないくらい紳士的な振る舞いの噓くんだったが、二ヵ月というその期間の区切りかたは、怖かった──なぜならそれは、僕の風説課での研修期間の満了と、同一のスパンだったからだ。

　ぞくぞくするね。

　てっきり、いい歳をした大人が女子中学生に変装したことが見破られたのだと思っていたけれど、そうではない──僕の名前を知っていたことと言い、明らかに、あちらはこちらのプロフィールを把握した上で、彼は声をかけてきている。

　ただただこの場を平穏に逃れるためと言うよりも、妹の母校の名誉を守るためと言うよりも、それ以前に、このにこやかな少年を放置しておくのはまずい気がした。

　ひしひしとした。

　今のうちになんとかしないと……。

　補導以前の指導が必要だ、この子には。

　そんなわけで、僕はルーレットテーブルを貸し切りにして、ディーラー役を務める噓くんと向かい合っているのだった──なぜルーレットなのかと言えば、それ以外のゲームのルールを、僕がよく知らなかったからだ。

　遊びとしては知っていても、ギャンブルとしては知らない……、正直、ルーレットだってちゃんと理解しているとは言えないくらいである。色が赤と黒ではなく、紅白になっている他は、取り立ててハウスルールはないとのことだったが。

　なので、赤か白か（緑か）を選ぶ、シンプルなルールにしてもらった。

　ルーレットでディーラーが、狙い通りの数字にボールを投げ込むことができるというのは、僕達の分野──つまり都市伝説らしいのだが、だからと言って油断はできない。

　先行してベットする手もあるのだけれど、ちゃんとボールが投げられてから、賭ける色を宣言しよう──今は赤に賭けようと思っているが、ひょっとするとこれは引っ張られているのかな？

　赤は血の色。血。

　噓くんが僕のことをどこまで知っているのかわからないけれど、万が一僕が元吸血鬼であることを彼が知っていたら、無意識に赤に引き寄せられる傾向を予想するかもしれない。

　誘導……。

　白じゃなくて、原則通りの黒だったら、やはりそっちに賭けたかもしれないけれど──闇と言われれば、そりゃあ僕にとっては扇ちゃんだからな。無意識に賭けるなら、その色になるだろう。

　支配人の噓くんは、当然、この賭場では顔らしく、テーブルの周囲にはすっかりギャラリーができてしまっている……、僕の正体を、彼は今のところ伏せてくれているけれど、あまり長時間注目を浴びてしまうと、他に気付く者も出てくるんじゃないかと冷や冷やする。

　と言うか、近くをバニーガール姿の女子中学生にうろうろされると、目が散ってぜんぜん集中できない。

　火憐なら巡査の肩書を忘れて暴力で解決したかもしれない、母校の惨状である。

「心は決まりましたか？　お客さま」

　それこそ肩書を忘れたわけではなく、ギャラリーを意識してだろう、噓くんは『阿良々木警部補』とは言わず、僕を『お客さま』と呼んだ──そういう如才なさも、いちいち的確で、いちいち丁寧で、いちいち怖い。

　まるでそういう類の妖怪のようだ。

　考えてみれば、これだけの規模の賭場を開き、かつそこそこの集客をしておきながら、今の今までその情報が、噂レベルでも漏れていなかったというのも大した統制力である。我が家の妹がここの卒業生で、かつ、現役時代はカリスマだったから、そのネットワークとコネクションで、どうにかこうにか僕のところまで噂が届いただけで──噂、か。

　都市伝説──

「ああ。決まったよ。回してくれ」

　本当は決めていないけれど、僕はそう言った──この底知れない中学生相手に、やはり先攻は取りたくない。

　テレパシーで心が読まれているとまではさすがに思わないけれども……。

「では」

　と。

　そう頷いたかと思うと、あっけなく噓くんはルーレット盤を回転させ、そこに右手でボールを弾き込んだ──一応、元吸血鬼の視力で、円盤のスピン速度と、ボールの軌道を目視しようと試みたが、失敗した。

　最近頼ってないからなあ、吸血鬼の後遺症。

　ふたつの周回を目で追うところまではぎりぎりできても、向かう数字の予測となるとカオス理論だ──余計なズルをしようとはせず、一か八かで賭けてしまったほうがすっきりする。

　天井カメラに見張られているし、ギャラリーの目もあるし、変な挙動をしてイカサマ扱いされては、本末転倒だ。警察官が違法捜査でズルをしたなんて、どんどん救いがなくなっていく──37分の18。

　不利ではあっても、この阿良々木暦がかつてくぐり抜けてきた修羅場を思えば、決して悪い勝率じゃないはずだ。

　ちなみに、高速で回転するボールの色は、白ではなく黒である……、盤面を赤と黒ではなく紅白に変更したため（実際のところは闇を連想させるとかどうとかではなく、見た目を派手にするためという理由のほうが大きいと僕は思う）、盤面から弾かれた黒色を、ボールに再就職させたというような意味合いらしい。

「人間心理は奇々怪々ですよね、阿良々木さん。『お金を貯めたい』と『お金を使いたい』を、同時に願う──『スタイルをよくしたい』と『おいしいものを食べたい』が、両立する。正反対の夢を、同時に見る」

　やっぱり赤かなと、今にもチップをそちら側に置こうとした僕の、そんな気勢をごっそり削ぐような絶妙のタイミングで、噓くんが言った。

「矛盾と言うより、ジレンマですが。果てしない二律背反ですとも。だから人は、どんな夢を叶えても、『こんなはずじゃなかった』と嘆くことになるのです。『やらずに後悔するよりやって後悔するほうがずっといい』と言いますが、何かを決意し、何かを実行するとき、正反対の何かを諦めている以上、その後悔は等しいのです」

「…………」

　なんか難しいことを言っているな。

　僕を混乱させるのが目的かもしれないけれど、悪いがその手には乗らない──ステージでダンスしている女子中学生のバニーガールのほうが、よっぽど効果的だ。

「いえいえ、勝負も物事も、二者択一では語れないと言いたいだけですよ。二元論は、わかりやすい虚構なのです。そう簡単に白黒つけられない──この場合は、紅白です。紅白つけられない。勝ちも負けも、善も悪も、真実も噓も、対立することなく、両立しているのですよ」

「中学生でそれを知っているとは、立派なもんだね。僕はそう理解するために、高校三年間を丸ごと費やしたぜ」

　周囲に聞こえないよう、噓くんにだけ伝わるように声を潜めて、僕は肩を竦めた──この喧けん噪そうの中だ、余計な気遣いかもしれないが。

　なんだろうな。

　ボスだからとか、犯罪者だからとかじゃなくって、それ以前の問題として、なんだか嚙み合わないな、この子は。

　学生時代に会っていたら、敵対していたどころか、まず関わるところまでいかなかったような──たとえ三年間同じクラスでも、一言も口を利くことなく卒業してしまいそうだ。

　懇切丁寧で慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな態度が、いまいち僕とハマらないのだろうか？　僕の周りには、基本的に馴れ馴れしい、そうでなくとも率直な奴が多かったからな……。

　相性、か。

「白だ」

　僕は言って、そう宣言して、チップを該当の升ます目めに置いた……、奇しくも、あらかじめ配られていたチップの色は、まだ絶賛回転中のボールと同じ、黒色だった。

　白で黒──ブラック羽川。

　あれもあれで両立か、しかし。

「なあ、噓くん。両立すればいいけれど、共倒れになっちゃあ駄目だろう。僕はそう思うぜ」

「おやおや。それが更に大学四年間を経ての、阿良々木さんの結論ですか？」

　僕に合わせてボリュームを絞って、ひそひそと囁くように、噓くん──高校三年間、そして大学四年間。

「結論じゃないよ。まだまだ変わるさ。ころころ変わる、くるくる変わる、言ってることも、やってることも」

　楽しみだよ。

　来年の僕が、今頃何を言って、何をやってるのか──めまぐるしく千変万化する、ルーレットの出目のように。

「ノー・モア・ベット」

　そこで噓くんが音量を戻し、いや上げて、歌い上げるように高らかに宣言する──ディーラーとしての演出である。

　心得ているものだ。

「締め切りです。テーブルの上に手を出さないでください──少なくとも、このゲームに限っては、もう変更は許されませんよ。ところで、よろしければ、白に賭けた根拠を聞かせていただいても構いませんか？」

「根拠なんかないよ」

　直前までは赤に賭けようという気持ちのほうが強かった──また、なんだかんだ言いながら、ここでグリーンに賭けて、37分の１を当ててしまえば、滅茶苦茶スタイリッシュでバニーガールにちやほやされるんじゃないかというような射幸心も、まるでなかったわけじゃない。

　げに恐るべきはギャンブルの誘惑。

　ついつい確率の低いほうにベットしたくなる──この圧倒的アウェイのシチュエーションからの、一発逆転を狙いたくなる。

　バニーガールにちやほやって。

　中学生のカリスマ性に、めらめら対抗心を燃やしてどうしようってんだ。

　誓って言うが、ブラック羽川からの連想ではない──まして初めて会ったときの、彼女の下着の色から決めたわけでもない。

　赤が血で──黒が闇なら。

　白は骨だ。

　言うこともやることも変わり続け、やることなすこと変節し、更新し、時に交代も、時に後退もする僕だけれど──それでも、骨のあるところを見せたかった。

　元来ルーレットに使用されるボールは象牙の白だったことに、無理矢理紐つけたわけではなく。

　骨太な僕を、骨太な大人を。

　大人びた若者に見せたかった。

　……これこそ、会話の流れでうまく誘導されただけなのかもしれないけれど、それならそれで構わない。勝ちと負けが両立するというのなら、勝とうが負けようが、僕はこの体育館を、このままにしておくつもりはないのだから。

　ベットの宣言は、宣戦布告の合図である。

「白は骨、ですか──なるほどね。それは僕のような若造にはない視点でした。白骨とはね」

「年寄りの発想だって思うのか？　白骨どころか、化石だって？」

「化石と言うより化物ですね。ここを遊び場に選んだ僕の目に、狂いはなかった──遊び場じゃなくて採掘場ですか？　いずれにしても、あなたがたまたま選んだこの紅白のルーレットは、あなたに相応しいゲームでした」

　？

　それはどういう意味だろうと考えているうちに、ルーレットの回転が弱まっていき、同じくスピードを落としたボールが、からんからんからんと、円盤内を跳ね回る。

　そして──

　ある数字、ある色の升目に落下する。

　それと同時に、噓くんは言った。




「あなたは本当に、おめでたい人だ」




　辛しん辣らつなほど、思わず二度見してしまうくらい、丁寧な声で。
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　後日談と言うか、今回のオチ。

　結論から言えば、噓くんが経営する『リーズナブル・ダウト』栂の木店は、閉鎖される運びになった──つまり、投じられたボールは、転々とした挙げ句、最終的には白の升目に落ちたのだ。

　確か、白の23だった。

　しかしながら、これを僕の勝利と言っていいものかどうかは、大いに疑問が残るところなのである──確かに僕は白に賭け、そして結果が白だったのだから、現象だけを切り取れば、まごうことなき僕の勝ちではあるのだけれど、こんなにしっくりこない勝ちもない。

　勝ちってこんなものだったっけ？

　と、首を傾げずにはいられない……、なにせ僕の人生には明確な勝利体験が少ないので、比較対象がほとんどないというのが、その感覚の原因なのだろうか。

　少なくとも、その夜をきっかけに、ビギナーズラックを忘れられず、僕がギャンブルに嵌はまっていったというようなことはなかった……、勝ったのか負けたのか、よくわからないふわふわした気持ちに、依存するのは難しい。

　それはいいことなのだろう。

　たとえ賭場そのものが閉鎖されても、そこでのきらびやかな体験が忘れられずに、中学生達が別の夜遊びに繰り出すようになったなんて結末じゃあ、火憐の奴が納得するはずもない──正義の巡査の追跡調査によると、栂の木第二中学校の生徒達は、『楽しかったは楽しかったけど、でも、なんだったんだろうね、あれ？』みたいな、狐につままれたような感想で、日常に戻っていったのだという。

　狐につままれたような──か。

　それじゃあまるで──怪異現象だ。

　迷い込んだ先で、竜宮城もかくやというような一夜を過ごしたつもりでいたら、明くる朝、木の葉のベッドで目を覚ました──事実、合わせておこなった別方面に向けた追跡調査でも、札槻噓はもちろん、チンピラ別嬪隊の実在さえ、火憐はつかめなかったと言うのだ。

　夢か現か、『リーズナブル・ダウト』。

　そうなってくると、本格的に風説課の出番となる──噂が噂のうちに風に流してしまうというのが、臥煙さんの企みによって公的機関内に新設された、あのセグメントなのだから。

「その札槻くんという子は、阿良々木警部補との勝負には、最初から勝つつもりがなかったのでしょうね。阿良々木警部補が直感していた通り、目的はお金儲けではなかったのでしょう──変装した阿良々木警部補が乗り込んできたのを発見した時点で、既に抜け目なく撤退を決めていた。にもかかわらず勝負に持ち込んだのは、潜入調査官の顔を立てるため、衝突を避けてスムーズに店仕舞いを進行させるためと言ったところでしょうか」

　遅かりし、ではあるものの。

　報告（事後報告）した風説課の頼れる先輩、兆間警部は、僕のふわふわした話を聞き終えて、そう解釈した──参考までに言うと、兆間先輩はゴーレムである。

　泥人形の中に人間の魂が入れられている。

　ゴーレムの制作者である祖父母が、中学生の頃に亡くなったので、その後、デザインの更新が不可能になり、なので兆間先輩の外見は、十代前半の頃のままだ──最初からこの人に相談を持ちかけておけば、潜入捜査は容易だったとも言える。

　まあ、さすがの僕も、勤め先の先輩に『女子中学生の制服を着て中学校に潜入してください』とは言えないけれど……。

「わざと負けてくれたってことですか？　でも……、どうやって？」

　その可能性を考えなかったわけではない。むしろ一番最初に考えた……、なんと言っても、勝利と敗北が両立すると、気負いもなく豪語していた遊び人である。

　僕が『勝とうが負けようが、このままでは済まさない』と決意していたのと同様に、彼もまた、『勝とうが負けようが、このままで済ませよう』と決意していたんじゃないか──目的がなんだったにしても、『遊びはこの辺で』と、潮目を読んでいた線は十分に考えられる。

　僕を、潜り込んできた敵ではなく。

　下校のチャイムくらいに思ったんじゃあ。

　……だが、だとしても、一回勝負のルーレットで、37分の18の確率で負けるのは、37分の19の確率で勝つのと、ほぼ同じくらいの難易度である。

　勝ったら勝ったで、それもまたよしと言う程度の感覚だったのだろうか……。

「いいえ。阿良々木警部補の話を聞く限り、その子は揺るぎのない確信を持って、敗北を選んだのだと思いますよ──だって、出た目は白の23だったんですよね？」

「は、はい。僕の記憶が正しければ」

「阿良々木警部補の記憶はいつだって完璧に正確ですよ」

　そんな皮肉を交えてから、

「白の23なんてありません。正式なルーレット盤では、数字の23は赤色です」

　と、兆間警部は言った。

　え？　23は──赤？

　えっと……、でも、確かに出た目は白で……、僕の記憶違い？　それとも見間違い？

　白の23なんてない……、正式なルーレット盤では……、あ、いや、でもあのルーレット盤は特別仕様で。

　おめでたい紅白仕様で。

　だからと言って、もちろん、黒の23もないのだろうし──23は赤色だと言うのであれば、黒色なのは、22であり、24であり、26であり、28であり、30であり……。

「29も黒色です。そして30は黒色ではありません。アメリカン・スタイルでもヨーロピアン・スタイルでも、ルーレット盤において、赤色と黒色は、完全に交互なわけではありません──そこが混乱の根源でもありますね。１、３、５、７、９、12、14、16、18、19、21、23、25、27、30、32、34、36が赤で、それ以外──２、４、６、８、10、11、13、15、17、20、22、24、26、28、29、31、33、35が黒です」

　完璧に正確な記憶力。

　否、知っている人には常識レベルなのだろうけれど、てっきり交互だと思い込んでいたので、意外だった──でも確かに、赤が奇数で白が偶数、あるいは赤が偶数で白が奇数みたいに、はっきりわかれていれば、それはそうと気付いていただろう。

　だって、ルーレットには、赤か黒かに賭ける二分の一の他に、奇数か偶数かに賭ける二分の一もあるもんな……、交互だとそのベットが一緒になってしまう。

「じゃあ、ええっと、その黒の数字が、『リーズナブル・ダウト』栂の木店においては、白だったと──」

　だったと、いうわけではない。

　23が白色だったのだから。

　つまり、赤と白が逆だった？

「それでは勝利の方程式ならぬ敗北の方程式は、組み立てられませんね。あらかじめ逆だったのではなく、後付けで、逆に変えたのでしょう」

「ボールが23に落ちたから、その数字の色を、赤から白にカラーチェンジしたって言うんですか？　いやいや……」

　それはない、それはない。

　出目に合わせてルーレットテーブル全体を変色させるだなんて、カメレオンじゃないんだから……、ルーレット盤を含むあのテーブルにそうも大がかりな仕掛けがしてあったなら、さすがに気付いたはずだ。

「大がかりである必要はないでしょう？　色なんて、ライトのオンオフで、いくらでも変えられるじゃないですか」

「ライトのオンオフって……、自分が着席しているテーブルが発光して気付かないほど、僕の目は節穴じゃありませんよ」

　節穴どころか、元吸血鬼の視力だ。

　確かに回転するルーレットが見極められなかったように、ここのところ使っておらず、錆びつき気味だったとは言え、それが太陽光でない限りは直視できる。

「太陽光じゃなくて反射光だったなら？」

「はい？」

「発光するのがテーブルや、ルーレット盤である必要はないでしょう──天井からスポットライトで照らせばいいんです」

　だから。

　だからそのルーレットテーブルは紅白なのでしょう──と、兆間警部は言った。

「黒は、何色で照らそうと黒ですからね。赤色と白色なら、作れる。少なくとも、それっぽく見える色ならば。光の三原色ですか」

「……天井カメラ」

　イカサマ防止用の天井カメラが設置されている──と思っていたが、各テーブルの真上に設置されていたあれが、光源だったとするならば。

　ボールやチップが黒色だったのは、『奇しくも』揃っていたわけではなく、ライトに照らされて、それらの色まで変わってしまっては台無しだからで──黒が闇なら。

　それを光と両立させる。

　もちろん、『ノー・モア・ベット』の宣言後、テーブルの上に手を出さないように言われたのも、同じ理由……、僕の手がカラフルに染まっては、いくらなんでもそれを見過ごすわけにはいかない。

「既に撤収されてしまった以上、『自分ならこうする』と推理するしかありませんが、天井カメラならぬ天井ライトは、テーブル全体を照らすわけではなく、チップを置く升目の枠内とボールの回る円盤内の、最小限の部分だけを照らす仕組みだったのでしょうね。スクリーンとなるベースでは通常通りの数字と色を組み合わせておいて、必要なときのみスポットライトで照らして恣意的に色を切り替える仕組みだったのかも──今回のケースでは少なくとも色賭けの部分はベースのまま残さなくてはならなかったわけですが、実際には一点賭けなどにも対応できるよう、もっと応用が利くように複雑な細工を施しているでしょう──いずれにせよ、基本的には、一種のプロジェクションマッピングというわけです」

「無法過ぎる……」

　遊びじゃ済まないと言いたいところだが、この場合、遊びじゃなきゃできない無法さだ。

　無法どころか、もう無縫だ。

　罪の意識なんて微み塵じんもない……、いくら僕が、ルーレットの素人丸出しだったとは言え、現役警察官の目の前で、テーブル上の赤と白を完全に入れ替えるなんて。

「そうは言っても、注意は払っていたのだと思いますよ。いざライトを切り替える瞬間──ボールが23に落ちた瞬間、『おめでたい人だ』なんて、急に挑発するようなことを言って、テーブルやルーレット盤から吸血鬼の目を離させるというような気遣いは、見事な腕と誉めていいでしょう」

「イカサマの腕を誉めてどうするんですか」

「わざと負けるのは、イカサマになるんですかねえ？」

　ぐう。

　それを言われると、ぐうの音しか出ない──派手な音響や、会場全体のライティングからして既に、こちらの平常心を狂わし、錯覚を誘発するトラップだったようにも思えてくる。

「なんてことだ……、テーブルの周囲にバニーガールをうろうろさせて、気を散らせてきたのも、作戦のうちだったなんて」

「それは阿良々木警部補が勝手に集中力を失っただけかと。今更言ってもあとの祭りですが、法執行機関の人間として万全を期すなら、女子中学生がバニーガールだった時点で、阿良々木警部補は、私なり甲こう賀が課長なりに報告すべきでしたよ」

　ごもっともなお𠮟りである。

　そうしようとはしたんですけれど、ってのは、まあ、言い訳だよな。

　……バニーガールはともかく、おそらく、僕が無作為で選んだつもりでいたあのテーブルのみならず、すべてのテーブルのゲームに、きっとその手の仕掛けがあったのだろう。

　ハウス側が勝つためのトリックと言うよりは、勝ちと負けをコーディネートするためのシステム──だから他の『お客さま』も、僕同様に、ふわふわした気持ちで帰途につくことになる。

　カジノハウスに限らず、ギャンブルやゲーム、くじ引きなどで、一番中毒になりやすい確率は、『五分の一』だと聞いたことがある──五回に一回大当たりするくらいの勝率が、プレイヤーをもっとも耽たん溺できさせるのだとか。

　逆に言えば、人が中毒になりづらい確率というのも、きっとあるはずで──そのための仕組みを、『リーズナブル・ダウト』栂の木店は実現しようとしていたのではなかろうか。

　遊び人なりの依存症対策とでも言うのか……、あるいは、お金儲けならぬ真の目的は、そんなシステムの実証実験にあったのかもしれない。

　実証実験──人体実験。

　しかし、そちらのほうがよっぽど信じられない。『お客さま』のみならず、潜入してきた捜査官までを実験対象にするなんて……、僕の選択した骨太路線の真逆と言うか、化石にならない軟体動物よろしくの柔軟性。

　敵ながらあっぱれと言うしかない。

　だから──敵ではないのか。

　対立でなく、両立を目指す遊び人。

　立場上、僕は犯罪者を賞賛するわけにはいかないけれど、一貫しないそのスタンスは、一貫するのと同じくらい、美しいとさえ言える。

　あるいは、皮肉ではなく、挑発でもなく。

　美しい意味で、おめでたいとさえ。

「噓くんは、どういう大人になるんでしょう？」

　謎が解けたところで、ふわふわした気持ちはとんと変わらない僕からの最後の問いかけに、子供のままの外観を永遠に保つ不滅のゴーレムは、「そんな子、来年まで生きていたら奇跡ですよ」と、つれなく前置きしてから、

「子供も大人も、生も死も、札槻くんにとっては光と闇みたいに、実現可能な両立なのかもしれませんがね」

　と答える。

　此この度たび吹いた一陣の風説は、さながらルーレット盤のようにめまぐるしく色を変えつつも、運命に放り込まれたボールのように、収まるべきところに収まったのだった。
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　想おも影かげ真ま心ごころは人類最終であり、『それ』が登場してしまえば、どんな物語も、もうおしまいだ。ミステリーもファンタジーも伝記も何もかも、根こそぎにラジカルに、幕を下ろされることとなる。

　これまで十四回に亘わたって、様々な世界軸、様々な世界線、様々な世界観に触れてきた僕だけれど、彼ら彼女らについて喋ちょう々ちょう喃なん々なんする資格は、未だ得られていない。たとえ僕が僕でなく、優れた技術を伝承する役目を負った免許持ちの語り部であろうとも、やはり異なる文化圏のありかたについて大上段からあれこれ嘴くちばしを挟むのは、あまり誉められたことではない──文化の問題でさえなく、これはきっと、生態系の問題だろう。僕の考えなしの行為が、ひとまとまりに成立している生態系を破壊するようなことがあってはならない。

　既にやり過ぎたくらいだ。

　地球が敵に回る秘密組織と緻ち密みつな論理を重んじる名探偵とを、同じ机上では語れないように、『混ぜるな危険』な文法は存在するのだ。どちらが上なわけでもないし、どちらがいいわけでもない──ただ、違う。

　特定外来種は殺さなければならないという考えかたや、増え過ぎた動物を害獣と呼ぶ考えかたは、基本的にはあまり好きではない。それもいい悪いではなく、僕自身が、殺されたり、害獣と呼ばれたりする側の人間であり、また元吸血鬼であるからだ──実際、彼ら彼女らにしてみれば、僕のほうこそ、もの珍しい変わり者でしかなかっただろう。

　掟上今日子。哀川潤。地濃鑿。瞳島眉美。

　病院坂黒猫。水倉りすか。否定姫。無桐伊織。

　萩原子荻。西条玉藻。紫木一姫。

　千賀ひかり。千賀あかり。千賀てる子。

　匂宮出夢、匂宮理澄。

　葵井巫女子。貴宮むいみ。江本智恵。

　空々空。札槻噓。

　彼ら彼女らの目に、果たして僕はどう映っただろう──撲滅すべき野蛮なモンスターか、それとも、友好を結ぶべきストレンジャーか。

　ただし、そんな僕でも、これまで断続的に異世界を垣間見てきた中でたったひとつだけ、自信を持って確かに言えることがある。

　青色サヴァンと戯言遣いを中心に据えたあの無機質な世界観が、きっちり一桁で完結してみせた事実は、奇跡に他ならない──その完結が成立した時点では、その恐ろしさはさほど際立ってはっきりしなかったかもしれないけれど、しかしまるで不死身の怪異のごとく、終わっても終わっても続き続ける今の僕達の体たらくをご覧いただければ、余分な説明は不要だろう。

　終わるというのは、難しい。

　死ぬのは簡単だなんて、それこそ簡単に言うけれど、いや、どう考えても死ぬのが一番難しいに決まっている──終わりよければすべてよし？　つまり終わりが一番難しいということじゃないか……。

　言うまでもなく。

　そんな奇跡な終わりをもたらしたのが、橙だいだいなる種・想影真心である──人類最強の請負人の後継機にして完成形、人類最悪の魂が世界を滅ぼすために建築した十三階段の十三段目ならば。

　混ざりに混ざったこの混こん沌とんにさえ見事に、見る影もなく、終わりをもたらしてくれるに違いない。
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　連続殺人犯連続殺人事件なる珍奇な事件の捜査の一端を、あろうことかこの僕が担うことになったのには、幾多の行き違いと、大量のすれ違いと、無数の勘違いがあった。そもそも、僕が曲直瀬大学を卒業し、警察学校を修了し、地元・直江津署の風説課勤務を果たしたのちに、なぜか渡米して、ＦＢＩアカデミーに青年留学することになった時点で、百は行き違っているし、千はすれ違っているし、勘違いに至っては、万を飛ばして億はあっただろう──二十代も半ばになって、まだアカデミーって。

　僕は一生、学校を卒業することに汲々する呪いでもかけられているのか？　あるいは、分不相応なレベルの高いエリート集団の最下層に属し、永遠にコンプレックスに苛さいなまれ続ける呪いとか。後者だとすれば、それはたぶん小中学生の頃に幼馴染にかけられた呪じゅ詛そだ。

　こんなんじゃあ、恋人の戦場ヶ原ひたぎと築く幸せな家庭なんて、夢のまた夢である──贅沢を言うなと怒られるかもしれないけれど、それもこれも、すべてひっくるめて臥煙さんの手のひらの上なのだと思うと、やはり忸怩たる思いは拭いきれない。先んじて渡米していたちっちゃいほうの妹には、『お兄ちゃんってば、私のあとをカルガモみたいに追ってきたんだね！　かーわいい！』なんて、さんざん馬鹿にされるし……、高校二年生から三年生にかけての春休み、鉄血にして熱血にして冷血の吸血鬼と遭遇したことが、その後の僕の人生を一変させたとばかり思っていたけれど、案外、一変した僕の人生を決定づけたのは、あの気さくでにこやかな、なんでも知っているおねーさんのほうなんじゃないのか？

　まあ、その辺りのことは、またいずれ、どこかで話す機会もあるとして──そんな訓練漬けのある日、僕はアカデミーのあるバージニア州（元吸血鬼にしてみれば、なんだか必然的な州名だが）から、ＦＢＩ本部のあるワシントンＤＣへと、呼び出しを受けた。

　ちなみに、わざわざ『ＤＣ』とつけたのは、決して格好をつけたかったからではなく、一度間違えて、ワシントン州に行ってしまったからだ──京都と東京都くらいややこしい。

　そんなこんなで。

「嬉しいねえ、久し振りに日本語で会話ができて。こんなヘアスタイルだけど、一応俺様は、日本人なんだぞ」

　げらげらげら──と。

　本部内の一室で、僕とふたりきりになったところで、彼女──真心ちゃんは笑った。

　それに対し、僕はとりあえず、それこそ日本人らしく愛想笑いを返そうとしたのだけれど、どうもうまくいかなかった──引きつってしまう、そのオーラに。

　橙色のオーラに。

　輝くような、と言うより、実際に輝きを放っているオレンジ色の髪を、注連しめ縄なわのようにぶっとい三つ編みにまとめた彼女は、どういうわけか、ハロウィンの季節でもないのに、メイド服を着ていた。

　本格仕様の一着ではあるが、メイド服はメイド服である。どこかで見たような気もするメイド服だが、それはまあ、ともかくとしよう──なにせここは、自由の国・アメリカ合衆国だ。初対面の人間のファッションに口を出すのは、失礼である以前に、無粋である。

　しかし──

「ＥＲ３システム……だっけ？　ＭＳ‐２？　ＦＢＩやＣＩＡと違って、聞いたことがない組織だけれど、真心ちゃんはそこの所属なの？」

「俺様をちゃん付けで呼ぶ奴はそうそういないぞ、捜査官。あーちゃん捜査官」

　そしてもう一度、げらげらと笑う……、僕の影に潜んで長い、六百年以上生きている元吸血鬼だって、そんな笑いかたはしない。

　あーちゃん？

　僕のことをそんな呼びかたをする奴こそそうそういない──変態と呼ばれたことはあっても、あーちゃんと呼ばれたことはまずない。

「ま、まともに生きてりゃ、関わらずに済む組織だぞ。だからあーちゃんは気にしなくていい──それよりもさっさと教えろ、連続殺人犯連続殺人事件の概要って奴を。難航している捜査を、この俺様がさくっと終わらせてやるんだぞ」

「…………」

　謎の学術機関からＦＢＩに派遣されてきた、おそらくはまだ十代の少女だと思われる真心ちゃんは、自信たっぷりにそう述べる──いや、自信ではなく、それはただ事実を述べているだけのようにも聞こえた。

　終わらせることが、彼女にとっての日常であるかのように──こうして向かい合って座っているだけでも、一秒ごとに格の違いを見せつけられているかのようだ。

　日本語が流暢に喋れるからという、日本人ならば技量でも特殊能力でもなんでもないスキルを買われて、まだ正式な捜査官とは言いにくい僕がホスト役を務めることになったけれど、今回ばかりは一刻も早く日本に帰るために、お偉いさんがたに変にいいところを見せようとするのではなく、諾々と流れに従ったほうがよさそうだ。

　でなければ、捜査ではなく、僕が終わらされてしまいかねない──僕は、「連続殺人犯連続殺人事件っていうのは、あくまでも、マスコミがつけた名称でね」と、役割を果たしにかかる。

「へえ。知ってるぞ、そういうの。報道は面白おかしく、センセーショナルにって奴だぞ」

「ところが今回の場合は、事実のほうが面白おかしい。正確には、連続殺人犯連続殺人事件じゃなくって」

　連続殺人犯高速殺人事件だ。

　連続ではなく──高速である。
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　人が死んでいるのに面白おかしいと表現するのは、日本でなら不謹慎だとお𠮟りを受けるところだが、たとえ自由の国でも、別に言っていいってわけじゃない──ただ、そう言いたくなるほど現実味のない、絵空事のような事件だったのだ。

　訓練生（とも言えない、曖昧な立場）の僕は、当然、正式な捜査に嚙んでいるわけではないのだけれど、それでも、嫌でも、事件の概要が入ってくるくらい、奇妙奇天烈な出来事である。

　まあ、十四人の被害者が全員連続殺人犯という時点で、既に笑えないブラックジョークみたいなものなのだけれど、たとえ彼ら彼女らが罪のない善良なる一般市民だったとしても、わざわざ言葉で飾る必要が皆無なセンセーショナル具合は、毫ほども揺らぐことはない。

　恥ずかしい話、僕は臥煙さんの紹介（陰謀）で渡米するまで、海外ドラマでよく聞くところのＦＢＩがどういう機関なのかよく知らなかったのだけれど（架空の機関かと思っていたくらいだ）、国土面積の広大なアメリカ合衆国において、主に広域捜査を担当する警察機構なのだそうだ──そういう意味では、この連続殺人犯連続殺人事件なんて、まるでＦＢＩに捜査されるための事件だと言っても過言でも、そして不謹慎でもない。

　なにせ犯罪発生地域が、全国に亘る。

　島国出身の僕には、そう言われても今ひとつ実感しにくいものがあったけれど、北米大陸どころか、犯罪発生地域がハワイ州にまで及ぶというのだから、ただごとではない。

　指名手配中の凶悪な連続殺人犯が、アメリカ各地、各州で殺された──これは、そういう殺人事件である。

　ひとり目の連続殺人犯は、イリノイ州シカゴにて。

　ふたり目の連続殺人犯は、ニューヨーク州マンハッタン島にて。

　三人目の連続殺人犯は、カリフォルニア州サンフランシスコにて。

　四人目の連続殺人犯は、コロラド州デンバーにて。

　以下、五人目はフロリダ州オーランドにて、六人目はアーカンソー州ホットスプリングスにて、七人目はテネシー州ナッシュビルにて、八人目はハワイ州ビッグアイランドにて、九人目はテキサス州ダラスにて、十人目はルイジアナ州ニューオーリンズにて、十一人目はアイダホ州ボイジーにて、十二人目はアラバマ州モントゴメリーにて、十三人目はウィスコンシン州ミルウォーキーにて、十四人目はアラスカ州フェアバンクスにて──と続く。

　続く。

　そう、解決したわけではない以上、まだ続いていると言っていい──そういう意味では、『連続殺人事件』の表記も間違っているとは言えないけれども、しかし、この『ひとり目』『ふたり目』～『十三人目』『十四人目』という数えかたについては、注ちゅう釈しゃくを加えておく必要があるだろう。

　つまり、これは『発見順』であって、必ずしも『殺害順』ではない。

　アラスカ州とハワイ州を加えて、計六つのタイムゾーンを持つこの国で、時刻をどのように記載するかは悩みどころではあるけれど、便宜的に世界標準時を採用するとして──『死体発見時刻』はまちまちでバラバラだったが、肝心の『死亡推定時刻』は、ほぼ同時刻だったのである。

　この場合、『ほぼ』というのは監察医の謙遜であり、『凶器』や『殺しかた』が同一なのと同じくらい、十四人の連続殺人犯の『死亡推定時刻』は、同一らしい。

　同一どころか。

　統一されていると言ってもいいくらい。

　さて、つまりここで問題だ──南はハワイ州から北はアラスカ州まで、東はニューヨークから西はサンフランシスコまで。

　各地に潜伏していた十四人の連続殺人犯を、犯人は一体どうやって、統一時刻に殺害せしめたというのでしょう？







004







「走って」

　と、真心ちゃんは言った、ここはなぜか笑わず、真顔で。真顔ちゃんで。

「全速力で走れば、きっと間に合うぞ。一生懸命努力してできないことなんてないと、俺様がバッテリーを組んでいた恋女房は言っていたぞ」

　誰のことを言っているのかはわからないけれど、そいつはたぶん、痛烈な皮肉でそう言ったんじゃないのかなあ？

　根拠のないただの勘だけど、そう思う。

「俺様なら確実に間に合うぞ」

「サンフランシスコからニューヨークシティって、ざっと見積もっても四〇〇〇キロ以上あるんだけれど」

「四〇〇〇キロ？　四トンがどうしたってんだぞ？　そんなもん、俺様にとっちゃあ何の重りにもならねえぞ」

「…………」

　前世紀生まれの馬鹿が来たのか？

　ＦＢＩ本部の一室と言ったが、ここは応接室の中でも、ＶＩＰルームと呼ばれる部屋である……、間違っても取り調べ室ではないし、間違ってもＶＩＰなのは、部屋にいるふたりのうち、僕のほうではないはずなのだが……。

　マイル表記が基本のこの国でキロメートルとまで言わなかった僕にも負い目はあるけれど、そうすると、四トンの重りを背負って二五〇〇マイル以上を走れると豪語するこの子には、別の問題が生じてくることになる。

　四トンは、ポンド単位ではどう換算するんだっけか……？

「アラスカはカナダを縦断すればどうにかなるにしても、海の向こうのハワイへは、走って行くのは無理だろう」

「あ！　そりゃそうだ！　あーちゃん、めっちゃ頭いいな！」

　あーちゃんを定着させるな。

　そしてそれで納得するんかい。

　たとえ非公式なそれであろうと、ＦＢＩにこうして協力者として迎えられている以上、馬鹿ではないはずなんだけれど……、この子、なんでここに呼ばれたんだ……？

　阿良々木暦は『日本語に堪たん能のうだから』という理由でこの部屋にいるわけだが、しかし、この子が受けている特別待遇の理由はいったい……。

　考えてみりゃ、アメリカに住んでいるのなら、僕のような新参者でもない限り、英語をまったく解さないというわけでもなかろうに……、『捜査に協力する代わりに懐かしの日本語が聞きたい』程度のわがままで、まさか僕は呼びつけられたのか？

　特別待遇の理由……。

「ああ、それは連続殺人犯殺しって意味じゃ、俺様は今回の事件の犯人の先輩だからだぞ。もっとも俺様がばったばったとやっつけたのは、殺人犯じゃなくて殺人鬼なんだぞ」

「……ん？」

　なんだ？　聞き間違いかな？

　今、ＦＢＩ本部で、とんでもない自白をされたような……、この子、ひょっとして自首してきた犯人なの？

「まああれは右みぎ下したるれろに操られてのことだったから、心神喪失状態だったんだぞ。緊急避難な正当防衛だったし」

　天然みたいな口調で喋っていた子が、急に法律用語を並べ立て出した──まあ、口を滑らせた釈明と言うより、これは殺人鬼ならぬ吸血鬼の、僕の価値観に合わせてくれたのだろう。価値観──もしくは世界観に。

　まるっきり気遣いができないってわけじゃないのか──しかし、右下るれろ？

　さらっと言ったけど、すげえ名前だな。

「どこか一ヵ所に、連続殺人犯を集合させて、そこでまとめて殺害し、それから死体を各地に持ち運んだ──って考えるのが妥当なのかもしれないけれど、それでも如何せん、広範囲過ぎるからな」

　広範囲──広域捜査。

　ここまで来ると、事件現場が他国に及んでいないのが不思議なくらいである──たとえば、準州であるグアムや、同盟国である日本で、同じような死体が発見されてもおかしくはなかろう。殺されたのが指名手配中の連続殺人犯に限られていることを思うと、愛国心の強い『正義のヒーロー』が、治安維持のために犯行に及んだとプロファイリングするべきか？

　少なくとも、犯人が捜査機関に先んじて、連続殺人犯の居所を突き止めたことだけは認めざるを得ない。

　しかし、もしも死刑が確定しているような連続殺人犯だったら独自の正義感で勝手に殺してもいいと思っているんであれば、それは法と歴史と人類をなめ過ぎだ。

　許されることではない。

　それは正義ではなく、犯罪だ。

　もっとも、死刑制度が採用されていない州で連続殺人を犯した凶悪犯も、十四人の中には含まれているので、かつての事件の被害者の関係者が死をもって償わせようとしたという線は、頭に入れておくべきかもしれない──それにしても、そんな怨恨や、あるいは義憤が絡んでいるとは思いにくい、どこか無機質な犯罪性も感じさせられるのだ。

　そう、淡々と。

　まるで実験でもしているような……。

「ひとり目の連続殺人犯の死体が発見されてから、十四人目の連続殺人犯の死体が発見されるまで、そんなに時間が空いているわけでもないんだ。なので、死体移動トリックを用いたとは、ちょっと考えにくいかな」

「まあ、そんな悠長なことをしていたら死し斑はんとか？　移動させた痕跡が残るだろうし、死体が腐っちまうんだぞ」

「ん──ああ、それについてはまだ話してなかったっけ？」

　如何せん状況設定のほうが奇抜過ぎて、当然話すべき『凶器』と『殺されかた』について、言うのを忘れていた──そちらにしたって、十分奇抜で、どこまでも常軌を逸しているというのに。

「『凶器』は『冷凍庫』なんだ」

「れいとうこ？」

　僕が冗談を言ったと思ったのか、真心ちゃんは愉快そうにはにかんだ。

　可愛い。

「冷凍庫の角で、連続殺人犯の頭をぶん殴って回ったってこと？　それはすごいぞ。マラカスを武器に女子供を殺して回る音楽家の殺人鬼がかつていたけれど、そいつ以上だ」

「そいつ以上はいないだろ」

　詳しく聞きたい、いや、詳しく聞きたくない。

　しかし僕は、犯人は冷凍庫の角で、連続殺人犯を十四人、ぶん殴って回ったとは言っていない──そんな力自慢だったなら、確かに『正義のヒーロー』とは思わないにしても、ある種のリスペクトはできたかもしれない。

　だが、できることは震えることだけだ。

　冷凍庫だけに、というわけではなく。

「犯人は強力な業務用冷凍庫で、連続殺人犯をそれぞれに瞬間冷凍させて──その上で、まるでバラの花のように、粉々に砕いて殺したんだよ」

　ヒーローの、まして人間の所業ではない。

　アラスカ州での死体発見が十四番目になっているのは、強いて言えば、それが理由だ……、フェアバンクスの氷雪地帯で見つかった冷凍死体は周囲の風景に違和感なくまぎれてしまっていたし、最初は、事故死という線も考えられたので、その分報告も遅れた。

　逆に、ハワイ州だったり、そうでなくとも南のほう、フロリダ州だったり、それこそＥＲ３システムとやらの本部があるというテキサス州だったりの辺りじゃあ、凍らされていた死体が解けてしまって、見るも無惨な有様だったという。

　猟奇殺人の域も越えている。

　怪異の所業だと見てもいいくらいだ……、ひょっとすると、日本語が話せるからという理由だけでなく、僕はそういう理由で、ご指名を受けたのかもしれない。ＦＢＩモンスター課なんて部署の設立が、どれほど実現性のあるプロジェクトなのかはともかくとして……。

　通訳として連れてきた忍を呼び出すべきシチュエーションだろうか？　しかしこの国では、金髪のロリ奴隷と戯れることは違法なのだ……、日本と違って。

「ひょっとすると、まだ見つかってない死体もあるのかもな。バラバラ死体じゃなくてコナゴナ死体だから、遺棄された場所によっちゃあ、フェアバンクス以上にまぎれてしまっている恐れもある」

　案外、五十州すべてをコンプリートしているかもしれない──あるいは、犯人はそれを理想としていたけれど、突き止められた連続殺人犯の潜伏先は、さすがに十四が限界だったとか。

　野放しの連続殺人犯が十四人もいたなんてと考えるべきか、それとも、十四人が限度だったと考えるべきか……、いや、考えるべきは、この事件の連続殺人犯、ひとりだけだ。

　連続殺人犯。高速殺人犯。

　走って──か。

　まあ、光の速度で移動するヒーローがいたとするなら、この犯行も不可能じゃあ──いや、光の速度で移動することはできても、光の速度で凍らせることは難しいんじゃ……。

「なるほど、なるほど。事件の真相は、橙、もとい、だいたいわかったんだぞ。距離が遠いほうが、早く辿り着けるってこともあるってことだな。げらげら──」と。

　真心ちゃんはその口を大きく開けて、

「げらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげらげら！」

　そう哄笑した。

　何がそんなに大受けだったのかてんでわからず、その高笑いの迫力に僕がただただ圧倒されていると、

「で、容疑者のほうは、何人まで絞れている？」

　そう訊いてきた。

「いやいや、容疑者なんて現段階ではとてもとても……」

　ん？

　なんかあっさり話を促してきたけれど──、今さっき、なんて言った？

　事件の真相は、橙、もとい、だいたいわかったんだぞ。

　わかったんだぞ？

　この、わけのわからない事件の真相が？

　距離が遠いほうが、早く辿り着けるってこともあるって──なんだその、いかにも推理小説っぽい逆説は？

「そうか。特定できてないのか。でもきっと、能力が高いんじゃなくて、意識が高い容疑者なんだぞ。現段階って言うけど、そんな段階、すっ飛ばしてるんだぞ」

「ま、真心ちゃん。もしかして──その『わかった』っていうのは、トリックがわかったって意味なのか？」

「逆に訊きたいんだぞ。どうしてトリックがわからない？」

　……むかつく名探偵みたいなことを言いおる。

　反射的に身を乗り出しかけた僕を制するように、「じゃなくて、俺様が本当に訊きたいのは」と、真心ちゃん。

「終わらせるつもりはあるのかってことだぞ」

「？　そんなもん、あるに決まってるだろ。なくてどうする、つもりどころかおおつごもりだぜ。心の準備もカウントダウンの準備もとっくに整っている。こうも残虐で救いようのない事件は、一秒でも早く──高速で終わらせる他ないだろう」

「高速じゃなくって、高度であるべきなんだぞ──違う違う。事件じゃなくって」

　世界を終わらせるつもりはあるのかってことだぞ、あーちゃん。

　そう人類最終の橙は言った。

　さながら最後通牒のように。

「世界が終わるのは、いったいどういうときかわかるか、あーちゃん？　限界を見たときと、未来を見たときだぞ」

　だから──あーちゃんじゃないっての。
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　後日談と言うか、今回のオチ。

　全体のオチと言うべきか。

　社会人になったあとも研修やら訓練やらを受け続けていて、未だ学生気分の抜けていない僕ではあるけれど、しかしまあ、歳を取った分経験も積んでいて、世の中の複雑さみたいなことは、高校生の頃よりは、わかっているつもりである──世の中はまことに複雑であり、世界が複雑怪奇であることを知っている。

　どんな事件にも、どんな出来事にも、どれほど言葉を尽くしても、語り尽くせない物語があることを知っている……、まして、謎に対する解決を、一言で説明するなんて不可能だ。

　いつか扇ちゃんが、問題編よりも解決編のほうが長い推理小説こそが名作と呼ばれるに相応しいなんて、ちょっとよくわからない、それこそ謎めいたこだわりみたいなものを語っていたけれど、そういう意味では、この世界はよくできた事件簿と言えるのかもしれない。

　ただし、今回の殺人事件に限って言えば、例外中の例外を認めるしかない──真心ちゃんが、不可能を可能にしてみせたのだった。

　アメリカ合衆国の各地で起こった、十四人の指名手配犯を被害者とする猟奇的殺人事件について、刑事でもなければ名探偵でもない橙なる種は、こう述べた。




「宇宙からばら撒いたんだぞ」




　一言。

　それですべてが語り尽くされたのではなく、もうそれを聞いてしまえば、それ以外のことが最早どうでもよくなってしまうくらいの衝撃である──国土面積に比例して犯罪のスケールも違うなんて、いい加減なことを思っていたけれど、しかし、解決編のスケールは、グローバルさえ超越した。

　なるほど。

　そりゃあ、おしまいだ。

　そんな解決編が真相として認定されてしまえば、薄っぺらい地表で起こるちまちました犯罪なんて、まるっきりものの数ではなくなる──今、うっかり、『これは平面ではなく立体の殺人なのだ』なんて、気取った叙述をしそうになったけれど、掘り下げてみれば、立体どころか、時間さえもコントロールしている。

　高速殺人事件。

　真心ちゃんが、先んじて言っていた、『距離が遠いほうが、早く辿り着けるってこともある』という謎めかした文言の意味も、こうなってしまうと明解である。

　能力が高いんじゃなくて、意識が高い。

　そうも言っていたが、ならばそこに『犯行現場』もまた『高かった』と、詳細に付け加えなければならない。

　高速じゃなくて、高度であるべき。

　高度であり──高々度であるべき。

　四〇〇〇キロどころじゃない。

　その十倍以上二十倍の高さから、連続殺人犯を合衆国の国土に向けて『落下』させたならば、たとえ同じ位置から同じ方向にえいやと投げたところで、ほんのわずかな角度の違いで、あちこちに、てんでばらばらに、四方八方へと散ってしまうことだろう──まして、ばらばらになるよう、それぞれの地域を狙ったのだとすれば。

　軍事衛星から発射されるレーザーミサイルをイメージすればよかろう──発射口の角度を少々微調整するだけで、一ヵ所から動くことなく、世界の半分を狙撃できる。

　動くことなく。

　否、実際には高速で移動している──地球の重力と、その自転速度に合わせて、静止衛星のごとく、動き続けている。

　距離が遠いからこそ。

『遠いからこそ』と言えば、昔、何でも知ってる委員長から教えてもらった試験対策の中に、落下時間が長ければ長いほど、落下速度も上がりそうに思えるけれど、実際には空気抵抗があるから、速度は一定以上には上がらないというものがあった──だから問題文には『ただし、空気抵抗は考えないものとする』の一文があるのだと。

　たとえ成層圏から突き落とされても、つまり、光の速度で叩きつけられるわけじゃあないってことか──それでも、大抵の隕いん石せきがそんな運命を迎えるように、生じるその空気抵抗で、連続殺人犯の身体は燃え尽きてしまうんじゃないのか？

　違う。

　だから──凍らされている。

　しかも、想定されていたような業務用冷凍庫なんて凶器は、使っていない──強いて言うなら、凶器は『宇宙』だ。

　スケールが巨大過ぎてもう見えない。

　だが、あえて見てきたかのような噓をつくなら、真空状態に人間が投げ出されたからと言って、漫画やアニメみたいに、人間の身体は意外と爆発したりはしない──むしろ凍り付く。

　宇宙空間に放り出された時点で、窒息死する前に、まず凍死だ。一瞬で。

　瞬間冷凍。

　ならば空気抵抗で生じる摩擦熱で、燃え上がることもない──氷は燃えない、低温と高温で相殺される。

　そして地表に落下した氷塊は。

　そりゃあ粉々に砕けるだろう、どんな柔らかい地面に墜落したとしても。

　もちろん、現実に、そして物理的に、そんなことが起こるかどうかなんてわからない。実際、宇宙から人体が投棄された公式記録なんて、世界中の捜査機関、のみならず学術機関をひっくり返したって、ないんだから。

　少なくとも、これまではなかった。

　ある新機軸の犯罪手法が『発明』されれば、それは本当にもうまたたく間に、世界中に伝でん播ぱし、定着すると言うけれど、こんなトリックが『あるある』として定着してしまえば、噓偽りなく、世界は終わりである。

　さながら、地動説や進化論のように、旧世界と新世界を切り分ける。

　限界と未来を、見せつける。

　針と糸と指紋認証の密室トリックや電気などという古代エネルギーを利用する車輛の時刻表を使ったアリバイトリックなんて、なんてキュートだったんだろうと、懐かしがられることになる──犯罪界のパラダイム・シフトを目の当たりにして、人目もはばからず、震しん撼かんせずにはいられなかった僕だけれど、しかしながら、真心ちゃんの真意ちゃんは、そこにはなかった。

　事件は一言で解決したが。

　しかし彼女は、世界を一言で終わらせるとは言っていない──胴体を撃たれて倒れ伏した獲物の頭を狙う、とどめの二言目が放たれた。

「つまり、犯人は宇宙人だぞ」

　絶句どころか絶命するところだった。

　危うく、謎解きを聞いてショック死した史上初の聴衆として、阿良々木暦はミステリー史に名を残すところだった──しかし、確かに、または、不確かにでも。

　捜査当局でも突き止められなかった十四人の連続殺人犯の潜伏先を突き止め、秘密裏に拘束し、全員まとめて宇宙へと、これまたバレないように打ち上げて、そして順次、狙い定めた地域に向けて、宇宙空間から、またまた目撃されない時間帯を見計らって、なぜかアメリカ合衆国に集中させて、しかし州をまたぐように適度に散らしながら投げ落とす──そんな膨大な知識と運と組織力に恵まれた犯人が、犯行をおこなう裏打ちとなる動機を勘案するよりは、いっそ宇宙人のキャトルミューティレーションの一種だと考えてしまえば、楽になれる。

　宇宙人なら、謎は謎のままでいい。

　それがロマンなのだから。

　まるで実験──そのもの人体実験。

　お前が犯人だ──ではなく。

　我々は宇宙人だ──と来たもんだ。

　地球を侵略に来たはずなのに、なぜか特定の国、特定の地域ばかりに集中して攻めてくる宇宙人の思惑を解き明かしたところで誰も得をしないし、納得もしない──そういう文化であり、そういう異文化である。

　そのまま丸ごと、認めるしかないのだ。

　向こうからみれば、こちらこそが異文化であり、異世界か──スマホを片手に携えた一般人が転生してきた異世界の気分を味わわされたぜ。

　法と歴史と人類をなめ過ぎだ──期せずして、宇宙戦争開戦における宣戦布告みたいな台詞になってしまっているけれど、ならばあの言葉は全面的に撤回する。

　十代の頃に骨の髄まで叩き込まれた、なんでもかんでも怪異のせいだと考える安易さを、遥かに超える思考放棄ではあるのだけれど──しかし、今放棄せずして、いったいいつ放棄するというのか？

　我慢に我慢を重ねてきたけれど、しかしこんな末恐ろしい真相を突きつけられてしまえば、資格なき無免許の語り部として、僕はそっと口をつぐまざるを得ない……、面白おかしい不謹慎な異文化交流は、これにてだ。

　これにてだとも。

　忘却探偵の素早い判断を見習って、宇宙人と戦うことは請負人に任せ、命を弄ぶ魔法少女を反面教師に、美少年探偵団のような少年ではあれなくとも、引きこもりブルマのごとき好奇心は封印し、血を司る魔法少女よろしく大人になって、監察所総監督から学んだ二重否定で、殺人鬼一賊の半分くらいは身内のために、策師みたいに正々堂々、三つ子メイドに惑わされることなく、双子の殺し屋の思し召しに従い豹変し、仲良し大学生のやりかたで危うきに近寄らず、異様なキルデス比を誇る英雄より長生きするため、鮮やかな遊び人が敗北をそうした風に、潔くこの終わりを受け入れる──それでも。

　最後の一行で、僕からも一言だけ言わせてくれ──最終の一行で、一言だけは。

　物語われわれはしぶとい。





あとがき




　ひと昔前の話になりますけれど、推理小説に対するひとつの手痛い指摘として『人間が書けていない』というものがあって、しかし愛読者としてはその当時、真意をいまいち計りかねるところがありました。どう読んでも書いているようにしか……、むしろ『より』書いているようにしか……、今になって想像してみると、『こんな名探偵がいるわけない』とか『こんな怪人がいるわけない』とか、そういう意味合いだったのかもしれませんし、殺されるためだけに登場する被害者や、リアクションを取るためだけに描えがかれる聴衆や、容疑者を増やすためだけに出てくる一族なんかを指してのことだったのかもしれません。人間を書くこととキャラクターを書くことの違い、ですか？　そうなると、最近はあんまり、冒頭の指摘がされなくなっている印象があるのは、推理小説でも人間が書かれるようになったからと言うより、人間のキャラクター化がここのところ、活発になっているからなのでしょうか？

　本書は劇場版『傷物語』の来場特典として書かれた短編の集合体です。第一部『鉄血篇』にて第忘話『きょうこバランス』、第強話『じゅんビルド』、第法話『のみルール』、第眼話『まゆみレッドアイ』、第二部『熱血篇』にて第病話『くろねこベッド』、第血話『りすかブラッド』、第刀話『ひていクリア』、第殺話『いおりフーガ』、第三部『冷血篇』にて第軍話『しおぎレンジャー』、第招話『あかりトリプル』、第喰話『りずむロックン』、第大話『みここコミュニティ』が、配布されました。そういう経緯の、かなり特殊な本なので、書き下ろしパートも特殊にするべきかと思い、空々くんと札槻くんという、『まゆみレッドアイ』で絡みたがっていた男子中学生（？）と絡む阿良々木くんを書いてみました（なぜこのふたり!?）。単行本版の大トリを務めた想影真心については、異文化交流をまとめてもらおうとご登壇願ったわけですが、どころか物語シリーズごと終わらされてしまったかも……、真心こえー。そんな感じで本書は１００％趣味で書かれた混沌です、の、『混物語』でした。

　表紙はなんと渡辺明夫さんに、女子陣全員を描いていただけました。小説を書き続けてきてよかった！　竹さん、ＴＡＧＲＯさん、西村キヌさん、キナコさん、そしてＶＯＦＡＮさんのキャラクターデザインが渡辺さんデザインの地濃鑿と共に、一堂に会するこの奇跡に立ち会わせてもらえたことが、本当に嬉しいです。ありがとうございました。読み続けてきてよかったと思っていただける一冊になっていれば、幸甚です。
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